
家
畜
生
産
技
術
向
上
へ
の
改
善
ポ
イ
ン
ト　

〈
酪
農
・
肉
用
牛
〉　
　

令
和
４
年
度
版

令
和
５
年
３
月

公
益
社
団
法
人　

中　

央　

畜　

産　

会

 

 

 

 

 

家畜生産技術向上への改善ポイント 

〈酪農・肉用牛〉 

 

令和４年度版 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

令和５年３月 
 

公益社団法人 中 央 畜 産 会 
  

令 和 ４ 年 度 畜 産 酪 農 

生 産 力 強 化 対 策 事 業 

（家畜生産性向上対策事業） 



家
畜
生
産
技
術
向
上
へ
の
改
善
ポ
イ
ン
ト　

〈
酪
農
・
肉
用
牛
〉　
　

令
和
４
年
度
版

令
和
５
年
３
月

公
益
社
団
法
人　

中　

央　

畜　

産　

会



 
 

は し が き 
 

我が国の酪農・肉用牛は、飼養戸数は年々減少しているものの、飼養頭数は平

成 30 年以降、乳用牛・肉用牛ともに増加傾向に転じている。一方、中国におけ

る需要の増加、ロシアのウクライナ侵略等を背景に、原油価格や飼料価格が高

騰するなど、畜産物の生産コストが増加している厳しい状況にある。 
さらに、土地利用条件に大きく制約を受ける等、限られた資源を活用せざる

を得ない我が国の畜産においては、個々の畜産経営体の努力だけでは解決でき

ない課題が多くある。 
農林水産省では「畜産経営を核に、行政、畜産関連組織・産業、地域住民等が

結集し、地域ぐるみで畜産の収益力向上を図る体制（畜産クラスター）」の構築

により、地域の畜産生産基盤の強化を推進するための諸施策を平成 26 年度から

推進している。本施策では、個人では対応の難しい課題であっても、関連する

人々・産業が連携し合うことで個々の資源・ノウハウを結集させ地域が一丸と

なることで、解決策への道が開けるという考え方（畜産クラスター計画）の基本

方針が掲げられている。 
本会では、平成 28 年度より家畜生産性向上対策事業の一環として、家畜生産

性向上対策検討委員会を設置し、家畜の改良増殖目標の達成等に向けて、家畜

の遺伝的能力を最大限に発揮させるための技術指導等を、道府県畜産会の協力

のもと、全国の畜産経営体を対象に実施している。 
本資料は、令和２年と令和３年の家畜の生産性に係るデータを収集し、分析

の結果及び畜産経営体の技術成績における課題点を解決するための技術指導内

容を取りまとめたものである。 
畜産物の生産コストの増加により、経営がひっ迫している厳しい状況の中、

今後、畜産経営を維持していくためには、飼料コストの引き下げはもとより、家

畜の飼養管理を徹底し、事故等による損失を最小限に抑えることが非常に重要

である。 
本資料を、飼養管理に関する生産技術の一層の向上のためにご活用いただき

たい。 
末筆ながら調査・技術指導に協力いただいた道府県畜産会並びに調査結果の

集計・分析に協力いただいた家畜生産性向上対策検討委員会の委員の皆さまに

厚くお礼申し上げる。 
 
令和５年３月           公益社団法人 中 央 畜 産 会 
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Ⅰ．利用にあたって 
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１．はじめに 
 本報告書は、酪農経営ならびに肉用牛経営における家畜の生産性に関する各

種技術成績等の年間の全体成績の状況、成績階層（成績上位 25%階層と下位 

25%階層）及び機械装置の導入状況別の成績を比較し、その特徴を明らかにし

た。また、実際に指導現場で行われた指導内容について、課題と解決のための

助言指導として整理した。  

２．本書の利用者 
    経営指導や経営診断を実施する畜産経営支援者の方々の利用を想定し、実際

に指導現場で行われた指導内容を課題と解決のための助言指導として取りまと

めた。より専門的な知識や深い洞察が必要な場合には、各道府県にある畜産協

会等の畜産コンサルテーションの専門組織に相談いただきたい。  

３．調査対象 
 酪農経営：対象品種はホルスタイン種（71 戸） 

 肉用牛経営：対象品種は黒毛和種（繁殖経営 118 戸、肥育経営 31 戸） 

４．集計方法及び特徴 
家畜の生産性に関する各種技術成績等については、特に技術改善が必要な成

績下位 25％階層の２か年（令和２年と令和３年）の成績の変化を捉えられる

よう、畜種ごとの集計結果の成績階層間比較（成績上位 25％、中位 50％、下

位 25％階層）を行い、表中に、令和２年の成績下位 25%階層が令和３年にど

のような成績となったか（令和３年に成績が改善したのか悪化したのか等）を

記している。 

課題と解決のための助言指導では、指導内容のカテゴリー分けを行い、現場

で多く指導された内容を集計・グラフ化し全体的な指導内容の傾向を把握でき

るようにしている。併せて、それぞれの指導内容について、家畜の生産技術改

善のためのポイントを実際に指導現場で指導された内容を交えながらとりまと

めている。 

指導用情報では、乳汁や血液中の妊娠関連糖タンパク（PAGs）濃度を調べ

ることで、妊娠か空胎かの確認が可能な PAGs 検査について紹介している。  
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Ⅱ．酪農 
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１．集計結果の階層間比較 

（北海道） 

  

- 11 -



１
．
常
時

平
均

飼
養

頭
数

の
階

層
間

比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
2
5

5
2
.1

2
5

5
5
.2

6
3
0
.5

6
3
2
.2

5
3
2
.2

1
3
6
.0

1
3
2
.0

6
8
6
.0

6
9
3
.0

未
経
産
牛
か
ら
の

繰
入

頭
2
5

1
6
.2

2
5

1
3
.8

6
1
1
.2

6
1
0
.2

5
9
.2

1
4
.0

1
1
5
.0

6
2
6
.0

6
2
0
.7

外
部
導
入
頭
数

頭
2
5

3
.1

2
5

2
.2

6
3
.5

6
0
.8

5
1
.0

1
0
.0

1
0
.0

6
2
.0

6
2
.3

事
故
廃
用
頭
数

頭
2
5

1
6
.2

2
5

1
7
.5

6
1
3
.0

6
1
1
.0

5
1
1
.6

1
1
2
.0

1
8
.0

6
2
1
.0

6
2
7
.2

期
末
飼
養
頭
数

頭
2
5

5
5
.2

2
5

5
3
.2

6
3
2
.2

6
3
2
.2

5
3
0
.8

1
2
8
.0

1
3
9
.0

6
9
3
.0

6
8
7
.3

前
年
比
　
（
期
末

÷
期

首
）

％
2
5

1
0
6
.6

2
5

9
7
.9

6
1
0
6
.4

6
1
0
2
.2

5
1
0
3
.2

1
7
7
.8

1
9
6
.9

6
1
0
9
.6

6
9
5
.0

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
2
5

5
3
.7

2
5

5
4
.2

6
3
1
.3

6
3
2
.2

5
3
1
.5

1
3
2
.0

1
3
5
.5

6
8
9
.5

6
9
0
.2

1
頭

当
り
年

間
乳

量
（
平

均
値

）
kg

2
5

7
,6
8
2
.4

2
5

7
,7
7
2
.8

6
7
,3
0
6
.5

6
7
,3
4
1
.2

5
7
,0
1
9
.6

1
6
,5
2
3
.0

1
8
,9
4
9
.0

6
7
,7
7
5
.2

6
8
,0
5
3
.6

受
胎
に
要
し
た
種
付

回
数

（
平

均
値

）
回

2
5

2
.2

2
5

2
.2

6
2
.2

6
2
.1

5
2
.2

1
2
.0

1
1
.8

6
1
.9

6
2
.2

分
娩
頭
数

頭
2
5

5
1
.4

2
5

5
0
.1

6
2
9
.3

6
3
1
.3

5
3
1
.2

1
2
2
.0

1
3
2
.0

6
8
3
.3

6
8
0
.2

分
娩
間
隔
　
（
平

均
値

）
ヵ
月

2
5

1
4
.8

2
5

1
5
.0

6
1
5
.8

6
1
5
.9

5
1
6
.0

1
1
9
.2

1
1
5
.5

6
1
4
.5

6
1
4
.4

供
用
年
数
　
（
平

均
値

）
年

2
5

3
.8

2
5

4
.2

6
3
.1

6
3
.7

5
4
.0

1
5
.1

1
2
.4

6
3
.8

6
3
.9

産
次
　
（
平
均
値

）
産

2
5

2
.7

2
5

2
.6

6
2
.4

6
2
.3

5
2
.3

1
2
.9

1
1
.9

6
2
.5

6
2
.5

初
産
月
齢
　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

2
6
.0

2
5

2
6
.1

6
2
5
.8

6
2
5
.7

5
2
6
.3

1
2
8
.9

1
2
2
.9

6
2
6
.3

6
2
7
.0

分
娩
時
の
子
牛
事
故

率
　
※
奇
形
、
死
産

％
2
5

6
.6

2
5

6
.4

6
9
.8

6
6
.6

5
7
.2

1
0
.0

1
3
.1

6
6
.1

6
4
.5

２
．
結
果

の
比

較
検

討
・
考

察

1
4
.8

2
.2

2
5
.6

平
均
値

令
和
5
年
1
月
1
2
日
時

点
R
0
3
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
3
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
3
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤
R
0
2
年
成
績
⑨

飼
養

状
況

繁
殖

成
績

a
）
全

体
の

年
比

較
（

①
と

②
の

比
較

）
・
平

均
飼

養
頭

数
は

R
0
2
年

5
3
.
7
頭

、
R
0
3
年

5
4
.
2
頭

で
、
増
加
頭
数
は
0
.
5
頭
で
微
増
。

・
増

加
は

1
3
事

例
、

増
減

な
し

は
2
事

例
、

減
少

は
1
0
事

例
。
最
も
増
加
し
た
事
例
は
9
.
5
頭
の
増
加
、
最
も
減
少
し
た
事
例

は
1
0
.
5
頭

の
減

少
で

あ
っ

た
。

・
頭

数
に

関
す

る
課

題
と

し
て

、
「

高
齢

夫
婦

だ
け

で
手
が
回
ら
な
い
」
が
２
事
例
、
「
収
入
確
保
の
た
め
、
牛
を
売
却
し
規

模
縮

小
」

が
１

事
例

あ
っ

た
。

b
）
R
0
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
3
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④
で
ど
う
変
化
し
た
か
。
さ
ら
に
、
④
の
内
訳
は
ど
う
変
化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
・
R
0
2
年

下
位

階
層

の
う

ち
、

R
0
3
年

に
階

層
が

変
化

し
た

事
例
は
1
事
例
。
原
因
は
、
R
0
2
中
位
階
層
の
1
事
例
が
「
収
入
確
保

の
た

め
、

牛
を

売
却

し
規

模
縮

小
」

し
、

下
位

階
層

と
な

っ
た

た
め

。
・
増

加
は

3
事

例
、

変
化

な
し

は
2
事

例
、

減
少

は
1
事

例
。
最
も
増
加
し
た
事
例
は
3
.
0
頭
の
増
加
、
最
も
減
少
し
た
事
例
は

1
.
0
頭

の
減

少
で

あ
っ

た
。

・
R
0
2
年

最
も

飼
養

頭
数

が
少

な
か

っ
た

事
例

は
、

R
0
2
年

2
7
.
5
頭
か
ら
R
0
3
年
3
0
.
5
頭
で
3
.
0
頭
増
加
し
、
R
0
2
年
下
位
階
層
で

は
、

最
も

増
頭

数
の

大
き

い
事

例
で

あ
っ

た
。

c
）
R
0
2
年

の
上

位
2
5
％
階

層
の

成
績

と
R
0
3
年

の
上

位
2
5
％
階
層
の
成
績
の
比
較
（
⑨
と
⑩
の
比
較
）

・
R
0
2
年

上
位

階
層

の
う

ち
、

R
0
3
年

に
階

層
が

変
化

し
た

事
例
は
な
か
っ
た
。

・
増

加
は

3
事

例
、

減
少

は
3
事

例
。

最
も

増
加

し
た

事
例
は
9
.
5
頭
の
増
加
、
最
も
減
少
し
た
事
例
は
6
.
5
頭
の
減
少
で
あ
っ

た
。

・
最

も
減

少
し

た
事

例
は

、
「

経
営

主
の

体
調

不
良

に
よ
り
労
働
力
が
息
子
１
人
と
な
り
、
手
が
回
ら
な
く
な
り
、
不
慮
の
事

故
で

経
産

牛
頭

数
が

激
減

」
し

て
お

り
、

対
策

は
「

手
が

回
る

範
囲

で
保

有
頭

数
を

整
理

す
る

」
。

項
目

単
位

北
海
道
全
体

R
0
2
年
の
常
時
平
均
飼

養
頭
数
が

下
位
2
5
%
の
階

層

R
0
2
年

の
常

時
平

均
飼

養
頭

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

の
常

時
平

均
飼

養
頭

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年
成
績
⑩

畜
産

ク
ラ
ウ
ド
平

均
値

（
全
国
）

R
0
2
年
成
績
①

R
0
3
年
成
績
②

R
0
2
年
成
績
③

R
0
3
年
成
績
④

う
ち
、
R
0
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

- 12 -



１
．
受
胎

に
要

し
た
種

付
回

数
の

階
層

間
比

較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
2
5

5
2
.1

2
5

5
5
.2

6
4
0
.8

6
4
5
.3

4
4
3
.5

1
5
2
.0

1
4
6
.0

6
4
5
.5

6
5
1
.7

未
経
産
牛
か
ら
の

繰
入

頭
2
5

1
6
.2

2
5

1
3
.8

6
1
3
.7

6
1
3
.7

4
1
4
.3

1
1
3
.0

1
1
2
.0

6
2
0
.5

6
1
5
.7

外
部
導
入
頭
数

頭
2
5

3
.1

2
5

2
.2

6
2
.0

6
1
.5

4
2
.3

1
0
.0

1
0
.0

6
1
.7

6
0
.2

事
故
廃
用
頭
数

頭
2
5

1
6
.2

2
5

1
7
.5

6
1
1
.2

6
1
4
.7

4
1
6
.5

1
1
6
.0

1
6
.0

6
1
4
.0

6
1
1
.8

期
末
飼
養
頭
数

頭
2
5

5
5
.2

2
5

5
3
.2

6
4
5
.3

6
4
5
.0

4
4
2
.3

1
4
9
.0

1
5
2
.0

6
5
3
.7

6
5
5
.7

前
年
比
　
（
期
末

÷
期

首
）

％
2
5

1
0
6
.6

2
5

9
7
.9

6
1
1
1
.3

6
1
0
4
.8

4
1
0
5
.4

1
9
4
.2

1
1
1
3
.0

6
1
1
6
.8

6
1
0
6
.3

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
2
5

5
3
.7

2
5

5
4
.2

6
4
3
.1

6
4
5
.2

4
4
2
.9

1
5
0
.5

1
4
9
.0

6
4
9
.6

6
5
3
.7

1
頭

当
り
年

間
乳

量
（
平

均
値

）
kg

2
5

7
,6
8
2
.4

2
5

7
,7
7
2
.8

6
8
,2
4
0
.8

6
7
,9
9
2
.7

4
8
,5
7
7
.6

1
6
,9
7
3
.0

1
6
,6
7
2
.9

6
7
,4
7
6
.5

6
7
,2
7
4
.7

受
胎
に
要
し
た
種
付

回
数

（
平

均
値

）
回

2
5

2
.2

2
5

2
.2

6
2
.8

6
2
.4

4
2
.6

1
2
.3

1
1
.8

6
1
.7

6
1
.8

分
娩
頭
数

頭
2
5

5
1
.4

2
5

5
0
.1

6
4
2
.7

6
4
2
.3

4
4
3
.5

1
3
6
.0

1
4
4
.0

6
5
4
.0

6
5
1
.0

分
娩
間
隔
　
（
平

均
値

）
ヵ
月

2
5

1
4
.8

2
5

1
5
.0

6
1
5
.1

6
1
5
.1

4
1
4
.8

1
1
7
.1

1
1
4
.0

6
1
5
.0

6
1
4
.5

供
用
年
数
　
（
平

均
値

）
年

2
5

3
.8

2
5

4
.2

6
4
.0

6
5
.5

4
4
.6

1
4
.6

1
9
.8

6
3
.9

6
4
.5

産
次
　
（
平
均
値

）
産

2
5

2
.7

2
5

2
.6

6
2
.7

6
2
.4

4
2
.1

1
2
.2

1
3
.6

6
3
.0

6
2
.6

初
産
月
齢
　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

2
6
.0

2
5

2
6
.1

6
2
5
.5

6
2
5
.0

4
2
4
.1

1
2
6
.6

1
2
7
.3

6
2
5
.4

6
2
6
.1

分
娩
時
の
子
牛
事
故

率
　
※
奇
形
、
死
産

％
2
5

6
.6

2
5

6
.4

6
7
.7

6
1
1
.1

4
1
1
.5

1
8
.3

1
1
2
.5

6
6
.8

6
4
.8

２
．
結
果

の
比

較
検

討
・
考

察

1
4
.8

2
.2

2
5
.6

平
均
値

令
和
5
年
1
月
1
2
日
時

点
R
0
3
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
3
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
3
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤
R
0
2
年
成
績
⑨

飼
養

状
況

繁
殖

成
績

a
）
全

体
の

年
比

較
（

①
と

②
の

比
較

）
・
種

付
回

数
（

平
均

値
）

は
R
0
2
年

2
.
2
回

、
R
0
3
年

2
.
2
回
で
増
減
は
な
か
っ
た
。

・
種

付
回

数
が

増
加

（
悪

化
）

し
た

事
例

は
1
1
、

増
減

な
し
は
3
、
減
少
（
改
善
）
は
1
1
。

・
最

も
悪

化
し

た
事

例
は

R
0
2
年

1
.
4
回

か
ら

R
0
3
年

2
.
0
回
で
0
.
6
回
の
増
加
で
、
最
も
改
善
し
た
事
例
は
R
0
2
年
2
.
5
回
か
ら

R
0
3
年

1
.
8
回

で
0
.
7
回

の
減

少
で

あ
っ

た
。

・
最

も
悪

化
し

た
事

例
で

は
、

「
５

産
以

上
が

1
8
.
6
％

で
繁
殖
成
績
の
足
を
引
っ
張
っ
て
お
り
、
今
後
は
更
新
計
画
を
も
と

に
経

産
牛

の
入

替
を

行
う

」
と

し
て

い
る

。
・
繁

殖
成

績
の

課
題

と
し

て
、

全
事

例
の

う
ち

2
4
％

（
6
事
例
/
2
5
事
例
）
が
「
発
情
観
察
が
で
き
て
い
な
い
」
と
し
て
い
る

。

b
）
R
0
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
3
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④
で
ど
う
変
化
し
た
か
。
さ
ら
に
、
④
の
内
訳
は
ど
う
変
化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
・
R
0
2
年

下
位

階
層

の
成

績
は

R
0
2
年

2
.
8
回

、
R
0
3
年

2
.
4
回
で
、
6
事
例
全
て
で
改
善
し
て
い
た
。

・
R
0
3
年

に
階

層
が

変
化

し
た

事
例

は
2
事

例
。

そ
の

う
ち
、
R
0
2
年
2
.
5
回
か
ら
R
0
3
年
1
.
8
回
で
、
R
0
3
年
に
上
位
階
層
と
な

っ
た

事
例

は
、

放
牧

か
ら

舎
飼

い
に

転
換

し
た

事
例

で
あ

っ
た

。

c
）
R
0
2
年

の
上

位
2
5
％
階

層
の

成
績

と
R
0
3
年

の
上

位
2
5
％
階
層
の
成
績
の
比
較
（
⑨
と
⑩
の
比
較
）

・
R
0
2
年

上
位

階
層

6
事
例

の
う

ち
3
事

例
が

、
R
0
3
年

に
中
位
階
層
と
な
っ
た
。

・
R
0
2
年

上
位

階
層

は
R
0
2
年

1
.
7
回

、
R
0
3
年

1
.
9
回

で
、

悪
化
し
た
事
例
は
4
、
増
減
な
し
は
1
、
改
善
は
1
。

項
目

単
位

北
海
道
全
体

R
0
2
年
の
受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
が

下
位
2
5
%
の
階

層

R
0
2
年

の
受

胎
に
要

し
た
種

付
回

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

の
受

胎
に
要

し
た
種

付
回

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年
成
績
⑩

畜
産

ク
ラ
ウ
ド
平

均
値

（
全
国
）

R
0
2
年
成
績
①

R
0
3
年
成
績
②

R
0
2
年
成
績
③

R
0
3
年
成
績
④

う
ち
、
R
0
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥
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１
．
分
娩

頭
数

の
階

層
間

比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
2
5

5
2
.1

2
5

5
5
.2

6
3
2
.5

6
3
3
.8

4
3
2
.0

1
3
6
.0

2
3
7
.5

6
8
4
.2

6
9
0
.8

未
経
産
牛
か
ら
の

繰
入

頭
2
5

1
6
.2

2
5

1
3
.8

6
9
.5

6
1
0
.8

4
8
.8

1
4
.0

2
1
5
.0

6
2
7
.0

6
2
1
.8

外
部
導
入
頭
数

頭
2
5

3
.1

2
5

2
.2

6
4
.0

6
0
.8

4
1
.3

1
0
.0

2
0
.0

6
2
.0

6
2
.3

事
故
廃
用
頭
数

頭
2
5

1
6
.2

2
5

1
7
.5

6
1
2
.2

6
1
2
.3

4
1
1
.8

1
1
2
.0

2
1
3
.5

6
2
1
.5

6
2
5
.8

期
末
飼
養
頭
数

頭
2
5

5
5
.2

2
5

5
3
.2

6
3
3
.8

6
3
3
.2

4
3
0
.3

1
2
8
.0

2
3
9
.0

6
9
1
.7

6
8
8
.7

前
年
比
　
（
期
末

÷
期

首
）

％
2
5

1
0
6
.6

2
5

9
7
.9

6
1
0
5
.6

6
1
0
4
.1

4
1
0
4
.1

1
7
7
.8

2
1
0
4
.1

6
1
1
1
.1

6
9
9
.7

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
2
5

5
3
.7

2
5

5
4
.2

6
3
3
.2

6
3
3
.5

4
3
1
.1

1
3
2
.0

2
3
8
.3

6
8
7
.9

6
8
9
.8

1
頭

当
り
年

間
乳

量
（
平

均
値

）
kg

2
5

7
,6
8
2
.4

2
5

7
,7
7
2
.8

6
7
,1
6
5
.2

6
7
,0
7
7
.5

4
7
,1
2
8
.8

1
6
,5
2
3
.0

2
6
,9
7
5
.0

6
7
,9
9
4
.3

6
8
,6
2
6
.4

受
胎
に
要
し
た
種
付

回
数

（
平

均
値

）
回

2
5

2
.2

2
5

2
.2

6
2
.4

6
2
.3

4
2
.3

1
2
.0

2
2
.3

6
1
.9

6
2
.1

分
娩
頭
数

頭
2
5

5
1
.4

2
5

5
0
.1

6
2
8
.2

6
3
3
.2

4
3
0
.3

1
2
2
.0

2
3
9
.0

6
8
5
.0

6
8
4
.8

分
娩
間
隔
　
（
平

均
値

）
ヵ
月

2
5

1
4
.8

2
5

1
5
.0

6
1
5
.5

6
1
6
.2

4
1
6
.3

1
1
9
.2

2
1
5
.9

6
1
4
.4

6
1
4
.0

供
用
年
数
　
（
平

均
値

）
年

2
5

3
.8

2
5

4
.2

6
2
.8

6
3
.7

4
4
.1

1
5
.1

2
2
.9

6
4
.2

6
4
.1

産
次
　
（
平
均
値

）
産

2
5

2
.7

2
5

2
.6

6
2
.4

6
2
.4

4
2
.3

1
2
.9

2
2
.5

6
2
.9

6
2
.7

初
産
月
齢
　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

2
6
.0

2
5

2
6
.1

6
2
5
.6

6
2
6
.2

4
2
6
.2

1
2
8
.9

2
2
6
.1

6
2
6
.2

6
2
5
.0

分
娩
時
の
子
牛
事
故

率
　
※
奇
形
、
死
産

％
2
5

6
.6

2
5

6
.4

6
8
.9

6
7
.3

4
9
.1

1
0
.0

2
3
.7

6
6
.0

6
5
.7

２
．
結
果

の
比

較
検

討
・
考

察

1
4
.8

2
.2

2
5
.6

平
均
値

令
和
5
年
1
月
1
2
日
時

点
R
0
3
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
3
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
3
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤
R
0
2
年
成
績
⑨

飼
養

状
況

繁
殖

成
績

a
）
全

体
の

年
比

較
（

①
と

②
の

比
較

）
・
分

娩
頭

数
は

R
0
2
年

5
1
.
4
頭

、
R
0
3
年

5
0
.
1
頭

。
・
分

娩
頭

数
が

増
加

し
た

事
例

は
1
0
、

増
減

な
し

は
0
、

減
少
は
1
5
。

・
最

も
増

加
し

た
事

例
は

R
0
2
年

1
2
5
頭

か
ら

R
0
3
年

1
5
0
頭
で
2
5
頭
の
増
加
、
 
最
も
減
少
し
た
事
例
は
R
0
2
年
6
2
頭
か
ら
R
0
3
年

3
2
頭

で
3
0
頭

の
減

少
で

あ
っ

た
。

・
最

も
頭

数
が

減
少

し
た

事
例

で
は

、
「

育
成

牛
の

管
理
が
で
き
ず
初
産
月
齢
が
非
常
に
遅
い
、
経
産
牛
は
不
受
胎
確
認
が
遅

く
、

授
精

間
隔

が
2
回

目
、

3
回

目
で

長
く

な
っ

て
い

る
状

況
」

で
、

今
後

の
方

針
と

し
て

「
育

成
牛

が
多

す
ぎ

る
た

め
、

手
が
回
る
範
囲
で
保
有
頭
数
を
整
理
す
る
」
と
し
て
い
る
。

・
最

も
悪

化
し

た
事

例
で

は
、

「
５

産
以

上
が

1
8
.
6
％

で
繁
殖
成
績
の
足
を
引
っ
張
っ
て
お
り
、
今
後
は
更
新
計
画
を
も
と

に
経

産
牛

の
入

替
を

行
う

」
と

し
て

い
る

。

b
）
R
0
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
3
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④
で
ど
う
変
化
し
た
か
。
さ
ら
に
、
④
の
内
訳
は
ど
う
変
化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
・
R
0
2
年

下
位

階
層

の
成

績
は

R
0
2
年

2
8
.
2
頭

、
R
0
3
年

3
3
.
2
頭
で
、
分
娩
頭
数
は
5
事
例
で
増
加
、
1
事
例
で
減
少
し
て
い
た

。
・
R
0
3
年

に
階

層
が

変
化

し
た

事
例

は
2
事

例
で

あ
っ

た
が
、
2
事
例
と
も
分
娩
頭
数
は
増
加
し
て
い
る
が
、
分
娩
間
隔
は
悪
化

し
て

い
た

。

c
）
R
0
2
年

の
上

位
2
5
％
階

層
の

成
績

と
R
0
3
年

の
上

位
2
5
％
階
層
の
成
績
の
比
較
（
⑨
と
⑩
の
比
較
）

・
R
0
2
年

上
位

階
層

6
事
例

の
う

ち
、

1
事

例
の

階
層

が
変
化
し
下
位
階
層
と
な
っ
た
。
こ
の
事
例
は
最
も
分
娩
頭
数
が
減
少

し
た

事
例

で
あ

っ
た

。
・
R
0
3
年

上
位

階
層

6
事
例

の
う

ち
、

1
事

例
は

R
0
2
年

中
位
階
層
で
分
娩
頭
数
は
6
1
頭
か
ら
6
9
頭
に
増
加
し
た
。

項
目

単
位

北
海
道
全
体

R
0
2
年
の
分
娩
頭

数
が

下
位
2
5
%
の
階

層
R
0
2
年

の
分

娩
頭

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

の
分

娩
頭

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年
成
績
⑩

畜
産

ク
ラ
ウ
ド
平

均
値

（
全
国
）

R
0
2
年
成
績
①

R
0
3
年
成
績
②

R
0
2
年
成
績
③

R
0
3
年
成
績
④

う
ち
、
R
0
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥
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１
．
分
娩

間
隔

の
階

層
間

比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
2
5

5
2
.1

2
5

5
5
.2

6
4
2
.2

6
4
8
.3

3
5
4
.0

1
5
2
.0

3
4
2
.7

6
5
9
.2

6
6
6
.3

未
経
産
牛
か
ら
の

繰
入

頭
2
5

1
6
.2

2
5

1
3
.8

6
1
7
.3

6
1
2
.3

3
9
.0

1
1
3
.0

3
1
5
.7

6
1
9
.5

6
1
5
.0

外
部
導
入
頭
数

頭
2
5

3
.1

2
5

2
.2

6
3
.2

6
2
.5

3
0
.7

1
0
.0

3
4
.3

6
2
.0

6
1
.0

事
故
廃
用
頭
数

頭
2
5

1
6
.2

2
5

1
7
.5

6
1
4
.3

6
1
5
.8

3
1
6
.3

1
1
6
.0

3
1
5
.3

6
1
6
.2

6
1
6
.2

期
末
飼
養
頭
数

頭
2
5

5
5
.2

2
5

5
3
.2

6
4
8
.3

6
4
5
.5

3
4
5
.3

1
4
9
.0

3
4
5
.7

6
6
4
.5

6
6
6
.2

前
年
比
　
（
期
末

÷
期

首
）

％
2
5

1
0
6
.6

2
5

9
7
.9

6
1
1
5
.0

6
1
0
2
.3

3
9
5
.9

1
9
4
.2

3
1
0
8
.7

6
1
0
9
.6

6
9
8
.5

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
2
5

5
3
.7

2
5

5
4
.2

6
4
5
.3

6
4
6
.9

3
4
9
.7

1
5
0
.5

3
4
4
.2

6
6
1
.8

6
6
6
.3

1
頭

当
り
年

間
乳

量
（
平

均
値

）
kg

2
5

7
,6
8
2
.4

2
5

7
,7
7
2
.8

6
7
,7
9
0
.5

6
7
,4
4
8
.5

3
7
,7
0
8
.0

1
6
,9
7
3
.0

3
7
,1
8
8
.9

6
7
,7
4
8
.6

6
8
,2
6
4
.8

受
胎
に
要
し
た
種
付

回
数

（
平

均
値

）
回

2
5

2
.2

2
5

2
.2

6
2
.5

6
2
.4

3
2
.7

1
2
.3

3
2
.1

6
2
.2

6
2
.1

分
娩
頭
数

頭
2
5

5
1
.4

2
5

5
0
.1

6
4
5
.2

6
3
9
.0

3
3
3
.7

1
3
6
.0

3
4
4
.3

6
6
5
.0

6
6
2
.7

分
娩
間
隔
　
（
平

均
値

）
ヵ
月

2
5

1
4
.8

2
5

1
5
.0

6
1
6
.0

6
1
5
.6

3
1
6
.2

1
1
7
.1

3
1
5
.0

6
1
3
.6

6
1
3
.6

供
用
年
数
　
（
平

均
値

）
年

2
5

3
.8

2
5

4
.2

6
3
.3

6
3
.9

3
3
.7

1
4
.6

3
4
.1

6
4
.1

6
4
.3

産
次
　
（
平
均
値

）
産

2
5

2
.7

2
5

2
.6

6
2
.4

6
2
.4

3
2
.4

1
2
.2

3
2
.3

6
2
.9

6
2
.8

初
産
月
齢
　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

2
6
.0

2
5

2
6
.1

6
2
6
.5

6
2
7
.4

3
2
8
.6

1
2
6
.6

3
2
6
.1

6
2
5
.8

6
2
5
.1

分
娩
時
の
子
牛
事
故

率
　
※
奇
形
、
死
産

％
2
5

6
.6

2
5

6
.4

6
7
.4

6
7
.2

3
7
.8

1
8
.3

3
6
.5

6
8
.1

6
6
.9

２
．
結
果

の
比

較
検

討
・
考

察

1
4
.8

2
.2

2
5
.6

平
均
値

令
和
5
年
1
月
1
2
日
時

点
R
0
3
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
3
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
3
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤
R
0
2
年
成
績
⑨

飼
養

状
況

繁
殖

成
績

a
）
全

体
の

年
比

較
（

①
と

②
の

比
較

）
・
分

娩
間

隔
は

R
0
2
年

1
4
.
8
ヵ

月
、

R
0
3
年

1
5
.
0
ヵ

月
と

0
.
2
ヵ
月
悪
化
し
た
。

・
分

娩
間

隔
が

改
善

し
た

事
例

は
1
3
、

変
化

な
し

は
1
、

悪
化
は
1
1
。

・
最

も
改

善
し

た
事

例
は

R
0
2
年

1
5
.
6
ヵ

月
か

ら
R
0
3
年

1
4
.
5
ヵ
月
で
1
.
1
ヵ
月
の
改
善
、
 
最
も
悪
化
し
た
事
例
は
R
0
2
年
1
5
.
5
ヵ

月
か

ら
R
0
3
年

1
9
.
2
ヵ

月
で

3
.
7
ヵ

月
悪

化
で

あ
っ

た
。

・
最

も
悪

化
し

た
事

例
で

は
、

「
妻

が
怪

我
に

よ
り

、
介
護
が
必
要
に
な
り
、
今
後
も
作
業
時
間
が
十
分
取
れ
な
い
状
況
が
続

く
の

で
、

省
力

化
機

械
の

導
入

を
検

討
す

る
と

と
も

に
、

ア
ル

バ
イ

ト
、

ヘ
ル

パ
ー

等
を

活
用

す
る

」
と

し
て

い
る

。

b
）
R
0
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
3
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④
で
ど
う
変
化
し
た
か
。
さ
ら
に
、
④
の
内
訳
は
ど
う
変
化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
・
R
0
2
年

下
位

階
層

の
成

績
は

R
0
2
年

1
6
.
0
ヵ

月
、

R
0
3
年
1
5
.
6
ヵ
月
で
、
改
善
が
5
事
例
、
悪
化
が
1
事
例
で
あ
っ
た
。

・
R
0
2
年

下
位

階
層

は
全

て
、

分
娩

間
隔

や
発

情
観

察
に

つ
い
て
、
課
題
や
方
針
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。

c
）
R
0
2
年

の
上

位
2
5
％
階

層
の

成
績

と
R
0
3
年

の
上

位
2
5
％
階
層
の
成
績
の
比
較
（
⑨
と
⑩
の
比
較
）

・
R
0
2
年

上
位

階
層

6
事
例

の
う

ち
、

2
事

例
の

階
層

が
変
化
し
中
位
階
層
と
な
っ
た
。
こ
の
2
事
例
は
、
「
労
働
力
が
経
営
主
と

母
の

2
人

に
減

少
し

、
作

業
全

体
の

見
直

し
が

必
要

」
な

事
例

と
「

分
娩
間

隔
長

く
分

娩
事

故
が

多
い

た
め

、
発

情
発

見
装

置
の
活
用
、
分
娩
監
視
装
置
の
導
入
を
検
討
し
て
い
る
」
事
例
で
あ
っ
た

。
・
R
0
3
年

上
位

階
層

6
事
例

の
う

ち
、

2
事

例
は

R
0
2
年

中
位
階
層
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、
R
0
2
年
1
4
.
2
ヵ
月
か
ら
R
0
3
年
1
3
.
6
ヵ
月
に
、

R
0
2
年

1
4
.
5
ヵ

月
か

ら
R
0
3
年

1
3
.
7
ヵ

月
に

改
善

し
て

い
る

。
そ

の
う

ち
1
事
例

で
は

、
「

妻
が

発
情

観
察

を
担

当
し

て
お

り
、

朝
と
夜
の
発
情
観
察
が
育
児
時
間
と
ぶ
つ
か
る
た
め
、
経
営
主
が
担
当

し
た

方
が

い
い

の
で

は
な

い
か

」
と

提
案

し
て

い
る

。

d
)
 
畜
産

ク
ラ

ウ
ド

平
均

値
と

の
比

較

・
畜

産
ク

ラ
ウ

ド
平

均
値

は
1
4
.
8
ヵ

月
、

R
0
3
年

調
査

（
全
体
）
は
1
5
.
0
ヵ
月
、
R
0
3
年
調
査
（
分
娩
間
隔
上
位
階
層
）
は
1
3
.
6
ヵ

月
。

項
目

単
位

北
海
道
全
体

R
0
2
年
の
分
娩
間

隔
が

下
位
2
5
%
の
階

層
R
0
2
年

の
分

娩
間

隔
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

の
分

娩
間

隔
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年
成
績
⑩

畜
産

ク
ラ
ウ
ド
平

均
値

（
全
国
）

R
0
2
年
成
績
①

R
0
3
年
成
績
②

R
0
2
年
成
績
③

R
0
3
年
成
績
④

う
ち
、
R
0
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

分
娩

間
隔

産
次

初
産

月
齢

畜
産

ク
ラ

ウ
ド

平
均

値
1
4
.
8

2
.
2

2
5
.
6

R
0
3
年

調
査

（
全

体
）

1
5
.
0

2
.
6

2
6
.
1

R
0
3
年

調
査

（
上

位
階

層
）

1
3
.
6

2
.
8

2
5
.
1
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１
．
供
用

年
数

の
階

層
間

比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
2
5

5
2
.1

2
5

5
5
.2

6
3
4
.5

6
3
6
.8

2
4
7
.0

4
3
1
.8

7
5
0
.3

6
5
3
.0

未
経
産
牛
か
ら
の

繰
入

頭
2
5

1
6
.2

2
5

1
3
.8

6
1
3
.8

6
1
3
.5

2
1
9
.5

4
1
0
.5

7
1
7
.4

6
1
1
.3

外
部
導
入
頭
数

頭
2
5

3
.1

2
5

2
.2

6
3
.0

6
1
.7

2
2
.5

4
1
.3

7
2
.4

6
6
.7

事
故
廃
用
頭
数

頭
2
5

1
6
.2

2
5

1
7
.5

6
1
4
.5

6
1
5
.2

2
1
9
.5

4
1
3
.0

7
1
4
.6

6
1
9
.3

期
末
飼
養
頭
数

頭
2
5

5
5
.2

2
5

5
3
.2

6
3
6
.8

6
3
6
.8

2
4
9
.5

4
3
0
.5

7
5
5
.6

6
5
0
.5

前
年
比
　
（
期
末

÷
期

首
）

％
2
5

1
0
6
.6

2
5

9
7
.9

6
1
0
6
.9

6
1
0
5
.5

2
1
0
5
.8

4
1
0
5
.3

7
1
1
0
.4

6
9
5
.9

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
2
5

5
3
.7

2
5

5
4
.2

6
3
5
.7

6
3
6
.8

2
4
8
.3

4
3
1
.1

7
5
2
.9

6
5
1
.8

1
頭

当
り
年

間
乳

量
（
平

均
値

）
kg

2
5

7
,6
8
2
.4

2
5

7
,7
7
2
.8

6
7
,9
7
2
.7

6
7
,8
1
4
.0

2
8
,9
7
3
.0

4
7
,2
3
4
.5

7
7
,7
1
3
.1

6
8
,0
5
1
.0

受
胎
に
要
し
た
種
付

回
数

（
平

均
値

）
回

2
5

2
.2

2
5

2
.2

6
2
.4

6
2
.3

2
2
.2

4
2
.3

7
2
.0

6
2
.3

分
娩
頭
数

頭
2
5

5
1
.4

2
5

5
0
.1

6
3
4
.7

6
3
8
.3

2
4
8
.5

4
3
3
.3

7
5
6
.9

6
5
0
.5

分
娩
間
隔
　
（
平

均
値

）
ヵ
月

2
5

1
4
.8

2
5

1
5
.0

6
1
5
.3

6
1
5
.0

2
1
4
.9

4
1
5
.0

7
1
4
.4

6
1
4
.6

供
用
年
数
　
（
平

均
値

）
年

2
5

3
.8

2
5

4
.2

6
2
.5

6
3
.4

2
2
.8

4
3
.8

7
5
.1

6
6
.5

産
次
　
（
平
均
値

）
産

2
5

2
.7

2
5

2
.6

6
2
.4

6
2
.2

2
2
.1

4
2
.2

7
3
.2

6
2
.9

初
産
月
齢
　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

2
6
.0

2
5

2
6
.1

6
2
4
.9

6
2
5
.0

2
2
5
.1

4
2
5
.0

7
2
6
.0

6
2
5
.8

分
娩
時
の
子
牛
事
故

率
　
※
奇
形
、
死
産

％
2
5

6
.6

2
5

6
.4

6
1
1
.5

6
8
.3

2
2
.4

4
1
1
.3

7
7
.3

6
9
.2

２
．
結
果

の
比

較
検

討
・
考

察

1
4
.8

2
.2

2
5
.6

平
均
値

令
和
5
年
1
月
1
2
日
時

点
R
0
3
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
3
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
3
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤
R
0
2
年
成
績
⑨

飼
養

状
況

繁
殖

成
績

a
）
全

体
の

年
比

較
（

①
と

②
の

比
較

）
・
供

用
年

数
は

R
0
2
年

3
.
8
年

、
R
0
3
年

4
.
2
年

と
0
.
4
年

長
く
な
っ
た
。

・
供

用
年

数
が

長
く

な
っ

た
事

例
は

1
6
、

変
化

な
し

は
1
、
悪
化
は
8
。

・
最

も
長

く
な

っ
た

事
例

は
R
0
2
年

6
.
6
年

か
ら

R
0
3
年

9
.
8
年
と
3
.
2
年
長
く
な
り
、
 
最
も
短
く
な
っ
た
事
例
は
R
0
2
年
4
.
5
年

か
ら

R
0
3
年

2
.
4
年

で
2
.
1
年

短
く

な
っ

た
。

・
最

も
長

く
な

っ
た

事
例

で
は

、
経

産
牛

頭
数

が
R
0
2
年

期
首
3
8
頭
か
ら
R
0
3
年
期
末
5
2
頭
と
増
頭
し
て
い
る
が
、
課
題
に
「

老
廃

牛
の

淘
汰

が
進

ま
な

い
」

と
あ

る
。

・
供

用
年

数
が

R
0
2
年

3
.
8
年

か
ら

R
0
3
年

3
.
1
年

に
短

く
な
っ
た
事
例
の
課
題
は
、
「
高
泌
乳
（
年
間
乳
量
が
R
0
2
年
1
0
,
0
3
2
k
g
、

R
0
3
年

1
0
,
0
1
4
k
g
で

全
事

例
の

な
か

で
最

も
高

い
）

を
追

求
し

て
お

り
、

牛
に

無
理

が
掛

か
っ

て
い

る
。

そ
の

た
め

、
供

用
年
数
が
短
い
、
初
回
発
情
が
弱
い
な
ど
の
弊
害
が
出
て
い
る
」
と
あ
る

。

b
）
R
0
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
3
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④
で
ど
う
変
化
し
た
か
。
さ
ら
に
、
④
の
内
訳
は
ど
う
変
化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
・
R
0
2
年

下
位

階
層

の
成

績
は

R
0
2
年

2
.
5
年

、
R
0
3
年

3
.
4
年
で
、
全
て
の
事
例
で
供
用
年
数
が
長
く
な
っ
て
い
た
。

・
R
0
3
年

に
4
事

例
階

層
が

変
化

し
て

あ
り

、
全

て
中

位
階
層
へ
の
変
化
で
あ
っ
た
。

c
）
R
0
2
年

の
上

位
2
5
％
階

層
の

成
績

と
R
0
3
年

の
上

位
2
5
％
階
層
の
成
績
の
比
較
（
⑨
と
⑩
の
比
較
）

・
R
0
2
年

上
位

階
層

7
事
例

の
う

ち
、

3
事

例
の

階
層

が
変
化
し
中
位
階
層
と
な
っ
た
。

・
R
0
3
年

上
位

階
層

6
事
例

の
う

ち
、

2
事

例
は

R
0
2
年

中
位
階
層
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、
R
0
2
年
4
.
1
年
か
ら
R
0
3
年
5
.
5
年
に
、
R
0
2
年

4
.
5
年

か
ら

R
0
3
年

5
.
2
年

に
長

く
な

っ
て

い
る

。

項
目

単
位

北
海
道
全
体

R
0
2
年
の
供
用
年

数
が

下
位
2
5
%
の
階

層
R
0
2
年

の
供

用
年

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

の
供

用
年

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年
成
績
⑩

畜
産

ク
ラ
ウ
ド
平

均
値

（
全
国
）

R
0
2
年
成
績
①

R
0
3
年
成
績
②

R
0
2
年
成
績
③

R
0
3
年
成
績
④

う
ち
、
R
0
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥
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１
．
産
次

の
階

層
間

比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
2
5

5
2
.1

2
5

5
5
.2

6
6
6
.8

6
7
1
.7

6
7
1
.7

6
4
6
.7

6
5
7
.0

未
経
産
牛
か
ら
の

繰
入

頭
2
5

1
6
.2

2
5

1
3
.8

6
2
5
.7

6
2
1
.2

6
2
1
.2

6
1
1
.8

6
7
.7

外
部
導
入
頭
数

頭
2
5

3
.1

2
5

2
.2

6
2
.7

6
2
.3

6
2
.3

6
3
.8

6
4
.2

事
故
廃
用
頭
数

頭
2
5

1
6
.2

2
5

1
7
.5

6
2
3
.7

6
2
5
.2

6
2
5
.2

6
1
3
.5

6
1
4
.7

期
末
飼
養
頭
数

頭
2
5

5
5
.2

2
5

5
3
.2

6
7
1
.5

6
6
9
.2

6
6
9
.2

6
4
8
.8

6
5
3
.2

前
年
比
　
（
期
末

÷
期

首
）

％
2
5

1
0
6
.6

2
5

9
7
.9

6
1
0
9
.3

6
1
0
1
.3

6
1
0
1
.3

6
1
0
5
.6

6
9
3
.3

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
2
5

5
3
.7

2
5

5
4
.2

6
6
9
.2

6
7
0
.4

6
7
0
.4

6
4
7
.8

6
5
5
.1

1
頭

当
り
年

間
乳

量
（
平

均
値

）
kg

2
5

7
,6
8
2
.4

2
5

7
,7
7
2
.8

6
8
,8
2
2
.0

6
9
,0
6
4
.6

6
9
,0
6
4
.6

6
7
,4
2
4
.5

6
7
,7
4
5
.0

受
胎
に
要
し
た
種
付

回
数

（
平

均
値

）
回

2
5

2
.2

2
5

2
.2

6
2
.4

6
2
.2

6
2
.2

6
2
.0

6
2
.2

分
娩
頭
数

頭
2
5

5
1
.4

2
5

5
0
.1

6
6
5
.8

6
6
8
.0

6
6
8
.0

6
5
0
.5

6
4
5
.7

分
娩
間
隔
　
（
平

均
値

）
ヵ
月

2
5

1
4
.8

2
5

1
5
.0

6
1
5
.3

6
1
5
.0

6
1
5
.0

6
1
4
.8

6
1
5
.2

供
用
年
数
　
（
平

均
値

）
年

2
5

3
.8

2
5

4
.2

6
3
.0

6
3
.4

6
3
.4

6
4
.4

6
5
.2

産
次
　
（
平
均
値

）
産

2
5

2
.7

2
5

2
.6

6
2
.0

6
2
.0

6
2
.0

6
3
.7

6
3
.5

初
産
月
齢
　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

2
6
.0

2
5

2
6
.1

6
2
4
.9

6
2
4
.3

6
2
4
.3

6
2
6
.4

6
2
7
.9

分
娩
時
の
子
牛
事
故

率
　
※
奇
形
、
死
産

％
2
5

6
.6

2
5

6
.4

6
6
.9

6
7
.5

6
7
.5

6
5
.6

6
4
.9

２
．
結
果

の
比

較
検

討
・
考

察

1
4
.8

2
.2

2
5
.6

平
均
値

令
和
5
年
1
月
1
2
日
時

点
R
0
3
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
3
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
3
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤
R
0
2
年
成
績
⑨

飼
養

状
況

繁
殖

成
績

a
）
全

体
の

年
比

較
（

①
と

②
の

比
較

）
・
期

中
分

娩
牛

の
産

次
は

R
0
2
年

2
.
7
産

、
R
0
3
年

2
.
6
産

と
0
.
1
産
低
く
な
っ
た
。

・
産

次
が

高
く

な
っ

た
事

例
は

8
、

変
化

な
し

は
7
、

低
く

な
っ
た
事
例
は
1
0
。

・
最

も
高

く
な

っ
た

事
例

は
R
0
2
年

2
.
7
産

か
ら

R
0
3
年

3
.
1
産
と
0
.
4
産
高
く
な
り
、
 
最
も
低
く
な
っ
た
事
例
は
R
0
2
年
4
.
4
産

か
ら

R
0
3
年

3
.
6
産

と
0
.
8
産

低
く

な
っ

た
。

b
）
R
0
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
3
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④
で
ど
う
変
化
し
た
か
。
さ
ら
に
、
④
の
内
訳
は
ど
う
変
化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
・
R
0
2
年

下
位

階
層

の
成

績
は

R
0
2
年

2
.
0
産

、
R
0
3
年

2
.
0
産
で
、
階
層
が
変
化
し
た
事
例
は
な
か
っ
た
。

・
R
0
2
年

産
次

が
最

も
低

い
事

例
は

R
0
3
年

も
最

も
低

く
と

も
に
1
.
8
産
。
こ
の
事
例
の
課
題
は
「
発
情
発
見
で
き
て
お
ら
ず

、
分

娩
間

隔
が

長
い

（
R
0
2
年

1
6
.
5
ヵ

月
　

R
0
3
年

1
5
.
9
ヵ

月
）

」
こ

と
で

あ
り

、
対

策
は

「
獣

医
師

に
よ

る
繁

殖
管

理
プ

ロ
グ

ラ
ム
に
取
り
組
み
、
2
週
間
ご
と
に
繁
殖
検
診
を
実
施
す
る
」
と
し
て
い

る
。

c
）
R
0
2
年

の
上

位
2
5
％
階

層
の

成
績

と
R
0
3
年

の
上

位
2
5
％
階
層
の
成
績
の
比
較
（
⑨
と
⑩
の
比
較
）

・
R
0
2
年

上
位

階
層

6
事
例

の
う

ち
、

2
事

例
の

階
層

が
変
化
し
R
0
3
年
に
中
位
階
層
と
な
っ
た
。

・
R
0
3
年

上
位

階
層

6
事
例

の
う

ち
、

2
事

例
は

R
0
2
年

中
位
階
層
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、
R
0
2
年
2
.
7
産
か
ら
R
0
3
年
3
.
1
産
に
、
R
0
2
年

2
.
7
産

か
ら

R
0
3
年

2
.
9
産

に
高

く
な

っ
て

い
る

。

d
)
 
畜
産

ク
ラ

ウ
ド

平
均

値
と

の
比

較

・
畜

産
ク

ラ
ウ

ド
平

均
値

は
2
.
2
産

、
R
0
3
年

調
査

（
全

体
）
は
2
.
6
産
、
R
0
3
年
調
査
（
上
位
階
層
）
は
3
.
5
産
。

項
目

単
位

北
海
道
全
体

R
0
2
年
の
産
次
が

下
位
2
5
%
の
階

層
R
0
2
年

の
産

次
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

の
産

次
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年
成
績
⑩

畜
産

ク
ラ
ウ
ド
平

均
値

（
全
国
）

R
0
2
年
成
績
①

R
0
3
年
成
績
②

R
0
2
年
成
績
③

R
0
3
年
成
績
④

う
ち
、
R
0
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

分
娩

間
隔

産
次

初
産

月
齢

畜
産

ク
ラ

ウ
ド

平
均

値
1
4
.
8

2
.
2

2
5
.
6

R
0
3
年

調
査

（
全

体
）

1
5
.
0

2
.
6

2
6
.
1

R
0
3
年

調
査

（
上

位
階

層
）

1
5
.
2

3
.
5

2
7
.
9
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１
．
初
産

月
齢

の
階

層
間

比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
2
5

5
2
.1

2
5

5
5
.2

6
5
0
.3

6
5
0
.2

4
4
9
.3

3
5
3
.7

2
5
2
.0

6
5
8
.8

6
6
6
.5

未
経
産
牛
か
ら
の

繰
入

頭
2
5

1
6
.2

2
5

1
3
.8

6
1
1
.5

6
7
.5

4
8
.0

3
9
.3

2
6
.5

6
1
9
.7

6
1
8
.0

外
部
導
入
頭
数

頭
2
5

3
.1

2
5

2
.2

6
6
.5

6
4
.2

4
1
.5

3
2
.0

2
9
.5

6
1
.3

6
1
.7

事
故
廃
用
頭
数

頭
2
5

1
6
.2

2
5

1
7
.5

6
1
8
.2

6
1
6
.7

4
1
4
.5

3
1
5
.3

2
2
1
.0

6
1
8
.7

6
2
3
.8

期
末
飼
養
頭
数

頭
2
5

5
5
.2

2
5

5
3
.2

6
5
0
.2

6
4
4
.3

4
4
3
.0

3
4
8
.0

2
4
7
.0

6
6
1
.2

6
6
1
.8

前
年
比
　
（
期
末

÷
期

首
）

％
2
5

1
0
6
.6

2
5

9
7
.9

6
1
0
2
.7

6
8
9
.2

4
8
8
.5

3
9
2
.1

2
9
0
.4

6
1
0
2
.6

6
9
6
.2

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
2
5

5
3
.7

2
5

5
4
.2

6
5
0
.3

6
4
7
.3

4
4
6
.1

3
5
0
.8

2
4
9
.5

6
6
0
.0

6
6
4
.2

1
頭

当
り
年

間
乳

量
（
平

均
値

）
kg

2
5

7
,6
8
2
.4

2
5

7
,7
7
2
.8

6
7
,1
6
9
.5

6
7
,4
2
1
.0

4
7
,1
0
4
.0

3
7
,2
9
7
.6

2
8
,0
5
5
.0

6
8
,1
9
6
.3

6
8
,8
5
1
.8

受
胎
に
要
し
た
種
付

回
数

（
平

均
値

）
回

2
5

2
.2

2
5

2
.2

6
2
.3

6
2
.2

4
2
.1

3
2
.2

2
2
.4

6
2
.4

6
2
.3

分
娩
頭
数

頭
2
5

5
1
.4

2
5

5
0
.1

6
4
4
.7

6
3
7
.2

4
3
4
.3

3
3
8
.3

2
4
3
.0

6
5
3
.0

6
6
0
.7

分
娩
間
隔
　
（
平

均
値

）
ヵ
月

2
5

1
4
.8

2
5

1
5
.0

6
1
5
.3

6
1
6
.2

4
1
6
.2

3
1
5
.2

2
1
6
.2

6
1
5
.1

6
1
4
.9

供
用
年
数
　
（
平

均
値

）
年

2
5

3
.8

2
5

4
.2

6
4
.6

6
5
.6

4
5
.9

3
6
.1

2
4
.9

6
3
.1

6
3
.7

産
次
　
（
平
均
値

）
産

2
5

2
.7

2
5

2
.6

6
3
.2

6
3
.1

4
3
.0

3
3
.0

2
3
.3

6
2
.6

6
2
.2

初
産
月
齢
　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

2
6
.0

2
5

2
6
.1

6
2
8
.7

6
2
9
.1

4
3
0
.9

3
3
1
.5

2
2
5
.5

6
2
4
.2

6
2
3
.4

分
娩
時
の
子
牛
事
故

率
　
※
奇
形
、
死
産

％
2
5

6
.6

2
5

6
.4

6
3
.8

6
4
.9

4
4
.3

3
5
.8

2
6
.2

6
5
.9

6
6
.3

２
．
結
果

の
比

較
検

討
・
考

察

1
4
.8

2
.2

2
5
.6

平
均
値

令
和
5
年
1
月
1
2
日
時

点
R
0
3
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
3
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
3
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤
R
0
2
年
成
績
⑨

飼
養

状
況

繁
殖

成
績

a
）
全

体
の

年
比

較
（

①
と

②
の

比
較

）
・
初

産
月

齢
は

R
0
2
年

2
6
.
0
ヵ

月
齢

、
R
0
3
年

2
6
.
1
ヵ

月
齢

と
0
.
1
ヵ
月
遅
く
な
っ
た
。

・
初

産
月

齢
が

早
く

な
っ

た
事

例
は

1
3
、

遅
く

な
っ

た
事

例
は
1
2
。

・
最

も
早

く
な

っ
た

（
改

善
し

た
）

事
例

は
R
0
2
年

3
0
.
0
ヵ
月
齢
か
ら
R
0
3
年
2
4
.
3
ヵ
月
齢
と
5
.
7
ヵ
月
早
く
な
り
、
 
最
も
遅
く

な
っ

た
（

悪
化

し
た

）
事

例
は

R
0
2
年

3
0
.
3
ヵ

月
齢

か
ら

R
0
3
年

3
7
.
2
ヵ

月
齢

と
6
.
9
ヵ

遅
く

な
っ

た
。

・
最

も
遅

く
な

っ
た

事
例

は
、

R
0
2
年

と
R
0
3
年

と
も

に
全

事
例
中
最
も
遅
い
。
こ
の
事
例
の
課
題
は
「
育
成
牛
の
管
理
が
で

き
て

い
な

い
た

め
発

情
を

見
つ

け
ら

れ
ず

、
授

精
が

遅
れ

て
い

る
」

で
、

今
後

の
方

針
は

「
育

成
牛

の
頭

数
が

多
す

ぎ
る

の
で

、
更
新
計
画
を
し
っ
か
り
立
て
て
、
現
在
の
労
働
力
で
手
が
回
る
範
囲
で

保
有

頭
数

を
整

理
す

る
」

と
あ

る
。

b
）
R
0
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
3
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④
で
ど
う
変
化
し
た
か
。
さ
ら
に
、
④
の
内
訳
は
ど
う
変
化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
・
R
0
2
年

下
位

階
層

の
成

績
は

R
0
2
年

2
8
.
7
ヵ

月
齡

、
R
0
3
年
2
9
.
1
ヵ
月
齡
で
あ
っ
た
。

・
R
0
3
年

に
2
事

例
の

階
層

が
変

化
し

中
位

階
層

と
な

っ
た
。

・
全

事
例

中
、

最
も

早
く

な
っ

た
事

例
は

R
0
2
年

下
位

か
ら
２
番
目
の
事
例
で
、
最
も
遅
く
な
っ
た
事
例
は
R
0
2
年
最
も
下
位

の
事

例
で

あ
っ

た
。

c
）
R
0
2
年

の
上

位
2
5
％
階

層
の

成
績

と
R
0
3
年

の
上

位
2
5
％
階
層
の
成
績
の
比
較
（
⑨
と
⑩
の
比
較
）

・
R
0
2
年

上
位

階
層

6
事
例

の
う

ち
、

R
0
3
年

に
2
事

例
が

中
位
階
層
に
、
1
事
例
が
下
位
階
層
と
な
っ
た
。

・
R
0
3
年

上
位

階
層

6
事
例

の
う

ち
、

3
事

例
は

R
0
2
年

中
位
階
層
で
あ
っ
た
。

d
)
 
畜
産

ク
ラ

ウ
ド

平
均

値
と

の
比

較

・
畜

産
ク

ラ
ウ

ド
平

均
値

は
2
5
.
6
ヵ

月
齢

、
R
0
3
年

調
査

（
全
体
）
は
2
6
.
1
ヵ
月
齢
、
R
0
3
年
調
査
（
上
位
階
層
）
は
2
3
.
4
ヵ
月

齢
。

項
目

単
位

北
海
道
全
体

R
0
2
年
の
初
産
月

齢
が

下
位
2
5
%
の
階

層
R
0
2
年

の
初

産
月

齢
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

の
初

産
月

齢
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年
成
績
⑩

畜
産

ク
ラ
ウ
ド
平

均
値

（
全
国
）

R
0
2
年
成
績
①

R
0
3
年
成
績
②

R
0
2
年
成
績
③

R
0
3
年
成
績
④

う
ち
、
R
0
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

分
娩

間
隔

産
次

初
産

月
齢

畜
産

ク
ラ

ウ
ド

平
均

値
1
4
.
8

2
.
2

2
5
.
6

R
0
3
年

調
査

（
全

体
）

1
5
.
0

2
.
6

2
6
.
1

R
0
3
年

調
査

（
上

位
階

層
）

1
4
.
9

2
.
2

2
3
.
4
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１
．
分
娩

時
の

子
牛

事
故

率
の

階
層

間
比

較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首
飼
養
頭
数

頭
2
5

5
2
.1

2
5

5
5
.2

6
4
0
.5

6
4
3
.7

2
3
2
.0

3
5
5
.0

1
3
3
.0

6
4
5
.2

7
6
5
.7

未
経
産
牛
か
ら
の

繰
入

頭
2
5

1
6
.2

2
5

1
3
.8

6
1
3
.0

6
1
2
.0

2
9
.5

3
1
4
.0

1
1
1
.0

6
1
1
.0

7
1
4
.9

外
部
導
入
頭
数

頭
2
5

3
.1

2
5

2
.2

6
4
.2

6
2
.0

2
2
.0

3
2
.7

1
0
.0

6
2
.8

7
0
.7

事
故
廃
用
頭
数

頭
2
5

1
6
.2

2
5

1
7
.5

6
1
3
.8

6
1
6
.7

2
1
3
.5

3
2
0
.7

1
1
1
.0

6
1
1
.8

7
2
0
.7

期
末
飼
養
頭
数

頭
2
5

5
5
.2

2
5

5
3
.2

6
4
3
.8

6
4
0
.5

2
3
0
.0

3
5
0
.0

1
3
3
.0

6
4
7
.2

7
5
9
.7

前
年
比
　
（
期
末

÷
期

首
）

％
2
5

1
0
6
.6

2
5

9
7
.9

6
1
0
7
.7

6
9
8
.3

2
1
1
0
.3

3
8
9
.8

1
1
0
0
.0

6
1
0
4
.9

7
9
2
.2

常
時
平
均
飼
養
頭
数

頭
2
5

5
3
.7

2
5

5
4
.2

6
4
2
.2

6
4
2
.1

2
3
1
.0

3
5
2
.5

1
3
3
.0

6
4
6
.2

7
6
2
.7

1
頭

当
り
年

間
乳

量
（
平

均
値

）
kg

2
5

7
,6
8
2
.4

2
5

7
,7
7
2
.8

6
7
,5
3
7
.5

6
7
,5
7
9
.4

2
8
,5
6
0
.0

3
7
,2
5
7
.9

1
6
,5
8
3
.0

6
7
,3
0
3
.0

7
7
,6
9
1
.7

受
胎
に
要
し
た
種
付

回
数

（
平

均
値

）
回

2
5

2
.2

2
5

2
.2

6
2
.4

6
2
.4

2
2
.7

3
2
.3

1
1
.9

6
2
.1

7
2
.2

分
娩
頭
数

頭
2
5

5
1
.4

2
5

5
0
.1

6
4
1
.2

6
4
0
.3

2
3
3
.0

3
4
7
.0

1
3
5
.0

6
4
2
.2

7
5
3
.4

分
娩
間
隔
　
（
平

均
値

）
ヵ
月

2
5

1
4
.8

2
5

1
5
.0

6
1
5
.2

6
1
5
.1

2
1
5
.4

3
1
5
.0

1
1
4
.7

6
1
5
.1

7
1
5
.8

供
用
年
数
　
（
平

均
値

）
年

2
5

3
.8

2
5

4
.2

6
3
.5

6
4
.3

2
3
.7

3
4
.9

1
3
.5

6
4
.0

7
3
.4

産
次
　
（
平
均
値

）
産

2
5

2
.7

2
5

2
.6

6
2
.5

6
2
.1

2
1
.8

3
2
.3

1
2
.4

6
2
.8

7
2
.6

初
産
月
齢
　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
2
5

2
6
.0

2
5

2
6
.1

6
2
5
.6

6
2
4
.9

2
2
4
.3

3
2
4
.7

1
2
6
.5

6
2
6
.9

7
2
7
.7

分
娩
時
の
子
牛
事
故

率
　
※
奇
形
、
死
産

％
2
5

6
.6

2
5

6
.4

6
1
3
.5

6
9
.8

2
1
6
.7

3
8
.4

1
0
.0

6
1
.2

7
0
.8

２
．
結
果

の
比

較
検

討
・
考

察

1
4
.8

2
.2

2
5
.6

平
均
値

令
和
5
年
1
月
1
2
日
時

点
R
0
3
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
3
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
3
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤
R
0
2
年
成
績
⑨

飼
養

状
況

繁
殖

成
績

a
）
全

体
の

年
比

較
（

①
と

②
の

比
較

）
・
分

娩
時

の
子

牛
事

故
率

は
R
0
2
年

6
.
6
％

、
R
0
3
年

6
.
4
％
と
0
.
2
ポ
イ
ン
ト
低
く
な
っ
た
。

・
事

故
率

が
高

く
な

っ
た

事
例

は
1
0
、

変
化

な
し

は
2
、

低
く
な
っ
た
事
例
は
1
3
。

・
最

も
低

く
な

っ
た

（
改

善
し

た
）

事
例

は
R
0
2
年

9
.
4
％

か
ら
R
0
3
年
0
％
と
9
.
4
ポ
イ
ン
ト
低
く
な
り
、
最
も
高
く
な
っ
た
（

悪
化

し
た

）
事

例
は

R
0
2
年

4
.
5
％

か
ら

R
0
3
年

1
6
.
7
％

と
1
2
.
2
ポ

イ
ン

ト
高

く
な

っ
た

。
・
最

も
高

く
な

っ
た

（
悪

化
し

た
）

事
例

で
は

、
「

R
0
3
年
初
め
に
分
娩
事
故
で
親
牛
も
子
牛
も
死
亡
す
る
例
が
多
発
し
た

」
と

あ
る

。

b
）
R
0
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
3
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④
で
ど
う
変
化
し
た
か
。
さ
ら
に
、
④
の
内
訳
は
ど
う
変
化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
・
R
0
2
年

下
位

階
層

の
成

績
は

R
0
2
年

1
3
.
5
％

、
R
0
3
年

9
.
8
8
％
で
あ
っ
た
。

・
R
0
3
年

に
4
事

例
の

階
層

が
変

化
し

、
2
事

例
が

中
位

階
層
、
4
事
例
が
上
位
階
層
と
な
っ
た
。
上
位
階
層
と
な
っ
た
事
例
は
、

R
0
3
年

事
故

率
が

0
％

で
あ

っ
た

。

c
）
R
0
2
年

の
上

位
2
5
％
階

層
の

成
績

と
R
0
3
年

の
上

位
2
5
％
階
層
の
成
績
の
比
較
（
⑨
と
⑩
の
比
較
）

・
R
0
2
年

上
位

階
層

6
事
例

の
う

ち
、

R
0
3
年

に
1
事

例
が

中
位
階
層
に
、
1
事
例
が
下
位
階
層
と
な
っ
た
。

・
R
0
3
年

上
位

階
層

7
事
例

の
う

ち
、

2
事

例
は

R
0
2
年

中
位
階
層
で
、
1
事
例
は
R
0
2
年
下
位
階
層
で
あ
っ
た
。

項
目

単
位

北
海
道
全
体

R
0
2
年
の
分
娩
時
の
子
牛

事
故
率
が

下
位
2
5
%
の
階

層

R
0
2
年

の
分

娩
時

の
子

牛
事

故
率

が
上

位
2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

の
分

娩
時

の
子

牛
事

故
率

が
上

位
2
5
%
の

階
層

R
0
3
年
成
績
⑩

畜
産

ク
ラ
ウ
ド
平

均
値

（
全
国
）

R
0
2
年
成
績
①

R
0
3
年
成
績
②

R
0
2
年
成
績
③

R
0
3
年
成
績
④

う
ち
、
R
0
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥
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１．集計結果の階層間比較 

（都府県）  
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１
．
常

時
平

均
飼

養
頭

数
の

階
層

間
比

較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首

飼
養

頭
数

頭
4
6

4
2
.1

4
6

4
1
.5

1
1

1
6
.8

1
1

1
6
.5

9
1
5
.0

4
1
3
.5

2
2
3
.5

1
1

7
8
.6

1
1

7
6
.8

未
経

産
牛

か
ら
の

繰
入

頭
4
6

9
.2

4
6

9
.4

1
1

3
.5

1
1

4
.4

9
4
.0

4
3
.3

2
6
.0

1
1

1
6
.3

1
1

1
7
.8

外
部

導
入

頭
数

頭
4
6

1
.7

4
6

1
.0

1
1

2
.2

1
1

0
.6

9
0
.4

4
0
.0

2
1
.5

1
1

1
.6

1
1

1
.5

事
故

廃
用

頭
数

頭
4
6

1
1
.4

4
6

9
.9

1
1

6
.1

1
1

4
.8

9
4
.2

4
3
.5

2
7
.5

1
1

1
8
.8

1
1

1
7
.3

期
末

飼
養

頭
数

頭
4
6

4
1
.5

4
6

4
2
.1

1
1

1
6
.4

1
1

1
6
.7

9
1
5
.2

4
1
3
.3

2
2
3
.5

1
1

7
7
.0

1
1

7
8
.7

前
年

比
　
（
期

末
÷
期

首
）

％
4
6

9
8
.8

4
6

1
0
1
.6

1
1

9
8
.2

1
1

1
0
3
.2

9
1
0
3
.6

4
1
0
2
.0

2
1
0
1
.1

1
1

9
9
.2

1
1

1
0
3
.6

常
時

平
均

飼
養

頭
数

頭
4
6

4
2
.4

4
6

4
1
.9

1
1

1
6
.6

1
1

1
6
.6

9
1
5
.1

4
1
3
.4

2
2
3
.5

1
1

7
7
.8

1
1

7
8
.0

1
頭

当
り
年

間
乳

量
（
平
均
値
）

kg
4
6

8
,3
5
9
.1

4
6

8
,7
0
7
.3

1
1

7
,4
6
6
.0

1
1

7
,9
6
4
.5

9
7
,6
4
7
.3

4
7
,3
7
6
.4

2
9
,3
9
1
.8

1
1

9
,1
0
6
.9

1
1

9
,3
9
5
.4

受
胎

に
要

し
た
種

付
回

数
（
平

均
値

）
回

4
6

2
.4

4
6

2
.4

1
1

2
.3

1
1

2
.7

9
2
.7

4
2
.8

2
2
.8

1
1

2
.6

1
1

2
.5

分
娩

頭
数

頭
4
6

3
5
.0

4
6

3
4
.2

1
1

1
3
.8

1
1

1
4
.1

9
1
1
.9

4
1
0
.0

2
2
4
.0

1
1

6
6
.9

1
1

6
3
.0

分
娩

間
隔

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

4
6

1
5
.1

4
6

1
4
.8

1
1

1
6
.0

1
1

1
5
.4

9
1
4
.9

4
1
4
.4

2
1
7
.6

1
1

1
4
.7

1
1

1
4
.6

供
用

年
数

　
（
平

均
値

）
年

4
6

4
.4

4
6

4
.3

1
1

4
.9

1
1

4
.1

9
4
.1

4
5
.1

2
4
.3

1
1

4
.1

1
1

3
.8

産
次

　
（
平

均
値

）
産

4
6

2
.9

4
6

2
.8

1
1

3
.0

1
1

2
.6

9
2
.7

4
3
.1

2
2
.2

1
1

2
.8

1
1

2
.7

初
産

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
6

2
5
.4

4
5

2
5
.8

1
1

2
5
.5

1
1

2
6
.5

9
2
6
.1

4
2
5
.1

2
2
8
.3

1
1

2
5
.8

1
1

2
5
.9

分
娩

時
の

子
牛

事
故

率
　
※
奇
形
、
死
産

％
4
6

7
.0

4
6

4
.5

1
1

1
0
.1

1
1

4
.2

9
4
.4

4
6
.7

2
3
.6

1
1

8
.6

1
1

3
.5

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察

1
4
.8

2
.2

2
5
.6

令
和
5
年
1
月
1
2
日
時
点

平
均
値

R
0
3
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
3
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
3
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の
階
層
⑤

R
0
2
年

成
績

⑨

飼
養
状

況

繁
殖
成

績

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

・
平

均
飼

養
頭

数
は

R
0
2
年

4
2
.
4
頭

、
R
0
3
年

4
1
.
9
頭

で
、

減
少

頭
数

は
0
.
5
頭

で
微

減
。

・
増

加
は

2
1
事

例
、

変
化

な
し

は
6
事

例
、

減
少

は
1
9
事

例
。

最
も

増
加

し
た

事
例

は
7
.
5
頭

の
増

加
、

最
も

減
少

し
た

事
例

は
3
1
.
5
頭

の
減

少
で

あ
っ

た
。

・
頭

数
に

関
す

る
課

題
と

し
て

、
「

子
牛

生
産

率
の

低
下

に
よ

る
後

継
牛

が
確

保
で

き
な

い
」

事
例

が
あ

り
、

対
策

は
「

発
情

履
歴

等
の

繁
殖

情
報

を
牧

場
内

で
共

有
す

る
こ

と
の

検
討

」
と

し
て

い
る

。

b
）

R
0
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
3
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

・
R
0
2
年

下
位

階
層

の
う

ち
、

R
0
3
年

に
階

層
が

変
化

し
た

事
例

は
2
事

例
。

内
訳

は
、

R
0
2
年

2
2
.
0
頭

か
ら

R
0
3
年

2
3
.
0
頭

に
増

加
し

た
事

例
、

R
0
2
年

1
9
.
5
頭

か
ら

R
0
3
年

2
4
.
0
頭

に
増

加
し

た
事

例
。

・
増

加
は

6
事

例
、

変
化

な
し

は
1
事

例
、

減
少

は
4
事

例
。

最
も

増
加

し
た

事
例

は
4
.
5
頭

の
増

加
、

最
も

減
少

し
た

事
例

は
3
.
0
頭

の
減

少
で

あ
っ

た
。

・
R
0
2
年

最
も

飼
養

頭
数

が
少

な
か

っ
た

事
例

は
、

R
0
2
年

7
.
5
頭

か
ら

R
0
3
年

5
.
5
頭

に
減

少
。

飼
養

頭
数

の
少

な
い

経
営

で
あ

る
が

、
関

係
機

関
の
支

援
に

よ
り

乳
房

炎
の

早
期

発
見

や
治

療
に

よ
る

改
善

を
目

指
し

て
い

る
。

c
）

R
0
2
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
3
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

・
R
0
2
年

上
位

階
層

の
う

ち
、

R
0
3
年

に
階

層
が

変
化

し
た

事
例

は
1
事

例
で

、
R
0
2
年

5
5
.
0
頭

か
ら

R
0
3
年

5
3
.
0
頭

に
減

少
。

・
増

加
は

4
事

例
、

変
化

な
し

は
3
事

例
、

減
少

は
4
事

例
。

最
も

増
加

し
た

事
例

は
7
.
0
頭

の
増

加
、

最
も

減
少

し
た

事
例

は
1
1
.
0
頭

の
減

少
で

あ
っ

た
。

・
最

も
増

加
し

た
事

例
は

、
「

フ
リ

ー
ス

ト
ー

ル
牛

舎
に

改
修

し
、

外
部

導
入

牛
が

多
く

飼
養

環
境

が
変

わ
っ

た
た

め
、

個
体

管
理

と
分

娩
後

の
早

期
発

情
発

見
に

努
め

て
い

る
」

。

項
目

単
位

都
府
県
全
体

R
0
2
年
の
常
時
平
均
飼
養
頭
数

が
下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
2
年

の
常

時
平

均
飼

養
頭

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

の
常

時
平

均
飼

養
頭

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

成
績

⑩

畜
産
ク
ラ
ウ
ド
平
均
値

（
全
国
）

R
0
2
年

成
績

①
R
0
3
年

成
績

②
R
0
2
年

成
績

③
R
0
3
年

成
績

④
う
ち
、
R
0
3
年

に
成

績
が
悪
化
し
た
も
の
⑥
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１
．
受

胎
に
要

し
た
種

付
回

数
の

階
層

間
比

較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首

飼
養

頭
数

頭
4
6

4
2
.1

4
6

4
1
.5

1
1

4
7
.0

1
1

4
6
.1

5
5
7
.8

2
5
5
.5

6
3
6
.3

1
1

3
9
.3

1
1

4
0
.4

未
経

産
牛

か
ら
の

繰
入

頭
4
6

9
.2

4
6

9
.4

1
1

8
.6

1
1

9
.3

5
1
4
.0

2
1
4
.0

6
5
.3

1
1

8
.3

1
1

1
0
.3

外
部

導
入

頭
数

頭
4
6

1
.7

4
6

1
.0

1
1

1
.6

1
1

1
.5

5
2
.0

2
1
.5

6
1
.0

1
1

2
.4

1
1

1
.3

事
故

廃
用

頭
数

頭
4
6

1
1
.4

4
6

9
.9

1
1

1
1
.3

1
1

1
2
.1

5
1
4
.0

2
1
4
.0

6
1
0
.5

1
1

1
1
.5

1
1

7
.3

期
末

飼
養

頭
数

頭
4
6

4
1
.5

4
6

4
2
.1

1
1

4
6
.1

1
1

4
4
.7

5
5
9
.8

2
5
7
.0

6
3
2
.2

1
1

3
7
.7

1
1

4
4
.5

前
年

比
　
（
期

末
÷
期

首
）

％
4
6

9
8
.8

4
6

1
0
1
.6

1
1

9
8
.8

1
1

9
5
.2

5
1
0
5
.1

2
1
0
8
.5

6
8
6
.8

1
1

9
1
.4

1
1

1
1
0
.6

常
時

平
均

飼
養

頭
数

頭
4
6

4
2
.4

4
6

4
1
.9

1
1

4
6
.5

1
1

4
5
.4

5
5
8
.8

2
5
6
.3

6
3
4
.3

1
1

3
8
.5

1
1

4
2
.7

1
頭

当
り
年

間
乳

量
（
平
均
値
）

kg
4
6

8
,3
5
9
.1

4
6

8
,7
0
7
.3

1
1

8
,6
3
3
.5

1
1

9
,0
4
0
.6

5
9
,4
0
6
.0

2
8
,7
4
3
.6

6
8
,7
3
6
.1

1
1

7
,8
1
1
.6

1
1

8
,6
1
4
.0

受
胎

に
要

し
た
種

付
回

数
（
平

均
値

）
回

4
6

2
.4

4
6

2
.4

1
1

3
.4

1
1

2
.7

5
3
.0

2
3
.0

6
2
.4

1
1

1
.7

1
1

1
.9

分
娩

頭
数

頭
4
6

3
5
.0

4
6

3
4
.2

1
1

3
6
.5

1
1

3
5
.4

5
4
7
.4

2
4
4
.5

6
2
5
.3

1
1

3
2
.2

1
1

3
4
.7

分
娩

間
隔

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

4
6

1
5
.1

4
6

1
4
.8

1
1

1
5
.4

1
1

1
5
.0

5
1
5
.1

2
1
4
.8

6
1
4
.8

1
1

1
5
.1

1
1

1
4
.6

供
用

年
数

　
（
平

均
値

）
年

4
6

4
.4

4
6

4
.3

1
1

4
.6

1
1

4
.6

5
4
.0

2
4
.1

6
5
.0

1
1

4
.4

1
1

4
.3

産
次

　
（
平

均
値

）
産

4
6

2
.9

4
6

2
.8

1
1

3
.1

1
1

3
.1

5
3
.0

2
2
.4

6
3
.3

1
1

2
.8

1
1

2
.4

初
産

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
6

2
5
.4

4
5

2
5
.8

1
1

2
5
.9

1
0

2
5
.0

5
2
5
.5

2
2
6
.8

5
2
4
.5

1
1

2
5
.8

1
1

2
5
.0

分
娩

時
の

子
牛

事
故

率
　
※
奇
形
、
死
産

％
4
6

7
.0

4
6

4
.5

1
1

5
.3

1
1

4
.4

5
3
.0

2
1
.0

6
5
.6

1
1

1
1
.2

1
1

4
.9

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察

1
4
.8

2
.2

2
5
.6

令
和
5
年
1
月
1
2
日
時
点

平
均
値

R
0
3
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
3
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
3
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の
階
層
⑤

R
0
2
年

成
績

⑨

飼
養
状

況

繁
殖
成

績

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

・
種

付
回

数
（

平
均

値
）

は
R
0
2
年

2
.
4
回

、
R
0
3
年

2
.
4
回

で
増

減
は

な
か

っ
た

。
・

種
付

回
数

が
増

加
（

悪
化

）
し

た
事

例
は

2
3
、

増
減

な
し

は
3
、

減
少

（
改

善
）

は
2
0
。

・
最

も
悪

化
し

た
事

例
は

R
0
2
年

1
.
7
回

か
ら

R
0
3
年

3
.
7
回

で
2
.
0
回

の
増

加
で

、
今

後
の

方
針

と
し

て
、

「
分

娩
後

の
乳

房
炎

が
多

く
、

発
情

が
わ

か
り

に
く

い
傾

向
に

あ
り

、
分

娩
前

検
査

に
よ

り
、

乳
房

炎
の

早
期

治
療

を
行

う
」

と
し

て
い

る
。

・
最

も
改

善
し

た
事

例
は

R
0
2
年

5
.
7
回

か
ら

R
0
3
年

3
.
8
回

で
1
.
9
回

の
減

少
で

あ
っ

た
が

、
改

善
中

で
あ

り
、

今
後

、
「

一
日

の
中

で
、

観
察

時
間

を
優

先
的

に
確

保
し

た
作

業
体

系
の

見
直

し
を

図
っ

て
い

く
」

と
し

て
い

る
。

・
全

事
例

の
う

ち
2
2
％

（
1
0
事

例
/
4
6
事

例
）

が
、

繁
殖

成
績

の
課

題
と

し
て

「
種

付
回

数
が

多
い

」
と

し
て

い
る

。

b
）

R
0
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
3
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

・
R
0
2
年

下
位

階
層

の
成

績
は

R
0
2
年

3
.
4
回

、
R
0
3
年

2
.
7
回

で
、

1
1
事

例
の

う
ち

9
事

例
が

改
善

し
て

い
た

。
・

R
0
3
年

に
階

層
が

変
化

し
た

事
例

は
6
事

例
。

R
0
2
年

下
位

9
事

例
は

全
て

R
0
3
年

に
改

善
し

て
い

た
。

c
）

R
0
2
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
3
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

・
R
0
2
年

上
位

階
層

1
1
事

例
の

う
ち

1
事

例
改

善
、

1
事

例
が

増
減

な
し

、
9
事

例
が

悪
化

し
て

た
。

・
R
0
2
年

上
位

階
層

の
う

ち
3
事

例
が

R
0
3
年

に
下

位
階

層
と

な
っ

て
お

り
、

3
事

例
と

も
課

題
は

「
種

付
回

数
が

多
い

」
と

し
て

い
る

。

項
目

単
位

都
府
県
全
体

R
0
2
年
の
受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
2
年

の
受

胎
に
要

し
た
種

付
回

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

の
受

胎
に
要

し
た
種

付
回

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

成
績

⑩

畜
産
ク
ラ
ウ
ド
平
均
値

（
全
国
）

R
0
2
年

成
績

①
R
0
3
年

成
績

②
R
0
2
年

成
績

③
R
0
3
年

成
績

④
う
ち
、
R
0
3
年

に
成

績
が
悪
化
し
た
も
の
⑥
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１
．
分

娩
頭

数
の

階
層

間
比

較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首

飼
養

頭
数

頭
4
6

4
2
.1

4
6

4
1
.5

1
3

1
8
.8

1
3

1
7
.9

1
0

1
6
.3

7
1
6
.3

3
2
3
.3

1
1

7
8
.0

1
4

6
9
.3

未
経

産
牛

か
ら
の

繰
入

頭
4
6

9
.2

4
6

9
.4

1
3

3
.2

1
3

3
.9

1
0

3
.6

7
2
.9

3
5
.0

1
1

1
5
.7

1
4

1
6
.4

外
部

導
入

頭
数

頭
4
6

1
.7

4
6

1
.0

1
3

1
.8

1
3

0
.5

1
0

0
.4

7
0
.6

3
1
.0

1
1

2
.1

1
4

1
.7

事
故

廃
用

頭
数

頭
4
6

1
1
.4

4
6

9
.9

1
3

6
.2

1
3

5
.2

1
0

4
.8

7
4
.7

3
6
.7

1
1

1
9
.0

1
4

1
6
.1

期
末

飼
養

頭
数

頭
4
6

4
1
.5

4
6

4
2
.1

1
3

1
7
.8

1
3

1
7
.2

1
0

1
5
.5

7
1
5
.0

3
2
2
.7

1
1

7
6
.1

1
4

7
1
.2

前
年

比
　
（
期

末
÷
期

首
）

％
4
6

9
8
.8

4
6

1
0
1
.6

1
3

9
6
.1

1
3

9
9
.3

1
0

9
9
.7

7
9
8
.7

3
9
7
.8

1
1

9
8
.7

1
4

1
0
3
.9

常
時

平
均

飼
養

頭
数

頭
4
6

4
2
.4

4
6

4
1
.9

1
3

1
8
.3

1
3

1
7
.5

1
0

1
5
.9

7
1
5
.6

3
2
3
.0

1
1

7
7
.0

1
4

7
0
.5

1
頭

当
り
年

間
乳

量
（
平
均
値
）

kg
4
6

8
,3
5
9
.1

4
6

8
,7
0
7
.3

1
3

7
,6
4
3
.3

1
3

8
,1
1
1
.3

1
0

7
,7
7
5
.6

7
7
,7
1
8
.5

3
9
,2
3
0
.5

1
1

9
,2
0
0
.4

1
4

9
,3
7
7
.1

受
胎

に
要

し
た
種

付
回

数
（
平

均
値

）
回

4
6

2
.4

4
6

2
.4

1
3

2
.4

1
3

2
.6

1
0

2
.6

7
2
.8

3
2
.6

1
1

2
.5

1
4

2
.5

分
娩

頭
数

頭
4
6

3
5
.0

4
6

3
4
.2

1
3

1
4
.5

1
3

1
4
.3

1
0

1
1
.9

7
1
0
.4

3
2
2
.3

1
1

6
7
.9

1
4

5
8
.4

分
娩

間
隔

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

4
6

1
5
.1

4
6

1
4
.8

1
3

1
6
.0

1
3

1
5
.3

1
0

1
4
.9

7
1
5
.0

3
1
6
.8

1
1

1
4
.5

1
4

1
4
.4

供
用

年
数

　
（
平

均
値

）
年

4
6

4
.4

4
6

4
.3

1
3

5
.2

1
3

4
.4

1
0

4
.3

7
4
.8

3
4
.7

1
1

4
.1

1
4

3
.9

産
次

　
（
平

均
値

）
産

4
6

2
.9

4
6

2
.8

1
3

3
.1

1
3

2
.9

1
0

2
.9

7
3
.2

3
2
.8

1
1

2
.8

1
4

2
.8

初
産

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
6

2
5
.4

4
5

2
5
.8

1
3

2
5
.7

1
2

2
6
.4

9
2
6
.1

6
2
5
.9

3
2
7
.5

1
1

2
6
.0

1
4

2
5
.8

分
娩

時
の

子
牛

事
故

率
　
※
奇
形
、
死
産

％
4
6

7
.0

4
6

4
.5

1
3

9
.8

1
3

3
.6

1
0

3
.9

7
4
.7

3
2
.4

1
1

7
.9

1
4

4
.5

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察

1
4
.8

2
.2

2
5
.6

令
和
5
年
1
月
1
2
日
時
点

平
均
値

R
0
3
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
3
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
3
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の
階
層
⑤

R
0
2
年

成
績

⑨

飼
養
状

況

繁
殖
成

績

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

・
分

娩
頭

数
は

R
0
2
年

3
5
.
0
頭

、
R
0
3
年

3
4
.
2
頭

。
・

分
娩

頭
数

が
増

加
し

た
事

例
は

2
1
、

増
減

な
し

は
2
、

減
少

は
2
3
。

・
最

も
増

加
し

た
事

例
は

R
0
2
年

1
3
頭

か
ら

R
0
3
年

2
8
頭

で
1
5
頭

の
増

加
、

 
最

も
減

少
し

た
事

例
は

R
0
2
年

1
3
9
頭

か
ら

R
0
3
年

1
1
2
頭

で
2
7
頭

の
減

少
で

あ
っ

た
。

・
最

も
分

娩
頭

数
が

減
少

し
た

事
例

は
、

飼
養

頭
数

及
び

分
娩

頭
数

が
最

大
の

事
例

で
、

分
娩

間
隔

は
R
0
2
年

1
5
.
0
ヵ

月
か

ら
R
0
3
年

1
4
.
3
ヵ

月
に

改
善

し
て

い
る

。

b
）

R
0
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
3
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

・
R
0
2
年

下
位

階
層

の
成

績
は

R
0
2
年

1
4
.
5
頭

、
R
0
3
年

1
4
.
3
頭

で
、

分
娩

頭
数

は
5
事

例
が

増
加

、
1
事

例
が

変
化

な
し

、
7
事

例
が

減
少

し
て

い
た

。
・

R
0
3
年

に
階

層
が

変
化

し
た

事
例

は
3
事

例
あ

っ
た

。
そ

の
う

ち
1
事

例
は

全
事

例
の

う
ち

分
娩

頭
数

が
最

も
増

加
し

た
事

例
で

あ
る

が
、

分
娩

間
隔

は
R
0
2
年

1
7
.
2
ヵ

月
か

ら
R
0
3
年

2
0
.
2
ヵ

月
に

悪
化

し
て

い
た

。

c
）

R
0
2
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
3
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

・
R
0
2
年

上
位

階
層

1
1
事

例
は

全
て

、
R
0
3
年

も
上

位
階

層
で

あ
っ

た
。

・
R
0
3
年

上
位

階
層

1
4
事

例
の

う
ち

、
3事

例
は

R
0
2
年

中
位

階
層

で
あ

っ
た

。
こ

の
う

ち
分

娩
頭

数
が

R
0
2
年

3
1
頭

か
ら

R
0
3
年

4
0
頭

に
増

加
し

た
事

例
は

、
分

娩
間

隔
が

R
0
2
年

1
3
.
1
ヵ

月
、

R
0
3
年

1
2
.
9
ヵ

月
と

良
好

な
成

績
を

維
持

し
て

お
り

、
分

娩
頭

数
の

増
加

に
繋

が
っ

て
い

る
と

思
わ

れ
る

。

項
目

単
位

都
府
県
全
体

R
0
2
年
の
分
娩
頭
数
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
2
年

の
分

娩
頭

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

の
分

娩
頭

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

成
績

⑩

畜
産
ク
ラ
ウ
ド
平
均
値

（
全
国
）

R
0
2
年

成
績

①
R
0
3
年

成
績

②
R
0
2
年

成
績

③
R
0
3
年

成
績

④
う
ち
、
R
0
3
年

に
成

績
が
悪
化
し
た
も
の
⑥
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１
．
分

娩
間

隔
の

階
層

間
比

較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首

飼
養

頭
数

頭
4
6

4
2
.1

4
6

4
1
.5

1
2

2
8
.3

1
2

2
8
.7

6
2
7
.8

2
2
4
.5

6
2
9
.5

1
2

4
9
.4

1
1

3
9
.7

未
経

産
牛

か
ら
の

繰
入

頭
4
6

9
.2

4
6

9
.4

1
2

7
.4

1
2

5
.3

6
5
.0

2
6
.5

6
5
.7

1
2

1
2
.2

1
1

9
.2

外
部

導
入

頭
数

頭
4
6

1
.7

4
6

1
.0

1
2

1
.9

1
2

0
.5

6
0
.5

2
0
.0

6
0
.5

1
2

1
.3

1
1

0
.9

事
故

廃
用

頭
数

頭
4
6

1
1
.4

4
6

9
.9

1
2

9
.0

1
2

6
.3

6
8
.3

2
1
0
.5

6
4
.3

1
2

1
1
.9

1
1

8
.5

期
末

飼
養

頭
数

頭
4
6

4
1
.5

4
6

4
2
.1

1
2

2
8
.7

1
2

2
8
.3

6
2
5
.0

2
2
0
.5

6
3
1
.5

1
2

5
0
.3

1
1

4
1
.5

前
年

比
　
（
期

末
÷
期

首
）

％
4
6

9
8
.8

4
6

1
0
1
.6

1
2

1
0
0
.8

1
2

9
9
.3

6
8
9
.4

2
8
3
.7

6
1
0
9
.1

1
2

1
0
0
.7

1
1

1
0
3
.1

常
時

平
均

飼
養

頭
数

頭
4
6

4
2
.4

4
6

4
1
.9

1
2

3
0
.9

1
2

2
8
.5

6
2
6
.4

2
2
2
.5

6
3
0
.5

1
2

4
9
.8

1
1

4
0
.6

1
頭

当
り
年

間
乳

量
（
平
均
値
）

kg
4
6

8
,3
5
9
.1

4
6

8
,7
0
7
.3

1
2

7
,7
5
9
.8

1
2

8
,3
7
1
.0

6
7
,8
0
1
.0

2
8
,5
6
6
.5

6
8
,9
4
1
.0

1
2

8
,8
2
4
.7

1
1

8
,7
6
4
.8

受
胎

に
要

し
た
種

付
回

数
（
平

均
値

）
回

4
6

2
.4

4
6

2
.4

1
2

2
.4

1
2

2
.6

6
2
.6

2
2
.6

6
2
.6

1
2

2
.2

1
1

2
.2

分
娩

頭
数

頭
4
6

3
5
.0

4
6

3
4
.2

1
2

2
1
.2

1
2

2
3
.0

6
2
1
.7

2
2
4
.0

6
2
4
.3

1
2

4
4
.3

1
1

3
5
.5

分
娩

間
隔

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

4
6

1
5
.1

4
6

1
4
.8

1
2

1
6
.7

1
2

1
5
.9

6
1
7
.1

2
1
8
.2

6
1
4
.8

1
2

1
3
.7

1
1

1
3
.4

供
用

年
数

　
（
平

均
値

）
年

4
6

4
.4

4
6

4
.3

1
2

4
.8

1
2

4
.7

6
4
.5

2
2
.9

6
4
.9

1
2

3
.9

1
1

4
.5

産
次

　
（
平

均
値

）
産

4
6

2
.9

4
6

2
.8

1
2

2
.9

1
2

2
.8

6
2
.6

2
2
.6

6
2
.9

1
2

2
.9

1
1

2
.8

初
産

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
6

2
5
.4

4
5

2
5
.8

1
2

2
5
.1

1
2

2
6
.1

6
2
6
.1

2
2
7
.5

6
2
6
.0

1
2

2
5
.1

1
1

2
5
.3

分
娩

時
の

子
牛

事
故

率
　
※
奇
形
、
死
産

％
4
6

7
.0

4
6

4
.5

1
2

8
.7

1
2

4
.5

6
5
.3

2
3
.6

6
3
.7

1
2

5
.5

1
1

5
.0

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察

1
4
.8

2
.2

2
5
.6

令
和
5
年
1
月
1
2
日
時
点

平
均
値

R
0
3
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
3
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
3
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の
階
層
⑤

R
0
2
年

成
績

⑨

飼
養
状

況

繁
殖
成

績

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

・
分

娩
間

隔
は

R
0
2
年

1
5
.
1
ヵ

月
頭

、
R
0
3
年

1
4
.
8
ヵ

月
と

0
.
3
ヵ

月
改

善
し

た
。

・
分

娩
間

隔
が

改
善

し
た

事
例

は
3
0
、

変
化

な
し

は
1
、

悪
化

は
1
5
。

・
最

も
改

善
し

た
事

例
は

、
R
0
2
年

1
7
.
7
ヵ

月
か

ら
R
0
3
年

1
5
.
1
ヵ

月
で

2
.
6
ヵ

月
の

改
善

、
 
最

も
悪

化
し

た
事

例
は

R
0
2
年

1
7
.
2
ヵ

月
か

ら
R
0
3
年

2
0
.
2
ヵ

月
で

3
.
0
ヵ

月
悪

化
で

あ
っ

た
。

・
最

も
改

善
し

た
事

例
は

、
R
0
2
年

最
も

分
娩

間
隔

が
長

か
っ

た
が

、
畜

産
協

会
に

よ
る

四
半

期
ご

と
の

成
績

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

を
継

続
し

て
お

り
改

善
に

繋
が

っ
た

と
思

わ
れ

る
。

b
）

R
0
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
3
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

・
R
0
2
年

下
位

階
層

の
成

績
は

R
0
2
年

1
6
.
7
ヵ

月
、

R
0
3
年

1
5
.
9
ヵ

月
で

、
改

善
が

1
0
事

例
、

悪
化

が
２

事
例

で
あ

っ
た

。
・

悪
化

し
た

2
事

例
の

今
後

の
方

針
は

、
「

長
期

不
受

胎
の

獣
医

へ
の

相
談

」
と

「
繁

殖
検

診
に

よ
る

不
受

胎
の

早
期

発
見

」
と

し
て

い
る

。

c
）

R
0
2
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
3
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

・
R
0
2
年

上
位

階
層

1
2
事

例
の

う
ち

、
4
事

例
の

階
層

が
変

化
し

中
位

階
層

と
な

っ
た

。
こ

の
4
事

例
全

て
分

娩
間

隔
の

長
期

化
を

課
題

と
し

て
捉

え
て

お
り

、
対

策
や

方
針

は
「

子
宮

洗
浄

や
良

い
発

情
を

誘
起

す
る

た
め

ホ
ル

モ
ン

治
療

」
、

「
牛

検
デ

ー
タ

を
活

用
し

た
発

情
予

定
日

の
把

握
や

繁
殖

カ
レ

ン
ダ

ー
の

掲
示

に
よ

り
関

係
者

等
の

情
報

共
有

を
図

る
」

等
で

あ
る

。
・

R
0
3
年

上
位

階
層

1
1
事

例
の

う
ち

、
3
事

例
は

R
0
2
年

中
位

階
層

で
、

そ
れ

ぞ
れ

、
R
0
2
年

1
4
.
1
ヵ

月
か

ら
R
0
3
年

1
3
.
9
ヵ

月
に

、
R
0
2
年

1
4
.
3
ヵ

月
か

ら
R
0
3
年

1
3
.
5
ヵ

月
に

、
R
0
2
年

1
5
.
2
ヵ

月
か

ら
R
0
3
年

1
2
.
7
ヵ

月
に

改
善

し
て

い
る

。
そ

の
う

ち
最

も
改

善
し

た
事

例
で

は
、

「
分

娩
後

、
早

期
の

回
復

の
た

め
、

逐
次

獣
医

師
や

授
精

師
か

ら
の

指
導

を
受

け
、

空
胎

日
数

の
削

減
に

努
め

る
こ

と
。

(
飼

料
給

与
内

容
の

確
認

も
含

め
て

指
導

を
受

け
る

こ
と

)
」

「
牛

舎
内

観
察

の
徹

底
に

よ
る

、
発

情
見

逃
し

の
防

止
」

「
夏

季
受

精
時

の
ス

ト
レ

ス
軽

減
対

策
の

実
施

(
牛

舎
内

換
気

、
清

潔
な

水
、

飲
水

量
の

確
保

）
」

「
種

付
け

回
数

の
多

い
経

産
牛

は
、

早
期

に
獣

医
師

の
診

察
を

受
け

る
な

ど
、

2
回

未
満

で
受

胎
す

る
よ

う
対

応
す

る
こ

と
」

の
４

つ
を

提
案

し
て

い
る

。

d
)
 
畜

産
ク

ラ
ウ

ド
平

均
値

と
の

比
較

・
畜

産
ク

ラ
ウ

ド
平

均
値

は
1
4
.
8
ヵ

月
、

R
0
3
年

調
査

（
全

体
）

は
1
4
.
8
ヵ

月
、

R
0
3
年

調
査

（
分

娩
間

隔
上

位
階

層
）

は
1
3
.
4
ヵ

月
。

項
目

単
位

都
府
県
全
体

R
0
2
年
の
分
娩
間
隔
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
2
年

の
分

娩
間

隔
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

の
分

娩
間

隔
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

成
績

⑩

畜
産
ク
ラ
ウ
ド
平
均
値

（
全
国
）

R
0
2
年

成
績

①
R
0
3
年

成
績

②
R
0
2
年

成
績

③
R
0
3
年

成
績

④
う
ち
、
R
0
3
年

に
成

績
が
悪
化
し
た
も
の
⑥

分
娩

間
隔

産
次

初
産

月
齢

畜
産

ク
ラ

ウ
ド

平
均

値
1
4
.
8

2
.
2

2
5
.
6

R
0
3
年

調
査

（
全

体
）

1
4
.
8

2
.
8

2
5
.
8

R
0
3
年

調
査

（
上

位
階

層
）

1
3
.
4

2
.
8

2
5
.
3
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１
．
供

用
年

数
の

階
層

間
比

較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首

飼
養

頭
数

頭
4
6

4
2
.1

4
6

4
1
.5

1
1

5
4
.2

1
1

5
4
.3

6
6
2
.5

3
6
4
.7

4
4
8
.3

1
2
9
.0

1
2

3
2
.2

1
1

3
5
.5

未
経

産
牛

か
ら
の

繰
入

頭
4
6

9
.2

4
6

9
.4

1
1

1
4
.3

1
1

1
2
.7

6
1
3
.7

3
1
1
.0

4
1
3
.0

1
6
.0

1
2

4
.8

1
1

4
.8

外
部

導
入

頭
数

頭
4
6

1
.7

4
6

1
.0

1
1

1
.0

1
1

1
.3

6
2
.3

3
0
.0

4
0
.0

1
0
.0

1
2

3
.0

1
1

1
.6

事
故

廃
用

頭
数

頭
4
6

1
1
.4

4
6

9
.9

1
1

1
5
.3

1
1

1
3
.1

6
1
6
.8

3
1
6
.3

4
8
.8

1
8
.0

1
2

8
.3

1
1

8
.2

期
末

飼
養

頭
数

頭
4
6

4
1
.5

4
6

4
2
.1

1
1

5
4
.3

1
1

5
4
.8

6
6
1
.0

3
5
9
.3

4
5
2
.5

1
2
7
.0

1
2

3
1
.0

1
1

3
4
.4

前
年

比
　
（
期

末
÷
期

首
）

％
4
6

9
8
.8

4
6

1
0
1
.6

1
1

1
0
0
.6

1
1

1
0
0
.7

6
9
6
.5

3
8
9
.5

4
1
0
8
.8

1
9
3
.1

1
2

9
2
.4

1
1

9
7
.1

常
時

平
均

飼
養

頭
数

頭
4
6

4
2
.4

4
6

4
1
.9

1
1

5
6
.7

1
1

5
4
.8

6
6
2
.3

3
6
2
.0

4
5
0
.4

1
2
8
.0

1
2

3
1
.5

1
1

3
4
.9

1
頭

当
り
年

間
乳

量
（
平
均
値
）

kg
4
6

8
,3
5
9
.1

4
6

8
,7
0
7
.3

1
1

8
,2
6
1
.1

1
1

8
,5
9
6
.9

6
8
,8
0
3
.4

3
9
,0
9
7
.5

4
8
,3
6
9
.9

1
8
,2
6
6
.0

1
2

8
,1
4
3
.0

1
1

8
,0
1
4
.7

受
胎

に
要

し
た
種

付
回

数
（
平

均
値

）
回

4
6

2
.4

4
6

2
.4

1
1

2
.2

1
1

2
.3

6
2
.4

3
2
.6

4
2
.1

1
2
.5

1
2

2
.3

1
1

2
.5

分
娩

頭
数

頭
4
6

3
5
.0

4
6

3
4
.2

1
1

4
5
.0

1
1

4
5
.8

6
4
9
.2

3
4
9
.7

4
4
6
.8

1
2
2
.0

1
2

2
6
.0

1
1

2
4
.4

分
娩

間
隔

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

4
6

1
5
.1

4
6

1
4
.8

1
1

1
4
.3

1
1

1
4
.6

6
1
4
.9

3
1
5
.0

4
1
3
.9

1
1
5
.8

1
2

1
5
.4

1
1

1
5
.1

供
用

年
数

　
（
平

均
値

）
年

4
6

4
.4

4
6

4
.3

1
1

2
.9

1
1

3
.6

6
2
.9

3
2
.8

4
4
.0

1
6
.2

1
2

5
.9

1
1

5
.7

産
次

　
（
平

均
値

）
産

4
6

2
.9

4
6

2
.8

1
1

2
.6

1
1

2
.8

6
2
.7

3
2
.9

4
2
.8

1
3
.5

1
2

3
.3

1
1

3
.1

初
産

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
6

2
5
.4

4
5

2
5
.8

1
1

2
6
.2

1
1

2
6
.7

6
2
5
.2

3
2
5
.7

4
2
9
.3

1
2
4
.9

1
2

2
5
.5

1
0

2
5
.6

分
娩

時
の

子
牛

事
故

率
　
※
奇
形
、
死
産

％
4
6

7
.0

4
6

4
.5

1
1

5
.9

1
1

3
.3

6
3
.5

3
1
.7

4
3
.9

1
0
.1

1
2

8
.9

1
1

4
.7

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察

1
4
.8

2
.2

2
5
.6

令
和
5
年
1
月
1
2
日
時
点

平
均
値

R
0
3
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
3
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
3
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の
階
層
⑤

R
0
2
年

成
績

⑨

飼
養
状

況

繁
殖
成

績

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

・
供

用
年

数
は

R
0
2
年

4
.
4
年

、
R
0
3
年

4
.
3
年

と
0
.
1
年

短
く

な
っ

た
。

・
供

用
年

数
が

長
く

な
っ

た
事

例
は

2
0
、

変
化

な
し

は
5
、

悪
化

は
2
1
。

・
最

も
長

く
な

っ
た

事
例

は
R
0
2
年

3
.
2
年

か
ら

R
0
3
年

6
.
2
年

と
3
.
0
年

長
く

な
り

、
 
最

も
短

く
な

っ
た

事
例

は
R
0
2
年

5
.
3
年

か
ら

R
0
3
年

2
.
9
年

で
2
.
3
年

短
く

な
っ

た
。

・
最

も
短

く
な

っ
た

事
例

で
は

、
1
頭

当
り

年
間

乳
量

が
R
0
2
年

7
,
5
0
0
k
g
か

ら
R
0
3
年

1
0
,
7
1
3
k
g
に

増
加

し
て

い
る

が
、

平
均

産
次

が
3
.
0
産

か
ら

2
.
1
産

と
低

く
な

っ
て

お
り

、
課

題
は

「
R
0
3
年

分
娩

間
隔

が
2
0
.
2
ヵ

月
」

で
あ

る
。

b
）

R
0
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
3
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

・
R
0
2
年

下
位

階
層

の
成

績
は

R
0
2
年

2
.
9
年

、
R
0
3
年

3
.
6
年

で
、

7
事

例
が

長
く

な
り

、
2
事

例
が

変
化

な
し

、
2
事

例
が

短
く

な
っ

て
い

た
。

・
R
0
3
年

に
5
事

例
階

層
が

変
化

し
て

あ
り

、
1
事

例
は

上
位

階
層

へ
の

変
化

で
あ

っ
た

。

c
）

R
0
2
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
3
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

・
R
0
2
年

上
位

階
層

1
2
事

例
の

う
ち

7
事

例
の

階
層

が
変

化
し

、
1
事

例
は

下
位

階
層

へ
の

変
化

で
あ

っ
た

。
・

R
0
3
年

上
位

階
層

1
1
事

例
の

う
ち

、
5
事

例
は

R
0
2
年

中
位

階
層

で
、

1
事

例
は

R
0
2
年

下
位

階
層

で
あ

っ
た

。

項
目

単
位

都
府
県
全
体

R
0
2
年
の
供
用
年
数
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
2
年

の
供

用
年

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

の
供

用
年

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

成
績

⑩

畜
産
ク
ラ
ウ
ド
平
均
値

（
全
国
）

R
0
2
年

成
績

①
R
0
3
年

成
績

②
R
0
2
年

成
績

③
R
0
3
年

成
績

④
う
ち
、
R
0
3
年

に
成

績
が
悪
化
し
た
も
の
⑥
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１
．
産

次
の

階
層

間
比

較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首

飼
養

頭
数

頭
4
6

4
2
.1

4
6

4
1
.5

1
3

4
2
.8

1
3

4
5
.5

9
3
9
.8

3
2
5
.0

3
5
0
.7

1
8
1
.0

1
1

3
5
.9

1
3

3
8
.3

未
経

産
牛

か
ら
の

繰
入

頭
4
6

9
.2

4
6

9
.4

1
3

1
4
.2

1
3

1
1
.6

9
1
2
.7

3
7
.7

3
1
1
.0

1
4
.0

1
1

4
.6

1
3

7
.0

外
部

導
入

頭
数

頭
4
6

1
.7

4
6

1
.0

1
3

2
.2

1
3

0
.9

9
1
.3

3
1
.0

3
0
.0

1
0
.0

1
1

1
.4

1
3

1
.3

事
故

廃
用

頭
数

頭
4
6

1
1
.4

4
6

9
.9

1
3

1
3
.8

1
3

1
0
.5

9
1
0
.0

3
5
.7

3
1
0
.3

1
1
5
.0

1
1

6
.5

1
3

9
.8

期
末

飼
養

頭
数

頭
4
6

4
1
.5

4
6

4
2
.1

1
3

4
5
.5

1
3

4
7
.2

9
4
3
.3

3
2
8
.0

3
5
1
.3

1
7
0
.0

1
1

3
4
.7

1
3

3
6
.8

前
年

比
　
（
期

末
÷
期

首
）

％
4
6

9
8
.8

4
6

1
0
1
.6

1
3

1
0
8
.6

1
3

1
0
5
.6

9
1
0
9
.2

3
1
1
0
.4

3
1
0
1
.1

1
8
6
.4

1
1

9
2
.2

1
3

9
5
.8

常
時

平
均

飼
養

頭
数

頭
4
6

4
2
.4

4
6

4
1
.9

1
3

4
4
.2

1
3

4
6
.6

9
4
1
.9

3
2
6
.5

3
5
1
.0

1
7
5
.5

1
1

3
5
.3

1
3

3
7
.6

1
頭

当
り
年

間
乳

量
（
平
均
値
）

kg
4
6

8
,3
5
9
.1

4
6

8
,7
0
7
.3

1
3

8
,8
3
2
.1

1
3

9
,0
8
1
.6

9
8
,6
5
1
.6

3
7
,7
8
0
.2

3
9
,5
8
0
.0

1
1
1
,4
5
5
.9

1
1

8
,5
8
7
.1

1
3

8
,9
4
2
.3

受
胎

に
要

し
た
種

付
回

数
（
平

均
値

）
回

4
6

2
.4

4
6

2
.4

1
3

2
.3

1
3

2
.3

9
2
.1

3
2
.4

3
2
.6

1
2
.2

1
1

2
.8

1
3

2
.7

分
娩

頭
数

頭
4
6

3
5
.0

4
6

3
4
.2

1
3

3
6
.6

1
3

3
6
.2

9
3
4
.2

3
2
3
.7

3
3
4
.0

1
6
0
.0

1
1

2
9
.6

1
3

3
1
.0

分
娩

間
隔

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

4
6

1
5
.1

4
6

1
4
.8

1
3

1
5
.0

1
3

1
4
.8

9
1
4
.8

3
1
5
.0

3
1
4
.9

1
1
4
.3

1
1

1
4
.9

1
3

1
4
.5

供
用

年
数

　
（
平

均
値

）
年

4
6

4
.4

4
6

4
.3

1
3

3
.8

1
3

3
.8

9
3
.7

3
4
.5

3
4
.1

1
2
.9

1
1

5
.3

1
3

4
.6

産
次

　
（
平

均
値

）
産

4
6

2
.9

4
6

2
.8

1
3

2
.2

1
3

2
.3

9
2
.2

3
2
.0

3
2
.6

1
3
.2

1
1

3
.8

1
3

3
.5

初
産

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
6

2
5
.4

4
5

2
5
.8

1
3

2
5
.4

1
3

2
5
.5

9
2
5
.6

3
2
6
.4

3
2
5
.4

1
2
5
.1

1
1

2
5
.3

1
2

2
5
.2

分
娩

時
の

子
牛

事
故

率
　
※
奇
形
、
死
産

％
4
6

7
.0

4
6

4
.5

1
3

6
.4

1
3

4
.8

9
3
.3

3
0
.0

3
1
0
.0

1
3
.2

1
1

6
.5

1
3

3
.7

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察

1
4
.8

2
.2

2
5
.6

令
和
5
年
1
月
1
2
日
時
点

平
均
値

R
0
3
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
3
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
3
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の
階
層
⑤

R
0
2
年

成
績

⑨

飼
養
状

況

繁
殖
成

績

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

・
期

中
分

娩
牛

の
産

次
は

R
0
2
年

2
.
9
産

、
R
0
3
年

2
.
8
産

と
0
.
1
産

低
く

な
っ

た
。

・
産

次
が

高
く

な
っ

た
事

例
は

2
0
、

変
化

な
し

は
5
、

低
く

な
っ

た
事

例
は

2
1
。

・
最

も
高

く
な

っ
た

事
例

は
R
0
2
年

3
.
7
産

か
ら

R
0
3
年

5
.
1
産

と
0
.
4
産

高
く

な
り

、
 
最

も
低

く
な

っ
た

事
例

は
R
0
2
年

3
.
5
産

か
ら

R
0
3
年

2
.
0
産

と
1
.
5
産

低
く

な
っ

た
。

b
）

R
0
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
3
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

・
R
0
2
年

下
位

階
層

の
成

績
は

R
0
2
年

2
.
2
産

、
R
0
3
年

2
.
3
産

と
0
.
1
産

高
く

な
っ

た
。

・
R
0
3
年

に
4
事

例
階

層
が

変
化

し
て

あ
り

、
1
事

例
は

上
位

階
層

へ
の

変
化

で
あ

っ
た

。

c
）

R
0
2
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
3
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

・
R
0
2
年

上
位

階
層

1
1
事

例
の

う
ち

、
2
事

例
の

階
層

が
変

化
し

、
そ

れ
ぞ

れ
中

位
階

層
と

下
位

階
層

に
変

化
し

た
。

・
R
0
3
年

上
位

階
層

1
3
事

例
の

う
ち

、
3
事

例
は

R
0
2
年

中
位

階
層

で
、

1
事

例
は

R
0
2
年

下
位

階
層

で
あ

っ
た

。

d
)
 
畜

産
ク

ラ
ウ

ド
平

均
値

と
の

比
較

・
畜

産
ク

ラ
ウ

ド
平

均
値

は
2
.
2
産

、
R
0
3
年

調
査

（
全

体
）

は
2
.
8
産

、
R
0
3
年

調
査

（
上

位
階

層
）

は
3
.
5
産

。

項
目

単
位

都
府
県
全
体

R
0
2
年
の
産
次
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
2
年

の
産

次
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

の
産

次
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

成
績

⑩

畜
産
ク
ラ
ウ
ド
平
均
値

（
全
国
）

R
0
2
年

成
績

①
R
0
3
年

成
績

②
R
0
2
年

成
績

③
R
0
3
年

成
績

④
う
ち
、
R
0
3
年

に
成

績
が
悪
化
し
た
も
の
⑥

分
娩

間
隔

産
次

初
産

月
齢

畜
産

ク
ラ

ウ
ド

平
均

値
1
4
.
8

2
.
2

2
5
.
6

R
0
3
年

調
査

（
全

体
）

1
4
.
8

2
.
8

2
5
.
8

R
0
3
年

調
査

（
上

位
階

層
）

1
4
.
5

3
.
5

2
5
.
2
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１
．
初

産
月

齢
の

階
層

間
比

較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首

飼
養

頭
数

頭
4
6

4
2
.1

4
6

4
1
.5

1
2

4
4
.1

1
2

4
4
.8

5
5
2
.6

5
5
2
.6

4
4
7
.5

2
2
8
.0

1
3

4
2
.9

1
1

4
8
.3

未
経

産
牛

か
ら
の

繰
入

頭
4
6

9
.2

4
6

9
.4

1
2

9
.3

1
2

1
0
.0

5
1
3
.0

5
1
3
.0

4
9
.5

2
8
.5

1
3

7
.6

1
1

1
2
.5

外
部

導
入

頭
数

頭
4
6

1
.7

4
6

1
.0

1
2

2
.5

1
2

0
.7

5
0
.0

5
0
.0

4
2
.0

2
0
.0

1
3

1
.0

1
1

0
.6

事
故

廃
用

頭
数

頭
4
6

1
1
.4

4
6

9
.9

1
2

1
0
.5

1
2

9
.8

5
1
1
.0

5
1
1
.0

4
9
.0

2
8
.5

1
3

1
1
.5

1
1

1
2
.6

期
末

飼
養

頭
数

頭
4
6

4
1
.5

4
6

4
2
.1

1
2

4
4
.8

1
2

4
5
.8

5
5
4
.6

5
5
4
.6

4
5
0
.5

2
2
8
.0

1
3

4
0
.3

1
1

4
8
.9

前
年

比
　
（
期

末
÷
期

首
）

％
4
6

9
8
.8

4
6

1
0
1
.6

1
2

1
0
6
.3

1
2

9
9
.3

5
1
0
0
.7

5
1
0
0
.7

4
1
0
8
.8

2
9
4
.4

1
3

9
1
.0

1
1

1
0
2
.7

常
時

平
均

飼
養

頭
数

頭
4
6

4
2
.4

4
6

4
1
.9

1
2

4
4
.4

1
2

4
5
.3

5
5
3
.6

5
5
3
.6

4
4
9
.0

2
2
8
.0

1
3

4
1
.5

1
1

4
8
.6

1
頭

当
り
年

間
乳

量
（
平
均
値
）

kg
4
6

8
,3
5
9
.1

4
6

8
,7
0
7
.3

1
2

8
,4
2
0
.6

1
2

8
,8
1
8
.6

5
8
,9
4
1
.6

5
8
,9
4
1
.6

4
8
,7
6
5
.1

2
8
,5
6
2
.2

1
3

9
,0
5
1
.5

1
1

9
,7
8
7
.5

受
胎

に
要

し
た
種

付
回

数
（
平

均
値

）
回

4
6

2
.4

4
6

2
.4

1
2

2
.4

1
2

2
.4

5
2
.4

5
2
.4

4
2
.4

2
2
.3

1
3

2
.3

1
1

2
.3

分
娩

頭
数

頭
4
6

3
5
.0

4
6

3
4
.2

1
2

3
4
.6

1
2

3
4
.9

5
4
4
.2

5
4
4
.2

4
3
6
.3

2
2
0
.5

1
3

3
7
.8

1
1

4
1
.6

分
娩

間
隔

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

4
6

1
5
.1

4
6

1
4
.8

1
2

1
5
.5

1
2

1
5
.0

5
1
5
.9

5
1
5
.9

4
1
4
.5

2
1
3
.8

1
3

1
4
.6

1
1

1
4
.2

供
用

年
数

　
（
平

均
値

）
年

4
6

4
.4

4
6

4
.3

1
2

4
.6

1
2

4
.3

5
3
.9

5
3
.9

4
4
.1

2
4
.5

1
3

4
.9

1
1

4
.3

産
次

　
（
平

均
値

）
産

4
6

2
.9

4
6

2
.8

1
2

2
.8

1
2

2
.7

5
2
.5

5
2
.5

4
2
.2

2
2
.8

1
3

3
.1

1
1

2
.7

初
産

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
6

2
5
.4

4
5

2
5
.8

1
2

2
7
.8

1
1

2
7
.6

5
3
0
.3

5
3
0
.3

4
2
6
.1

2
2
3
.7

1
3

2
3
.7

1
1

2
3
.7

分
娩

時
の

子
牛

事
故

率
　
※
奇
形
、
死
産

％
4
6

7
.0

4
6

4
.5

1
2

8
.1

1
2

4
.6

5
4
.4

5
4
.4

4
2
.6

2
1
1
.3

1
3

6
.6

1
1

5
.9

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察

1
4
.8

2
.2

2
5
.6

令
和
5
年
1
月
1
2
日
時
点

平
均
値

R
0
3
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
3
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
3
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の
階
層
⑤

R
0
2
年

成
績

⑨

飼
養
状

況

繁
殖
成

績

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

・
初

産
月

齢
は

R
0
2
年

2
5
.
4
ヵ

月
齢

、
R
0
3
年

2
5
.
8
ヵ

月
齢

と
0
.
4
ヵ

月
遅

く
な

っ
た

。
・

初
産

月
齢

が
早

く
な

っ
た

事
例

は
1
7
、

変
化

が
な

い
事

例
は

5
、

遅
く

な
っ

た
事

例
は

2
3
。

・
最

も
早

く
な

っ
た

（
改

善
し

た
）

事
例

は
R
0
2
年

2
6
.
3
ヵ

月
齢

か
ら

R
0
3
年

2
3
.
3
ヵ

月
齢

と
3
.
0
ヵ

月
早

く
な

り
、

 
最

も
遅

く
な

っ
た

（
悪

化
し

た
）

事
例

は
R
0
2
年

2
2
.
0
ヵ

月
齢

か
ら

R
0
3
年

2
6
.
0
ヵ

月
齢

と
4
.
0
ヵ

遅
く

な
っ

た
。

・
最

も
早

く
な

っ
た

事
例

は
、

分
娩

間
隔

も
R
0
2
年

1
5
.
2
ヵ

月
か

ら
R
0
3
年

1
2
.
7
ヵ

月
齢

と
大

き
く

改
善

し
て

お
り

、
方

針
と

し
て

「
分

娩
後

、
早

期
の

回
復

の
た

め
、

逐
次

獣
医

師
や

授
精

師
か

ら
飼

料
給

与
内

容
の

確
認

も
含

め
て

指
導

を
受

け
、

空
胎

日
数

の
削

減
に

努
め

る
」

「
牛

舎
内

観
察

の
徹

底
に

よ
る

、
発

情
見

逃
し

の
防

止
」

「
牛

舎
内

換
気

、
清

潔
な

水
、

飲
水

量
の

確
保

に
よ

る
夏

季
受

精
時

の
ス

ト
レ

ス
軽

減
対

策
の

実
施

」
「

種
付

け
回

数
の

多
い

経
産

牛
は

、
早

期
に

獣
医

師
の

診
察

を
受

け
る

な
ど

、
2
回

未
満

で
受

胎
す

る
よ

う
対

応
す

る
」

の
4
つ

が
示

さ
れ

て
い

る
。

b
）

R
0
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
3
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

・
R
0
2
年

下
位

階
層

の
成

績
は

R
0
2
年

2
7
.
8
ヵ

月
齡

、
R
0
3
年

2
7
.
6
ヵ

月
齡

で
あ

っ
た

。
・

R
0
3
年

に
2
事

例
が

上
位

階
層

、
4
事

例
が

中
位

階
層

と
な

っ
た

。
・

初
産

月
齢

が
早

く
な

っ
た

4
事

例
は

、
分

娩
間

隔
も

改
善

し
て

い
る

。

c
）

R
0
2
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
3
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

・
R
0
2
年

上
位

階
層

1
3
事

例
の

う
ち

、
6
事

例
は

R
0
3
年

に
中

位
階

層
に

な
っ

た
。

・
R
0
3
年

上
位

階
層

1
1
事

例
の

う
ち

、
2
事

例
は

R
0
2
年

中
位

階
層

、
2
事

例
は

R
0
2
年

下
位

階
層

で
あ

っ
た

。
・

R
0
2
年

下
位

階
層

か
ら

R
0
3
年

上
位

階
層

と
な

っ
た

2
事

例
の

う
ち

、
1
事

例
は

a
）

に
示

し
た

最
も

早
く

な
っ

た
（

改
善

し
た

）
事

例
。

も
う

1
事

例
は

、
「

分
娩

間
隔

が
R
0
3
年

1
5
.
0
と

長
い

こ
と

」
が

課
題

で
、

今
後

の
方

針
は

「
発

情
を

見
逃

さ
な

い
よ

う
u
-
m
o
t
i
o
n
等

の
導

入
の

検
討

」
「

長
期

不
受

胎
牛

の
繁

殖
診

断
」

と
し

て
い

る
。

d
)
 
畜

産
ク

ラ
ウ

ド
平

均
値

と
の

比
較

・
畜

産
ク

ラ
ウ

ド
平

均
値

は
2
5
.
6
ヵ

月
齢

、
R
0
3
年

調
査

（
全

体
）

は
2
5
.
8
ヵ

月
齢

、
R
0
3
年

調
査

（
上

位
階

層
）

は
2
3
.
7
ヵ

月
齢

。

項
目

単
位

都
府
県
全
体

R
0
2
年
の
初
産
月
齢
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
2
年

の
初

産
月

齢
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

の
初

産
月

齢
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

成
績

⑩

畜
産
ク
ラ
ウ
ド
平
均
値

（
全
国
）

R
0
2
年

成
績

①
R
0
3
年

成
績

②
R
0
2
年

成
績

③
R
0
3
年

成
績

④
う
ち
、
R
0
3
年

に
成

績
が
悪
化
し
た
も
の
⑥

分
娩

間
隔

産
次

初
産

月
齢

畜
産

ク
ラ

ウ
ド

平
均

値
1
4
.
8

2
.
2

2
5
.
6

R
0
3
年

調
査

（
全

体
）

1
4
.
8

2
.
8

2
5
.
8

R
0
3
年

調
査

（
上

位
階

層
）

1
4
.
2

2
.
7

2
3
.
7
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１
．
分

娩
時

の
子

牛
事

故
率

の
階

層
間

比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首

飼
養

頭
数

頭
4
6

4
2
.1

4
6

4
1
.5

1
1

4
0
.1

1
1

4
0
.7

5
5
2
.0

1
4
6
.0

2
2
6
.5

4
3
3
.8

1
1

3
6
.1

1
6

3
1
.6

未
経

産
牛

か
ら
の

繰
入

頭
4
6

9
.2

4
6

9
.4

1
1

1
0
.5

1
1

9
.0

5
1
1
.6

1
1
4
.0

2
4
.5

4
8
.0

1
1

7
.0

1
6

7
.1

外
部

導
入

頭
数

頭
4
6

1
.7

4
6

1
.0

1
1

2
.9

1
1

0
.9

5
0
.6

1
0
.0

2
2
.0

4
0
.8

1
1

2
.3

1
6

0
.8

事
故

廃
用

頭
数

頭
4
6

1
1
.4

4
6

9
.9

1
1

1
2
.9

1
1

8
.2

5
1
2
.4

1
7
.0

2
2
.5

4
5
.8

1
1

9
.4

1
6

7
.4

期
末

飼
養

頭
数

頭
4
6

4
1
.5

4
6

4
2
.1

1
1

4
0
.5

1
1

4
2
.5

5
5
1
.8

1
5
3
.0

2
3
1
.0

4
3
6
.8

1
1

3
5
.5

1
6

3
1
.9

前
年

比
　
（
期

末
÷
期

首
）

％
4
6

9
8
.8

4
6

1
0
1
.6

1
1

1
0
0
.5

1
1

1
0
7
.8

5
9
7
.6

1
1
1
2
.8

2
1
2
7
.6

4
1
1
0
.6

1
1

9
7
.4

1
6

9
9
.0

常
時

平
均

飼
養

頭
数

頭
4
6

4
2
.4

4
6

4
1
.9

1
1

4
0
.3

1
1

4
1
.9

5
5
2
.5

1
4
9
.5

2
2
8
.8

4
3
5
.3

1
1

3
8
.4

1
6

3
1
.7

1
頭

当
り
年

間
乳

量
（
平
均
値
）

kg
4
6

8
,3
5
9
.1

4
6

8
,7
0
7
.3

1
1

8
,0
0
2
.1

1
1

8
,8
1
4
.7

5
9
,2
2
6
.6

1
8
,6
8
6
.6

2
8
,7
7
1
.5

4
8
,3
2
1
.4

1
1

8
,1
8
7
.4

1
6

8
,0
2
2
.8

受
胎

に
要

し
た
種

付
回

数
（
平

均
値

）
回

4
6

2
.4

4
6

2
.4

1
1

2
.1

1
1

2
.6

5
2
.5

1
2
.7

2
2
.1

4
3
.0

1
1

2
.4

1
6

2
.6

分
娩

頭
数

頭
4
6

3
5
.0

4
6

3
4
.2

1
1

3
1
.0

1
1

3
3
.8

5
3
9
.8

1
3
0
.0

2
2
6
.5

4
3
0
.0

1
1

3
0
.1

1
6

2
6
.4

分
娩

間
隔

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

4
6

1
5
.1

4
6

1
4
.8

1
1

1
5
.9

1
1

1
5
.4

5
1
5
.9

1
1
4
.2

2
1
5
.1

4
1
4
.9

1
1

1
4
.7

1
6

1
4
.7

供
用

年
数

　
（
平

均
値

）
年

4
6

4
.4

4
6

4
.3

1
1

4
.5

1
1

4
.0

5
3
.8

1
3
.0

2
3
.7

4
4
.4

1
1

4
.4

1
6

4
.3

産
次

　
（
平

均
値

）
産

4
6

2
.9

4
6

2
.8

1
1

2
.7

1
1

2
.6

5
2
.5

1
2
.8

2
2
.7

4
2
.8

1
1

2
.8

1
6

2
.9

初
産

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
6

2
5
.4

4
5

2
5
.8

1
1

2
6
.1

1
1

2
7
.3

5
2
6
.6

1
2
5
.1

2
2
7
.8

4
2
8
.0

1
1

2
5
.1

1
5

2
6
.5

分
娩

時
の

子
牛

事
故

率
　
※
奇
形
、
死
産

％
4
6

7
.0

4
6

4
.5

1
1

1
5
.4

1
1

5
.8

5
1
0
.5

1
1
6
.7

2
5
.9

4
0
.0

1
1

0
.1

1
6

0
.0

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察

1
4
.8

2
.2

2
5
.6

令
和
5
年
1
月
1
2
日
時
点

平
均
値

R
0
3
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
3
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
3
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の
階
層
⑤

R
0
2
年

成
績

⑨

飼
養
状

況

繁
殖
成

績

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

・
分

娩
時

の
子

牛
事

故
率

は
R
0
2
年

7
.
0
％

、
R
0
3
年

4
.
5
％

と
2
.
5
ポ

イ
ン

ト
低

く
な

っ
た

。
・

事
故

率
が

高
く

な
っ

た
事

例
は

1
4
、

変
化

な
し

は
8
、

低
く

な
っ

た
事

例
は

2
4
。

・
最

も
低

く
な

っ
た

（
改

善
し

た
）

事
例

は
R
0
2
年

2
2
.
5
％

か
ら

R
0
3
年

0
％

と
2
2
.
5
ポ

イ
ン

ト
低

く
な

り
、

 
最

も
高

く
な

っ
た

（
悪

化
し

た
）

事
例

は
R
0
2
年

0
％

か
ら

R
0
3
年

1
6
.
7
％

と
1
6
.
7
ポ

イ
ン

ト
高

く
な

っ
た

。
・

最
も

低
く

な
っ

た
（

改
善

し
た

）
事

例
は

、
R
0
2
年

最
も

事
故

率
が

高
か

っ
た

事
例

で
あ

る
。

b
）

R
0
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
3
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

・
R
0
2
年

下
位

階
層

の
成

績
は

R
0
2
年

1
5
.
4
％

、
R
0
3
年

5
.
8
％

で
あ

っ
た

。
・

R
0
3
年

に
6
事

例
の

階
層

が
変

化
し

、
2
事

例
が

中
位

階
層

、
4
事

例
が

上
位

階
層

と
な

っ
た

。
上

位
階

層
と

な
っ

た
事

例
は

、
R
0
3
年

事
故

率
が

0
％

で
あ

っ
た

。

c
）

R
0
2
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
3
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

・
R
0
2
年

上
位

階
層

1
1
事

例
の

う
ち

、
R
0
3
年

に
4
事

例
が

中
位

階
層

に
、

1
事

例
が

下
位

階
層

と
な

っ
た

。
・

R
0
3
年

上
位

階
層

1
6
事

例
は

全
て

R
0
3
年

0
％

で
、

6
事

例
は

R
0
2
年

中
位

階
層

、
4
事

例
は

R
0
2
年

下
位

階
層

で
あ

っ
た

。

項
目

単
位

都
府
県
全
体

R
0
2
年
の
分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
2
年

の
分

娩
時

の
子

牛
事

故
率

が
上

位
2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

の
分

娩
時

の
子

牛
事

故
率

が
上

位
2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

成
績

⑩

畜
産
ク
ラ
ウ
ド
平
均
値

（
全
国
）

R
0
2
年

成
績

①
R
0
3
年

成
績

②
R
0
2
年

成
績

③
R
0
3
年

成
績

④
う
ち
、
R
0
3
年

に
成

績
が
悪
化
し
た
も
の
⑥

１
．
初

産
月

齢
の

階
層

間
比

較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

期
首

飼
養

頭
数

頭
4
6

4
2
.1

4
6

4
1
.5

1
2

4
4
.1

1
2

4
4
.8

5
5
2
.6

5
5
2
.6

4
4
7
.5

2
2
8
.0

1
3

4
2
.9

1
1

4
8
.3

未
経

産
牛

か
ら
の

繰
入

頭
4
6

9
.2

4
6

9
.4

1
2

9
.3

1
2

1
0
.0

5
1
3
.0

5
1
3
.0

4
9
.5

2
8
.5

1
3

7
.6

1
1

1
2
.5

外
部

導
入

頭
数

頭
4
6

1
.7

4
6

1
.0

1
2

2
.5

1
2

0
.7

5
0
.0

5
0
.0

4
2
.0

2
0
.0

1
3

1
.0

1
1

0
.6

事
故

廃
用

頭
数

頭
4
6

1
1
.4

4
6

9
.9

1
2

1
0
.5

1
2

9
.8

5
1
1
.0

5
1
1
.0

4
9
.0

2
8
.5

1
3

1
1
.5

1
1

1
2
.6

期
末

飼
養

頭
数

頭
4
6

4
1
.5

4
6

4
2
.1

1
2

4
4
.8

1
2

4
5
.8

5
5
4
.6

5
5
4
.6

4
5
0
.5

2
2
8
.0

1
3

4
0
.3

1
1

4
8
.9

前
年

比
　
（
期

末
÷
期

首
）

％
4
6

9
8
.8

4
6

1
0
1
.6

1
2

1
0
6
.3

1
2

9
9
.3

5
1
0
0
.7

5
1
0
0
.7

4
1
0
8
.8

2
9
4
.4

1
3

9
1
.0

1
1

1
0
2
.7

常
時

平
均

飼
養

頭
数

頭
4
6

4
2
.4

4
6

4
1
.9

1
2

4
4
.4

1
2

4
5
.3

5
5
3
.6

5
5
3
.6

4
4
9
.0

2
2
8
.0

1
3

4
1
.5

1
1

4
8
.6

1
頭

当
り
年

間
乳

量
（
平
均
値
）

kg
4
6

8
,3
5
9
.1

4
6

8
,7
0
7
.3

1
2

8
,4
2
0
.6

1
2

8
,8
1
8
.6

5
8
,9
4
1
.6

5
8
,9
4
1
.6

4
8
,7
6
5
.1

2
8
,5
6
2
.2

1
3

9
,0
5
1
.5

1
1

9
,7
8
7
.5

受
胎

に
要

し
た
種

付
回

数
（
平

均
値

）
回

4
6

2
.4

4
6

2
.4

1
2

2
.4

1
2

2
.4

5
2
.4

5
2
.4

4
2
.4

2
2
.3

1
3

2
.3

1
1

2
.3

分
娩

頭
数

頭
4
6

3
5
.0

4
6

3
4
.2

1
2

3
4
.6

1
2

3
4
.9

5
4
4
.2

5
4
4
.2

4
3
6
.3

2
2
0
.5

1
3

3
7
.8

1
1

4
1
.6

分
娩

間
隔

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

4
6

1
5
.1

4
6

1
4
.8

1
2

1
5
.5

1
2

1
5
.0

5
1
5
.9

5
1
5
.9

4
1
4
.5

2
1
3
.8

1
3

1
4
.6

1
1

1
4
.2

供
用

年
数

　
（
平

均
値

）
年

4
6

4
.4

4
6

4
.3

1
2

4
.6

1
2

4
.3

5
3
.9

5
3
.9

4
4
.1

2
4
.5

1
3

4
.9

1
1

4
.3

産
次

　
（
平

均
値

）
産

4
6

2
.9

4
6

2
.8

1
2

2
.8

1
2

2
.7

5
2
.5

5
2
.5

4
2
.2

2
2
.8

1
3

3
.1

1
1

2
.7

初
産

月
齢

　
（
平

均
値

）
ヵ
月

齢
4
6

2
5
.4

4
5

2
5
.8

1
2

2
7
.8

1
1

2
7
.6

5
3
0
.3

5
3
0
.3

4
2
6
.1

2
2
3
.7

1
3

2
3
.7

1
1

2
3
.7

分
娩

時
の

子
牛

事
故

率
　
※
奇
形
、
死
産

％
4
6

7
.0

4
6

4
.5

1
2

8
.1

1
2

4
.6

5
4
.4

5
4
.4

4
2
.6

2
1
1
.3

1
3

6
.6

1
1

5
.9

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察

1
4
.8

2
.2

2
5
.6

令
和
5
年
1
月
1
2
日
時
点

平
均
値

R
0
3
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
3
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
3
年
も
成
績
が
下

位
2
5
%
の
階
層
⑤

R
0
2
年

成
績

⑨

飼
養
状

況

繁
殖
成

績

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

・
初

産
月

齢
は

R
0
2
年

2
5
.
4
ヵ

月
齢

、
R
0
3
年

2
5
.
8
ヵ

月
齢

と
0
.
4
ヵ

月
遅

く
な

っ
た

。
・

初
産

月
齢

が
早

く
な

っ
た

事
例

は
1
7
、

変
化

が
な

い
事

例
は

5
、

遅
く

な
っ

た
事

例
は

2
3
。

・
最

も
早

く
な

っ
た

（
改

善
し

た
）

事
例

は
R
0
2
年

2
6
.
3
ヵ

月
齢

か
ら

R
0
3
年

2
3
.
3
ヵ

月
齢

と
3
.
0
ヵ

月
早

く
な

り
、

 
最

も
遅

く
な

っ
た

（
悪

化
し

た
）

事
例

は
R
0
2
年

2
2
.
0
ヵ

月
齢

か
ら

R
0
3
年

2
6
.
0
ヵ

月
齢

と
4
.
0
ヵ

遅
く

な
っ

た
。

・
最

も
早

く
な

っ
た

事
例

は
、

分
娩

間
隔

も
R
0
2
年

1
5
.
2
ヵ

月
か

ら
R
0
3
年

1
2
.
7
ヵ

月
齢

と
大

き
く

改
善

し
て

お
り

、
方

針
と

し
て

「
分

娩
後

、
早

期
の

回
復

の
た

め
、

逐
次

獣
医

師
や

授
精

師
か

ら
飼

料
給

与
内

容
の

確
認

も
含

め
て

指
導

を
受

け
、

空
胎

日
数

の
削

減
に

努
め

る
」

「
牛

舎
内

観
察

の
徹

底
に

よ
る

、
発

情
見

逃
し

の
防

止
」

「
牛

舎
内

換
気

、
清

潔
な

水
、

飲
水

量
の

確
保

に
よ

る
夏

季
受

精
時

の
ス

ト
レ

ス
軽

減
対

策
の

実
施

」
「

種
付

け
回

数
の

多
い

経
産

牛
は

、
早

期
に

獣
医

師
の

診
察

を
受

け
る

な
ど

、
2
回

未
満

で
受

胎
す

る
よ

う
対

応
す

る
」

の
4
つ

が
示

さ
れ

て
い

る
。

b
）

R
0
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
3
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

・
R
0
2
年

下
位

階
層

の
成

績
は

R
0
2
年

2
7
.
8
ヵ

月
齡

、
R
0
3
年

2
7
.
6
ヵ

月
齡

で
あ

っ
た

。
・

R
0
3
年

に
2
事

例
が

上
位

階
層

、
4
事

例
が

中
位

階
層

と
な

っ
た

。
・

初
産

月
齢

が
早

く
な

っ
た

4
事

例
は

、
分

娩
間

隔
も

改
善

し
て

い
る

。

c
）

R
0
2
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
3
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

・
R
0
2
年

上
位

階
層

1
3
事

例
の

う
ち

、
6
事

例
は

R
0
3
年

に
中

位
階

層
に

な
っ

た
。

・
R
0
3
年

上
位

階
層

1
1
事

例
の

う
ち

、
2
事

例
は

R
0
2
年

中
位

階
層

、
2
事

例
は

R
0
2
年

下
位

階
層

で
あ

っ
た

。
・

R
0
2
年

下
位

階
層

か
ら

R
0
3
年

上
位

階
層

と
な

っ
た

2
事

例
の

う
ち

、
1
事

例
は

a
）

に
示

し
た

最
も

早
く

な
っ

た
（

改
善

し
た

）
事

例
。

も
う

1
事

例
は

、
「

分
娩

間
隔

が
R
0
3
年

1
5
.
0
と

長
い

こ
と

」
が

課
題

で
、

今
後

の
方

針
は

「
発

情
を

見
逃

さ
な

い
よ

う
u
-
m
o
t
i
o
n
等

の
導

入
の

検
討

」
「

長
期

不
受

胎
牛

の
繁

殖
診

断
」

と
し

て
い

る
。

d
)
 
畜

産
ク

ラ
ウ

ド
平

均
値

と
の

比
較

・
畜

産
ク

ラ
ウ

ド
平

均
値

は
2
5
.
6
ヵ

月
齢

、
R
0
3
年

調
査

（
全

体
）

は
2
5
.
8
ヵ

月
齢

、
R
0
3
年

調
査

（
上

位
階

層
）

は
2
3
.
7
ヵ

月
齢

。

項
目

単
位

都
府
県
全
体

R
0
2
年
の
初
産
月
齢
が

下
位
2
5
%
の
階
層

R
0
2
年

の
初

産
月

齢
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

の
初

産
月

齢
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

成
績

⑩

畜
産
ク
ラ
ウ
ド
平
均
値

（
全
国
）

R
0
2
年

成
績

①
R
0
3
年

成
績

②
R
0
2
年

成
績

③
R
0
3
年

成
績

④
う
ち
、
R
0
3
年

に
成

績
が
悪
化
し
た
も
の
⑥

分
娩

間
隔

産
次

初
産

月
齢

畜
産

ク
ラ

ウ
ド

平
均

値
1
4
.
8

2
.
2

2
5
.
6

R
0
3
年

調
査

（
全

体
）

1
4
.
8

2
.
8

2
5
.
8

R
0
3
年

調
査

（
上

位
階

層
）

1
4
.
2

2
.
7

2
3
.
7
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１
．
発
情
発
見
装
置
を
導

入
し
て
い
る
経

営
と
導

入
し
て
い
な
い
経
営
の
成
績
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

期
首

飼
養
頭
数

頭
2
5

5
2
.1

2
5

5
5
.2

3
9
2
.0

3
1
0
0
.7

2
2

4
6
.7

2
2

4
9
.0

未
経

産
牛
か
ら
の
繰
入

頭
2
5

1
6
.2

2
5

1
3
.8

3
2
9
.0

3
2
4
.7

2
2

1
4
.5

2
2

1
2
.3

外
部

導
入
頭
数

頭
2
5

3
.1

2
5

2
.2

3
4
.0

3
2
.7

2
2

3
.0

2
2

2
.2

事
故

廃
用
頭
数

頭
2
5

1
6
.2

2
5

1
7
.5

3
2
4
.3

3
3
5
.7

2
2

1
5
.1

2
2

1
5
.0

期
末

飼
養
頭
数

頭
2
5

5
5
.2

2
5

5
3
.2

3
1
0
0
.7

3
9
1
.3

2
2

4
9
.0

2
2

4
8
.0

前
年

比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
2
5

1
0
6
.6

2
5

9
7
.9

3
1
1
1
.4

3
9
1
.2

2
2

1
0
5
.9

2
2

9
8
.8

常
時

平
均
飼
養
頭
数

頭
2
5

5
3
.7

2
5

5
4
.2

3
9
6
.3

3
9
6
.0

2
2

4
7
.8

2
2

4
8
.5

1
頭
当
り
年

間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
2
5

7
,6
8
2
.4

2
5

7
,7
7
2
.8

3
8
,5
0
3
.2

3
8
,6
9
7
.0

2
2

7
,5
7
0
.5

2
2

7
,6
4
6
.8

受
胎

に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
2
5

2
.2

2
5

2
.2

3
2
.2

3
2
.4

2
2

2
.2

2
2

2
.2

分
娩

頭
数

頭
2
5

5
1
.4

2
5

5
0
.1

3
8
8
.3

3
9
1
.7

2
2

4
6
.4

2
2

4
4
.4

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

ヵ
月

2
5

1
4
.8

2
5

1
5
.0

3
1
4
.1

3
1
4
.2

2
2

1
4
.9

2
2

1
5
.1

供
用

年
数
　
（
平
均
値
）

年
2
5

3
.8

2
5

4
.2

3
4
.2

3
5
.5

2
2

3
.7

2
2

4
.0

産
次

　
（
平
均
値
）

産
2
5

2
.7

2
5

2
.6

3
2
.4

3
2
.3

2
2

2
.7

2
2

2
.6

初
産

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
5

2
6
.0

2
5

2
6
.1

3
2
5
.5

3
2
4
.0

2
2

2
6
.1

2
2

2
6
.4

分
娩

時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産
％

2
5

6
.6

2
5

6
.4

3
7
.9

3
6
.7

2
2

6
.5

2
2

6
.4

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考

察

1
4
.8

2
.2

2
5
.6

R
0
2
年
成
績
③

R
0
3
年

成
績

④

a
）

発
情

発
見

装
置

を
導

入
し

て
い

る
経

営
の

特
徴

・
発

情
発

見
装

置
を

導
入

し
て

い
の

は
2
5
事

例
の

う
ち

3
事

例
。

・
3
事

例
と

も
、

哺
乳

ロ
ボ

ッ
ト

や
分

娩
監

視
装

置
の

導
入

は
し

て
い

な
い

。

b
）

発
情

発
見

装
置

を
導

入
し

て
い

な
い

経
営

の
特

徴
・

導
入

し
て

い
な

い
事

例
は

2
2
事

例
で

、
そ

の
う

ち
哺

乳
ロ

ボ
ッ

ト
を

導
入

し
て

い
る

の
は

1
事

例
、

分
娩

監
視

装
置

を
導

入
し

て
い

る
事

例
は

な
い

。

c
）

発
情

発
見

装
置

を
導

入
し

て
い

る
経

営
と

導
入

し
て

い
な

い
経

営
の

比
較

・
受

胎
に

要
し

た
種

付
回

数
に

つ
い

て
、

導
入

し
て

い
る

経
営

は
R
0
2
年

2
.
2
回

、
R
0
3
年

2
.
4
回

で
、

導
入

し
て

い
な

い
経

営
は

R
0
2
年

2
.
2
回

、
R
0
3
年

2
.
2
回

。
・

分
娩

間
隔

に
つ

い
て

、
導

入
し

て
い

る
経

営
は

R
0
2
年

1
4
.
1
ヵ

月
、

R
0
3
年

1
4
.
2
ヵ

月
で

、
導

入
し

て
い

な
い

経
営

は
R
0
2
年

1
4
.
9
ヵ

月
、

R
0
3
年

1
5
.
1
ヵ

月
。

・
本

調
査

に
お

い
て

は
、

発
情

発
見

装
置

を
導

入
し

て
い

る
事

例
の

方
が

繁
殖

成
績

が
良

い
。

R
0
2
年

成
績

⑤
R
0
3
年

成
績

⑥

飼
養
状
況

繁
殖
成
績

項
目

単
位

北
海
道
全
体

発
情
発
見
装

置
を

導
入
し
て
い
る
経

営
発

情
発

見
装

置
を

導
入
し
て
い
な
い
経
営

畜
産

ク
ラ
ウ
ド
平

均
値

（
全

国
）

R
0
2
年
成
績
①

R
0
3
年
成
績
②

令
和

5
年

1
月

1
2
日

時
点

平
均

値
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１
．
哺

乳
ロ
ボ
ッ
ト
を
導

入
し
て
い
る
経

営
と
導

入
し
て
い
な
い
経

営
の

成
績

比
較 対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

期
首

飼
養
頭
数

頭
4
6

4
2
.1

4
6

4
1
.5

3
6
0
.3

3
5
5
.0

4
3

4
0
.8

4
3

4
0
.6

未
経

産
牛
か
ら
の
繰
入

頭
4
6

9
.2

4
6

9
.4

3
7
.7

3
1
5
.7

4
3

9
.3

4
3

8
.9

外
部

導
入
頭
数

頭
4
6

1
.7

4
6

1
.0

3
0
.0

3
0
.0

4
3

1
.8

4
3

1
.1

事
故

廃
用
頭
数

頭
4
6

1
1
.4

4
6

9
.9

3
1
3
.0

3
1
1
.0

4
3

1
1
.3

4
3

9
.8

期
末

飼
養
頭
数

頭
4
6

4
1
.5

4
6

4
2
.1

3
5
5
.0

3
5
9
.7

4
3

4
0
.6

4
3

4
0
.9

前
年

比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
4
6

9
8
.8

4
6

1
0
1
.6

3
9
0
.1

3
1
0
7
.0

4
3

9
9
.4

4
3

1
0
1
.3

常
時

平
均
飼
養
頭
数

頭
4
6

4
2
.4

4
6

4
1
.9

3
5
7
.7

3
5
7
.3

4
3

4
1
.3

4
3

4
0
.8

1
頭
当
り
年

間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
4
6

8
,3
5
9
.1

4
6

8
,7
0
7
.3

3
8
,6
1
0
.7

3
9
,1
4
9
.3

4
3

8
,3
4
1
.6

4
3

8
,6
7
6
.4

受
胎

に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
4
6

2
.4

4
6

2
.4

3
3
.8

3
2
.8

4
3

2
.4

4
3

2
.4

分
娩

頭
数

頭
4
6

3
5
.0

4
6

3
4
.2

3
4
5
.7

3
4
6
.3

4
3

3
4
.2

4
3

3
3
.3

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

ヵ
月

4
6

1
5
.1

4
6

1
4
.8

3
1
5
.6

3
1
6
.4

4
3

1
5
.1

4
3

1
4
.7

供
用

年
数
　
（
平
均
値
）

年
4
6

4
.4

4
6

4
.3

3
4
.3

3
4
.2

4
3

4
.4

4
3

4
.3

産
次

　
（
平
均
値
）

産
4
6

2
.9

4
6

2
.8

3
2
.8

3
2
.9

4
3

2
.9

4
3

2
.8

初
産

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

4
6

2
5
.4

4
5

2
5
.8

3
2
6
.0

3
2
6
.0

4
3

2
5
.4

4
2

2
5
.7

分
娩

時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産
％

4
6

7
.0

4
6

4
.5

3
4
.1

3
4
.5

4
3

7
.2

4
3

4
.5

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考

察
a
）

哺
乳

ロ
ボ

ッ
ト

を
導

入
し

て
い

る
経

営
の

特
徴

・
哺

乳
ロ

ボ
ッ

ト
を

導
入

し
て

い
の

は
4
6
事

例
の

う
ち

3
事

例
。

・
3
事

例
の

う
ち

、
2
事

例
が

分
娩

監
視

装
置

も
導

入
し

て
い

る
。

b
）

哺
乳

ロ
ボ

ッ
ト

を
導

入
し

て
い

な
い

経
営

の
特

徴
・

哺
乳

ロ
ボ

ッ
ト

を
導

入
し

て
い

な
い

事
例

は
4
3
事

例
で

、
そ

の
う

ち
2
事

例
は

分
娩

監
視

装
置

を
導

入
し

て
い

る
。

c
）

哺
乳

ロ
ボ

ッ
ト

を
導

入
し

て
い

る
経

営
と

導
入

し
て

い
な

い
経

営
の

比
較

・
導

入
し

て
い

る
経

営
の

飼
養

頭
数

は
R
0
2
年

5
7
.
7
頭

、
R
0
3
年

5
7
.
3
頭

で
、

導
入

し
て

い
な

い
経

営
は

R
0
2
年

4
1
.
3
頭

、
R
0
3
年

4
0
.
8
頭

。
・

導
入

し
て

い
る

農
家

の
方

が
飼

養
頭

数
が

多
い

傾
向

に
あ

る
。

R
0
2
年

成
績

⑤
R
0
3
年

成
績

⑥

飼
養
状
況

繁
殖
成
績

項
目

単
位

都
府
県
全
体

哺
乳

ロ
ボ
ッ
ト
を

導
入
し
て
い
る
経

営
哺

乳
ロ
ボ
ッ
ト
を

導
入
し
て
い
な
い
経
営

畜
産

ク
ラ
ウ
ド
平

均
値

（
全

国
）

R
0
2
年
成
績
①

令
和

5
年

1
月

1
2
日

時
点

平
均

値

R
0
3
年
成
績
②

R
0
2
年
成
績
③

R
0
3
年

成
績

④

2
.2

2
5
.6

1
4
.8
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１
．
分
娩
監
視
装
置
を
導

入
し
て
い
る
経

営
と
導

入
し
て
い
な
い
経
営
の
成
績
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

期
首

飼
養
頭
数

頭
4
6

4
2
.1

4
6

4
1
.5

4
3
8
.0

4
3
2
.0

4
2

4
2
.5

4
2

4
2
.5

未
経

産
牛
か
ら
の
繰
入

頭
4
6

9
.2

4
6

9
.4

4
5
.3

4
8
.0

4
2

9
.5

4
2

9
.5

外
部

導
入
頭
数

頭
4
6

1
.7

4
6

1
.0

4
0
.0

4
0
.0

4
2

1
.9

4
2

1
.1

事
故

廃
用
頭
数

頭
4
6

1
1
.4

4
6

9
.9

4
1
1
.3

4
8
.8

4
2

1
1
.4

4
2

1
0
.0

期
末

飼
養
頭
数

頭
4
6

4
1
.5

4
6

4
2
.1

4
3
2
.0

4
3
1
.3

4
2

4
2
.4

4
2

4
3
.1

前
年

比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
4
6

9
8
.8

4
6

1
0
1
.6

4
7
7
.3

4
9
8
.4

4
2

1
0
0
.8

4
2

1
0
1
.9

常
時

平
均
飼
養
頭
数

頭
4
6

4
2
.4

4
6

4
1
.9

4
3
5
.0

4
3
1
.6

4
2

4
3
.1

4
2

4
2
.9

1
頭
当
り
年

間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
4
6

8
,3
5
9
.1

4
6

8
,7
0
7
.3

4
9
,0
1
1
.3

4
8
,8
2
1
.0

4
2

8
,2
9
7
.0

4
2

8
,6
9
6
.4

受
胎

に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
4
6

2
.4

4
6

2
.4

4
2
.7

4
2
.6

4
2

2
.4

4
2

2
.4

分
娩

頭
数

頭
4
6

3
5
.0

4
6

3
4
.2

4
2
7
.0

4
2
4
.0

4
2

3
5
.7

4
2

3
5
.1

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

ヵ
月

4
6

1
5
.1

4
6

1
4
.8

4
1
5
.6

4
1
5
.2

4
2

1
5
.1

4
2

1
4
.8

供
用

年
数
　
（
平
均
値
）

年
4
6

4
.4

4
6

4
.3

4
5
.4

4
4
.7

4
2

4
.3

4
2

4
.2

産
次

　
（
平
均
値
）

産
4
6

2
.9

4
6

2
.8

4
3
.3

4
3
.4

4
2

2
.8

4
2

2
.7

初
産

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

4
6

2
5
.4

4
5

2
5
.8

4
2
6
.8

3
2
6
.3

4
2

2
5
.3

4
2

2
5
.7

分
娩

時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産
％

4
6

7
.0

4
6

4
.5

4
8
.3

4
2
.6

4
2

6
.8

4
2

4
.7

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考

察
a
）

分
娩

監
視

装
置

を
導

入
し

て
い

る
経

営
の

特
徴

・
分

娩
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
の

は
4
6
事

例
の

う
ち

4
事

例
。

・
4
事

例
の

う
ち

、
2
事

例
が

哺
乳

ロ
ボ

ッ
ト

も
導

入
し

て
い

る
。

b
）

分
娩

監
視

装
置

を
導

入
し

て
い

な
い

経
営

の
特

徴

・
導

入
し

て
い

な
い

事
例

は
4
2
事

例
で

、
そ

の
う

ち
1
事

例
は

哺
乳

ロ
ボ

ッ
ト

を
導

入
し

て
い

る
。

c
）

分
娩

監
視

装
置

を
導

入
し

て
い

る
経

営
と

導
入

し
て

い
な

い
経

営
の

比
較

・
導

入
し

て
い

る
経

営
は

の
飼

養
頭

数
は

R
0
2
年

3
5
.
0
頭

、
R
0
3
年

3
1
.
6
頭

で
、

導
入

し
て

い
な

い
経

営
は

R
0
2
年

4
3
.
1
頭

、
R
0
3
年

4
2
.
9
頭

。

R
0
2
年

成
績

⑤
R
0
3
年

成
績

⑥

飼
養
状
況

繁
殖
成
績

項
目

単
位

都
府
県
全
体

分
娩
監
視
装

置
を

導
入
し
て
い
る
経

営
分

娩
監

視
装

置
を

導
入
し
て
い
な
い
経
営

畜
産

ク
ラ
ウ
ド
平

均
値

（
全

国
）

R
0
2
年
成
績
①

令
和

5
年

1
月

1
2
日

時
点

平
均

値

R
0
3
年
成
績
②

R
0
2
年
成
績
③

R
0
3
年

成
績

④

2
.2

2
5
.6

1
4
.8
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１
．
発
情
発
見
装
置
を
導

入
し
て
い
る
経

営
と
導

入
し
て
い
な
い
経
営
の
成
績
比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

期
首

飼
養
頭
数

頭
4
6

4
2
.1

4
6

4
1
.5

2
2
2
.0

2
2
4
.5

4
4

4
3
.0

4
4

4
2
.3

未
経

産
牛
か
ら
の
繰
入

頭
4
6

9
.2

4
6

9
.4

2
8
.5

2
6
.5

4
4

9
.2

4
4

9
.5

外
部

導
入
頭
数

頭
4
6

1
.7

4
6

1
.0

2
4
.5

2
0
.0

4
4

1
.6

4
4

1
.0

事
故

廃
用
頭
数

頭
4
6

1
1
.4

4
6

9
.9

2
1
0
.5

2
1
0
.5

4
4

1
1
.4

4
4

9
.9

期
末

飼
養
頭
数

頭
4
6

4
1
.5

4
6

4
2
.1

2
2
4
.5

2
2
0
.5

4
4

4
2
.3

4
4

4
3
.1

前
年

比
　
（
期
末
÷
期
首
）

％
4
6

9
8
.8

4
6

1
0
1
.6

2
1
1
3
.9

2
8
3
.7

4
4

9
8
.1

4
4

1
0
2
.5

常
時

平
均
飼
養
頭
数

頭
4
6

4
2
.4

4
6

4
1
.9

2
3
7
.8

2
2
2
.5

4
4

4
2
.6

4
4

4
2
.8

1
頭
当
り
年

間
乳
量
（
平
均
値
）

kg
4
6

8
,3
5
9
.1

4
6

8
,7
0
7
.3

2
6
,5
3
5
.5

2
8
,5
6
6
.5

4
4

8
,4
4
2
.0

4
4

8
,7
1
3
.7

受
胎

に
要
し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

回
4
6

2
.4

4
6

2
.4

2
2
.4

2
2
.6

4
4

2
.4

4
4

2
.4

分
娩

頭
数

頭
4
6

3
5
.0

4
6

3
4
.2

2
1
7
.0

2
2
4
.0

4
4

3
5
.8

4
4

3
4
.6

分
娩
間
隔
　
（
平
均
値
）

ヵ
月

4
6

1
5
.1

4
6

1
4
.8

2
1
6
.5

2
1
8
.2

4
4

1
5
.0

4
4

1
4
.7

供
用

年
数
　
（
平
均
値
）

年
4
6

4
.4

4
6

4
.3

2
4
.2

2
2
.9

4
4

4
.4

4
4

4
.3

産
次

　
（
平
均
値
）

産
4
6

2
.9

4
6

2
.8

2
3
.0

2
2
.6

4
4

2
.9

4
4

2
.8

初
産

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

4
6

2
5
.4

4
5

2
5
.8

2
2
7
.5

2
2
7
.5

4
4

2
5
.3

4
3

2
5
.7

分
娩

時
の
子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産
％

4
6

7
.0

4
6

4
.5

2
7
.7

2
3
.6

4
4

6
.9

4
4

4
.5

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考

察
a
）

発
情

発
見

装
置

を
導

入
し

て
い

る
経

営
の

特
徴

・
発

情
発

見
装

置
を

導
入

し
て

い
の

は
4
6
事

例
の

う
ち

2
事

例
。

・
2
事

例
と

も
、

哺
乳

ロ
ボ

ッ
ト

や
分

娩
監

視
装

置
の

導
入

は
し

て
い

な
い

。

b
）

発
情

発
見

装
置

を
導

入
し

て
い

な
い

経
営

の
特

徴

・
導

入
し

て
い

な
い

事
例

は
4
4
事

例
で

、
そ

の
う

ち
「

搾
乳

ロ
ボ

ッ
ト

と
分

娩
監

視
装

置
の

両
方

」
を

導
入

し
て

い
る

事
例

は
2
事

例
、

「
搾

乳
ロ

ボ
ッ

ト
の

み
」

は
1
事

例
、

「
分

娩
監

視
装

置
の

み
」

は
2
事

例
で

あ
る

。

c
）

発
情

発
見

装
置

を
導

入
し

て
い

る
経

営
と

導
入

し
て

い
な

い
経

営
の

比
較

・
受

胎
に

要
し

た
種

付
回

数
に

つ
い

て
、

導
入

し
て

い
る

経
営

は
R
0
2
年

2
.
4
回

、
R
0
3
年

2
.
6
回

で
、

導
入

し
て

い
な

い
経

営
は

R
0
2
年

2
.
4
回

、
R
0
3
年

2
.
4
回

。
・

分
娩

間
隔

に
つ

い
て

、
導

入
し

て
い

る
経

営
は

R
0
2
年

1
6
.
5
ヵ

月
、

R
0
3
年

1
8
.
2
ヵ

月
で

、
導

入
し

て
い

な
い

経
営

は
R
0
2
年

1
5
.
0
ヵ

月
、

R
0
3
年

1
4
.
7
ヵ

月
。

・
本

調
査

に
お

い
て

は
、

繁
殖

成
績

に
課

題
が

あ
る

事
例

が
発

情
発

見
装

置
を

導
入

し
て

い
る

。

R
0
2
年

成
績

⑤
R
0
3
年

成
績

⑥

飼
養
状
況

繁
殖
成
績

項
目

単
位

都
府
県
全
体

発
情
発
見
装

置
を

導
入
し
て
い
る
経

営
発

情
発

見
装

置
を

導
入
し
て
い
な
い
経
営

畜
産

ク
ラ
ウ
ド
平

均
値

（
全

国
）

R
0
2
年
成
績
①

令
和

5
年

1
月

1
2
日

時
点

平
均

値

R
0
3
年
成
績
②

R
0
2
年
成
績
③

R
0
3
年

成
績

④

2
.2

2
5
.6

1
4
.8
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３．課題と解決のための助言指導 
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【酪農】

生産現場で多く指導された内容とその傾向

〈考察〉

　酪農経営についての指導内容から、円グラフにある9項目の区分について検討した。酪農経営に
おいて、最も多い指導内容は、「栄養管理の改善」の22%であり、例年課題として挙げられている
初産分娩月齢が高いという点に加え、特に今年度では乾乳牛の栄養管理や放牧場や自給飼料の草
地管理についての課題が多く見られた。また、「作業体系の見直し」（12%）についても昨年度
（2%）の調査よりも助言・指導する割合が高くなっていた。「繁殖記録・発情発見方法の見直
し」（15%）、「獣医師等との連携の強化」（14%）、「繁殖障害牛への対応」（12%）、「施設・
設備等の環境改善」（9%）については、例年と同程度の割合だった。その他の課題として、乳房
炎の予防についての助言・指導が多く見られた。
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項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

産後の牛の死亡、廃
用が非常に多い（主
に第四胃変位、起立
不能等）

分娩後に低カルシウム血症
となっているため、飼料中
のカルシウム添加量を増や
す。

分娩後の低カルシウム血症の予防として、乾乳
期における栄養管理の適正化を主体に、高泌乳
牛や経産牛に対しては分娩前におけるビタミンD3
の注射、分娩直前や直後におけるCa剤（リン酸
水素Caやクエン酸加グルコン酸Caなど）の経口
投与を行う。
異常発見のポイントは、初期症状を呈する牛、
つまり起立が可能な状態で元気・食欲がなく皮
温が低下し、四肢の筋肉が震えて後肢がふらつ
く牛は、血中Ca濃度が低下していることが多
く、乳熱の前駆症状と考えられる。この段階で
異常を摘発して治療するのが良い。

2

分娩後の事故率が高
い

分娩後の事故を減らす為、
乾乳期の飼料設計の見直し
を実施する。

分娩前後、特に移行期と呼ばれる分娩前後3週間
は、食欲（乾物摂取量）を通常より慎重に
チェックする。移行期にはほとんどの乳牛で乾
物摂取量が低下するので、その程度を観察する
ことがポイントである。蹄病牛や関節炎牛、過
肥牛では分娩前から明らかな乾物摂取量の低下
が寒猿される。移行期における乾物摂取量の低
下を最低限にすることができれば、周産期疾病
の発生も最小限となり、カウコンフォートの確
保と生産性の向上につながる。

3

分娩後の初回発情が
弱い

乾乳牛の適切な管理を行な
い、次の泌乳期に備える
（乾乳前後期に適した飼料
給与）。

乳牛の栄養は、まず体の維持に使われ、余った
栄養で泌乳し、次に体脂肪に蓄積され、最後に
余ったエネルギーは繁殖に使われる。つまり、
食欲のない牛、痩せすぎている牛、高泌乳牛は
発情に使えるエネルギーが少なくなるってい
る。
エネルギー不足は乾物摂取量の不足が原因であ
り、粗飼料を十分に与える必要がある。配合飼
料の多給、急激な増量は第一胃内の環境を悪化
させ、食欲不振や蹄病の原因となる。良質な乾
草、サイレージを十分にいつでも食べられるよ
うにし、足りない栄養を配合飼料で補うように
する。

課課題題解解決決ののたためめのの助助言言・・指指導導（（課課題題とと課課題題解解決決ののたためめのの指指導導内内容容））

１．栄養管理の改善
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項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

4

初産分娩月齢が遅い 育成牛の発育の遅れが生じ
ているため、育成牛の飼料
設計・繁殖管理を見直しを
実施する。
初回授精時期を獣医師、指
導機関への相談。

育成牛において、授精までの時期は乳腺発達と
骨および軟骨の成長が著しい時期である。3ヵ月
齢以降は日増体重が0.8～0.9㎏の設定を目標発
育とする。
交配は、月齢ではなく、周期的な発情の確認と
体格が授精開始基準である体高が127cm、体重
374㎏に達してから行う。
農場での体重測定が難しい場合が多いが、体重
推定尺の使用や体高が127cm以上になっていて、
BCSが3.0程度であれば体重もおおむね標準（374
㎏以上）に達していると判断することができ
る。

5

3産以上の牛の廃用、
淘汰が多い

初産分娩月齢が早く、成育
が十分でないため体格が小
さく、飼料を食い込めない
ためその後に影響。授精時
期の改善。

初産分娩月齢の早期化は、更新のために必要な
育成牛の頭数減少、総飼料給与量の低減および
施設の利用効率改善が期待される。しかし、育
成期の高栄養管理による過肥のリスクがあるた
め、適切な範囲での栄養管理が必要である。
育成期の栄養管理は乳腺の発達を抑制して乳生
産に影響すると報告されており、乳量を下げず
に早期に初産分娩を迎えるためには、授精適期
までの発育速度はDGで1.0㎏以下、CPは14%程度
が適正である。

項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

授精回数の改善 分娩後60日以内の発情兆候
発見に努め、候補牛には
マークを付け状況把握に全
員で対応する

ヒートマウントディテクターやテールペイント
等の発情発見補助器具や歩数計等のICTを利用し
た技術を使用することにより、発情の見逃しや
長期不受胎牛、リピートブリーダー牛の摘発が
可能である。

2

授精回数と分娩間隔
の改善

確実な発情発見（発情発見
装置の導入を検討）

発情発見率を高めるために、発情発見補助器具
の利用や歩数計等のICTを利用した技術の使用も
有用である。
また、分娩後の早期受胎のためにフレッシュ
チェックを行い、検診結果に応じた定時人工授
精や繁殖障害のある牛に治療することで、授精
回数を減らすことができる。

3

授精回数と分娩間隔
の改善

自給飼料生産に時間を取ら
れ、観察時間が十分に取れ
ていない状況にある。
一日の作業の中で、観察時
間を優先的に確保した作業
体系の見直しを図ってい
く。

30分間の発情観察を1日3回行うころで、全体の
発情の65%を発見することができる。発情徴候は
夜中～早朝にかけて発現しやすいことから、朝
の搾乳前、夜の搾乳後、夜の時間帯にかけて行
うと効率的である。

２．繁殖記録・発情発見方法の見直し
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項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

4

分娩間隔と子牛生産
率の改善
初産分娩月齢の改善

経営者の家族間、関係機関
（県振興局、農協等）と繁
殖履歴をはじめとした情報
を共有できる環境作りに努
め、受胎数を確保するとと
もに、後継雌牛及び搾乳牛
の確保に努める

発情発見率を高めるために、記録に残すことは
非常に重要である、繁殖データを活用した対象
牛の絞り込みと発情予測が可能である。繁殖
データは、「記録を残す」、「予定牛と問題牛
の明瞭化」、「誰が見ても分かる」ように記録
に、データの見えるかにより家族や従業員、獣
医師、授精師と情報を供するすることで、受胎
率を向上させることができる。

３．獣医師等との連携強化
項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

発情発見ができてい
ないため、適期授精
ができていない

獣医師による定時授精プロ
グラムを実施し、確実に授
精を行う。

繁殖成績の改善や飼料設計等について問題があ
る場合には、人工授精師や獣医師、飼料設計者
等のサポートを受け、問題点を改善させるため
の取り組みを行うことが必要である。

2

分娩間隔が長く、乳
量はやや低い
後継牛は自分で持た
ず、外部から乾乳牛
を購入してくるた
め、高齢牛が多い

分娩後１ヵ月にフレッシュ
チェックを実施し、問題が
ある牛は治療を行う。
繁殖プログラムを実施し、
空胎日数を短縮する。

分娩後1ヵ月にフレッシュチェックを行い、繁殖
検診を2～3週間に1回実施し、検診結果に応じて
定時人工授精を実施することで繁殖障害がある
牛への対応を行う。また、授精後30日頃にエ
コーを使用した妊娠鑑定を依頼し、授精後2周期
（42日）以内に不受胎牛を早期発見すること
で、空胎日数の短縮等の繁殖成績を改善するこ
とができる。

3

年間平均乳量が低下 事故廃用牛の抑制や繁殖成
績の改善等による個体成績
の向上が必要。
獣医師の定期的な受胎確認
や、PAGs検査の併用など、
受胎確認の早期化により、
空胎期間の短縮化に努め
る。

PAGs検査は、胎盤より分泌された糖タンパクを
乳汁サンプルから検出する方法であり、早期妊
娠判定が可能である。特長として、人工授精後
28日目以降から判定が可能であり、判定精度は
超音波検査による妊娠鑑定と同等とされてい
る。PAGs検査は通常の搾乳時の乳汁からサンプ
ルを採取することができ、不受胎牛の発見に有
用である。
注意点として、PAGs検査後に胚死滅や流産が起
こる場合もあるため、妊娠が維持されているか
の再検査を実施するのが良い。
※ＰＡＧs検査については、指導用情報に詳細を
記載しているので参照されたい。

4

急性・甚急性乳房炎
による経産牛の死
亡・廃用の多発およ
び乳量の低下

乳房炎防除にあたり、暑熱
対策・衛生管理・搾乳方法
等について家畜保健衛生所
等に指導を受け徹底する

乳房炎をコントロールするには、搾乳衛生と正
しい搾乳手順、ミルキングシステムの評価、乾
乳期および泌乳期の乳房炎対策など、総合的な
対策によって乳房炎を防御する必要がある。
体細胞数の変動などによって牛群における潜在
性乳房炎の実態を知ること、細菌検査によって
乳房炎の原因菌を知ること、搾乳立会によって
搾乳技術の問題点を理解することが大切であ
る。
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４．繁殖障害牛への対応
項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

分娩間隔が長い 発情観察ができておらず授
精していない牛が多いこと
が原因。
授精師に依頼し、未授精牛
は全頭授精する。その後の
受胎確認、必要であれば治
療まできちんと行う。

フリーストール牛舎ではスタンディング行動や
活動量による発情発見が容易であるが、繋ぎ飼
い牛舎では外陰部の変化や落ち着きがなくなる
等の行動変化、乳量の低下等から発情発見をす
るため、よく観察しなければ見逃す可能性が高
い。
牛の発情の43%は、深夜から午前6時の時間帯に
見られることから、22時過ぎや搾乳前の早朝な
どの時間帯にも発情観察を行う必要がある。農
場の作業性を考慮しながら、発情観察の回数、
時間、タイミングを検討する必要がある。

2

分娩後初回授精の遅
れ

分娩後の回復が遅い牛や不
受胎が続く牛は放置せず、
分娩後2ヵ月を目途に獣医師
の診断、治療を受ける。

分娩後の子宮の回復状態を確認するフレッシュ
チェックを分娩後20～40日頃に実施し、早期に
子宮や卵巣の状態を確認することにより、検診
結果に応じた定時人工授精や繁殖障害のある牛
に治療することで、授精回数を減らすことがで
きる。

3

長期不受胎 定期的な繁殖検診を行い、
不受胎牛の早期発見を図
る。

発情発見ができているのに長期不受胎牛となる
場合には、排卵遅延、潜在性子宮内膜炎、リ
ピートブリーダーの可能性を考える。
排卵遅延は、発情が長く続く（1～2日）が、複
数回の授精で受胎しない場合には本症を疑う。
対応としては、発情時に排卵前卵胞を確認し、
人工授精を行うのと同時に排卵誘発剤（GnRHま
たはhCG）を筋肉内投与する。
3回以上授精しても受胎せず、排卵遅延ではない
と考えられる牛は、潜在性子宮内膜炎を疑う。
対応としては、人工授精した1日後に排卵確認を
行い、排卵が確認された時点で子宮内に薬液
（0.5%ヨード剤、抗菌薬）を注入する。
排卵遅延と潜在性子宮内膜炎に対する処置をし
ても受胎しない場合はリピートブリーダーであ
り、胚発育の低下または受精障害により不妊に
なっている可能性がある。

4

子牛生産率の低下
（正常分娩頭数の減
少）により後継牛確
保ができない。

長期不受胎牛の治療方針、
更新計画を関係機関（県振
興局、農協等）と連携し確
認、明確化していく。

牛群の更新については、各農家において適切な
淘汰基準を定め、優先順位をつけて計画的な更
新を行う。
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５．作業体系の見直し
項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

初産牛の分娩事故が
多い

分娩監視カメラの導入を検
討する。育成舎の環境が悪
い（汚い、暑い）ため、改
善する。

分娩監視する人手が不足している場合には、体
温センサーを用いた分娩監視システム等を利用
が有効である。分娩予測をすることで、牛舎の
見回り等の労力を大幅に低減することができ
る。

2

労働力が増えたこと
よる問題
・初産牛の事故の増
加

労働力が増え、作業体系や
タイムスケジュールが変
わったので、搾乳手順や作
業分担を再度見直して共有
すること。

3

労働力が減ったこと
よる問題
・分娩時の事故、子
牛の死亡の増加
・繁殖に手が回らな
くなり、分娩間隔、
初産月齢が延長

作業全体の分担見直しが必
要。
労働力不足による飼養管理
不足を解消するため、作業
全体の分担の見直しを行
い、余剰の育成牛を販売す
る。

4

牛の廃用、淘汰が多
い

労働力不足により、飼養管
理に問題が生じているた
め、機械での自動化、労働
力確保による管理時間確保
に努める。

5

採食量低下 牛舎内作業の時間が十分取
れておらず餌寄せができて
いないため、省力化機械の
導入を検討する。（自動給
餌機、乳頭洗浄機、哺乳ロ
ボット等）
アルバイト、ヘルパー等を
活用する。

６．施設・設備等の環境改善
項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

分娩間隔が長い
子宮の回復の遅れ

牛舎が狭く、牛が窮屈な体
勢になっているため、なる
べく牛の間隔を広く取り、
快適に横臥できるような環
境を整える。

乳牛は1日に少なくとも12時間、快適で乾いた休
息スペースで寝て休ませる必要があり、快適な
休息スペースは、健康と乳量の増加と関係して
いる。
横臥行動は、ストールの表面、敷料の品質、ス
トールの寸法、ストールの構造、飼養密度、ス
トールの場所、ペンのレイアウト、歩行する床
の表面などの設計と管理による影響を受ける。
初産牛、経産牛、乾乳牛はそれぞれ異なったス
トール寸法が必要であり、寸法は牛群の中で最
も大きい25%の乳牛に対応できるように設計す
る。

酪農業においても作業マニュアルの重要性が広
まっている。安定した農場経営は、安定した作
業から生まれるため、作業の一貫性と正確さが
重要である。作業マニュアルは本来、作業上の
バラつきをなくす、つまり一貫性を保障するた
めのものだが、それ以上の利益を農場にもたら
すことがある。
従業員が増えたり、急遽ヘルパーや家族に作業
を依頼する場合、マニュアルがあるか否かで作
業効率に大きな差が出てくることからも、作業
マニュアルの導入が推奨される。

搾乳、哺乳、給餌等は、省力化機械は普及・定
着しつつあり、労働負担を軽減することができ
る。
飼養形態や飼養規模に応じて、過剰な設備投資
とならないよう配慮しながら、計画的な省力化
機械の導入を推進する。地域の地域の関係機関
は、これらの技術等の導入・普及に対応した飼
養管理の方法について指導・普及を図る。
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項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

2

初産牛の分娩事故が
多い

分娩監視カメラの導入を検
討する。育成舎の環境が悪
い（汚い、暑い）ため、改
善する。

分娩監視する人手が不足している場合には、体
温センサーを用いた分娩監視システム等を利用
が有効である。分娩予測をすることで、牛舎の
見回り等の労力を大幅に低減することができ
る。

3

子牛の事故が多い 子牛の飼養環境を衛生的に
する。（消毒、石灰塗布の
実施）

分娩環境の汚染は、子牛の免疫力低下を引き起
こす可能性が高い。
出生直後の子牛の鼻先や口元に付着した糞尿に
含まれる病原体が、初乳より先に腸管や肺に到
達し、体内に侵入し感染が起こる。汚れた環境
で出生した子牛の免疫グロブリンが低い原因と
して、このような病原体の侵入により腸管での
免疫の吸収不全が起こっていると考えられる。
このことから、分娩房は清潔な状態に保ち、出
生後の子牛が糞尿にまみれた場合には、できる
限り早く汚れを洗い流し、汚染からのリスクを
減らす必要がある。

4

年間平均乳量が低下 暑熱対策の徹底（屋根への
散水、飲水量の確保、牛舎
内換気の実施、遮光幕など
による日照量の低減）

暑熱ストレスの指標として、温度や湿度単独よ
りも温湿度指数（THI）がより効率的である。
泌乳牛の体温は、夕方から夜中まで最高体温で
推移した後、翌朝にかけて低下する。上昇した
体温を翌朝までにスムーズに正常値に戻す必要
があり、日中よりも夜間のTHIが乳量に大きく影
響する。そのため、夜間における牛体への送風
や散水等のクーリング強化は効果的な暑熱対策
となる。特に、断熱性の高めた材質の屋根の牛
舎の場合、日中のTHIは低く抑えられるものの、
夜間のTHIは高く推移するため夜間の換気を強化
する必要がある。
ヒートストレスメーター等を活用して、牛舎内
THI（日最低、日最高）を把握するとともに、暑
熱対策開始の目安を認識することができる。

5

体細胞数が高く、乳
房炎の牛が多い

牛舎内の清掃が行き届いて
おらず、牛体が汚れている
ため、牛舎内の衛生状態を
改善し、牛を清潔に保つよ
うにする。

大腸菌、環境性レンサ球菌などの環境性乳房炎
原因菌は、ストール、牛床、敷料、飲水施設を
含めた牛舎内や放牧場など、乳牛がいる環境の
ほとんどの場所に生息している。特に、休息の
ために横臥すれば乳房や乳頭は牛床や敷料と直
接接するので、敷料の細菌数が多ければ乳頭は
汚染され、乳頭炎の発症リスクを高めることに
なる。
敷料中の細菌数を減少させるためには、どんな
敷料でも濡れて汚染された牛床の後方1/3を1日
に最低でも2回は完全に取り除き、新しい敷料に
置き換える。
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７．群管理方法の改善
項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

授精回数が多い 群管理で不受胎牛の早期発
見や必要に応じ繁殖検診を
行い、計画的な導入更新を
個体ごとにチェックし獣医
師等技術者と共有を行う。
分娩後のフレッシュチェッ
クや早期治療を心がける。

分娩後の子宮の回復状態を確認するフレッシュ
チェックを分娩後20～40日頃に実施し、早期に
子宮や卵巣の状態を確認することにより、検診
結果に応じた定時人工授精や繁殖障害のある牛
に治療することで、授精回数を減らすことがで
きる。

2

初産分娩月齢が遅い 育成牛の飼料設計を再検討
し、適切な期間で受胎する
ように意識する。

初産分娩月齢は、育成期における発育および受
胎時期によって変動する。3ヵ月齢以上は日増体
重が0.8～0.9㎏を目標とし、交配は月齢ではな
く、周期的な発情が確認でき、体格が授精開始
基準（体高125cm、体重350㎏）に達してから行
う。

3

全体的に母牛が瘦せ
ている牛が多い

飼料給餌および栄養管理に
十分気を付ける。また、従
業員とも飼養管理全般につ
いて報告伝達の徹底を行
う。

飼料設計を見直すとともに、牛群全体のボ
ディ・コンディション・スコア（BCS）を確認
し、栄養管理が適切であるかを評価する。
また、どれくらいの乾物を摂取しているのかを
客観的に評価する方法として、ルーメンフィル
スコア（RFS）がある。RFSは、左腹部の凹み具
合により評価を行い、約12時間以内の採食状況
を反映している。凹んでいる牛が多い牛群で
は、採食に関係する飼養環境（飼槽幅、飼槽密
度、給与回数、飼料の嗜好性、飼料メニュー、
ストール環境、群構成など）を検討する必要が
ある。

８．分娩管理の改善
項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

子牛の事故が多い
分娩間隔が長く、乳
量が低い

子牛の飼養環境を衛生的に
する。（消毒、石灰塗布の
実施）
死亡頭数が改善できれば、
分娩間隔と乳量も向上す
る。

分娩環境の汚染は、子牛の免疫力低下を引き起
こす可能性が高い。
出生直後の子牛の鼻先や口元に付着した糞尿に
含まれる病原体が、初乳より先に腸管や肺に到
達し、体内に侵入し感染が起こる。汚れた環境
で出生した子牛の免疫グロブリンが低い原因と
して、このような病原体の侵入により腸管での
免疫の吸収不全が起こっていると考えられる。
このことから、分娩房は清潔な状態に保ち、出
生後の子牛が糞尿にまみれた場合には、できる
限り早く汚れを洗い流し、汚染からのリスクを
減らす必要がある。

2

子牛の事故が多く、
常時飼養頭数に対し
て分娩頭数が少ない

「牛温恵」の有効活用によ
る分娩事故の低減を図る。

3
初産牛の分娩事故が
多い

分娩監視カメラの導入を検
討する。

分娩監視する人手が不足している場合には、体
温センサーを用いた分娩監視システム等を利用
が有効である。分娩予測をすることで、牛舎の
見回り等の労力を大幅に低減することができ
る。
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項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

4

子牛事故率の改善 高泌乳牛で難産の傾向が見
受けられ飼料の過剰摂取も
考えられる。
給与方法の見直しと、牛の
観察時間を十分確保しボ
ディコンディションスコア
の管理を行っていく。

乾乳までにBCSを3.25～3.5を目指して調整し、
乾乳期間中はBCSを変化させないことが基本であ
る。乾乳期から分娩後は乾物摂取量を確保し、
周産期疾病を予防する。
牛が十分に採食しているかは左膁部の張り具合
（ルーメンフィルスコア）を確認する。

９．人工授精・妊娠鑑定方法の改善
項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

平均授精回数が多い
分娩間隔が長い
長期不受胎牛が多い

性選別精液を利用し計画的
に後継牛を確保する。

通常の精液の受胎率は未経産牛が約58%、経産牛
が約40%であるのに対し、性選別精液の受胎率は
未経産牛が約50%、経産牛が約30%と通常精液に
比べて低くなっている。性選別精液の受胎率
は、経産牛より未経産牛が高いことから、未経
産牛への利用が推奨されている。
また、性選別精液の封入精子数は200～400万で
あり、通常精液の封入精子数の1,000～3,000万
に比べて少なく、性選別精液は排卵側子宮角へ
適期に人工授精を実施する必要がある。

2

受精卵移植（ET）で
の受胎率の低下

飼養環境の改善（暑熱、防
寒の対応）を検討するとと
もに、受精卵対象牛の選
別、一般受精の比率を適時
判断するなど、細やかな対
応のレベルに引き上げるこ
ととする。

受胎率を向上させるためには受胚牛は3産以下の
ものを選び、発情後5日目の黄体検査で黄体の状
態が悪い場合、hCGを投与する。また、移植日は
発情後日数と胚の発育ステージを同調させるこ
とが望ましく、移植時の直腸検査で、黄体が大
きく実質が充実し、かつ、子宮の収縮性がない
ものに実施する。最後に、移植時は移植部位よ
りも出血させず速やかに移植作業を終えること
に重点を置く必要がある。
また、受精卵のレベルで暑熱ストレスによる影
響を低減させる方法として、暑熱ストレスのか
からない冬季に供卵牛から受精卵（人工授精後7
日目）を採取・凍結保存し、夏季に融解移植す
ることで、少なくとも受精卵の発育性に最も影
響するとされている人工授精後0～2日目におけ
る暑熱ストレスへの暴露を回避することができ
る。

3

初産分娩月齢がやや
遅い

初回授精月齢の遅延によ
る、初産分娩月齢の遅延が
考えられるため、育成技術
の見直しが必要である。

初産分娩月齢は、育成期における発育および受
胎時期によって変動する。3ヵ月齢以上は日増体
重が0.8～0.9㎏を目標とし、交配は月齢ではな
く、周期的な発情が確認でき、体格が授精開始
基準（体高125cm、体重350㎏）に達してから行
う。
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項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

4

初産分娩月齢や分娩
間隔が年によって変
動し、安定しない

発情発見率と受胎率向上の
ため、牛の観察に十分な時
間を掛け、人工授精師によ
る適期授精を行う。

繁殖記録を人工授精師や獣医師と共有し、治療
や対策が必要な牛の早期発見ができるように連
携を強化する。

１０．その他
項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

飼料生産土地面積が
不足し、生産量が低
水準

採草地には堆肥のみ投入し
ているため、化成肥料や苦
土石灰を適切に施用し、土
壌改良と生産量の増加に努
める。
粗飼料給与量の倍増を目指
し、不足分については従来
の飼料会社のほか、地域内
の畜産農家や飼料生産組合
からの購入を検討しJA等に
働きかける。

酪農場で良質な牧草を環境保全に配慮しながら
持続的に生産するための施肥管理には、草地の
草種構成と土壌養分含量を調査して各圃場に必
要な施肥量を算出し、自給肥料の肥効を把握し
て購入する化学肥料の銘柄と量を決める―とい
う調査・計画作業が必要である。

2

衛生的乳質、特に体
細胞数は年間を通し
て悪いので、疾病罹
患状況（主に乳房
炎）が牛群全体に継
続している

飼養環境の汚染に要因があ
るとも考えられる。清掃は
勿論のこと、搾乳機器の修
理や更新も必要。

体細胞数上昇の予防策の1つとして、搾乳作業を
衛生的に行うことが非常に重要である。衛生状
態の評価方法としてATP拭き取り検査があり、専
用の機器があれば、現場ですぐに結果を得るこ
とができる。この検査法を利用して、搾乳時の
清拭後の乳頭の清浄度や搾乳に使用するライ
ナー等の器具の清浄度を確認することができ
る。
また、搾乳機器のゴム部品や消耗品類の劣化等
も併せて確認する必要がある。

3

分娩後に乳房炎にな
る牛が多く、発情が
わかりにく傾向があ
る

分娩前検査により、乳房炎
の早期発見と治療を行い改
善を図っていく。

乾乳前に乳房炎の有無をチェックし、乳房炎牛
や乳房炎罹患歴のある牛に対して乾乳期治療を
行う。乾乳期治療は泌乳期の治療に比べて治療
効果が高く、乾乳期の乳房炎の新規感染の防止
にもつながる。
また、環境性乳房炎の感染時期は、乾乳期が非
常に高い。乾乳牛舎の敷料状態が悪く細菌数が
多くなれば、乳頭汚染により環境性乳房炎の発
生率がより高まる。敷料中の細菌数を低く維持
するためには、敷料を交換する度に消石灰を散
布することが重要である。消石灰の敷料に対し
て重量比として3～5%程度を添加する。
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Ⅲ．肉用牛繁殖   

- 49 -





 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１．集計結果の階層間比較 
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値

）
kg
/
日

1
1
7

1
.1
0

1
1
8

1
.1
0

3
0

1
.1
1

3
1

1
.1
2

2
7

1
.1
2

7
1
.1
2

4
1
.0
9

2
9

1
.0
6

2
9

1
.0
8

出
荷

頭
数

頭
1
1
5

9
.6

1
1
5

1
0
.4

2
8

4
.0

2
8

4
.9

2
5

5
.0

7
7
.0

3
4
.7

2
9

1
8
.7

2
9

1
8
.8

出
荷

日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
1
5

2
8
4
.0

1
1
5

2
8
4
.5

2
8

2
8
1
.8

2
8

2
7
7
.0

2
5

2
7
4
.8

7
2
8
7
.4

3
2
9
5
.2

2
9

2
8
9
.7

2
9

2
8
9
.9

出
荷

体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
1
5

2
7
8
.1

1
1
5

2
7
8
.0

2
8

2
8
1
.6

2
8

2
7
0
.7

2
5

2
6
9
.0

7
2
8
3
.0

3
2
8
5
.5

2
9

2
7
6
.1

2
9

2
7
4
.1

出
荷

日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
1
5

0
.9
8

1
1
5

0
.9
8

2
8

1
.0
0

2
8

0
.9
8

2
5

0
.9
8

7
0
.9
9

3
0
.9
7

2
9

0
.9
5

2
9

0
.9
4

２
．
結
果

の
比

較
検

討
・
考

察

R
0
2
年

の
常

時
平

均
飼

養
頭

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
2
年
成
績
①

R
0
3
年
成
績
②

R
0
2
年
成
績
③

R
0
3
年
成
績
④

R
0
3
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
3
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
3
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
2
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

R
0
3
年

の
常

時
平

均
飼

養
頭

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年
成
績
⑩

畜
産

ク
ラ
ウ
ド
平

均
値

令
和
5
年
1
月
1
2
日
時
点

⑪ 対
象

デ
ー
タ
数

単
位

全
体

R
0
2
年
の
常
時
平
均
飼
養
頭
数
が

下
位
2
5
%
の
階

層

子
牛

出
荷

成
績

去
勢

雌

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷

期
首

）

項
目

a
）
全

体
の

年
比

較
（

①
と

②
の

比
較

）
　
R
0
2
年

は
3
4
.
5
頭

、
R
0
3
年

は
3
5
.
3
頭

と
0
.
8
頭

増
加

し
た
。

　 b
）
R
0
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
3
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④
で
ど
う
変
化
し
た
か
。
さ
ら
に
、
④
の
内
訳
は
ど
う
変
化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
　
R
0
2
年

の
下

位
2
5
％

階
層

の
平

均
飼

養
頭

数
は

1
3
.
9
頭

、
R
0
3
年
は
1
5
.
4
頭
と
1
.
5
頭
増
加
し
た
が
、
飼
養
頭
数
の
前
年
比
（

期
末

飼
養

頭
数

÷
期

首
飼

養
頭

数
）

は
R
0
2
年

が
1
3
7
.
1
％

、
R
0
3
年

が
1
0
5
.
8
％

と
増

頭
の

傾
向

は
減

少
し

た
。

R
0
2
年

下
位

2
5
％
階
層
3
1
戸
の
う
ち
、
4
戸
は
R
0
3
年
に
中
位
5
0
％
階
層
、
平
均
2
3
.
9
頭

と
な

り
、

前
年

比
も

1
2
2
.
5
％

と
増

頭
傾

向
が

み
ら

れ
た

。
残

り
2
7
戸

は
下
位

2
5
％

階
層

の
ま

ま
で

あ
り

、
平

均
1
4
.
1
頭

、
前

年
比
1
0
3
.
4
％
で
あ
っ
た
。

c
）
R
0
2
年

の
上

位
2
5
％
階

層
の

成
績

と
R
0
3
年

の
上

位
2
5
％
階
層
の
成
績
の
比
較
（
⑨
と
⑩
の
比
較
）

　
R
0
2
年

は
6
6
.
1
頭

、
R
0
3
年

は
6
6
.
6
頭

と
0
.
5
頭

増
加

し
た
。

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖

成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付

回
数

（
平

均
値

）
分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平

均
値

）
供
用
年
数
　
（
平

均
値

）
産
次
　
（
平
均
値

）
初
産
月
齢
　
（
平

均
値

）
分
娩
時
の
子
牛
事
故

率
　
※
奇
形
、
死
産

飼
養

状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成
牛
か
ら
の
繰

入

1
3
.8

3
.5

2
4
.7
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１
．
受
胎

に
要

し
た
種

付
回

数
の

階
層

間
比

較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
1
8

3
3
.8

1
1
8

3
5
.2

3
0

2
8
.6

3
0

3
0
.2

2
2

3
1
.0

1
3

3
2
.9

6
2
7
.8

2
2
8
.5

3
5

2
9
.3

3
7

3
4
.8

頭
1
1
8

3
.9

1
1
8

3
.1

3
0

3
.6

3
0

2
.3

2
2

2
.1

1
3

1
.8

6
2
.5

2
3
.5

3
5

3
.9

3
7

2
.9

頭
1
1
8

1
.1

1
1
8

0
.5

3
0

1
.0

3
0

0
.4

2
2

0
.2

1
3

0
.2

6
0
.3

2
2
.0

3
5

0
.9

3
7

0
.6

頭
1
1
8

3
.5

1
1
8

3
.4

3
0

3
.0

3
0

2
.5

2
2

2
.3

1
3

1
.9

6
3
.3

2
3
.0

3
5

2
.2

3
7

3
.9

頭
1
1
8

3
5
.3

1
1
8

3
5
.3

3
0

3
0
.2

3
0

2
9
.9

2
2

3
0
.5

1
3

3
2
.0

6
2
7
.3

2
3
1
.0

3
5

3
1
.9

3
7

3
4
.4

％
1
1
8

1
1
4
.3

1
1
8

1
0
0
.8

3
0

1
2
6
.3

3
0

1
0
0
.6

2
2

1
0
0
.5

1
3

9
7
.9

6
9
7
.7

2
1
0
9
.8

3
5

1
1
5
.1

3
7

1
0
0
.6

頭
1
1
8

3
4
.5

1
1
8

3
5
.3

3
0

2
9
.4

3
0

3
0
.1

2
2

3
0
.8

1
3

3
2
.5

6
2
7
.6

2
2
9
.8

3
5

3
0
.6

3
7

3
4
.6

回
1
1
8

1
.8

1
1
8

1
.9

3
0

2
.4

3
0

2
.4

2
2

2
.7

1
3

2
.6

6
1
.8

2
1
.5

3
5

1
.3

3
7

1
.4

頭
1
1
8

2
7
.4

1
1
8

2
7
.4

3
0

2
3
.0

3
0

2
2
.8

2
2

2
2
.5

1
3

2
4
.6

6
2
3
.3

2
2
4
.0

3
5

2
4
.8

3
7

2
8
.6

ヵ
月

1
1
8

1
4
.0

1
1
8

1
3
.7

3
0

1
4
.7

3
0

1
4
.3

2
2

1
4
.6

1
3

1
4
.3

6
1
3
.9

2
1
2
.5

3
5

1
3
.3

3
7

1
2
.8

年
8
9

6
.7

8
9

7
.5

2
2

7
.1

2
0

6
.8

1
4

6
.5

7
6
.1

4
7
.8

2
7
.0

2
3

5
.5

2
9

7
.5

産
1
1
8

4
.6

1
1
8

4
.7

3
0

4
.5

3
0

4
.6

2
2

4
.6

1
3

4
.3

6
5
.0

2
3
.5

3
5

4
.3

3
7

4
.6

ヵ
月
齢

1
1
0

2
5
.2

1
0
3

2
4
.7

3
0

2
5
.3

2
7

2
4
.8

2
0

2
4
.9

1
2

2
4
.8

5
2
5
.1

2
2
3
.9

3
2

2
5
.6

3
2

2
4
.6

％
1
1
8

4
.1

1
1
8

4
.9

3
0

4
.4

3
0

5
.2

2
2

5
.2

1
3

5
.5

6
2
.0

2
1
4
.7

3
5

3
.2

3
7

5
.1

出
荷

頭
数

頭
1
1
7

1
2
.9

1
1
8

1
3
.6

3
0

1
0
.1

3
0

1
0
.4

2
2

1
0
.8

1
3

1
1
.5

6
9
.2

2
1
0
.5

3
5

1
2
.5

3
7

1
4
.9

出
荷

日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
1
7

2
7
1
.0

1
1
8

2
7
0
.2

3
0

2
6
8
.5

3
0

2
6
7
.7

2
2

2
6
4
.8

1
3

2
7
3
.9

6
2
7
9
.0

2
2
6
5
.0

3
5

2
7
0
.1

3
7

2
6
7
.6

出
荷

体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
1
7

2
9
8
.6

1
1
8

2
9
6
.1

3
0

2
9
2
.5

3
0

2
8
9
.8

2
2

2
8
3
.6

1
3

2
9
8
.1

6
3
1
4
.7

2
2
8
2
.5

3
5

3
0
4
.2

3
7

3
0
2
.8

出
荷

日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
1
7

1
.1
0

1
1
8

1
.1
0

3
0

1
.1
0

3
0

1
.0
9

2
2

1
.0
8

1
3

1
.0
9

6
1
.1
3

2
1
.0
7

3
5

1
.1
3

3
7

1
.1
4

出
荷

頭
数

頭
1
1
5

9
.6

1
1
5

1
0
.4

3
0

7
.8

3
0

7
.6

2
2

7
.0

1
3

6
.5

6
9
.8

2
8
.0

3
4

8
.6

3
4

1
0
.9

出
荷

日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
1
5

2
8
4
.0

1
1
5

2
8
4
.5

3
0

2
7
9
.0

3
0

2
8
2
.8

2
2

2
8
0
.3

1
3

2
8
4
.2

6
2
8
9
.7

2
2
8
9
.5

3
4

2
8
2
.3

3
4

2
8
7
.3

出
荷

体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
1
5

2
7
8
.1

1
1
5

2
7
8
.0

3
0

2
7
0
.8

3
0

2
7
3
.3

2
2

2
6
8
.8

1
3

2
7
5
.0

6
2
9
0
.6

2
2
7
2
.0

3
4

2
8
4
.7

3
4

2
8
6
.3

出
荷

日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
1
5

0
.9
8

1
1
5

0
.9
8

3
0

0
.9
8

3
0

0
.9
7

2
2

0
.9
6

1
3

0
.9
7

6
1
.0
1

2
0
.9
4

3
4

1
.0
1

3
4

1
.0
0

２
．
結
果

の
比

較
検

討
・
考

察

R
0
2
年

の
受

胎
に
要

し
た
種

付
回

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
2
年
成
績
①

R
0
3
年
成
績
②

R
0
2
年
成
績
③

R
0
3
年
成
績
④

R
0
3
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
3
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
3
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
2
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

R
0
3
年

の
受

胎
に
要

し
た
種

付
回

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年
成
績
⑩

畜
産

ク
ラ
ウ
ド
平

均
値

令
和
5
年
1
月
1
2
日
時
点

⑪ 対
象

デ
ー
タ
数

単
位

全
体

R
0
2
年
の
受
胎
に
要
し
た
種
付
回
数
が

下
位
2
5
%
の
階
層

子
牛

出
荷

成
績

去
勢

雌

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷

期
首

）

項
目

a
）
全

体
の

年
比

較
（

①
と

②
の

比
較

）
　
R
0
2
年

は
1
.
8
回

(
受

胎
率

換
算

5
5
.
6
%
）

、
R
0
3
年

は
1
.
9
回
（
受
胎
率
換
算
5
2
.
6
％
）
と
、
ほ
と
ん
ど
変
化
が
無
か
っ
た
（

受
胎

率
換

算
＝

1
0
0
÷

受
胎

に
要

し
た

種
付

け
回

数
）

。
　 b
）
R
0
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
3
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④
で
ど
う
変
化
し
た
か
。
さ
ら
に
、
④
の
内
訳
は
ど
う
変
化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
　
3
0
戸

の
う

ち
、

8
戸

は
上

位
2
5
％

お
よ

び
中

位
5
0
％

階
層
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
平
均
1
.
5
回
（
受
胎
率
換
算
6
6
.
7
％
）
、

1
.
8
回

（
受

胎
率

換
算

5
5
.
6
％

）
と

改
善

が
み

ら
れ

た
。

残
り

2
2
戸

は
下

位
2
5
%
階
層

の
ま

ま
で

平
均

2
.
7
回

に
な

り
（

受
胎

率
換

算
3
7
.
0
％
）
、
R
0
2
年
度
下
位
2
5
％
階
層
の
平
均
2
.
4
回
（
受
胎
率
換
算

4
1
.
7
％

）
よ

り
0
.
3
回

増
加

し
た

。
種

付
け

回
数

が
多

い
農

家
で

は
、

栄
養

管
理

（
ボ

デ
ィ

・
コ

ン
デ

ィ
シ

ョ
ン

・
ス

コ
ア

等
）

の
問
題
や
計
画
的
な
繁
殖
牛
の
更
新
に
つ
い
て
指
導
さ
れ
て
い
た
。

c
）
R
0
2
年

の
上

位
2
5
％
階

層
の

成
績

と
R
0
3
年

の
上

位
2
5
％
階
層
の
成
績
の
比
較
（
⑨
と
⑩
の
比
較
）

　
R
0
2
年

上
位

2
5
％

階
層

は
1
.
3
回

（
受

胎
率

換
算

7
6
.
9
％

）
、
R
0
3
年
は
1
.
4
回
（
受
胎
率
換
算
7
1
.
4
％
）
と
、
ほ
ぼ
同
程
度
で

あ
っ

た
。

た
だ

し
、

上
位

2
5
%
階

層
に

お
い

て
も

、
数

頭
の

長
期

空
胎

牛
に
よ

り
平

均
種

付
回

数
が

多
く

な
る

と
い

っ
た

傾
向

が
み
ら
れ
た
。

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖

成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付

回
数

（
平

均
値

）
分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平

均
値

）
供
用
年
数
　
（
平

均
値

）
産
次
　
（
平
均
値

）
初
産
月
齢
　
（
平

均
値

）
分
娩
時
の
子
牛
事
故

率
　
※
奇
形
、
死
産

飼
養

状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成
牛
か
ら
の
繰

入

1
3
.8

3
.5

2
4
.7
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１
．
分
娩

頭
数

の
階

層
間

比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
1
8

3
3
.8

1
1
8

3
5
.2

3
1

1
3
.3

3
1

1
5
.9

2
4

1
4
.5

1
1

1
2
.6

7
2
0
.6

2
9

6
4
.5

3
2

6
3
.3

頭
1
1
8

3
.9

1
1
8

3
.1

3
1

2
.0

3
1

1
.1

2
4

0
.7

1
1

0
.7

7
2
.3

2
9

7
.6

3
2

5
.9

頭
1
1
8

1
.1

1
1
8

0
.5

3
1

1
.6

3
1

0
.3

2
4

0
.1

1
1

0
.3

7
1
.0

2
9

0
.9

3
2

1
.0

頭
1
1
8

3
.5

1
1
8

3
.4

3
1

1
.0

3
1

1
.4

2
4

1
.2

1
1

1
.0

7
2
.1

2
9

7
.7

3
2

6
.2

頭
1
1
8

3
5
.3

1
1
8

3
5
.3

3
1

1
5
.9

3
1

1
5
.8

2
4

1
4
.1

1
1

1
2
.6

7
2
1
.7

2
9

6
5
.3

3
2

6
3
.9

％
1
1
8

1
1
4
.3

1
1
8

1
0
0
.8

3
1

1
4
0
.3

3
1

1
0
1
.9

2
4

1
0
1
.0

1
1

1
0
2
.7

7
1
0
5
.1

2
9

1
0
3
.2

3
2

1
0
1
.0

頭
1
1
8

3
4
.5

1
1
8

3
5
.3

3
1

1
4
.6

3
1

1
5
.9

2
4

1
4
.3

1
1

1
2
.6

7
2
1
.1

2
9

6
4
.9

3
2

6
3
.6

回
1
1
8

1
.8

1
1
8

1
.9

3
1

1
.7

3
1

1
.7

2
4

1
.8

1
1

2
.0

7
1
.4

2
9

1
.6

3
2

1
.8

頭
1
1
8

2
7
.4

1
1
8

2
7
.4

3
1

1
0
.7

3
1

1
1
.3

2
4

9
.3

1
1

6
.7

7
1
8
.1

2
9

5
2
.9

3
2

5
0
.8

ヵ
月

1
1
8

1
4
.0

1
1
8

1
3
.7

3
1

1
5
.1

3
1

1
4
.4

2
4

1
4
.7

1
1

1
5
.2

7
1
3
.0

2
9

1
3
.5

3
2

1
3
.4

年
8
9

6
.7

8
9

7
.5

1
7

5
.4

1
7

6
.3

1
3

5
.8

6
6
.7

4
7
.9

2
6

8
.0

2
9

8
.1

産
1
1
8

4
.6

1
1
8

4
.7

3
1

3
.9

3
1

4
.0

2
4

4
.1

1
1

4
.2

7
3
.7

2
9

4
.9

3
2

5
.1

ヵ
月
齢

1
1
0

2
5
.2

1
0
3

2
4
.7

2
6

2
6
.3

1
7

2
5
.7

1
2

2
6
.4

3
2
8
.9

5
2
3
.8

2
9

2
5
.4

3
2

2
4
.4

％
1
1
8

4
.1

1
1
8

4
.9

3
1

3
.8

3
1

5
.4

2
4

5
.3

1
1

9
.2

7
5
.9

2
9

4
.5

3
2

5
.2

出
荷

頭
数

頭
1
1
7

1
2
.9

1
1
8

1
3
.6

3
0

4
.9

3
1

5
.3

2
4

4
.6

1
1

3
.9

7
7
.7

2
9

2
4
.6

3
2

2
5
.0

出
荷

日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
1
7

2
7
1
.0

1
1
8

2
7
0
.2

3
0

2
6
9
.0

3
1

2
6
5
.8

2
4

2
6
1
.5

1
1

2
5
0
.2

7
2
8
0
.5

2
9

2
8
0
.2

3
2

2
8
0
.8

出
荷

体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
1
7

2
9
8
.6

1
1
8

2
9
6
.1

3
0

2
9
9
.0

3
1

2
9
5
.0

2
4

2
8
9
.7

1
1

2
6
8
.6

7
3
1
3
.1

2
9

3
0
1
.8

3
2

2
9
9
.4

出
荷

日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
1
7

1
.1
0

1
1
8

1
.1
0

3
0

1
.1
2

3
1

1
.1
2

2
4

1
.1
2

1
1

1
.1
0

7
1
.1
2

2
9

1
.0
8

3
2

1
.0
8

出
荷

頭
数

頭
1
1
5

9
.6

1
1
5

1
0
.4

2
8

4
.1

2
9

4
.8

2
2

4
.9

1
0

3
.9

7
4
.3

2
9

1
8
.0

3
2

1
8
.1

出
荷

日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
1
5

2
8
4
.0

1
1
5

2
8
4
.5

2
8

2
8
9
.2

2
9

2
7
9
.6

2
2

2
7
4
.8

1
0

2
6
9
.2

7
2
9
4
.7

2
9

2
9
0
.3

3
2

2
8
8
.2

出
荷

体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
1
5

2
7
8
.1

1
1
5

2
7
8
.0

2
8

2
8
5
.9

2
9

2
7
1
.5

2
2

2
6
3
.3

1
0

2
5
1
.9

7
2
9
7
.5

2
9

2
7
8
.4

3
2

2
7
3
.4

出
荷

日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
1
5

0
.9
8

1
1
5

0
.9
8

2
8

0
.9
9

2
9

0
.9
7

2
2

0
.9
6

1
0

0
.9
4

7
1
.0
1

2
9

0
.9
6

3
2

0
.9
5

２
．
結
果

の
比

較
検

討
・
考

察

R
0
2
年

の
分

娩
頭

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
2
年
成
績
①

R
0
3
年
成
績
②

R
0
2
年
成
績
③

R
0
3
年
成
績
④

R
0
3
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
3
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
3
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
2
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

R
0
3
年

の
分

娩
頭

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年
成
績
⑩

畜
産

ク
ラ
ウ
ド
平

均
値

令
和
5
年
1
月
1
2
日
時
点

⑪ 対
象

デ
ー
タ
数

単
位

全
体

R
0
2
年
の
分
娩
頭

数
が

下
位
2
5
%
の
階

層

子
牛

出
荷

成
績

去
勢

雌

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷

期
首

）

項
目

a
）
全

体
の

年
比

較
（

①
と

②
の

比
較

）
　
R
0
3
年

、
R
0
2
年

は
共
に

2
7
.
4
頭

と
変

化
が

無
か

っ
た

。
た
だ
し
、
常
時
平
均
飼
養
頭
数
に
対
す
る
分
娩
頭
数
の
割
合
（
分

娩
頭

数
÷

常
時

平
均

飼
養

頭
数

）
は

、
R
0
2
年

は
7
9
.
4
％

（
2
7
.
4
/
3
4
.
5
）

、
R
0
3
年
は

7
7
.
6
％

（
2
7
.
4
/
3
5
.
3
）

と
や

や
低

下
し

た
。

b
）
R
0
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
3
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④
で
ど
う
変
化
し
た
か
。
さ
ら
に
、
④
の
内
訳
は
ど
う
変
化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
　
R
0
2
年

の
分

娩
頭

数
は

1
0
.
7
頭

、
R
0
3
年

の
分

娩
頭

数
は

1
1
.
3
頭
と
0
.
6
頭
増
加
し
た
。
一
方
、
期
末
飼
養
頭
数
と
期
首
飼
養

頭
数

の
差

は
、

R
0
2
年

は
2
.
6
頭

（
1
5
.
9
-
1
3
.
3
）

、
R
0
3
年

は
0
頭

（
1
5
.
9
-

1
5
.
9
）

で
あ

っ
た

こ
と
、

平
均

種
付

け
回

数
に

差
が

な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
分
娩
間
隔
は
R
0
3
年
が
0
.
7
ヵ
月
短
く
な
っ
て

い
る

こ
と

か
ら

、
R
0
3
年

の
分

娩
頭

数
の

増
加

は
飼

養
頭

数
の

増
加

に
よ

る
影
響

よ
り

も
、

繁
殖

成
績

改
善

の
効

果
、

特
に

分
娩

後
の
種
付
時
期
の
早
期
化
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
た
。
3
1
戸
の
う
ち

、
7
戸

が
中

位
5
0
％

階
層

、
平

均
1
8
.
1
頭

に
増

加
し

た
。

ま
た

、
こ

れ
ら

7
戸

の
期

末
飼

養
頭

数
と

期
首

飼
養

頭
数

の
差

は
1
.
1
頭

（
2
1
.
7
-
2
0
.
6
頭
）
増
加
し
て
い
る
た
め
、
分
娩
頭
数
の
増
加
は
増
頭
の

影
響

も
考

え
ら

れ
る

が
、

平
均

種
付

回
数

も
1
.
4
回

（
受

胎
率

換
算

7
1
.
4
％

）
、

分
娩

間
隔
も

1
3
.
0
ヵ

月
と

比
較

的
良

好
な

た
め
、
分
娩
頭
数
が
改
善
さ
れ
た
農
家
で
は
繁
殖
成
績
も
改
善
さ
れ

て
い

る
と

考
え

ら
れ

た
。

c
）
R
0
2
年

の
上

位
2
5
％
階

層
の

成
績

と
R
0
3
年

の
上

位
2
5
％
階
層
の
成
績
の
比
較
（
⑨
と
⑩
の
比
較
）

　
R
0
2
年

は
5
2
.
9
頭

、
R
0
3
年

は
5
0
.
8
頭

と
2
.
1
頭

減
少

し
た
。
R
0
3
年
は
常
時
平
均
飼
養
頭
数
が
R
0
2
年
よ
り
1
.
3
頭
減
少
し
て
い

る
こ

と
か

ら
（

R
0
2
年

：
6
4
.
9
頭

v
s
R
0
3
年

：
6
3
.
6
頭

）
、

分
娩

頭
数

の
減

少
の

要
因

の
一

つ
に

飼
養

頭
数

の
減

少
が

あ
る

と
考

え
ら
れ
た
。

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖

成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付

回
数

（
平

均
値

）
分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平

均
値

）
供
用
年
数
　
（
平

均
値

）
産
次
　
（
平
均
値

）
初
産
月
齢
　
（
平

均
値

）
分
娩
時
の
子
牛
事
故

率
　
※
奇
形
、
死
産

飼
養

状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成
牛
か
ら
の
繰

入

1
3
.8

3
.5

2
4
.7
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１
．
分
娩

間
隔

の
階

層
間

比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
1
8

3
3
.8

1
1
8

3
5
.2

2
9

2
9
.0

2
9

3
0
.9

1
9

3
3
.4

4
2
8
.3

1
0

2
6
.3

3
0

3
3
.6

2
9

3
8
.2

頭
1
1
8

3
.9

1
1
8

3
.1

2
9

2
.6

2
9

2
.3

1
9

2
.3

4
1
.3

1
0

2
.3

3
0

5
.0

2
9

3
.7

頭
1
1
8

1
.1

1
1
8

0
.5

2
9

2
.2

2
9

0
.6

1
9

0
.2

4
0
.5

1
0

1
.2

3
0

0
.7

2
9

0
.6

頭
1
1
8

3
.5

1
1
8

3
.4

2
9

2
.9

2
9

2
.9

1
9

2
.9

4
3
.8

1
0

2
.8

3
0

3
.7

2
9

4
.2

頭
1
1
8

3
5
.3

1
1
8

3
5
.3

2
9

3
0
.9

2
9

3
0
.6

1
9

3
2
.9

4
2
6
.3

1
0

2
6
.3

3
0

3
5
.5

2
9

3
8
.3

％
1
1
8

1
1
4
.3

1
1
8

1
0
0
.8

2
9

1
3
1
.9

2
9

9
9
.8

1
9

9
9
.8

4
8
9
.5

1
0

9
9
.8

3
0

1
1
1
.1

2
9

1
0
2
.4

頭
1
1
8

3
4
.5

1
1
8

3
5
.3

2
9

3
0
.0

2
9

3
0
.8

1
9

3
3
.1

4
2
7
.3

1
0

2
6
.3

3
0

3
4
.5

2
9

3
8
.3

回
1
1
8

1
.8

1
1
8

1
.9

2
9

2
.0

2
9

2
.0

1
9

2
.1

4
2
.1

1
0

2
.0

3
0

1
.6

2
9

1
.5

頭
1
1
8

2
7
.4

1
1
8

2
7
.4

2
9

2
1
.2

2
9

2
1
.5

1
9

2
2
.5

4
1
6
.0

1
0

1
9
.6

3
0

2
9
.1

2
9

3
2
.2

ヵ
月

1
1
8

1
4
.0

1
1
8

1
3
.7

2
9

1
6
.8

2
9

1
5
.4

1
9

1
6
.3

4
1
8
.6

1
0

1
3
.5

3
0

1
2
.4

2
9

1
2
.3

年
8
9

6
.7

8
9

7
.5

2
2

7
.1

2
2

7
.9

1
5

8
.2

4
6
.3

7
7
.3

2
4

6
.8

2
4

6
.9

産
1
1
8

4
.6

1
1
8

4
.7

2
9

4
.5

2
9

4
.6

1
9

5
.2

4
4
.2

1
0

3
.5

3
0

4
.7

2
9

4
.7

ヵ
月
齢

1
1
0

2
5
.2

1
0
3

2
4
.7

2
8

2
6
.7

2
3

2
4
.4

1
4

2
4
.4

3
2
2
.3

9
2
4
.5

2
8

2
4
.6

2
7

2
3
.9

％
1
1
8

4
.1

1
1
8

4
.9

2
9

3
.8

2
9

6
.6

1
9

5
.4

4
8
.1

1
0

8
.9

3
0

4
.3

2
9

4
.7

出
荷

頭
数

頭
1
1
7

1
2
.9

1
1
8

1
3
.6

2
8

9
.3

2
9

9
.9

1
9

1
0
.5

4
8
.0

1
0

8
.9

3
0

1
5
.2

2
9

1
6
.3

出
荷

日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
1
7

2
7
1
.0

1
1
8

2
7
0
.2

2
8

2
7
2
.0

2
9

2
7
0
.9

1
9

2
7
2
.3

4
2
8
4
.5

1
0

2
6
8
.2

3
0

2
7
1
.5

2
9

2
7
0
.3

出
荷

体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
1
7

2
9
8
.6

1
1
8

2
9
6
.1

2
8

2
9
9
.4

2
9

2
8
8
.7

1
9

2
9
3
.4

4
2
9
2
.6

1
0

2
7
9
.9

3
0

3
0
2
.7

2
9

2
9
8
.5

出
荷

日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
1
7

1
.1
0

1
1
8

1
.1
0

2
8

1
.1
1

2
9

1
.0
9

1
9

1
.0
8

4
1
.0
3

1
0

1
.1
0

3
0

1
.1
2

2
9

1
.1
0

出
荷

頭
数

頭
1
1
5

9
.6

1
1
5

1
0
.4

2
6

8
.0

2
8

8
.1

1
9

8
.6

4
8
.8

9
7
.1

3
0

9
.2

2
8

1
1
.9

出
荷

日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
1
5

2
8
4
.0

1
1
5

2
8
4
.5

2
6

2
9
6
.5

2
8

2
8
5
.6

1
9

2
8
3
.8

4
2
9
6
.7

9
2
8
9
.5

3
0

2
8
2
.5

2
8

2
8
4
.9

出
荷

体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
1
5

2
7
8
.1

1
1
5

2
7
8
.0

2
6

2
8
4
.6

2
8

2
7
3
.9

1
9

2
7
4
.1

4
2
7
0
.8

9
2
7
3
.5

3
0

2
7
7
.0

2
8

2
8
3
.1

出
荷

日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
1
5

0
.9
8

1
1
5

0
.9
8

2
6

0
.9
6

2
8

0
.9
6

1
9

0
.9
7

4
0
.9
1

9
0
.9
5

3
0

0
.9
8

2
8

0
.9
9

２
．
結
果

の
比

較
検

討
・
考

察

R
0
2
年

の
分

娩
間

隔
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
2
年
成
績
①

R
0
3
年
成
績
②

R
0
2
年
成
績
③

R
0
3
年
成
績
④

R
0
3
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
3
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
3
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
2
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

R
0
3
年

の
分

娩
間

隔
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年
成
績
⑩

畜
産

ク
ラ
ウ
ド
平

均
値

令
和
5
年
1
月
1
2
日
時
点

⑪ 対
象

デ
ー
タ
数

単
位

全
体

R
0
2
年
の
分
娩
間

隔
が

下
位
2
5
%
の
階

層

子
牛

出
荷

成
績

去
勢

雌

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷

期
首

）

項
目

a
）
全

体
の

年
比

較
（

①
と

②
の

比
較

）
　
R
0
2
年

は
1
4
.
0
ヵ

月
、

R
0
3
年

は
1
3
.
7
ヵ

月
と

0
.
3
ヵ

月
減
少
し
た
。

　 b
）
R
0
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
3
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④
で
ど
う
変
化
し
た
か
。
さ
ら
に
、
④
の
内
訳
は
ど
う
変
化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
　
2
9
戸

の
う

ち
、

1
0
戸
は

中
位

5
0
％

階
層

、
1
3
.
5
ヵ

月
に

な
り
改
善
が
み
ら
れ
た
。
た
だ
し
、
平
均
供
用
年
数
や
平
均
種
付

回
数

に
大

き
な

変
化

が
無

い
こ

と
か

ら
、

こ
れ

ら
農

家
の

分
娩

間
隔

の
減

少
は
分

娩
後

の
種

付
時

期
の

早
期

化
が

要
因

の
1
つ

と
考

え
ら
れ
た
。
一
方
、
R
0
3
年
も
下
位
2
5
％
階
層
の
う
ち
、
R
0
3
年
に
成

績
が

悪
化

し
た

農
家

は
、

受
胎

に
要

し
た

平
均

種
付

回
数

が
2
.
1
回

（
受

胎
率

換
算

4
7
.
6
％

）
と

R
0
3
年

中
位

5
0
％

階
層

と
同

じ
で

あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
分
娩
間
隔
が
1
8
.
6
ヵ
月
と
長
い
こ
と
か
ら
、
分

娩
後

の
発

情
回

帰
の

遅
れ

や
発

情
見

逃
し

の
影

響
が

考
え

ら
れ

た
。

実
際

の
指
導

内
容

に
お

い
て

も
、

発
情

観
察

の
不

足
（

労
働

力
不
足
を
含
む
）
が
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。

c
）
R
0
2
年

の
上

位
2
5
％
階

層
の

成
績

と
R
0
3
年

の
上

位
2
5
％
階
層
の
成
績
の
比
較
（
⑨
と
⑩
の
比
較
）

　
R
0
2
年

の
上

位
2
5
％

階
層

は
1
2
.
4
ヵ

月
、

R
0
3
年

は
1
2
.
3
ヵ
月
と
ほ
と
ん
ど
変
化
が
な
か
っ
た
。

d
)
 
畜
産

ク
ラ

ウ
ド

平
均

値
と

の
比

較
（

①
、

③
及

び
⑨

と
⑪
の
比
較
、
②
、
④
及
び
⑩
と
⑪
の
比
較
）

　
本

調
査

の
R
0
2
年

お
よ

び
R
0
3
年

の
平

均
分

娩
間

隔
と

畜
産
ク
ラ
ウ
ド
デ
ー
タ
の
分
娩
間
隔
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
っ
た
（
本
調
査

R
0
2
年

：
1
4
.
0
ヵ

月
、

R
0
3
年

：
1
3
.
7
ヵ

月
v
s
畜

産
ク

ラ
ウ

ド
値

：
1
3
.
8
ヵ

月
）

。
R
0
2
年

お
よ

び
R
0
3
年

に
お

い
て

分
娩

間
隔

が
上

位
2
5
%
の
階
層
は
、
畜
産
ク
ラ
ウ
ド
値
と
比
較
し
て
約
1
.
5
ヵ
月
短
く

（
本

調
査

R
0
2
年

：
1
2
.
4
ヵ

月
、

R
0
3
年

：
1
2
.
3
ヵ

月
v
s
畜

産
ク

ラ
ウ

ド
値

：
1
3
.
8
ヵ

月
）

、
R
0
2
年

お
よ

び
R
0
3
年

に
お

い
て

分
娩

間
隔

が
下
位
2
5
%
の
階
層
は
、
畜
産
ク
ラ
ウ
ド
値
と
比
較
し
て
1
.
6
-
3
ヵ
月

長
か

っ
た

（
本

調
査

R
0
2
年

：
1
6
.
8
ヵ

月
、

R
0
3
年

：
1
5
.
4
ヵ

月
v
s
畜

産
ク

ラ
ウ

ド
値

1
3
.
8
ヵ

月
）
。

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖

成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付

回
数

（
平

均
値

）
分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平

均
値

）
供
用
年
数
　
（
平

均
値

）
産
次
　
（
平
均
値

）
初
産
月
齢
　
（
平

均
値

）
分
娩
時
の
子
牛
事
故

率
　
※
奇
形
、
死
産

飼
養

状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成
牛
か
ら
の
繰

入

1
3
.8

3
.5

2
4
.7
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１
．
供
用

年
数

の
階

層
間

比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
1
8

3
3
.8

1
1
8

3
5
.2

2
2

2
7
.1

2
2

2
9
.5

6
3
0
.5

1
2
0
.0

7
3
2
.3

6
2
8
.3

2
2

4
5
.1

2
2

4
2
.7

頭
1
1
8

3
.9

1
1
8

3
.1

2
2

3
.4

2
2

2
.5

6
2
.2

1
0
.0

7
2
.9

6
3
.0

2
2

4
.4

2
2

4
.5

頭
1
1
8

1
.1

1
1
8

0
.5

2
2

1
.5

2
2

0
.3

6
0
.3

1
0
.0

7
0
.3

6
0
.3

2
2

1
.1

2
2

0
.8

頭
1
1
8

3
.5

1
1
8

3
.4

2
2

2
.5

2
2

2
.8

6
2
.7

1
1
.0

7
3
.0

6
4
.2

2
2

5
.1

2
2

5
.4

頭
1
1
8

3
5
.3

1
1
8

3
5
.3

2
2

2
9
.5

2
2

2
9
.4

6
3
0
.3

1
1
9
.0

7
3
2
.4

6
2
7
.5

2
2

4
5
.5

2
2

4
2
.2

％
1
1
8

1
1
4
.3

1
1
8

1
0
0
.8

2
2

1
1
2
.6

2
2

9
9
.6

6
9
9
.2

1
9
5
.0

7
1
0
2
.1

6
9
3
.1

2
2

1
0
1
.3

2
2

9
6
.7

頭
1
1
8

3
4
.5

1
1
8

3
5
.3

2
2

2
8
.3

2
2

2
9
.4

6
3
0
.4

1
1
9
.5

7
3
2
.4

6
2
7
.9

2
2

4
5
.3

2
2

4
2
.4

回
1
1
8

1
.8

1
1
8

1
.9

2
2

1
.6

2
2

1
.7

6
1
.8

1
1
.3

7
1
.7

6
1
.5

2
2

1
.8

2
2

1
.9

頭
1
1
8

2
7
.4

1
1
8

2
7
.4

2
2

2
2
.4

2
2

2
3
.0

6
2
3
.3

1
1
4
.0

7
2
4
.9

6
2
3
.5

2
2

3
4
.9

2
2

3
2
.1

ヵ
月

1
1
8

1
4
.0

1
1
8

1
3
.7

2
2

1
4
.1

2
2

1
3
.7

6
1
4
.6

1
1
2
.9

7
1
3
.2

6
1
3
.4

2
2

1
4
.2

2
2

1
4
.2

年
8
9

6
.7

8
9

7
.5

2
2

2
.3

1
9

6
.8

6
3
.1

1
3
.0

7
5
.7

6
1
1
.8

2
2

1
2
.0

2
2

1
2
.4

産
1
1
8

4
.6

1
1
8

4
.7

2
2

4
.0

2
2

4
.4

6
4
.0

1
2
.9

7
3
.9

6
5
.4

2
2

6
.2

2
2

5
.7

ヵ
月
齢

1
1
0

2
5
.2

1
0
3

2
4
.7

1
9

2
4
.8

2
0

2
4
.7

6
2
5
.9

1
3
8
.2

7
2
4
.6

5
2
4
.0

2
2

2
5
.1

1
9

2
4
.4

％
1
1
8

4
.1

1
1
8

4
.9

2
2

6
.0

2
2

2
.4

6
5
.2

1
0
.0

7
1
.7

6
1
.6

2
2

2
.4

2
2

4
.7

出
荷

頭
数

頭
1
1
7

1
2
.9

1
1
8

1
3
.6

2
2

1
0
.5

2
2

1
1
.2

6
1
1
.2

1
8
.0

7
1
1
.0

6
1
1
.8

2
2

1
6
.2

2
2

1
6
.8

出
荷

日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
1
7

2
7
1
.0

1
1
8

2
7
0
.2

2
2

2
7
0
.0

2
2

2
6
9
.2

6
2
7
5
.1

1
2
8
6
.3

7
2
5
7
.6

6
2
7
9
.9

2
2

2
7
9
.0

2
2

2
8
0
.7

出
荷

体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
1
7

2
9
8
.6

1
1
8

2
9
6
.1

2
2

2
9
6
.1

2
2

2
9
6
.6

6
3
0
2
.2

1
3
2
3
.9

7
2
8
0
.8

6
3
1
0
.2

2
2

3
1
6
.6

2
2

3
0
7
.8

出
荷

日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
1
7

1
.1
0

1
1
8

1
.1
0

2
2

1
.1
0

2
2

1
.1
0

6
1
.1
0

1
1
.1
4

7
1
.0
9

6
1
.1
1

2
2

1
.1
4

2
2

1
.1
0

出
荷

頭
数

頭
1
1
5

9
.6

1
1
5

1
0
.4

2
1

8
.3

2
0

8
.9

6
1
0
.8

1
8
.0

6
6
.8

6
8
.3

2
2

1
2
.8

2
2

1
0
.7

出
荷

日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
1
5

2
8
4
.0

1
1
5

2
8
4
.5

2
1

2
8
0
.9

2
0

2
8
6
.9

6
2
8
0
.7

1
2
7
8
.3

6
2
8
9
.2

6
2
9
3
.4

2
2

2
8
9
.1

2
2

2
9
2
.6

出
荷

体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
1
5

2
7
8
.1

1
1
5

2
7
8
.0

2
1

2
6
9
.8

2
0

2
8
6
.5

6
2
7
8
.8

1
2
9
5
.4

6
2
8
7
.5

6
2
9
8
.4

2
2

2
9
2
.4

2
2

2
8
4
.0

出
荷

日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
1
5

0
.9
8

1
1
5

0
.9
8

2
1

0
.9
6

2
0

1
.0
0

6
0
.9
9

1
1
.0
7

6
1
.0
0

6
1
.0
2

2
2

1
.0
1

2
2

0
.9
7

２
．
結
果

の
比

較
検

討
・
考

察

R
0
2
年

の
供

用
年

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
2
年
成
績
①

R
0
3
年
成
績
②

R
0
2
年
成
績
③

R
0
3
年
成
績
④

R
0
3
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
3
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
3
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
2
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

R
0
3
年

の
供

用
年

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年
成
績
⑩

畜
産

ク
ラ
ウ
ド
平

均
値

令
和
5
年
1
月
1
2
日
時
点

⑪ 対
象

デ
ー
タ
数

単
位

全
体

R
0
2
年
の
供
用
年

数
が

下
位
2
5
%
の
階

層

子
牛

出
荷

成
績

去
勢

雌

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷

期
首

）

項
目

a
）
全

体
の

年
比

較
（

①
と

②
の

比
較

）
　
R
0
2
年

は
6
.
7
年

、
R
0
3
年

は
7
.
5
年

と
0
.
8
年

増
加

し
た

。
育
成
牛
か
ら
の
繰
入
頭
数
お
よ
び
外
部
導
入
頭
数
の
減
少
が
要
因

の
1
つ

と
考

え
ら

れ
た

（
育

成
か

ら
の

繰
入

頭
数

：
0
.
8
頭

減
、

外
部

導
入

頭
数

0
.
6
頭

減
）

。
　 b
）
R
0
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
3
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④
で
ど
う
変
化
し
た
か
。
さ
ら
に
、
④
の
内
訳
は
ど
う
変
化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
　
2
2
戸

の
う

ち
、

6
戸

は
上

位
2
5
％

階
層

1
1
.
8
年

と
な

り
、
7
戸
は
中
位
5
0
％
階
層
5
.
7
年
と
な
っ
た
。
残
り
6
戸
は
下
位
2
5
%
階

層
の

ま
ま

で
あ

り
3
.
1
年

で
あ

っ
た

。
た

だ
し

、
供

用
年

数
は

長
け

れ
ば

良
い
わ

け
で

は
な

い
こ

と
か

ら
、

繁
殖

成
績

や
遺

伝
的

能
力
を
考
慮
し
、
適
切
に
淘
汰
、
更
新
す
る
必
要
が
あ
る
。

c
）
R
0
2
年

の
上

位
2
5
％
階

層
の

成
績

と
R
0
3
年

の
上

位
2
5
％
階
層
の
成
績
の
比
較
（
⑨
と
⑩
の
比
較
）

　
R
0
2
年

は
1
2
.
0
年

、
R
0
3
年

は
1
2
.
4
年

と
ほ

ぼ
同

程
度

で
あ
っ
た
。

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖

成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付

回
数

（
平

均
値

）
分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平

均
値

）
供
用
年
数
　
（
平

均
値

）
産
次
　
（
平
均
値

）
初
産
月
齢
　
（
平

均
値

）
分
娩
時
の
子
牛
事
故

率
　
※
奇
形
、
死
産

飼
養

状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成
牛
か
ら
の
繰

入

1
3
.8

3
.5

2
4
.7
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１
．
産
次

の
階

層
間

比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
1
8

3
3
.8

1
1
8

3
5
.2

3
0

2
3
.2

3
0

2
6
.6

1
9

2
8
.3

1
6
.0

1
1

2
3
.5

2
9

3
5
.0

2
9

3
9
.4

頭
1
1
8

3
.9

1
1
8

3
.1

3
0

3
.3

3
0

2
.4

1
9

2
.0

1
1
.0

1
1

3
.1

2
9

3
.9

2
9

2
.9

頭
1
1
8

1
.1

1
1
8

0
.5

3
0

1
.6

3
0

0
.5

1
9

0
.7

1
0
.0

1
1

0
.2

2
9

1
.4

2
9

0
.8

頭
1
1
8

3
.5

1
1
8

3
.4

3
0

1
.5

3
0

1
.7

1
9

1
.9

1
0
.0

1
1

1
.2

2
9

2
.9

2
9

3
.3

頭
1
1
8

3
5
.3

1
1
8

3
5
.3

3
0

2
6
.6

3
0

2
7
.8

1
9

2
9
.1

1
7
.0

1
1

2
5
.6

2
9

3
7
.4

2
9

3
9
.2

％
1
1
8

1
1
4
.3

1
1
8

1
0
0
.8

3
0

1
2
1
.8

3
0

1
0
4
.8

1
9

1
0
3
.0

1
1
1
6
.7

1
1

1
0
8
.0

2
9

1
2
9
.3

2
9

1
0
0
.0

頭
1
1
8

3
4
.5

1
1
8

3
5
.3

3
0

2
4
.9

3
0

2
7
.2

1
9

2
8
.7

1
6
.5

1
1

2
4
.6

2
9

3
6
.2

2
9

3
9
.3

回
1
1
8

1
.8

1
1
8

1
.9

3
0

1
.8

3
0

1
.9

1
9

1
.8

1
2
.5

1
1

1
.9

2
9

1
.7

2
9

1
.9

頭
1
1
8

2
7
.4

1
1
8

2
7
.4

3
0

2
0
.0

3
0

2
0
.5

1
9

2
1
.8

1
5
.0

1
1

1
8
.2

2
9

2
8
.0

2
9

3
0
.2

ヵ
月

1
1
8

1
4
.0

1
1
8

1
3
.7

3
0

1
4
.2

3
0

1
3
.7

1
9

1
3
.8

1
1
3
.3

1
1

1
3
.5

2
9

1
4
.3

2
9

1
4
.0

年
8
9

6
.7

8
9

7
.5

1
7

4
.6

1
8

4
.3

1
3

4
.2

1
3
.0

5
4
.4

2
4

9
.3

2
3

9
.8

産
1
1
8

4
.6

1
1
8

4
.7

3
0

2
.5

3
0

3
.4

1
9

3
.0

1
2
.5

1
1

4
.1

2
9

7
.0

2
9

6
.8

ヵ
月
齢

1
1
0

2
5
.2

1
0
3

2
4
.7

2
6

2
5
.7

2
6

2
5
.1

1
8

2
5
.6

1
2
4
.5

8
2
4
.0

2
8

2
5
.3

2
5

2
4
.9

％
1
1
8

4
.1

1
1
8

4
.9

3
0

4
.1

3
0

3
.6

1
9

4
.5

1
0
.0

1
1

2
.1

2
9

2
.1

2
9

5
.1

出
荷

頭
数

頭
1
1
7

1
2
.9

1
1
8

1
3
.6

2
9

8
.6

3
0

9
.7

1
9

1
0
.2

1
1
.0

1
1

8
.9

2
9

1
3
.3

2
9

1
6
.2

出
荷

日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
1
7

2
7
1
.0

1
1
8

2
7
0
.2

2
9

2
5
9
.7

3
0

2
5
7
.4

1
9

2
6
2
.8

1
2
7
5
.0

1
1

2
4
8
.1

2
9

2
7
1
.3

2
9

2
7
5
.4

出
荷

体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
1
7

2
9
8
.6

1
1
8

2
9
6
.1

2
9

2
8
9
.1

3
0

2
8
1
.8

1
9

2
8
5
.2

1
2
3
8
.0

1
1

2
7
6
.1

2
9

3
1
5
.3

2
9

3
1
3
.0

出
荷

日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
1
7

1
.1
0

1
1
8

1
.1
0

2
9

1
.1
2

3
0

1
.1
2

1
9

1
.1
1

1
0
.8
7

1
1

1
.1
3

2
9

1
.1
6

2
9

1
.1
4

出
荷

頭
数

頭
1
1
5

9
.6

1
1
5

1
0
.4

2
8

6
.7

2
8

8
.5

1
7

8
.8

1
3
.0

1
1

8
.0

2
9

9
.7

2
9

1
0
.0

出
荷

日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
1
5

2
8
4
.0

1
1
5

2
8
4
.5

2
8

2
7
4
.6

2
8

2
7
9
.8

1
7

2
8
4
.8

1
2
4
7
.0

1
1

2
7
2
.1

2
9

2
8
3
.3

2
9

2
8
4
.3

出
荷

体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
1
5

2
7
8
.1

1
1
5

2
7
8
.0

2
8

2
6
9
.7

2
8

2
7
5
.2

1
7

2
8
1
.2

1
2
2
6
.0

1
1

2
6
5
.9

2
9

2
8
7
.3

2
9

2
9
1
.6

出
荷

日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
1
5

0
.9
8

1
1
5

0
.9
8

2
8

0
.9
9

2
8

0
.9
9

1
7

0
.9
9

1
0
.9
2

1
1

0
.9
8

2
9

1
.0
2

2
9

1
.0
3

２
．
結
果

の
比

較
検

討
・
考

察

R
0
2
年

の
産

次
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
2
年
成
績
①

R
0
3
年
成
績
②

R
0
2
年
成
績
③

R
0
3
年
成
績
④

R
0
3
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
3
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
3
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
2
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

R
0
3
年

の
産

次
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年
成
績
⑩

畜
産

ク
ラ
ウ
ド
平

均
値

令
和
5
年
1
月
1
2
日
時
点

⑪ 対
象

デ
ー
タ
数

単
位

全
体

R
0
2
年
の
産
次

が
下
位
2
5
%
の
階
層

子
牛

出
荷

成
績

去
勢

雌

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷

期
首

）

項
目

a
）
全

体
の

年
比

較
（

①
と

②
の

比
較

）
　
R
0
2
年

が
4
.
6
産

、
R
0
3
年

が
4
.
7
産

と
ほ

と
ん

ど
変

化
が
な
か
っ
た
。

b
）
R
0
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
3
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④
で
ど
う
変
化
し
た
か
。
さ
ら
に
、
④
の
内
訳
は
ど
う
変
化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
　
3
0
戸

の
う

ち
、

1
1
戸
は

中
位

5
0
％

階
層

、
4
.
1
産

と
多
く
な
っ
た
。
残
り
1
9
戸
は
下
位
2
5
%
階
層
、
3
.
0
産
と
な
っ
た
。
産
次

が
減

少
す

る
要

因
は

、
増

頭
の

影
響

や
高

齢
牛

の
淘

汰
な

ど
が

考
え

ら
れ

る
。

c
）
R
0
2
年

の
上

位
2
5
％
階

層
の

成
績

と
R
0
3
年

の
上

位
2
5
％
階
層
の
成
績
の
比
較
（
⑨
と
⑩
の
比
較
）

　
R
0
2
年

が
7
.
0
産

、
R
0
3
年

が
6
.
8
産

と
ほ

と
ん

ど
変

化
が
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
上
位
2
5
％
階
層
は
R
0
2
年
、
R
0
3
年
共
に
供

用
年

数
が

長
く

、
分

娩
間

隔
も

1
4
ヵ

月
齢

以
上

と
長

い
傾

向
が

み
ら

れ
た

。

d
)
 
畜
産

ク
ラ

ウ
ド

平
均

値
と

の
比

較
（

①
、

③
及

び
⑨

と
⑪
の
比
較
、
②
、
④
及
び
⑩
と
⑪
の
比
較
）

　
本

調
査

の
R
0
2
年

お
よ

び
R
0
3
年

の
平

均
産

次
は

畜
産

ク
ラ
ウ
ド
値
の
産
次
に
比
べ
て
1
.
1
-
1
.
2
産
多
か
っ
た
（
本
調
査
R
0
2
年

：
4
.
6
産

、
R
0
3
年

：
4
.
7
産

v
s
畜

産
ク

ラ
ウ

ド
値

：
3
.
5
産

）
。

R
0
2
年

お
よ
び

R
0
3
年

に
お

い
て

産
次

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層

は
、

畜
産
ク
ラ
ウ
ド
値
と
比
較
し
て
約
3
.
4
産
多
く
（
本
調
査
R
0
2
年
：
7
.
0
産

、
R
0
3
年

：
6
.
8
産

v
s
畜

産
ク

ラ
ウ

ド
値

：
3
.
5
産

）
、

R
0
2
年

お
よ

び
R
0
3

年
に

お
い

て
産

次
数

が
下

位
2
5
%
の

階
層

は
、

畜
産

ク
ラ

ウ
ド
値
と
比
較
し
て
0
.
1
-
1
.
0
産
少
な
か
っ
た
（
本
調
査
R
0
2
年
：
2
.
5
産

、
R
0
3
年

：
3
.
4
産

v
s
畜

産
ク

ラ
ウ

ド
値

：
3
.
5
産

）
。

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖

成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付

回
数

（
平

均
値

）
分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平

均
値

）
供
用
年
数
　
（
平

均
値

）
産
次
　
（
平
均
値

）
初
産
月
齢
　
（
平

均
値

）
分
娩
時
の
子
牛
事
故

率
　
※
奇
形
、
死
産

飼
養

状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成
牛
か
ら
の
繰

入

1
3
.8

3
.5

2
4
.7
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１
．
初
産

月
齢

の
階

層
間

比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
1
8

3
3
.8

1
1
8

3
5
.2

2
7

3
7
.0

2
7

3
7
.7

1
3

4
3
.8

5
5
5
.2

8
4
1
.8

2
2
8
.5

2
7

2
9
.0

2
5

3
2
.9

頭
1
1
8

3
.9

1
1
8

3
.1

2
7

3
.5

2
7

2
.4

1
3

2
.7

5
4
.2

8
3
.1

2
2
.0

2
7

4
.0

2
5

3
.4

頭
1
1
8

1
.1

1
1
8

0
.5

2
7

1
.2

2
7

0
.4

1
3

0
.5

5
0
.8

8
0
.4

2
1
.0

2
7

1
.7

2
5

0
.4

頭
1
1
8

3
.5

1
1
8

3
.4

2
7

3
.9

2
7

3
.0

1
3

3
.2

5
3
.2

8
3
.6

2
4
.5

2
7

2
.3

2
5

2
.2

頭
1
1
8

3
5
.3

1
1
8

3
5
.3

2
7

3
7
.7

2
7

3
7
.5

1
3

4
3
.7

5
5
7
.0

8
4
1
.6

2
2
7
.0

2
7

3
2
.4

2
5

3
4
.5

％
1
1
8

1
1
4
.3

1
1
8

1
0
0
.8

2
7

1
0
6
.8

2
7

9
8
.7

1
3

9
8
.2

5
1
0
3
.7

8
9
7
.0

2
9
4
.8

2
7

1
4
2
.0

2
5

1
0
3
.5

頭
1
1
8

3
4
.5

1
1
8

3
5
.3

2
7

3
7
.4

2
7

3
7
.6

1
3

4
3
.7

5
5
6
.1

8
4
1
.7

2
2
7
.8

2
7

3
0
.7

2
5

3
3
.7

回
1
1
8

1
.8

1
1
8

1
.9

2
7

1
.8

2
7

2
.0

1
3

2
.1

5
2
.1

8
1
.7

2
2
.3

2
7

1
.9

2
5

1
.9

頭
1
1
8

2
7
.4

1
1
8

2
7
.4

2
7

2
9
.1

2
7

2
7
.4

1
3

3
3
.0

5
4
3
.8

8
3
1
.1

2
1
8
.5

2
7

2
5
.3

2
5

2
7
.2

ヵ
月

1
1
8

1
4
.0

1
1
8

1
3
.7

2
7

1
5
.1

2
7

1
4
.5

1
3

1
3
.9

5
1
4
.3

8
1
4
.2

2
1
5
.6

2
7

1
3
.6

2
5

1
3
.1

年
8
9

6
.7

8
9

7
.5

1
8

6
.4

2
0

6
.5

1
1

6
.1

4
6
.3

6
6
.7

1
4
.0

2
1

6
.3

1
5

7
.1

産
1
1
8

4
.6

1
1
8

4
.7

2
7

3
.9

2
7

4
.4

1
3

4
.5

5
4
.1

8
4
.3

2
3
.9

2
7

4
.6

2
5

4
.5

ヵ
月
齢

1
1
0

2
5
.2

1
0
3

2
4
.7

2
7

2
9
.3

2
3

2
6
.0

1
3

2
8
.0

5
3
0
.3

8
2
4
.0

2
2
1
.2

2
7

2
2
.8

2
5

2
2
.5

％
1
1
8

4
.1

1
1
8

4
.9

2
7

4
.7

2
7

5
.2

1
3

4
.3

5
4
.7

8
6
.7

2
5
.7

2
7

3
.3

2
5

5
.1

出
荷

頭
数

頭
1
1
7

1
2
.9

1
1
8

1
3
.6

2
7

1
1
.9

2
7

1
4
.2

1
3

1
5
.4

5
2
2
.0

8
1
8
.9

2
8
.5

2
7

1
1
.7

2
5

1
2
.9

出
荷

日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
1
7

2
7
1
.0

1
1
8

2
7
0
.2

2
7

2
6
8
.9

2
7

2
7
4
.2

1
3

2
7
7
.1

5
2
7
1
.0

8
2
6
1
.6

2
2
6
7
.2

2
7

2
6
5
.4

2
5

2
6
2
.2

出
荷

体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
1
7

2
9
8
.6

1
1
8

2
9
6
.1

2
7

2
9
3
.4

2
7

2
9
0
.8

1
3

2
9
2
.3

5
2
7
5
.8

8
2
7
9
.8

2
2
9
0
.8

2
7

2
9
6
.1

2
5

2
9
4
.4

出
荷

日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
1
7

1
.1
0

1
1
8

1
.1
0

2
7

1
.1
0

2
7

1
.0
8

1
3

1
.0
6

5
1
.0
2

8
1
.1
4

2
1
.1
1

2
7

1
.1
2

2
5

1
.1
3

出
荷

頭
数

頭
1
1
5

9
.6

1
1
5

1
0
.4

2
6

1
0
.9

2
6

1
1
.0

1
3

1
2
.5

5
1
8
.4

7
1
3
.0

2
8
.0

2
7

8
.6

2
5

9
.4

出
荷

日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
1
5

2
8
4
.0

1
1
5

2
8
4
.5

2
6

2
8
9
.4

2
6

2
8
7
.4

1
3

2
8
8
.6

5
2
8
0
.6

7
2
8
0
.3

2
2
7
4
.3

2
7

2
7
7
.5

2
5

2
8
4
.4

出
荷

体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
1
5

2
7
8
.1

1
1
5

2
7
8
.0

2
6

2
7
7
.9

2
6

2
7
4
.0

1
3

2
7
9
.3

5
2
7
0
.6

7
2
7
6
.0

2
2
5
7
.3

2
7

2
7
4
.4

2
5

2
8
4
.3

出
荷

日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
1
5

0
.9
8

1
1
5

0
.9
8

2
6

0
.9
6

2
6

0
.9
6

1
3

0
.9
7

5
0
.9
6

7
0
.9
9

2
0
.9
5

2
7

1
.0
0

2
5

1
.0
0

２
．
結
果

の
比

較
検

討
・
考

察

R
0
2
年

の
初

産
月

齢
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
2
年
成
績
①

R
0
3
年
成
績
②

R
0
2
年
成
績
③

R
0
3
年
成
績
④

R
0
3
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
3
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
3
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
2
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

R
0
3
年

の
初

産
月

齢
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年
成
績
⑩

畜
産

ク
ラ
ウ
ド
平

均
値

令
和
5
年
1
月
1
2
日
時
点

⑪ 対
象

デ
ー
タ
数

単
位

全
体

R
0
2
年
の
初
産
月

齢
が

下
位
2
5
%
の
階

層

子
牛

出
荷

成
績

去
勢

雌

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷

期
首

）

項
目

a
）
全

体
の

年
比

較
（

①
と

②
の

比
較

）
　
R
0
2
年

は
2
5
.
2
ヵ

月
齢

、
R
0
3
年

は
2
4
.
7
ヵ

月
齢

と
0
.
5
ヵ
月
減
少
し
た
。

 b
）
R
0
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
3
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④
で
ど
う
変
化
し
た
か
。
さ
ら
に
、
④
の
内
訳
は
ど
う
変
化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
　
2
7
戸

の
う

ち
、

2
戸

は
上

位
2
5
％

階
層

で
2
1
.
2
ヵ

月
齢
、
8
戸
は
中
位
5
0
％
階
層
で
2
4
.
0
ヵ
月
齢
と
な
っ
た
。
1
3
戸
は
下
位

2
5
%
階

層
、

平
均

2
8
.
0
ヵ

月
齢

に
な

り
、

R
0
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

5
戸

は
3
0
.
3
ヵ

月
齢

で
あ

っ
た
。

悪
化

し
た

5
戸

の
農

家
は

常
時
平
均
飼
養
頭
数
が
5
6
.
1
頭
と
、
R
0
3
年
に
上
位
お
よ
び
中
位
階
層
に

改
善

が
み

ら
れ

た
農

家
の

常
時

平
均

飼
養

頭
数

（
上

位
：

2
7
.
8
頭

、
中

位
4
1
.
7
頭

）
よ

り
多

い
こ
と

か
ら

、
飼

養
頭

数
増

加
に

よ
る
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
発
情
看
視
の
徹
底
が
重
要
と
考
え
ら
れ

た
。

実
際

の
指

導
内

容
で

も
、

初
産

月
齢

が
遅

い
一

部
の

農
家

で
は

発
情

看
視

等
の

繁
殖

に
関

す
る

改
善

を
強

く
求

め
ら

れ
て

い
た
。

c
）
R
0
2
年

の
上

位
2
5
％
階

層
の

成
績

と
R
0
3
年

の
上

位
2
5
％
階
層
の
成
績
の
比
較
（
⑨
と
⑩
の
比
較
）

　
R
0
2
年

は
2
2
.
8
ヵ

月
齢

、
R
0
3
年

は
2
2
.
5
ヵ

月
齢

と
ほ

と
ん
ど
変
化
が
な
か
っ
た
。

d
)
 
畜
産

ク
ラ

ウ
ド

平
均

値
と

の
比

較
（

①
、

③
及

び
⑨

と
⑪
の
比
較
、
②
、
④
及
び
⑩
と
⑪
の
比
較
）

　
本

調
査

の
R
0
2
年

お
よ

び
R
0
3
年

の
初

産
月

齢
は

畜
産

ク
ラ
ウ
ド
値
の
初
産
月
齢
と
ほ
ぼ
同
程
度
で
あ
っ
た
（
本
調
査
R
0
2
年

：
2
5
.
2
ヵ

月
齢

、
R
0
3
年

：
2
4
.
7
ヵ

月
齢

v
s
畜

産
ク

ラ
ウ

ド
値

：
2
4
.
7
ヵ

月
齢
）

。
R
0
2
年

お
よ

び
R
0
3
年

に
お

い
て

初
産

月
齢

が
上

位
2
5
%
の
階
層
は
、
畜
産
ク
ラ
ウ
ド
値
と
比
較
し
て
1
.
9
-
2
.
2
ヵ
月
早

く
（

本
調

査
R
0
2
年

：
2
2
.
8
ヵ

月
齢

、
R
0
3
年

：
2
2
.
5
ヵ

月
齢

v
s
畜

産
ク

ラ
ウ

ド
値

：
2
4
.
7
ヵ

月
齢

）
、

R
0
2
年

お
よ

び
R
0
3
年

に
お

い
て

初
産
月
齢
が
下
位
2
5
%
の
階
層
は
、
畜
産
ク
ラ
ウ
ド
値
と
比
較
し
て

1
.
3
-
4
.
6
ヵ

月
遅

か
っ

た
（

本
調

査
R
0
2
年

：
2
9
.
3
ヵ

月
齢

、
R
0
3
年

：
2
6
.
0
ヵ

月
齢

v
s
畜

産
ク
ラ

ウ
ド

値
：

2
4
.
7
ヵ

月
齢

）
。

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖

成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付

回
数

（
平

均
値

）
分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平

均
値

）
供
用
年
数
　
（
平

均
値

）
産
次
　
（
平
均
値

）
初
産
月
齢
　
（
平

均
値

）
分
娩
時
の
子
牛
事
故

率
　
※
奇
形
、
死
産

飼
養

状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成
牛
か
ら
の
繰

入

1
3
.8

3
.5

2
4
.7
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１
．
分
娩

時
の

子
牛

事
故

率
の

階
層

間
比

較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
1
8

3
3
.8

1
1
8

3
5
.2

2
9

4
1
.8

2
9

4
1
.2

1
3

5
8
.6

8
6
1
.3

8
3
5
.3

8
1
9
.0

5
8

2
6
.5

5
2

2
8
.7

頭
1
1
8

3
.9

1
1
8

3
.1

2
9

4
.5

2
9

3
.7

1
3

5
.8

8
3
.9

8
2
.6

8
1
.1

5
8

3
.2

5
2

2
.2

頭
1
1
8

1
.1

1
1
8

0
.5

2
9

1
.1

2
9

0
.2

1
3

0
.5

8
0
.6

8
0
.0

8
0
.1

5
8

0
.9

5
2

0
.6

頭
1
1
8

3
.5

1
1
8

3
.4

2
9

6
.2

2
9

4
.9

1
3

7
.6

8
5
.5

8
3
.9

8
1
.4

5
8

2
.3

5
2

2
.6

頭
1
1
8

3
5
.3

1
1
8

3
5
.3

2
9

4
1
.2

2
9

4
0
.3

1
3

5
7
.3

8
6
0
.3

8
3
4
.0

8
1
8
.9

5
8

2
8
.3

5
2

2
8
.3

％
1
1
8

1
1
4
.3

1
1
8

1
0
0
.8

2
9

1
0
3
.8

2
9

9
8
.6

1
3

9
8
.1

8
9
8
.0

8
9
6
.3

8
1
0
1
.6

5
8

1
2
2
.9

5
2

1
0
0
.5

頭
1
1
8

3
4
.5

1
1
8

3
5
.3

2
9

4
1
.5

2
9

4
0
.8

1
3

5
8
.0

8
6
0
.8

8
3
4
.6

8
1
8
.9

5
8

2
7
.4

5
2

2
8
.5

回
1
1
8

1
.8

1
1
8

1
.9

2
9

1
.9

2
9

2
.0

1
3

2
.1

8
2
.2

8
2
.2

8
1
.8

5
8

1
.7

5
2

1
.8

頭
1
1
8

2
7
.4

1
1
8

2
7
.4

2
9

3
2
.7

2
9

3
1
.3

1
3

4
5
.2

8
4
8
.8

8
2
7
.5

8
1
2
.8

5
8

2
1
.3

5
2

2
1
.8

ヵ
月

1
1
8

1
4
.0

1
1
8

1
3
.7

2
9

1
4
.3

2
9

1
4
.1

1
3

1
4
.7

8
1
3
.9

8
1
3
.6

8
1
3
.9

5
8

1
4
.1

5
2

1
3
.6

年
8
9

6
.7

8
9

7
.5

2
4

5
.7

2
3

5
.9

1
1

6
.6

6
7
.0

7
5
.9

5
4
.5

3
8

6
.6

3
4

7
.9

産
1
1
8

4
.6

1
1
8

4
.7

2
9

4
.2

2
9

4
.4

1
3

4
.5

8
5
.2

8
4
.9

8
3
.8

5
8

4
.4

5
2

4
.4

ヵ
月
齢

1
1
0

2
5
.2

1
0
3

2
4
.7

2
4

2
6
.1

2
6

2
4
.8

1
3

2
4
.5

8
2
5
.0

8
2
3
.8

5
2
7
.2

5
5

2
5
.3

4
1

2
5
.5

％
1
1
8

4
.1

1
1
8

4
.9

2
9

1
2
.5

2
9

7
.7

1
3

1
4
.5

8
1
6
.7

8
4
.4

8
0
.0

5
8

0
.0

5
2

0
.0

出
荷

頭
数

頭
1
1
7

1
2
.9

1
1
8

1
3
.6

2
9

1
4
.7

2
9

1
5
.3

1
3

2
1
.4

8
2
2
.6

8
1
4
.6

8
6
.0

5
7

1
0
.3

5
2

1
1
.0

出
荷

日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
1
7

2
7
1
.0

1
1
8

2
7
0
.2

2
9

2
7
6
.1

2
9

2
7
3
.0

1
3

2
7
4
.5

8
2
7
3
.9

8
2
6
5
.1

8
2
7
8
.4

5
7

2
6
9
.7

5
2

2
7
4
.6

出
荷

体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
1
7

2
9
8
.6

1
1
8

2
9
6
.1

2
9

2
8
3
.6

2
9

2
8
2
.6

1
3

2
7
3
.7

8
2
8
0
.2

8
2
9
4
.7

8
2
8
5
.0

5
7

3
0
3
.2

5
2

3
0
6
.4

出
荷

日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
1
7

1
.1
0

1
1
8

1
.1
0

2
9

1
.0
3

2
9

1
.0
4

1
3

1
.0
0

8
1
.0
3

8
1
.1
2

8
1
.0
2

5
7

1
.1
3

5
2

1
.1
2

出
荷

頭
数

頭
1
1
5

9
.6

1
1
5

1
0
.4

2
9

1
1
.6

2
8

1
2
.8

1
3

1
7
.9

8
1
7
.6

8
9
.0

7
7
.4

5
5

7
.8

5
1

8
.2

出
荷

日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
1
5

2
8
4
.0

1
1
5

2
8
4
.5

2
9

2
8
7
.6

2
8

2
8
5
.9

1
3

2
8
7
.0

8
2
8
1
.9

8
2
8
4
.2

7
2
8
5
.9

5
5

2
8
3
.4

5
1

2
8
2
.9

出
荷

体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
1
5

2
7
8
.1

1
1
5

2
7
8
.0

2
9

2
6
6
.5

2
8

2
6
2
.5

1
3

2
6
0
.3

8
2
6
0
.9

8
2
7
0
.7

7
2
5
7
.0

5
5

2
8
2
.9

5
1

2
8
0
.8

出
荷

日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
1
5

0
.9
8

1
1
5

0
.9
8

2
9

0
.9
3

2
8

0
.9
2

1
3

0
.9
1

8
0
.9
3

8
0
.9
6

7
0
.9
0

5
5

1
.0
0

5
1

0
.9
9
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．
結
果

の
比

較
検

討
・
考

察

R
0
2
年

の
分

娩
時

の
子

牛
事

故
率

が
上

位
2
5
%
の

階
層

R
0
2
年
成
績
①

R
0
3
年
成
績
②

R
0
2
年
成
績
③

R
0
3
年
成
績
④

R
0
3
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
3
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
3
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
2
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

R
0
3
年

の
分

娩
時

の
子

牛
事

故
率

が
上

位
2
5
%
の

階
層

R
0
3
年
成
績
⑩

畜
産

ク
ラ
ウ
ド
平

均
値

令
和
5
年
1
月
1
2
日
時
点

⑪ 対
象

デ
ー
タ
数

単
位

全
体

R
0
2
年
の
分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
が

下
位
2
5
%
の
階
層

子
牛

出
荷

成
績

去
勢

雌

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷

期
首

）

項
目

a
）
全

体
の

年
比

較
（

①
と

②
の

比
較

）
　
R
0
2
年

は
4
.
1
％

、
R
0
3
年

は
4
.
9
％

と
0
.
8
％

上
昇

し
た

。
　 b
）
R
0
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
3
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④
で
ど
う
変
化
し
た
か
。
さ
ら
に
、
④
の
内
訳
は
ど
う
変
化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
　
R
0
2
年

は
1
2
.
5
％

、
R
0
3
年

は
7
.
7
％

と
4
.
8
％

改
善

し
た
。
R
0
2
年
下
位
2
5
％
階
層
2
9
戸
の
う
ち
、
8
戸
は
上
位
2
5
％
階
層
、

0
％

と
な

り
、

8
戸

は
中

位
5
0
％

階
層

、
4
.
4
％

と
な

っ
た

。
R
0
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

8
戸

は
1
6
.
7
％

で
あ

っ
た

。
上

位
2
5
％

お
よ

び
中
位
5
0
％
階
層
と
な
っ
た
農
家
は
、
R
0
3
年
に
悪
化
し
た
農
家
と
比
較

し
て

常
時

平
均

飼
養

頭
数

が
少

な
い

傾
向

が
あ

る
こ

と
か

ら
（

上
位

2
5
％
：

1
8
.
9
頭

、
中

位
5
0
％

：
3
4
.
6
頭

v
s
R
0
3
悪

化
：

6
0
.
8
頭
）
、
分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
が
高
い
原
因
の
1
つ
と
し
て
、
常

時
平

均
飼

養
頭

数
が

多
い

こ
と

に
よ

る
分

娩
観

察
不

足
も

考
え

ら
れ

た
。

c
）
R
0
2
年

の
上

位
2
5
％
階

層
の

成
績

と
R
0
3
年

の
上

位
2
5
％
階
層
の
成
績
の
比
較
（
⑨
と
⑩
の
比
較
）

　
R
0
2
年

お
よ

び
R
0
3
年
は

ど
ち

ら
も

0
％

で
分

娩
時

の
子
牛
事
故
は
発
生
し
な
か
っ
た
。

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖

成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付

回
数

（
平

均
値

）
分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平

均
値

）
供
用
年
数
　
（
平

均
値

）
産
次
　
（
平
均
値

）
初
産
月
齢
　
（
平

均
値

）
分
娩
時
の
子
牛
事
故

率
　
※
奇
形
、
死
産

飼
養

状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成
牛
か
ら
の
繰

入

1
3
.8

3
.5

2
4
.7

- 59 -



１
．
去
勢

出
荷

頭
数

の
階

層
間

比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
1
8

3
3
.8

1
1
8

3
5
.2

3
4

1
5
.6

3
4

1
8
.2

2
3

1
5
.2

6
1
3
.0

1
1

2
4
.5

3
0

6
2
.9

3
2

6
0
.9

頭
1
1
8

3
.9

1
1
8

3
.1

3
4

2
.4

3
4

1
.8

2
3

1
.8

6
1
.0

1
1

1
.7

3
0

6
.9

3
2

5
.8

頭
1
1
8

1
.1

1
1
8

0
.5

3
4

1
.6

3
4

0
.4

2
3

0
.4

6
0
.0

1
1

0
.4

3
0

1
.0

3
2

1
.0

頭
1
1
8

3
.5

1
1
8

3
.4

3
4

1
.4

3
4

1
.8

2
3

1
.5

6
1
.2

1
1

2
.5

3
0

7
.8

3
2

6
.5

頭
1
1
8

3
5
.3

1
1
8

3
5
.3

3
4

1
8
.2

3
4

1
8
.6

2
3

1
5
.9

6
1
2
.8

1
1

2
4
.1

3
0

6
3
.1

3
2

6
1
.2

％
1
1
8

1
1
4
.3

1
1
8

1
0
0
.8

3
4

1
3
8
.8

3
4

1
0
3
.6

2
3

1
0
5
.6

6
1
0
3
.9

1
1

9
9
.3

3
0

1
0
1
.9

3
2

1
0
0
.4

頭
1
1
8

3
4
.5

1
1
8

3
5
.3

3
4

1
6
.9

3
4

1
8
.4

2
3

1
5
.6

6
1
2
.9

1
1

2
4
.3

3
0

6
3
.0

3
2

6
1
.1

回
1
1
8

1
.8

1
1
8

1
.9

3
4

1
.9

3
4

1
.9

2
3

1
.7

6
2
.0

1
1

2
.2

3
0

1
.6

3
2

1
.7

頭
1
1
8

2
7
.4

1
1
8

2
7
.4

3
4

1
3
.1

3
4

1
3
.2

2
3

1
0
.3

6
8
.5

1
1

1
9
.1

3
0

5
0
.3

3
2

4
8
.7

ヵ
月

1
1
8

1
4
.0

1
1
8

1
3
.7

3
4

1
4
.8

3
4

1
4
.2

2
3

1
4
.2

6
1
5
.2

1
1

1
4
.4

3
0

1
3
.5

3
2

1
3
.2

年
8
9

6
.7

8
9

7
.5

2
0

5
.1

2
1

6
.3

1
2

6
.9

2
9
.7

9
5
.5

2
5

7
.8

3
0

8
.8

産
1
1
8

4
.6

1
1
8

4
.7

3
4

4
.0

3
4

4
.1

2
3

4
.0

6
4
.4

1
1

4
.4

3
0

5
.0

3
2

5
.1

ヵ
月
齢

1
1
0

2
5
.2

1
0
3

2
4
.7

2
9

2
6
.2

2
2

2
4
.7

1
2

2
4
.9

1
2
5
.3

1
0

2
4
.4

3
0

2
4
.8

3
1

2
4
.4

％
1
1
8

4
.1

1
1
8

4
.9

3
4

4
.2

3
4

4
.8

2
3

5
.5

6
1
.0

1
1

3
.3

3
0

4
.1

3
2

5
.1

出
荷

頭
数

頭
1
1
7

1
2
.9

1
1
8

1
3
.6

3
4

4
.3

3
4

6
.2

2
3

4
.4

6
2
.8

1
1

9
.8

3
0

2
5
.2

3
2

2
5
.3

出
荷

日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
1
7

2
7
1
.0

1
1
8

2
7
0
.2

3
4

2
5
9
.0

3
4

2
6
0
.7

2
3

2
6
2
.6

6
2
6
9
.3

1
1

2
5
6
.8

3
0

2
7
9
.2

3
2

2
8
1
.5

出
荷

体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
1
7

2
9
8
.6

1
1
8

2
9
6
.1

3
4

2
9
0
.8

3
4

2
8
9
.4

2
3

2
9
0
.2

6
3
1
2
.8

1
1

2
8
7
.7

3
0

2
9
7
.0

3
2

3
0
1
.5

出
荷

日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
1
7

1
.1
0

1
1
8

1
.1
0

3
4

1
.1
3

3
4

1
.1
2

2
3

1
.1
1

6
1
.1
6

1
1

1
.1
3

3
0

1
.0
6

3
2

1
.0
8

出
荷

頭
数

頭
1
1
5

9
.6

1
1
5

1
0
.4

3
2

4
.8

3
1

4
.8

2
0

4
.5

6
3
.5

1
1

5
.4

3
0

1
7
.8

3
2

1
7
.6

出
荷

日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
1
5

2
8
4
.0

1
1
5

2
8
4
.5

3
2

2
7
7
.9

3
1

2
8
5
.8

2
0

2
8
6
.4

6
2
7
8
.6

1
1

2
8
4
.7

3
0

2
8
8
.2

3
2

2
8
8
.3

出
荷

体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
1
5

2
7
8
.1

1
1
5

2
7
8
.0

3
2

2
7
7
.0

3
1

2
7
6
.9

2
0

2
7
3
.2

6
2
7
7
.1

1
1

2
8
3
.7

3
0

2
7
4
.2

3
2

2
7
5
.1

出
荷

日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
1
5

0
.9
8

1
1
5

0
.9
8

3
2

1
.0
0

3
1

0
.9
7

2
0

0
.9
6

6
0
.9
9

1
1

0
.9
9

3
0

0
.9
5

3
2

0
.9
5

２
．
結
果

の
比

較
検

討
・
考

察

R
0
2
年

の
去

勢
出

荷
頭

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
2
年
成
績
①

R
0
3
年
成
績
②

R
0
2
年
成
績
③

R
0
3
年
成
績
④

R
0
3
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
3
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
3
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
2
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

R
0
3
年

の
去

勢
出

荷
頭

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年
成
績
⑩

畜
産

ク
ラ
ウ
ド
平

均
値

令
和
5
年
1
月
1
2
日
時
点

⑪ 対
象

デ
ー
タ
数

単
位

全
体

R
0
2
年
の
去
勢
出
荷

頭
数
が

下
位
2
5
%
の
階

層

子
牛

出
荷

成
績

去
勢

雌

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷

期
首

）

項
目

a
）
全

体
の

年
比

較
（

①
と

②
の

比
較

）
　
R
0
2
年

は
1
2
.
9
頭

、
R
0
3
年

は
1
3
.
6
頭

と
0
.
7
頭

増
加

し
た
。

 b
）
R
0
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
3
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④
で
ど
う
変
化
し
た
か
。
さ
ら
に
、
④
の
内
訳
は
ど
う
変
化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
　
R
0
2
年

は
4
.
3
頭

、
R
0
3
年

は
6
.
2
頭

と
1
.
9
頭

増
加

し
た

。
R
0
2
年
下
位
2
5
％
階
層
3
4
戸
の
う
ち
、
1
1
戸
は
中
位
5
0
%
階
層
と
な

り
9
.
8
頭

と
な

っ
た

。
残

り
2
3
戸

は
下

位
2
5
%
階

層
、

平
均

4
.
4
頭

に
な

り
、

R
0
3
年
に

成
績

が
悪

化
し

た
6
戸

は
2
.
8
頭

で
あ

っ
た

。

c
）
R
0
2
年

の
上

位
2
5
％
階

層
の

成
績

と
R
0
3
年

の
上

位
2
5
％
階
層
の
成
績
の
比
較
（
⑨
と
⑩
の
比
較
）

　
R
0
2
年

は
2
5
.
2
頭

、
R
0
3
年

は
2
5
.
3
頭

と
ほ

ぼ
同

程
度

で
あ
っ
た
。

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖

成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付

回
数

（
平

均
値

）
分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平

均
値

）
供
用
年
数
　
（
平

均
値

）
産
次
　
（
平
均
値

）
初
産
月
齢
　
（
平

均
値

）
分
娩
時
の
子
牛
事
故

率
　
※
奇
形
、
死
産

飼
養

状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成
牛
か
ら
の
繰

入

1
3
.8

3
.5

2
4
.7
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１
．
去
勢

出
荷

日
齢

の
階

層
間

比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
1
8

3
3
.8

1
1
8

3
5
.2

3
0

3
6
.3

3
0

3
8
.0

2
0

3
7
.3

1
0

2
8
.4

1
0

3
9
.5

2
9

2
8
.1

2
9

2
8
.4

頭
1
1
8

3
.9

1
1
8

3
.1

3
0

3
.7

3
0

2
.9

2
0

2
.7

1
0

2
.1

1
0

3
.4

2
9

4
.0

2
9

2
.4

頭
1
1
8

1
.1

1
1
8

0
.5

3
0

1
.1

3
0

1
.1

2
0

0
.8

1
0

0
.4

1
0

1
.7

2
9

0
.7

2
9

0
.2

頭
1
1
8

3
.5

1
1
8

3
.4

3
0

3
.1

3
0

3
.1

2
0

3
.3

1
0

2
.7

1
0

2
.7

2
9

3
.2

2
9

1
.4

頭
1
1
8

3
5
.3

1
1
8

3
5
.3

3
0

3
8
.0

3
0

3
8
.6

2
0

3
7
.1

1
0

2
8
.2

1
0

4
1
.5

2
9

2
9
.6

2
9

2
9
.7

％
1
1
8

1
1
4
.3

1
1
8

1
0
0
.8

3
0

1
0
6
.3

3
0

1
0
1
.5

2
0

1
0
0
.6

1
0

1
0
0
.4

1
0

1
0
3
.3

2
9

1
1
3
.5

2
9

1
0
5
.8

頭
1
1
8

3
4
.5

1
1
8

3
5
.3

3
0

3
7
.2

3
0

3
8
.3

2
0

3
7
.2

1
0

2
8
.3

1
0

4
0
.5

2
9

2
8
.9

2
9

2
9
.0

回
1
1
8

1
.8

1
1
8

1
.9

3
0

1
.6

3
0

1
.8

2
0

1
.8

1
0

1
.7

1
0

1
.7

2
9

1
.8

2
9

2
.0

頭
1
1
8

2
7
.4

1
1
8

2
7
.4

3
0

2
8
.9

3
0

2
9
.5

2
0

2
8
.6

1
0

2
3
.6

1
0

3
1
.3

2
9

2
3
.9

2
9

2
2
.4

ヵ
月

1
1
8

1
4
.0

1
1
8

1
3
.7

3
0

1
4
.4

3
0

1
3
.8

2
0

1
4
.1

1
0

1
4
.1

1
0

1
3
.1

2
9

1
3
.7

2
9

1
3
.6

年
8
9

6
.7

8
9

7
.5

2
2

7
.1

2
4

7
.1

1
6

7
.9

8
7
.0

8
5
.4

2
0

6
.2

1
5

5
.7

産
1
1
8

4
.6

1
1
8

4
.7

3
0

4
.4

3
0

4
.7

2
0

4
.9

1
0

4
.6

1
0

4
.3

2
9

4
.5

2
9

4
.6

ヵ
月
齢

1
1
0

2
5
.2

1
0
3

2
4
.7

2
8

2
5
.5

2
6

2
5
.4

1
6

2
4
.7

7
2
4
.9

1
0

2
6
.6

2
7

2
5
.2

2
4

2
4
.8

％
1
1
8

4
.1

1
1
8

4
.9

3
0

4
.0

3
0

3
.4

2
0

2
.5

1
0

1
.3

1
0

5
.2

2
9

3
.3

2
9

5
.7

出
荷

頭
数

頭
1
1
7

1
2
.9

1
1
8

1
3
.6

3
0

1
3
.7

3
0

1
4
.7

2
0

1
4
.9

1
0

1
1
.5

1
0

1
4
.4

2
9

1
1
.0

2
9

1
1
.3

出
荷

日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
1
7

2
7
1
.0

1
1
8

2
7
0
.2

3
0

2
9
2
.9

3
0

2
8
9
.5

2
0

2
9
4
.4

1
0

2
9
7
.2

1
0

2
7
9
.8

2
9

2
3
9
.4

2
9

2
3
4
.3

出
荷

体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
1
7

2
9
8
.6

1
1
8

2
9
6
.1

3
0

3
1
9
.3

3
0

3
1
7
.8

2
0

3
2
4
.2

1
0

3
2
4
.4

1
0

3
0
4
.9

2
9

2
6
9
.6

2
9

2
6
4
.7

出
荷

日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
1
7

1
.1
0

1
1
8

1
.1
0

3
0

1
.0
9

3
0

1
.1
0

2
0

1
.1
0

1
0

1
.0
9

1
0

1
.0
9

2
9

1
.1
3

2
9

1
.1
4

出
荷

頭
数

頭
1
1
5

9
.6

1
1
5

1
0
.4

3
0

1
0
.8

3
0

1
0
.6

2
0

1
0
.1

1
0

8
.5

1
0

1
1
.7

2
7

7
.9

2
7

9
.1

出
荷

日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
1
5

2
8
4
.0

1
1
5

2
8
4
.5

3
0

2
9
9
.8

3
0

2
9
8
.4

2
0

3
0
1
.2

1
0

2
9
9
.6

1
0

2
9
2
.7

2
7

2
6
0
.2

2
7

2
6
5
.9

出
荷

体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
1
5

2
7
8
.1

1
1
5

2
7
8
.0

3
0

2
9
9
.6

3
0

2
9
0
.5

2
0

2
9
5
.8

1
0

2
9
3
.8

1
0

2
7
9
.9

2
7

2
5
6
.2

2
7

2
6
3
.0

出
荷

日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
1
5

0
.9
8

1
1
5

0
.9
8

3
0

1
.0
0

3
0

0
.9
7

2
0

0
.9
8

1
0

0
.9
8

1
0

0
.9
5

2
7

0
.9
9

2
7

0
.9
9

２
．
結
果

の
比

較
検

討
・
考

察

R
0
2
年

の
去

勢
出

荷
日

齢
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
2
年
成
績
①

R
0
3
年
成
績
②

R
0
2
年
成
績
③

R
0
3
年
成
績
④

R
0
3
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
3
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
3
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
2
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

R
0
3
年

の
去

勢
出

荷
日

齢
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年
成
績
⑩

畜
産

ク
ラ
ウ
ド
平

均
値

令
和
5
年
1
月
1
2
日
時
点

⑪ 対
象

デ
ー
タ
数

単
位

全
体

R
0
2
年
の
去
勢
出
荷

日
齢
が

下
位
2
5
%
の
階

層

子
牛

出
荷

成
績

去
勢

雌

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷

期
首

）

項
目

a
）
全

体
の

年
比

較
（

①
と

②
の

比
較

）
　
R
0
2
年

は
2
7
1
.
0
日

齢
、

R
0
3
年

は
2
7
0
.
2
日

齢
と

ほ
と

ん
ど
変
化
が
な
か
っ
た
。

　 b
）
R
0
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
3
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④
で
ど
う
変
化
し
た
か
。
さ
ら
に
、
④
の
内
訳
は
ど
う
変
化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
　
3
0
戸

の
う

ち
、

1
0
戸
は

中
位

5
0
%
階

層
、

平
均

2
7
9
.
8
日
齢
と
な
っ
た
。
残
り
2
0
戸
は
R
0
3
年
も
下
位
2
5
%
階
層
、
平
均
2
9
4
.
4
日

齢
に

な
り

、
R
0
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

1
0
戸

は
2
9
7
.
2
日

齢
で

あ
っ

た
。

c
）
R
0
2
年

の
上

位
2
5
％
階

層
の

成
績

と
R
0
3
年

の
上

位
2
5
％
階
層
の
成
績
の
比
較
（
⑨
と
⑩
の
比
較
）

　
R
0
2
年

は
2
3
9
.
4
日

齢
、

R
0
3
年

は
2
3
4
.
3
日

齢
と

5
.
1
日

減
少
し
た
。
上
位
2
5
％
階
層
の
出
荷
日
齢
体
重
は
R
0
2
年
が
1
.
1
3
k
g
/
日

、
R
0
3
年

が
1
.
1
4
k
g
/
日

と
全

体
平

均
（

R
0
2
年

：
1
.
1
0
k
g
/
日

、
R
0
3
年

：
1
.
1
0
k
g
/
日

）
に

比
べ

て
重

い
傾

向
が

み
ら

れ
た

。

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖

成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付

回
数

（
平

均
値

）
分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平

均
値

）
供
用
年
数
　
（
平

均
値

）
産
次
　
（
平
均
値

）
初
産
月
齢
　
（
平

均
値

）
分
娩
時
の
子
牛
事
故

率
　
※
奇
形
、
死
産

飼
養

状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成
牛
か
ら
の
繰

入

1
3
.8

3
.5

2
4
.7
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１
．
去
勢

出
荷

体
重

の
階

層
間

比
較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
1
8

3
3
.8

1
1
8

3
5
.2

2
9

3
6
.7

2
9

3
6
.3

2
1

3
8
.2

8
3
9
.5

7
3
5
.0

1
5
.0

2
9

3
1
.5

2
9

3
0
.2

頭
1
1
8

3
.9

1
1
8

3
.1

2
9

3
.8

2
9

3
.8

2
1

4
.3

8
5
.3

7
2
.4

1
1
.0

2
9

3
.8

2
9

2
.1

頭
1
1
8

1
.1

1
1
8

0
.5

2
9

0
.7

2
9

0
.3

2
1

0
.4

8
0
.8

7
0
.1

1
0
.0

2
9

1
.4

2
9

0
.9

頭
1
1
8

3
.5

1
1
8

3
.4

2
9

5
.0

2
9

3
.9

2
1

4
.1

8
5
.8

7
3
.9

1
0
.0

2
9

2
.5

2
9

3
.3

頭
1
1
8

3
5
.3

1
1
8

3
5
.3

2
9

3
6
.3

2
9

3
6
.4

2
1

3
8
.8

8
3
9
.8

7
3
3
.7

1
6
.0

2
9

3
4
.1

2
9

2
9
.0

％
1
1
8

1
1
4
.3

1
1
8

1
0
0
.8

2
9

1
0
4
.6

2
9

1
0
2
.4

2
1

1
0
3
.7

8
1
0
4
.6

7
9
6
.0

1
1
2
0
.0

2
9

1
1
2
.4

2
9

9
7
.1

頭
1
1
8

3
4
.5

1
1
8

3
5
.3

2
9

3
6
.5

2
9

3
6
.4

2
1

3
8
.5

8
3
9
.6

7
3
4
.4

1
5
.5

2
9

3
2
.8

2
9

2
9
.6

回
1
1
8

1
.8

1
1
8

1
.9

2
9

2
.0

2
9

2
.1

2
1

2
.1

8
2
.1

7
2
.5

1
1
.5

2
9

1
.6

2
9

1
.7

頭
1
1
8

2
7
.4

1
1
8

2
7
.4

2
9

2
8
.7

2
9

2
7
.2

2
1

2
9
.3

8
2
7
.9

7
2
4
.6

1
2
.0

2
9

2
5
.2

2
9

2
2
.8

ヵ
月

1
1
8

1
4
.0

1
1
8

1
3
.7

2
9

1
4
.3

2
9

1
3
.9

2
1

1
4
.0

8
1
4
.1

7
1
3
.8

1
1
3
.7

2
9

1
4
.4

2
9

1
3
.8

年
8
9

6
.7

8
9

7
.5

2
2

5
.7

2
3

6
.1

1
7

6
.2

6
6
.2

6
5
.8

2
1

8
.1

2
0

8
.4

産
1
1
8

4
.6

1
1
8

4
.7

2
9

4
.1

2
9

4
.2

2
1

4
.3

8
4
.3

7
3
.9

1
3
.0

2
9

4
.9

2
9

5
.1

ヵ
月
齢

1
1
0

2
5
.2

1
0
3

2
4
.7

2
6

2
5
.9

2
5

2
5
.3

1
9

2
5
.0

8
2
5
.8

6
2
6
.0

2
8

2
4
.7

2
2

2
5
.6

％
1
1
8

4
.1

1
1
8

4
.9

2
9

6
.1

2
9

6
.9

2
1

8
.0

8
1
1
.4

7
4
.6

1
0
.0

2
9

2
.4

2
9

2
.6

出
荷

頭
数

頭
1
1
7

1
2
.9

1
1
8

1
3
.6

2
9

1
3
.3

2
9

1
3
.0

2
1

1
3
.5

8
1
3
.4

7
1
3
.3

1
2
.0

2
9

1
2
.1

2
9

1
2
.2

出
荷

日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
1
7

2
7
1
.0

1
1
8

2
7
0
.2

2
9

2
5
0
.6

2
9

2
5
0
.9

2
1

2
4
1
.0

8
2
6
3
.1

7
2
7
9
.7

1
2
5
7
.5

2
9

2
8
3
.6

2
9

2
8
4
.1

出
荷

体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
1
7

2
9
8
.6

1
1
8

2
9
6
.1

2
9

2
4
6
.1

2
9

2
5
5
.1

2
1

2
3
9
.5

8
2
5
0
.7

7
2
9
0
.5

1
3
3
6
.0

2
9

3
4
1
.1

2
9

3
3
5
.3

出
荷

日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
1
7

1
.1
0

1
1
8

1
.1
0

2
9

1
.0
0

2
9

1
.0
3

2
1

1
.0
2

8
0
.9
6

7
1
.0
4

1
1
.3
0

2
9

1
.2
1

2
9

1
.1
8

出
荷

頭
数

頭
1
1
5

9
.6

1
1
5

1
0
.4

2
8

1
0
.6

2
7

1
2
.3

1
9

1
3
.2

8
1
3
.6

7
1
1
.4

1
2
.0

2
9

7
.9

2
8

8
.3

出
荷

日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
1
5

2
8
4
.0

1
1
5

2
8
4
.5

2
8

2
6
8
.4

2
7

2
8
1
.6

1
9

2
7
7
.3

8
2
7
7
.7

7
2
9
4
.1

1
2
7
6
.5

2
9

2
9
6
.2

2
8

2
9
1
.7

出
荷

体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
1
5

2
7
8
.1

1
1
5

2
7
8
.0

2
8

2
4
0
.4

2
7

2
5
4
.8

1
9

2
5
2
.5

8
2
4
7
.0

7
2
6
4
.3

1
2
3
2
.5

2
9

3
1
0
.0

2
8

3
0
4
.1

出
荷

日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
1
5

0
.9
8

1
1
5

0
.9
8

2
8

0
.9
1

2
7

0
.9
1

1
9

0
.9
1

8
0
.8
9

7
0
.9
0

1
0
.8
4

2
9

1
.0
5

2
8

1
.0
5

２
．
結
果

の
比

較
検

討
・
考

察

R
0
2
年

の
去

勢
出

荷
体

重
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
2
年
成
績
①

R
0
3
年
成
績
②

R
0
2
年
成
績
③

R
0
3
年
成
績
④

R
0
3
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
3
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
3
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
2
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

R
0
3
年

の
去

勢
出

荷
体

重
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年
成
績
⑩

畜
産

ク
ラ
ウ
ド
平

均
値

令
和
5
年
1
月
1
2
日
時
点

⑪ 対
象

デ
ー
タ
数

単
位

全
体

R
0
2
年
の
去
勢
出
荷

体
重
が

下
位
2
5
%
の
階

層

子
牛

出
荷

成
績

去
勢

雌

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷

期
首

）

項
目

a
）
全

体
の

年
比

較
（

①
と

②
の

比
較

）
　
R
0
2
年

は
2
9
8
.
6
k
g
、
R
0
3
年

は
2
9
6
.
1
k
g
と

ほ
と

ん
ど

変
化
が
な
か
っ
た
。

 b
）
R
0
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
3
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④
で
ど
う
変
化
し
た
か
。
さ
ら
に
、
④
の
内
訳
は
ど
う
変
化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
　
2
9
戸

の
う

ち
、

8
戸

は
上

位
2
5
％

ま
た

は
中

位
5
0
％

階
層
と
な
り
、
平
均
出
荷
体
重
は
上
位
2
5
％
階
層
で
3
3
6
.
0
k
g
、
中
位
5
0
％

階
層

で
2
9
0
.
5
k
g
と

な
っ

た
。

残
り

2
1
戸

は
R
0
3
年

も
下

位
2
5
%
階

層
の

ま
ま

で
あ

り
（

平
均

2
3
9
.
5
k
g
）

、
R
0
3
年

に
成

績
が

悪
化
し
た
8
戸
は
2
5
0
.
7
k
g
で
あ
っ
た
。

c
）
R
0
2
年

の
上

位
2
5
％
階

層
の

成
績

と
R
0
3
年

の
上

位
2
5
％
階
層
の
成
績
の
比
較
（
⑨
と
⑩
の
比
較
）

　
R
0
2
年

は
3
4
1
.
1
k
g
、
R
0
3
年

は
3
3
5
.
3
k
g
と

5
.
8
k
g
減

少
し
た
。

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖

成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付

回
数

（
平

均
値

）
分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平

均
値

）
供
用
年
数
　
（
平

均
値

）
産
次
　
（
平
均
値

）
初
産
月
齢
　
（
平

均
値

）
分
娩
時
の
子
牛
事
故

率
　
※
奇
形
、
死
産

飼
養

状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成
牛
か
ら
の
繰

入

1
3
.8

3
.5

2
4
.7
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１
．
去

勢
出

荷
日

齢
体

重
の

階
層

間
比

較

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平

均
値

対
象

デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値

頭
1
1
8

3
3
.8

1
1
8

3
5
.2

2
9

3
6
.1

2
9

3
6
.3

1
6

4
2
.8

4
5
5
.8

1
1

3
2
.5

2
6
.0

2
9

2
2
.8

3
0

2
5
.8

頭
1
1
8

3
.9

1
1
8

3
.1

2
9

3
.4

2
9

3
.0

1
6

2
.5

4
4
.0

1
1

4
.1

2
1
.0

2
9

3
.0

3
0

1
.9

頭
1
1
8

1
.1

1
1
8

0
.5

2
9

0
.8

2
9

0
.4

1
6

0
.4

4
0
.3

1
1

0
.5

2
0
.0

2
9

1
.4

3
0

0
.1

頭
1
1
8

3
.5

1
1
8

3
.4

2
9

4
.0

2
9

3
.7

1
6

4
.9

4
7
.5

1
1

2
.5

2
0
.0

2
9

1
.4

3
0

2
.1

頭
1
1
8

3
5
.3

1
1
8

3
5
.3

2
9

3
6
.3

2
9

3
5
.9

1
6

4
0
.8

4
5
2
.5

1
1

3
3
.9

2
7
.0

2
9

2
5
.7

3
0

2
5
.4

％
1
1
8

1
1
4
.3

1
1
8

1
0
0
.8

2
9

1
0
5
.0

2
9

1
0
1
.0

1
6

9
6
.3

4
9
3
.2

1
1

1
0
4
.9

2
1
1
7
.1

2
9

1
2
0
.2

3
0

1
0
0
.2

頭
1
1
8

3
4
.5

1
1
8

3
5
.3

2
9

3
6
.2

2
9

3
6
.1

1
6

4
1
.8

4
5
4
.1

1
1

3
3
.2

2
6
.5

2
9

2
4
.2

3
0

2
5
.6

回
1
1
8

1
.8

1
1
8

1
.9

2
9

1
.8

2
9

2
.0

1
6

2
.1

4
1
.8

1
1

2
.0

2
1
.5

2
9

1
.7

3
0

1
.9

頭
1
1
8

2
7
.4

1
1
8

2
7
.4

2
9

2
8
.0

2
9

2
7
.0

1
6

3
1
.8

4
4
4
.5

1
1

2
4
.5

2
3
.0

2
9

1
9
.4

3
0

1
9
.9

ヵ
月

1
1
8

1
4
.0

1
1
8

1
3
.7

2
9

1
4
.3

2
9

1
4
.0

1
6

1
4
.5

4
1
3
.0

1
1

1
3
.4

2
1
3
.9

2
9

1
4
.6

3
0

1
3
.8

年
8
9

6
.7

8
9

7
.5

2
2

5
.6

2
3

6
.1

1
4

5
.8

3
5
.6

9
6
.4

1
8

7
.1

1
8

6
.9

産
1
1
8

4
.6

1
1
8

4
.7

2
9

4
.0

2
9

4
.3

1
6

4
.4

4
4
.4

1
1

4
.2

2
3
.8

2
9

5
.0

3
0

5
.2

ヵ
月

齢
1
1
0

2
5
.2

1
0
3

2
4
.7

2
4

2
6
.1

2
3

2
5
.7

1
4

2
6
.2

4
2
4
.7

9
2
4
.9

2
7

2
5
.2

2
5

2
4
.4

％
1
1
8

4
.1

1
1
8

4
.9

2
9

7
.5

2
9

5
.1

1
6

6
.9

4
5
.6

1
1

3
.3

2
0
.0

2
9

2
.0

3
0

4
.0

出
荷

頭
数

頭
1
1
7

1
2
.9

1
1
8

1
3
.6

2
9

1
2
.7

2
9

1
3
.0

1
6

1
4
.3

4
1
8
.8

1
1

1
3
.0

2
3
.0

2
9

8
.5

3
0

1
0
.6

出
荷

日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
1
7

2
7
1
.0

1
1
8

2
7
0
.2

2
9

2
7
4
.0

2
9

2
7
2
.5

1
6

2
7
5
.3

4
2
8
0
.6

1
1

2
7
0
.4

2
2
6
1
.3

2
9

2
6
6
.2

3
0

2
5
3
.4

出
荷

体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
1
7

2
9
8
.6

1
1
8

2
9
6
.1

2
9

2
6
5
.3

2
9

2
7
9
.8

1
6

2
6
1
.6

4
2
7
1
.8

1
1

2
9
6
.1

2
3
3
6
.5

2
9

3
2
7
.4

3
0

3
0
7
.5

出
荷

日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
1
7

1
.1
0

1
1
8

1
.1
0

2
9

0
.9
7

2
9

1
.0
3

1
6

0
.9
5

4
0
.9
7

1
1

1
.0
9

2
1
.2
9

2
9

1
.2
3

3
0

1
.2
2

出
荷

頭
数

頭
1
1
5

9
.6

1
1
5

1
0
.4

2
9

1
0
.8

2
7

1
1
.6

1
6

1
2
.8

4
1
7
.3

1
0

1
0
.7

1
2
.0

2
8

5
.6

2
8

6
.7

出
荷

日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
1
5

2
8
4
.0

1
1
5

2
8
4
.5

2
9

2
8
4
.9

2
7

2
8
9
.2

1
6

2
8
7
.3

4
2
9
8
.6

1
0

2
9
3
.6

1
2
7
6
.5

2
8

2
8
1
.9

2
8

2
7
6
.4

出
荷

体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
1
5

2
7
8
.1

1
1
5

2
7
8
.0

2
9

2
5
6
.1

2
7

2
6
0
.2

1
6

2
5
0
.4

4
2
5
9
.5

1
0

2
7
8
.5

1
2
3
2
.5

2
8

2
9
5
.8

2
8

2
9
3
.6

出
荷

日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
1
5

0
.9
8

1
1
5

0
.9
8

2
9

0
.9
0

2
7

0
.9
0

1
6

0
.8
7

4
0
.8
7

1
0

0
.9
5

1
0
.8
4

2
8

1
.0
6

2
8

1
.0
6

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察

R
0
2
年

の
去

勢
出

荷
日

齢
体

重
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
2
年

成
績

①
R
0
3
年

成
績

②
R
0
2
年

成
績

③
R
0
3
年

成
績

④
R
0
3
年

も
成

績
が

下
位

2
5
%
の

階
層

⑤
R
0
3
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
R
0
3
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

⑧
R
0
2
年

成
績

⑨
う
ち
、
R
0
3
年

に
成

績
が
悪
化
し
た
も
の
⑥

R
0
3
年

の
去

勢
出

荷
日

齢
体

重
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

成
績

⑩

畜
産
ク
ラ
ウ
ド
平
均
値

令
和

5
年

1
月

1
2
日

時
点

⑪ 対
象

デ
ー
タ
数

単
位

全
体

R
0
2
年

の
去

勢
出

荷
日

齢
体

重
が

下
位

2
5
%
の

階
層

子
牛

出
荷

成
績

去
勢

雌

外
部

導
入

頭
数

事
故

廃
用

頭
数

期
末

飼
養

頭
数

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首

）

項
目

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

　
R
0
2
年

は
1
.
1
0
k
g
/
日

、
R
0
3
年

は
1
.
1
0
k
g
/
日

と
変

化
が

な
か

っ
た

。
 b
）

R
0
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
3
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④

で
ど

う
変

化
し

た
か

。
さ

ら
に

、
④

の
内

訳
は

ど
う

変
化

し
た

か
（

⑤
⑥

⑦
⑧

）
）

　
2
9
戸

の
う

ち
、

2
戸

は
上

位
2
5
％

階
層

、
1
.
2
9
k
g
/
日

と
な

り
、

1
1
戸

は
中

位
5
0
％

階
層

、
1
.
0
9
k
g
/
日

と
な

っ
た

。
残

り
1
6
戸

は
下

位
2
5
%
階

層
、

0
.
9
5
k
g
/
日

で
あ

り
、

R
0
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

4
戸

は
0
.
9
7
k
g
/
日

で
あ

っ
た

。
R
0
3
年

も
成

績
が

下
位

の
農

場
は

改
善

が
み

ら
れ

た
農

場
と

比
較

し
て

常
時

平
均

飼
養

頭
数

が
多

い
傾

向
が

み
ら

れ
た

。

c
）

R
0
2
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
0
3
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

　
R
0
2
年

は
1
.
2
3
k
g
/
日

、
R
0
3
年

は
1
.
2
2
k
g
/
日

と
ほ

ぼ
同

程
度

で
あ

っ
た

。

常
時

平
均

飼
養

頭
数

繁
殖

成
績

受
胎

に
要

し
た
種

付
回

数
（
平

均
値

）
分

娩
頭

数
分

娩
間

隔
　
（
平

均
値

）
供

用
年

数
　
（
平

均
値

）
産

次
　
（
平

均
値

）
初

産
月

齢
　
（
平

均
値

）
分

娩
時

の
子

牛
事

故
率

　
※

奇
形

、
死

産

飼
養

状
況

期
首

飼
養

頭
数

育
成

牛
か

ら
の

繰
入

1
3
.8

3
.5

2
4
.7
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１
．
雌
出

荷
頭

数
の

階
層

間
比

較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
1
8

3
3
.8

1
1
8

3
5
.2

3
5

1
8
.3

3
5

2
1
.1

1
9

1
7
.9

4
2
0
.5

1
4

2
4
.2

1
3
9
.0

3
0

6
1
.4

3
3

5
9
.7

頭
1
1
8

3
.9

1
1
8

3
.1

3
5

2
.7

3
5

1
.9

1
9

1
.6

4
2
.3

1
4

1
.6

1
5
.0

3
0

6
.7

3
3

5
.5

頭
1
1
8

1
.1

1
1
8

0
.5

3
5

1
.5

3
5

0
.4

1
9

0
.5

4
0
.5

1
4

0
.3

1
0
.0

3
0

0
.8

3
3

1
.0

頭
1
1
8

3
.5

1
1
8

3
.4

3
5

1
.3

3
5

1
.8

1
9

1
.6

4
1
.8

1
4

1
.8

1
4
.0

3
0

7
.5

3
3

6
.2

頭
1
1
8

3
5
.3

1
1
8

3
5
.3

3
5

2
1
.1

3
5

2
1
.4

1
9

1
8
.1

4
1
9
.8

1
4

2
4
.4

1
4
0
.0

3
0

6
1
.5

3
3

5
9
.8

％
1
1
8

1
1
4
.3

1
1
8

1
0
0
.8

3
5

1
3
7
.8

3
5

1
0
3
.6

1
9

1
0
4
.2

4
9
7
.6

1
4

1
0
1
.0

1
1
0
2
.6

3
0

1
0
2
.0

3
3

1
0
0
.5

頭
1
1
8

3
4
.5

1
1
8

3
5
.3

3
5

1
9
.7

3
5

2
1
.2

1
9

1
8
.0

4
2
0
.1

1
4

2
4
.3

1
3
9
.5

3
0

6
1
.5

3
3

5
9
.8

回
1
1
8

1
.8

1
1
8

1
.9

3
5

1
.9

3
5

2
.0

1
9

1
.9

4
2
.1

1
4

2
.3

1
2
.0

3
0

1
.7

3
3

1
.8

頭
1
1
8

2
7
.4

1
1
8

2
7
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3
5

1
5
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3
5

1
5
.4

1
9

1
2
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4
1
3
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1
4

1
7
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1
3
3
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3
0

4
9
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3
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4
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ヵ
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1
1
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1
4
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1
1
8

1
3
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3
5

1
4
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3
5

1
4
.1

1
9

1
4
.0

4
1
3
.6

1
4

1
4
.3

1
1
2
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3
0

1
3
.6

3
3

1
3
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8
9

6
.7

8
9

7
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2
1

6
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2
1

7
.3

1
0

9
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2
1
3
.2

9
4
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1
1
1
.0

2
6

7
.1

2
9

7
.6

産
1
1
8

4
.6

1
1
8

4
.7

3
5

4
.3

3
5

3
.8

1
9

3
.9

4
4
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1
4

3
.7

1
4
.7

3
0

4
.6

3
3

4
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ヵ
月
齢

1
1
0

2
5
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1
0
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2
4
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2
5
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.5

2
2
4
.2

1
2

2
5
.2

1
2
2
.3

2
8

2
5
.6

3
3

2
4
.6

％
1
1
8

4
.1

1
1
8

4
.9

3
5

3
.0

3
5

4
.8

1
9

5
.2

4
8
.3

1
4

4
.3

1
8
.6

3
0

5
.7

3
3

5
.7

出
荷

頭
数

頭
1
1
7

1
2
.9

1
1
8

1
3
.6

3
5

7
.1

3
5

7
.7

1
9

6
.3

4
8
.3

1
4

8
.6

1
2
1
.0

3
0

2
2
.6

3
3

2
3
.4

出
荷

日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
1
7

2
7
1
.0

1
1
8

2
7
0
.2

3
5

2
6
2
.5

3
5

2
6
3
.7

1
9

2
7
6
.6

4
2
8
0
.8

1
4

2
5
5
.0

1
2
7
4
.0

3
0

2
8
0
.4

3
3

2
8
0
.8

出
荷

体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
1
7

2
9
8
.6

1
1
8

2
9
6
.1

3
5

2
9
2
.6

3
5

2
9
1
.7

1
9

3
0
9
.8

4
3
2
7
.4

1
4

2
7
8
.0

1
2
9
2
.0

3
0

2
9
1
.2

3
3

2
9
8
.6

出
荷

日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
1
7

1
.1
0

1
1
8

1
.1
0

3
5

1
.1
2

3
5

1
.1
1

1
9

1
.1
2

4
1
.1
7

1
4

1
.1
1

1
1
.0
7

3
0

1
.0
4

3
3

1
.0
8

出
荷

頭
数

頭
1
1
5

9
.6

1
1
5

1
0
.4

3
5

3
.4

3
4

5
.3

1
9

3
.2

4
1
.5

1
4

7
.5

1
1
4
.0

3
0

1
9
.2

3
3

1
9
.4

出
荷

日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
1
5

2
8
4
.0

1
1
5

2
8
4
.5

3
5

2
7
4
.2

3
4

2
8
2
.2

1
9

2
8
5
.5

4
2
9
6
.3

1
4

2
7
7
.4

1
2
8
9
.0

3
0

2
8
9
.0

3
3

2
8
8
.6

出
荷

体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
1
5

2
7
8
.1

1
1
5

2
7
8
.0

3
5

2
7
2
.4

3
4

2
7
6
.7

1
9

2
8
1
.5

4
3
0
5
.1

1
4

2
7
0
.9

1
2
6
7
.0

3
0

2
7
1
.5

3
3

2
7
5
.0

出
荷

日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
1
5

0
.9
8

1
1
5

0
.9
8

3
5

1
.0
0

3
4

0
.9
8

1
9

0
.9
9

4
1
.0
4

1
4

0
.9
8

1
0
.9
2

3
0

0
.9
4

3
3

0
.9
5

２
．
結
果

の
比

較
検

討
・
考

察

R
0
2
年

の
雌

出
荷

頭
数

が
上

位
2
5
%
の

階
層

R
0
2
年
成
績
①

R
0
3
年
成
績
②

R
0
2
年
成
績
③

R
0
3
年
成
績
④

R
0
3
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
3
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
3
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
2
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

R
0
3
年

の
雌

出
荷

頭
数

が
上

位
2
5
%
の

階
層

R
0
3
年
成
績
⑩

畜
産

ク
ラ
ウ
ド
平

均
値

令
和
5
年
1
月
1
2
日
時
点

⑪ 対
象

デ
ー
タ
数

単
位

全
体

R
0
2
年
の
雌
出
荷
頭

数
が

下
位
2
5
%
の
階
層

子
牛

出
荷

成
績

去
勢

雌

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷

期
首

）

項
目

a
）
全

体
の

年
比

較
（

①
と

②
の

比
較

）
　
R
0
2
年

は
9
.
6
頭

、
R
0
3
年

は
1
0
.
4
頭

と
0
.
8
頭

増
加

し
た
。

 b
）
R
0
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
3
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④
で
ど
う
変
化
し
た
か
。
さ
ら
に
、
④
の
内
訳
は
ど
う
変
化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
　
3
5
戸

の
う

ち
、

1
5
戸
は

上
位

2
5
％

ま
た

は
中

位
5
0
％

階
層
、
そ
れ
ぞ
れ
1
4
.
0
頭
と
7
.
5
頭
と
な
っ
た
。
1
9
戸
は
下
位
2
5
%
階

層
、

平
均

3
.
2
頭

で
あ

り
、

R
0
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

4
戸

は
1
.
5
頭

で
あ

っ
た
。

c
）
R
0
2
年

の
上

位
2
5
％
階

層
の

成
績

と
R
0
3
年

の
上

位
2
5
％
階
層
の
成
績
の
比
較
（
⑨
と
⑩
の
比
較
）

　
R
0
2
年

は
1
9
.
2
頭

、
R
0
3
年

は
1
9
.
4
頭

と
ほ

と
ん

ど
変

化
が
な
か
っ
た
。

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖

成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付

回
数

（
平

均
値

）
分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平

均
値

）
供
用
年
数
　
（
平

均
値

）
産
次
　
（
平
均
値

）
初
産
月
齢
　
（
平

均
値

）
分
娩
時
の
子
牛
事
故

率
　
※
奇
形
、
死
産

飼
養

状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成
牛
か
ら
の
繰

入

1
3
.8

3
.5

2
4
.7
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％
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0
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1
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1
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1
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2
8

1
.8
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1
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1

1
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1
8

2
7
.4

1
1
8
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7
.4

2
8

2
8
.1

2
8

2
6
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1
7

2
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.0

5
3
4
.6

1
1

2
6
.2

2
8
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0
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2
8
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4
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ヵ
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8

1
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1
1
8

1
3
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2
8
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2
8
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4
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1
7
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4
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5
1
3
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1
1
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4
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2
8

1
3
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2
8

1
3
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年
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9

6
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8
9

7
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2
4

7
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3

7
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1
5

7
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5
7
.1
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7
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1
8

6
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1
5

6
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1
1
8
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.6

1
1
8

4
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8

4
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2
8

5
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1
7

4
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4
.8

1
1

5
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2
8

4
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8

4
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ヵ
月
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1
1
0
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5
.2
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0
3
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4
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5
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4
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4
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4
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の
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成
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績
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し
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も
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畜
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ク
ラ
ウ
ド
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令
和
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年
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月
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2
日
時
点

⑪ 対
象

デ
ー
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数

単
位

全
体

R
0
2
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の
雌
出
荷
日

齢
が

下
位
2
5
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の
階
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子
牛

出
荷

成
績

去
勢

雌

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷

期
首

）

項
目

a
）
全

体
の

年
比

較
（

①
と

②
の

比
較

）
　
R
0
2
年

は
2
8
4
.
0
日

齢
、

R
0
3
年

は
2
8
4
.
5
日

齢
と

ほ
と

ん
ど
変
化
が
な
か
っ
た
。

 b
）
R
0
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
3
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④
で
ど
う
変
化
し
た
か
。
さ
ら
に
、
④
の
内
訳
は
ど
う
変
化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
　
2
8
戸

の
う

ち
、

1
1
戸
は

中
位

5
0
％

階
層

、
平

均
2
9
0
.
1
日
齢
と
な
っ
た
。
残
り
1
7
戸
は
下
位
2
5
%
階
層
、
3
0
8
.
0
日
齢
に
な

り
、

R
0
3
年

も
下

位
2
5
％

階
層

の
5
戸

は
3
0
9
.
7
日

齢
で

あ
っ

た
。

c
）
R
0
2
年

の
上

位
2
5
％
階

層
の

成
績

と
R
0
3
年

の
上

位
2
5
％
階
層
の
成
績
の
比
較
（
⑨
と
⑩
の
比
較
）

　
R
0
2
年

は
2
5
4
.
1
日

齢
、

R
0
3
年

は
2
5
7
.
7
日

齢
と

3
.
6
日

長
く
な
っ
た
。

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖

成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付

回
数

（
平

均
値

）
分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平

均
値

）
供
用
年
数
　
（
平

均
値

）
産
次
　
（
平
均
値

）
初
産
月
齢
　
（
平

均
値

）
分
娩
時
の
子
牛
事
故

率
　
※
奇
形
、
死
産

飼
養

状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成
牛
か
ら
の
繰

入

1
3
.8

3
.5

2
4
.7
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１
．
雌
出

荷
体

重
の

階
層

間
比

較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
1
8

3
3
.8

1
1
8

3
5
.2

2
8

3
9
.7

2
8

4
0
.2

1
4

4
0
.3

8
2
9
.6

1
3

4
1
.8

2
8

2
9
.6

2
9

2
8
.3

頭
1
1
8

3
.9

1
1
8

3
.1

2
8

4
.5

2
8

3
.8

1
4

2
.6

8
1
.4

1
3

4
.7

2
8

3
.3

2
9

2
.1

頭
1
1
8

1
.1

1
1
8

0
.5

2
8

1
.1

2
8

0
.4

1
4

0
.7

8
0
.9

1
3

0
.2

2
8

1
.7

2
9

0
.3

頭
1
1
8

3
.5

1
1
8

3
.4

2
8

5
.1

2
8

4
.4

1
4

4
.0

8
2
.4

1
3

5
.1

2
8

2
.4

2
9

2
.8

頭
1
1
8

3
5
.3

1
1
8

3
5
.3

2
8

4
0
.2

2
8

4
0
.0

1
4

3
9
.6

8
2
9
.5

1
3

4
1
.5

2
8

3
2
.1

2
9

2
7
.2

％
1
1
8

1
1
4
.3

1
1
8

1
0
0
.8

2
8

1
1
1
.8

2
8

1
0
2
.4

1
4

1
0
1
.2

8
1
0
2
.5

1
3

1
0
1
.5

2
8

1
3
3
.0

2
9

9
7
.6

頭
1
1
8

3
4
.5

1
1
8

3
5
.3

2
8

3
9
.9

2
8

4
0
.1

1
4

3
9
.9

8
2
9
.6

1
3

4
1
.7

2
8

3
0
.9

2
9

2
7
.7

回
1
1
8

1
.8

1
1
8

1
.9

2
8

1
.9

2
8

2
.1

1
4

2
.1

8
2
.3

1
3

2
.1

2
8

1
.6

2
9

1
.8

頭
1
1
8

2
7
.4

1
1
8

2
7
.4

2
8

3
1
.7

2
8

3
1
.1

1
4

3
1
.4

8
2
0
.6

1
3

3
1
.8

2
8

2
3
.8

2
9

2
2
.1

ヵ
月

1
1
8

1
4
.0

1
1
8

1
3
.7

2
8

1
4
.1

2
8

1
3
.8

1
4

1
4
.4

8
1
4
.9

1
3

1
3
.4

2
8

1
4
.5

2
9

1
3
.8

年
8
9

6
.7

8
9

7
.5

2
3

5
.3

2
1

7
.3

1
2

7
.0

6
7
.6

8
8
.1

1
9

8
.9

2
1

8
.7

産
1
1
8

4
.6

1
1
8

4
.7

2
8

4
.4

2
8

4
.6

1
4

4
.6

8
4
.2

1
3

4
.8

2
8

5
.3

2
9

5
.2

ヵ
月
齢

1
1
0

2
5
.2

1
0
3

2
4
.7

2
8

2
5
.1

2
4

2
4
.9

1
2

2
6
.0

6
2
7
.8

1
1

2
3
.7

2
5

2
4
.8

2
5

2
5
.0

％
1
1
8

4
.1

1
1
8

4
.9

2
8

5
.4

2
8

7
.3

1
4

8
.3

8
9
.5

1
3

6
.7

2
8

1
.9

2
9

3
.4

出
荷

頭
数

頭
1
1
7

1
2
.9

1
1
8

1
3
.6

2
8

1
4
.6

2
8

1
4
.4

1
4

1
4
.0

8
9
.9

1
3

1
5
.4

2
8

1
1
.4

2
9

1
1
.6

出
荷

日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
1
7

2
7
1
.0

1
1
8

2
7
0
.2

2
8

2
5
5
.1

2
8

2
5
8
.7

1
4

2
6
9
.6

8
2
7
6
.2

1
3

2
5
6
.8

2
8

2
8
4
.7

2
9

2
8
1
.2

出
荷

体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
1
7

2
9
8
.6

1
1
8

2
9
6
.1

2
8

2
6
0
.8

2
8

2
6
1
.3

1
4

2
6
0
.3

8
2
5
6
.7

1
3

2
7
1
.7

2
8

3
3
4
.1

2
9

3
3
0
.6

出
荷

日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
1
7

1
.1
0

1
1
8

1
.1
0

2
8

1
.0
3

2
8

1
.0
2

1
4

0
.9
7

8
0
.9
3

1
3

1
.0
8

2
8

1
.1
8

2
9

1
.1
8

出
荷

頭
数

頭
1
1
5

9
.6

1
1
5

1
0
.4

2
8

1
0
.4

2
7

1
1
.5

1
4

1
1
.6

8
7
.6

1
3

1
1
.4

2
8

7
.9

2
9

7
.2

出
荷

日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
1
5

2
8
4
.0

1
1
5

2
8
4
.5

2
8

2
6
5
.4

2
7

2
7
8
.6

1
4

2
7
2
.3

8
2
7
7
.6

1
3

2
8
5
.4

2
8

3
0
0
.8

2
9

2
9
3
.3

出
荷

体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
1
5

2
7
8
.1

1
1
5

2
7
8
.0

2
8

2
3
4
.9

2
7

2
5
4
.6

1
4

2
3
7
.6

8
2
3
1
.5

1
3

2
7
2
.8

2
8

3
1
9
.8

2
9

3
1
4
.2

出
荷

日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
1
5

0
.9
8

1
1
5

0
.9
8

2
8

0
.9
0

2
7

0
.9
2

1
4

0
.8
7

8
0
.8
3

1
3

0
.9
6

2
8

1
.0
7

2
9

1
.0
7

２
．
結
果

の
比

較
検

討
・
考

察

1
3
.8

3
.5

2
4
.7

a
）
全

体
の

年
比

較
（

①
と

②
の

比
較

）
　
R
0
2
年

は
2
7
8
.
1
k
g
、
R
0
3
年

は
2
7
8
.
0
k
g
と

ほ
と

ん
ど

変
化
が
な
か
っ
た
。

 b
）
R
0
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
3
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④
で
ど
う
変
化
し
た
か
。
さ
ら
に
、
④
の
内
訳
は
ど
う
変
化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
　
2
8
戸

の
う

ち
、

1
3
戸
は

中
位

5
0
%
階

層
、

2
7
2
.
8
k
g
と

な
っ
た
。
残
り
1
4
戸
は
下
位
2
5
%
階
層
、
平
均
2
3
7
.
6
k
g
で
あ
り
、
R
0
3
も

下
位

2
5
％

階
層

の
8
戸

は
2
3
1
.
5
k
g
で

あ
っ

た
。

c
）
R
0
2
年

の
上

位
2
5
％
階

層
の

成
績

と
R
0
3
年

の
上

位
2
5
％
階
層
の
成
績
の
比
較
（
⑨
と
⑩
の
比
較
）

　
R
0
2
年

は
3
1
9
.
8
k
g
、
R
0
3
年

は
3
1
4
.
2
k
g
と

5
.
6
k
g
減

少
し
た
。

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖

成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付

回
数

（
平

均
値

）
分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平

均
値

）
供
用
年
数
　
（
平

均
値

）
産
次
　
（
平
均
値

）
初
産
月
齢
　
（
平

均
値

）
分
娩
時
の
子
牛
事
故

率
　
※
奇
形
、
死
産

飼
養

状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成
牛
か
ら
の
繰

入

単
位

全
体

R
0
2
年
の
雌
出
荷
体

重
が

下
位
2
5
%
の
階
層

子
牛

出
荷

成
績

去
勢

雌

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷

期
首

）

項
目

R
0
3
年

の
雌

出
荷

体
重

が
上

位
2
5
%
の

階
層

R
0
3
年
成
績
⑩

畜
産

ク
ラ
ウ
ド
平

均
値

令
和
5
年
1
月
1
2
日
時
点

⑪ 対
象

デ
ー
タ
数

R
0
2
年

の
雌

出
荷

体
重

が
上

位
2
5
%
の

階
層

R
0
2
年
成
績
①

R
0
3
年
成
績
②

R
0
2
年
成
績
③

R
0
3
年
成
績
④

R
0
3
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
3
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
3
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
2
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥
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１
．
雌
出

荷
日

齢
体

重
の

階
層

間
比

較

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

対
象

デ
ー
タ

数
平
均
値

頭
1
1
8

3
3
.8

1
1
8

3
5
.2

3
1

4
0
.3

3
1

4
0
.8

1
7

4
5
.6

9
4
4
.4

1
3

3
6
.3

1
1
6
.0

2
8

2
9
.4

2
8

2
8
.5

頭
1
1
8

3
.9

1
1
8

3
.1

3
1

4
.4

3
1

3
.7

1
7

4
.2

9
4
.4

1
3

3
.1

1
3
.0

2
8

3
.1

2
8

1
.7

頭
1
1
8

1
.1

1
1
8

0
.5

3
1

1
.3

3
1

0
.4

1
7

0
.3

9
0
.4

1
3

0
.5

1
0
.0

2
8

0
.9

2
8

0
.3

頭
1
1
8

3
.5

1
1
8

3
.4

3
1

5
.2

3
1

4
.5

1
7

6
.8

9
6
.6

1
3

1
.8

1
2
.0

2
8

2
.4

2
8

2
.3

頭
1
1
8

3
5
.3

1
1
8

3
5
.3

3
1

4
0
.8

3
1

4
0
.1

1
7

4
3
.4

9
4
2
.8

1
3

3
7
.5

1
1
7
.0

2
8

3
0
.9

2
8

2
7
.6

％
1
1
8

1
1
4
.3

1
1
8

1
0
0
.8

3
1

1
0
6
.1

3
1

9
9
.9

1
7

9
5
.9

9
9
6
.1

1
3

1
0
4
.8

1
1
0
6
.3

2
8

1
0
7
.6

2
8

9
8
.0

頭
1
1
8

3
4
.5

1
1
8

3
5
.3

3
1

4
0
.5

3
1

4
0
.4

1
7

4
4
.5

9
4
3
.6

1
3

3
6
.9

1
1
6
.5

2
8

3
0
.2

2
8

2
8
.1

回
1
1
8

1
.8

1
1
8

1
.9

3
1

1
.9

3
1

2
.0

1
7

2
.0

9
2
.2

1
3

2
.0

1
1
.3

2
8

1
.8

2
8

1
.8

頭
1
1
8

2
7
.4

1
1
8

2
7
.4

3
1

3
1
.7

3
1

3
0
.5

1
7

3
2
.8

9
2
9
.3

1
3

2
8
.5

1
1
7
.0

2
8

2
4
.3

2
8

2
2
.5

ヵ
月

1
1
8

1
4
.0

1
1
8

1
3
.7

3
1

1
4
.6

3
1

1
4
.3

1
7

1
5
.0

9
1
5
.9

1
3

1
3
.5

1
1
2
.4

2
8

1
3
.7

2
8

1
3
.4

年
8
9

6
.7

8
9

7
.5

2
6

5
.7

2
7

7
.3

1
7

6
.9

9
7
.0

9
8
.3

1
6
.5

1
6

7
.6

1
8

7
.7

産
1
1
8

4
.6

1
1
8

4
.7

3
1

4
.5

3
1

4
.6

1
7

4
.2

9
4
.1

1
3

5
.3

1
3
.9

2
8

5
.0

2
8

5
.3

ヵ
月
齢

1
1
0

2
5
.2

1
0
3

2
4
.7

2
9

2
6
.0

2
6

2
5
.0

1
5

2
5
.7

7
2
7
.4

1
0

2
4
.2

1
2
2
.3

2
5

2
4
.2

2
5

2
5
.2

％
1
1
8

4
.1

1
1
8

4
.9

3
1

7
.3

3
1

7
.9

1
7

9
.2

9
1
0
.2

1
3

6
.7

1
0
.0

2
8

1
.8

2
8

3
.5

出
荷

頭
数

頭
1
1
7

1
2
.9

1
1
8

1
3
.6

3
1

1
4
.6

3
1

1
4
.5

1
7

1
6
.2

9
1
5
.6

1
3

1
2
.8

1
9
.0

2
8

1
2
.0

2
8

1
2
.4

出
荷

日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
1
7

2
7
1
.0

1
1
8

2
7
0
.2

3
1

2
7
3
.9

3
1

2
7
6
.2

1
7

2
8
0
.4

9
2
8
3
.3

1
3

2
7
1
.2

1
2
6
9
.0

2
8

2
6
9
.0

2
8

2
7
5
.4

出
荷

体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
1
7

2
9
8
.6

1
1
8

2
9
6
.1

3
1

2
7
6
.5

3
1

2
7
6
.1

1
7

2
6
4
.3

9
2
6
3
.4

1
3

2
8
8
.6

1
3
1
4
.0

2
8

3
1
8
.7

2
8

3
2
5
.6

出
荷

日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
1
7

1
.1
0

1
1
8

1
.1
0

3
1

1
.0
1

3
1

1
.0
0

1
7

0
.9
4

9
0
.9
3

1
3

1
.0
6

1
1
.1
7

2
8

1
.1
9

2
8

1
.1
8

出
荷

頭
数

頭
1
1
5

9
.6

1
1
5

1
0
.4

3
1

1
0
.7

3
1

1
1
.4

1
7

1
3
.6

9
1
2
.0

1
3

9
.2

1
2
.0

2
8

7
.9

2
8

7
.6

出
荷

日
齢

　
（
平

均
値

）
日

1
1
5

2
8
4
.0

1
1
5

2
8
4
.5

3
1

2
9
0
.8

3
1

2
8
8
.2

1
7

2
9
0
.6

9
2
9
3
.5

1
3

2
8
5
.8

1
2
7
9
.0

2
8

2
7
6
.7

2
8

2
8
2
.7

出
荷

体
重

　
（
平

均
値

）
kg

1
1
5

2
7
8
.1

1
1
5

2
7
8
.0

3
1

2
5
3
.7

3
1

2
6
0
.0

1
7

2
4
7
.0

9
2
3
9
.6

1
3

2
7
4
.4

1
2
9
6
.0

2
8

3
0
1
.6

2
8

3
1
0
.3

出
荷

日
齢

体
重

　
（
平

均
値

）
kg
/
日

1
1
5

0
.9
8

1
1
5

0
.9
8

3
1

0
.8
7

3
1

0
.9
0

1
7

0
.8
5

9
0
.8
1

1
3

0
.9
6

1
1
.0
6

2
8

1
.1
0

2
8

1
.1
0

２
．
結
果

の
比

較
検

討
・
考

察

R
0
2
年

の
雌

出
荷

日
齢

体
重

が
上

位
2
5
%
の

階
層

R
0
2
年
成
績
①

R
0
3
年
成
績
②

R
0
2
年
成
績
③

R
0
3
年
成
績
④

R
0
3
年
も
成
績
が

下
位
2
5
%
の
階
層

⑤

R
0
3
年
成
績
が
中

位
5
0
%
の
階
層
⑦

R
0
3
年
成
績
が
上

位
2
5
%
の
階
層
⑧

R
0
2
年
成
績
⑨

う
ち
、
R
0
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た
も
の

⑥

R
0
3
年

の
雌

出
荷

日
齢

体
重

が
上

位
2
5
%
の

階
層

R
0
3
年
成
績
⑩

畜
産

ク
ラ
ウ
ド
平

均
値

令
和
5
年
1
月
1
2
日
時
点

⑪ 対
象

デ
ー
タ
数

単
位

全
体

R
0
2
年
の
雌
出
荷
日
齢

体
重
が

下
位
2
5
%
の
階

層

子
牛

出
荷

成
績

去
勢

雌

外
部
導
入
頭
数

事
故
廃
用
頭
数

期
末
飼
養
頭
数

前
年
比
　
（
期
末
÷

期
首

）

項
目

a
）
全

体
の

年
比

較
（

①
と

②
の

比
較

）
　
R
0
2
年

、
R
0
3
年

共
に
0
.
9
8
k
g
/
日

と
変

化
が

な
か

っ
た

。
 b
）
R
0
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
0
3
年

の
状

況
（

③
の

成
績

が
④
で
ど
う
変
化
し
た
か
。
さ
ら
に
、
④
の
内
訳
は
ど
う
変
化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
　
3
1
戸

の
う

ち
、

1
4
戸
は

上
位

2
5
％

ま
た

は
中

位
5
0
％

階
層
、
そ
れ
ぞ
れ
平
均
1
.
0
6
k
g
/
日
と
0
.
9
6
k
g
/
日
と
な
っ
た
。
残
り
の

1
7
戸

は
下

位
2
5
%
階

層
の

ま
ま

で
あ

り
、

R
0
3
年

も
下

位
2
5
％

階
層

の
9
戸

は
0
.
8
1
k
g
/
日

で
あ

っ
た

。

c
）
R
0
2
年

の
上

位
2
5
％
階

層
の

成
績

と
R
0
3
年

の
上

位
2
5
％
階
層
の
成
績
の
比
較
（
⑨
と
⑩
の
比
較
）

　
R
0
2
年

、
R
0
3
年

共
に
1
.
1
0
k
g
/
日

と
変

化
が

な
か

っ
た

。

常
時
平
均
飼
養
頭
数

繁
殖

成
績

受
胎
に
要
し
た
種
付

回
数

（
平

均
値

）
分
娩
頭
数

分
娩
間
隔
　
（
平

均
値

）
供
用
年
数
　
（
平

均
値

）
産
次
　
（
平
均
値

）
初
産
月
齢
　
（
平

均
値

）
分
娩
時
の
子
牛
事
故

率
　
※
奇
形
、
死
産

飼
養

状
況

期
首
飼
養
頭
数

育
成
牛
か
ら
の
繰

入

1
3
.8

3
.5

2
4
.7
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１
．
分

娩
監

視
装

置
を
導

入
し
て
い
る
経
営
と
導
入
し
て
い
な
い
経
営
の
成
績

比
較

対
象

デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値

頭
1
1
8

3
3
.8

1
1
8

3
5
.2

2
4

3
6
.1

2
4

3
7
.0

9
4

3
3
.2

9
4

3
4
.8

頭
1
1
8

3
.9

1
1
8

3
.1

2
4

4
.5

2
4

2
.6

9
4

3
.8

9
4

3
.2

頭
1
1
8

1
.1

1
1
8

0
.5

2
4

0
.6

2
4

0
.5

9
4

1
.2

9
4

0
.6

頭
1
1
8

3
.5

1
1
8

3
.4

2
4

4
.2

2
4

4
.1

9
4

3
.3

9
4

3
.2

頭
1
1
8

3
5
.3

1
1
8

3
5
.3

2
4

3
7
.1

2
4

3
5
.9

9
4

3
4
.8

9
4

3
5
.1

％
1
1
8

1
1
4
.3

1
1
8

1
0
0
.8

2
4

1
0
7
.3

2
4

9
6
.3

9
4

1
1
6
.1

9
4

1
0
2
.0

頭
1
1
8

3
4
.5

1
1
8

3
5
.3

2
4

3
6
.6

2
4

3
6
.5

9
4

3
4
.0

9
4

3
4
.9

回
1
1
8

1
.8

1
1
8

1
.9

2
4

1
.8

2
4

1
.9

9
4

1
.8

9
4

1
.8

頭
1
1
8

2
7
.4

1
1
8

2
7
.4

2
4

2
8
.9

2
4

2
8
.2

9
4

2
7
.0

9
4

2
7
.2

ヵ
月

1
1
8

1
4
.0

1
1
8

1
3
.7

2
4

1
3
.8

2
4

1
3
.4

9
4

1
4
.1

9
4

1
3
.8

年
8
9

6
.7

8
9

7
.5

1
6

4
.9

1
6

5
.9

7
3

7
.0

7
3

7
.8

産
1
1
8

4
.6

1
1
8

4
.7

2
4

3
.5

2
4

3
.9

9
4

4
.8

9
4

4
.9

ヵ
月

齢
1
1
0

2
5
.2

1
0
3

2
4
.7

2
2

2
5
.4

2
2

2
5
.6

8
8

2
5
.2

8
1

2
4
.5

％
1
1
8

4
.1

1
1
8

4
.9

2
4

4
.6

2
4

3
.1

9
4

3
.9

9
4

5
.3

出
荷
頭
数

頭
1
1
7

1
2
.9

1
1
8

1
3
.6

2
4

1
3
.3

2
4

1
3
.9

9
3

1
2
.8

9
4

1
3
.6

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
1
7

2
7
1
.0

1
1
8

2
7
0
.2

2
4

2
7
7
.4

2
4

2
7
3
.4

9
3

2
6
9
.3

9
4

2
6
9
.3

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
1
7

2
9
8
.6

1
1
8

2
9
6
.1

2
4

2
9
9
.4

2
4

3
0
0
.0

9
3

2
9
8
.4

9
4

2
9
5
.1

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
1
7

1
.1
0

1
1
8

1
.1
0

2
4

1
.0
8

2
4

1
.1
0

9
3

1
.1
1

9
4

1
.1
1

出
荷
頭
数

頭
1
1
5

9
.6

1
1
5

1
0
.4

2
4

1
0
.2

2
4

1
1
.5

9
1

9
.5

9
1

1
0
.1

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
1
5

2
8
4
.0

1
1
5

2
8
4
.5

2
4

2
8
5
.3

2
4

2
8
5
.4

9
1

2
8
3
.7

9
1

2
8
4
.3

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
1
5

2
7
8
.1

1
1
5

2
7
8
.0

2
4

2
7
7
.3

2
4

2
8
3
.4

9
1

2
7
8
.3

9
1

2
7
6
.6

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
1
5

0
.9
8

1
1
5

0
.9
8

2
4

0
.9
8

2
4

1
.0
0

9
1

0
.9
8

9
1

0
.9
7

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察

a）
分
娩

監
視

装
置

を
導

入
し
て
い
る
経
営
の
特
徴

　
分
娩

監
視

装
置

を
導

入
し
て
い
る
経
営
は
、
常
時
平
均
飼
養
頭
数
や

分
娩

頭
数

が
全

体
に
比

べ
て
や
や
多
い
こ
と
か
ら
、
比
較
的
飼
養
規
模
が
大
き
い
経
営
と
考
え
ら
れ
、
分

娩
監

視
労

力
の
低

減
を
図

っ
て
導

入
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。

b
）
分

娩
監

視
装

置
を
導

入
し
て
い
な
い
経
営
の
特
徴

　
分
娩

監
視

装
置

を
導

入
し
て
い
な
い
経
営
は
、
常
時
平
均
飼
養
頭
数

や
分

娩
頭

数
が
全

体
に
比

べ
て
や

や
少

な
い
こ
と
か
ら
、
比

較
的

飼
養

規
模

が
小

さ
い
と
考

え
ら
れ
る
。

c）
分
娩

監
視

装
置

を
導

入
し
て
い
る
経
営
と
導
入
し
て
い
な
い
経
営
の
比

較
　
分

娩
監

視
装

置
を
導

入
し
て
い
る
経

営
は
導

入
し
て
い
な
い
経

営
に
比

べ
、
R
0
2
年
は
分

娩
時

の
子

牛
事

故
率

に
対

し
て
効

果
が
み

ら
れ
な
か
っ
た
が
（
導

入
経

営
：
4
.6
％

vs
導

入
無

経
営

：
3
.9
％

）
、
R
0
3
年

に
つ

い
て
は
分

娩
時

の
子

牛
事

故
率

が
低

下
し
て
い
る
（
導
入
経
営
：
3
.1
％
vs
導
入
無
経
営
：
5
.3
％

）
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
分
娩
監
視
装
置
の
導
入
が
分
娩
時
の
子
牛
事
故
率
低
減
に
直

接
的

な
効

果
が
み

ら
れ
な
い
場

合
も
あ
る
が
、
労

力
面

に
お
い
て
負

担
低

減
効

果
は

あ
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

前
年

比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時

平
均

飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎

に
要

し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩

頭
数

分
娩

間
隔

　
（
平
均
値
）

分
娩

時
の

子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産

子
牛

出
荷
成
績

去
勢 雌

項
目

単
位

供
用

年
数

　
（
平
均
値
）

産
次

　
（
平

均
値
）

初
産

月
齢

　
（
平
均
値
）

飼
養
状
況

期
首

飼
養

頭
数

育
成

牛
か

ら
の
繰
入

外
部

導
入

頭
数

事
故

廃
用

頭
数

期
末

飼
養

頭
数

全
体

分
娩

監
視

装
置

を
導

入
し
て
い
る
経

営
分

娩
監

視
装

置
を

導
入

し
て
い
な
い
経

営

R
0
2
年

成
績

①
R
0
3
年

成
績

②
R
0
2
年

成
績

③
R
0
3
年

成
績

④
R
0
2
年

成
績

⑤
R
0
3
年

成
績

⑥
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１
．
発

情
発

見
装

置
を
導

入
し
て
い
る
経
営
と
導
入
し
て
い
な
い
経
営
の
成
績

比
較

対
象

デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値

頭
1
1
8

3
3
.8

1
1
8

3
5
.2

1
5

3
3
.9

1
5

3
4
.9

1
0
3

3
3
.7

1
0
3

3
5
.3

頭
1
1
8

3
.9

1
1
8

3
.1

1
5

3
.5

1
5

2
.1

1
0
3

4
.0

1
0
3

3
.2

頭
1
1
8

1
.1

1
1
8

0
.5

1
5

0
.8

1
5

0
.6

1
0
3

1
.1

1
0
3

0
.5

頭
1
1
8

3
.5

1
1
8

3
.4

1
5

3
.1

1
5

2
.3

1
0
3

3
.5

1
0
3

3
.6

頭
1
1
8

3
5
.3

1
1
8

3
5
.3

1
5

3
5
.1

1
5

3
5
.4

1
0
3

3
5
.3

1
0
3

3
5
.2

％
1
1
8

1
1
4
.3

1
1
8

1
0
0
.8

1
5

1
0
6
.1

1
5

1
0
2
.9

1
0
3

1
1
5
.5

1
0
3

1
0
0
.5

頭
1
1
8

3
4
.5

1
1
8

3
5
.3

1
5

3
4
.5

1
5

3
5
.2

1
0
3

3
4
.5

1
0
3

3
5
.3

回
1
1
8

1
.8

1
1
8

1
.9

1
5

1
.8

1
5

2
.1

1
0
3

1
.8

1
0
3

1
.8

頭
1
1
8

2
7
.4

1
1
8

2
7
.4

1
5

2
5
.9

1
5

2
5
.5

1
0
3

2
7
.6

1
0
3

2
7
.6

ヵ
月

1
1
8

1
4
.0

1
1
8

1
3
.7

1
5

1
4
.9

1
5

1
4
.4

1
0
3

1
3
.9

1
0
3

1
3
.6

年
8
9

6
.7

8
9

7
.5

1
0

6
.1

9
6
.8

7
9

6
.7

8
0

7
.5

産
1
1
8

4
.6

1
1
8

4
.7

1
5

4
.3

1
5

4
.5

1
0
3

4
.6

1
0
3

4
.7

ヵ
月

齢
1
1
0

2
5
.2

1
0
3

2
4
.7

1
5

2
5
.6

1
3

2
5
.1

9
5

2
5
.2

9
0

2
4
.7

％
1
1
8

4
.1

1
1
8

4
.9

1
5

3
.7

1
5

5
.3

1
0
3

4
.1

1
0
3

4
.8

出
荷
頭
数

頭
1
1
7

1
2
.9

1
1
8

1
3
.6

1
4

1
3
.2

1
5

1
2
.1

1
0
3

1
2
.8

1
0
3

1
3
.8

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
1
7

2
7
1
.0

1
1
8

2
7
0
.2

1
4

2
7
6
.7

1
5

2
6
2
.7

1
0
3

2
7
0
.2

1
0
3

2
7
1
.2

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
1
7

2
9
8
.6

1
1
8

2
9
6
.1

1
4

3
0
0
.4

1
5

2
9
2
.1

1
0
3

2
9
8
.4

1
0
3

2
9
6
.6

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
1
7

1
.1
0

1
1
8

1
.1
0

1
4

1
.0
9

1
5

1
.1
2

1
0
3

1
.1
1

1
0
3

1
.1
0

出
荷
頭
数

頭
1
1
5

9
.6

1
1
5

1
0
.4

1
4

8
.6

1
5

8
.7

1
0
1

9
.8

1
0
0

1
0
.6

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
1
5

2
8
4
.0

1
1
5

2
8
4
.5

1
4

2
9
1
.6

1
5

2
7
2
.9

1
0
1

2
8
3
.0

1
0
0

2
8
6
.2

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
1
5

2
7
8
.1

1
1
5

2
7
8
.0

1
4

2
8
0
.9

1
5

2
7
4
.3

1
0
1

2
7
7
.7

1
0
0

2
7
8
.5

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
1
5

0
.9
8

1
1
5

0
.9
8

1
4

0
.9
7

1
5

1
.0
1

1
0
1

0
.9
8

1
0
0

0
.9
7

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察

a）
発

情
発

見
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

の
特

徴
　

 発
情

発
見

装
置

を
導

入
し

て
い

る
経

営
に

特
徴

的
な

傾
向

は
み

ら
れ

な
か

っ
た

。

b
）
発

情
発

見
装

置
を

導
入

し
て

い
な

い
経

営
の

特
徴

　
発

情
発

見
装

置
を

導
入

し
て

い
な

い
経

営
に

特
徴

的
な

傾
向

は
み

ら
れ

な
か

っ
た

。

c）
発

情
発

見
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

と
導

入
し

て
い

な
い

経
営

の
比

較
　

 発
情

発
見

装
置

導
入

の
有

無
で

、
受

胎
に

要
し

た
種

付
け

回
数

、
分

娩
間

隔
、

初
産

月
齢

に
大

き
な

違
い

は
み

ら
れ

な
か

っ
た

。
こ

の
こ

と
か

ら
、

発
情

発
見

装
置

の
導

入
が

繁
殖

性
に

直
接

的
な

効
果

が
み

ら
れ

な
い

場
合

も
あ

る
が

、
労

力
面

に
お

い
て

負
担

低
減

効
果

は
あ

っ
た

も
の

と
推

察
さ

れ
る

。

前
年

比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時

平
均

飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎

に
要

し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩

頭
数

分
娩

間
隔

　
（
平
均
値
）

分
娩

時
の

子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産

子
牛

出
荷
成
績

去
勢 雌

項
目

単
位

供
用

年
数

　
（
平
均
値
）

産
次

　
（
平

均
値
）

初
産

月
齢

　
（
平
均
値
）

飼
養
状
況

期
首

飼
養

頭
数

育
成

牛
か

ら
の
繰
入
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導
入

頭
数

事
故

廃
用
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数

期
末
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養

頭
数

全
体

発
情

発
見

装
置

を
導

入
し
て
い
る
経

営
発

情
発

見
装

置
を

導
入

し
て
い
な
い
経

営

R
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成
績

①
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②
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③
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績
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績
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績

⑥
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１
．
疾

病
・
事

故
監

視
装

置
を
導
入
し
て
い
る
経
営
と
導
入
し
て
い
な
い
経

営
の

成
績

比
較

対
象

デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値

頭
1
1
8

3
3
.8

1
1
8

3
5
.2

4
3
6
.8

4
3
8
.5

1
1
4

3
3
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1
1
4

3
5
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1
1
8

3
.9

1
1
8

3
.1

4
5
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4
5
.0

1
1
4

3
.9

1
1
4

3
.0

頭
1
1
8

1
.1

1
1
8

0
.5

4
0
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4
2
.5

1
1
4

1
.1

1
1
4

0
.5

頭
1
1
8

3
.5

1
1
8

3
.4

4
4
.8

4
5
.5

1
1
4

3
.4

1
1
4

3
.3

頭
1
1
8

3
5
.3

1
1
8

3
5
.3

4
3
8
.5

4
4
0
.5

1
1
4

3
5
.1

1
1
4

3
5
.1

％
1
1
8

1
1
4
.3

1
1
8

1
0
0
.8

4
1
0
6
.6

4
1
0
0
.1

1
1
4

1
1
4
.6

1
1
4

1
0
0
.8

頭
1
1
8

3
4
.5

1
1
8

3
5
.3

4
3
7
.6

4
3
9
.5

1
1
4

3
4
.4

1
1
4

3
5
.1

回
1
1
8

1
.8

1
1
8

1
.9

4
1
.4

4
1
.5

1
1
4

1
.8

1
1
4

1
.9

頭
1
1
8

2
7
.4

1
1
8

2
7
.4

4
3
0
.0

4
3
3
.8

1
1
4

2
7
.3

1
1
4

2
7
.1

ヵ
月

1
1
8

1
4
.0

1
1
8

1
3
.7

4
1
3
.2

4
1
3
.3

1
1
4

1
4
.1

1
1
4

1
3
.8

年
8
9

6
.7

8
9

7
.5

4
6
.5

4
7
.4

8
5

6
.7

8
5

7
.5

産
1
1
8

4
.6

1
1
8

4
.7

4
3
.6

4
4
.5

1
1
4

4
.6

1
1
4

4
.7

ヵ
月

齢
1
1
0

2
5
.2

1
0
3

2
4
.7

4
2
4
.0

3
2
4
.0

1
0
6

2
5
.3

1
0
0

2
4
.8

％
1
1
8

4
.1

1
1
8

4
.9

4
1
.7

4
2
.1

1
1
4

4
.1

1
1
4

5
.0

出
荷
頭
数

頭
1
1
7

1
2
.9

1
1
8

1
3
.6

4
1
4
.8

4
1
8
.3

1
1
3

1
2
.8

1
1
4

1
3
.5

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
1
7

2
7
1
.0

1
1
8

2
7
0
.2

4
2
8
1
.2

4
2
8
5
.4

1
1
3

2
7
0
.6

1
1
4

2
6
9
.6

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
1
7

2
9
8
.6

1
1
8

2
9
6
.1

4
3
1
2
.4

4
3
2
0
.4

1
1
3

2
9
8
.1

1
1
4

2
9
5
.2

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
1
7

1
.1
0

1
1
8

1
.1
0

4
1
.1
2

4
1
.1
2

1
1
3

1
.1
0

1
1
4

1
.1
0

出
荷
頭
数

頭
1
1
5

9
.6

1
1
5

1
0
.4

3
1
7
.7

4
1
2
.3

1
1
2

9
.4

1
1
1

1
0
.3

出
荷
日
齢
　
（
平
均
値
）

日
1
1
5

2
8
4
.0

1
1
5

2
8
4
.5

3
2
8
9
.5

4
2
8
8
.0

1
1
2

2
8
3
.9

1
1
1

2
8
4
.4

出
荷
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
1
1
5

2
7
8
.1

1
1
5

2
7
8
.0

3
2
8
3
.5

4
2
7
8
.8

1
1
2

2
7
7
.9

1
1
1

2
7
8
.0

出
荷
日
齢
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
/
日

1
1
5

0
.9
8

1
1
5

0
.9
8

3
0
.9
8

4
0
.9
7

1
1
2

0
.9
8

1
1
1

0
.9
8

２
．
結

果
の

比
較

検
討

・
考

察

a）
疾

病
・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

の
特

徴
  
 疾

病
・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

は
4
戸

の
み

で
は

あ
る

が
、

常
時

平
均

飼
養

頭
数

や
分

娩
頭

数
が

全
体

に
比

べ
て

や
や

多
い

こ
と

か
ら

、
比

較
的

飼
養

規
模

が
大

き
い

経
営

と
考

え
ら

れ
、

牛
群

観
察

労
力

の
低

減
を

図
っ

て
導

入
し

た
と

考
え

ら
れ

る
。

ま
た

、
受

胎
に

要
し

た
種

付
け

回
数

や
分

娩
時

の
子

牛
事

故
率

は
全

体
に

比
べ

少
な

く
な

っ
て

い
る

。

b
）
疾

病
・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
な

い
経

営
の

特
徴

　
疾

病
・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
な

い
経

営
は

、
常

時
平

均
飼

養
頭

数
や

分
娩

頭
数

等
が

全
体

と
ほ

ぼ
同

程
度

で
あ

り
、

平
均

的
な

経
営

と
考

え
ら

れ
る

。

c）
疾

病
・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

と
導

入
し

て
い

な
い

経
営

の
比

較
　

 疾
病

・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て

い
る

経
営

は
導

入
し

て
い

な
い

経
営

に
比

べ
、

常
時

平
均

飼
養

頭
数

や
分

娩
頭

数
が

多
い

に
も

か
か

わ
ら

ず
、

受
胎

に
要

し
た

種
付

け
回

数
や

分
娩

時
の

子
牛

事
故

率
は

低
く

な
っ

て
い

る
。

こ
の

こ
と

か
ら

、
疾

病
・
事

故
観

察
装

置
は

牛
群

観
察

労
力

の
低

減
だ

け
で

な
く

、
生

産
性

向
上

に
も

寄
与

し
て

い
る

と
考

え
ら

れ
た

。

前
年

比
　
（
期
末
÷
期
首
）

常
時

平
均

飼
養
頭
数

繁
殖
成
績

受
胎

に
要

し
た
種
付
回
数
（
平
均
値
）

分
娩

頭
数

分
娩

間
隔

　
（
平
均
値
）

分
娩

時
の

子
牛
事
故
率
　
※

奇
形

、
死

産

子
牛

出
荷
成
績

去
勢 雌

項
目

単
位

供
用

年
数

　
（
平
均
値
）

産
次

　
（
平

均
値
）

初
産

月
齢

　
（
平
均
値
）

飼
養
状
況

期
首

飼
養

頭
数

育
成

牛
か

ら
の
繰
入

外
部

導
入

頭
数

事
故

廃
用

頭
数

期
末

飼
養

頭
数

全
体

疾
病

・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て
い
る
経

営
疾

病
・
事

故
監

視
装

置
を

導
入

し
て
い
な
い
経

営

R
0
2
年

成
績

①
R
0
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年

成
績

②
R
0
2
年

成
績

③
R
0
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年

成
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④
R
0
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年

成
績
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R
0
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年

成
績

⑥
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３．課題と解決のための助言指導 
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【肉用牛繁殖経営】

生産現場で多く指導された内容とその傾向

〈考察〉

　今回の調査では、「栄養管理の改善・行動観察方法の改善」といった指導内容が18％と昨年と
変わらず一番多かった。また、「行動観察方法の改善」が13％、昨年まで6％と少なかった「疾病
対策」が11％、「獣医師との連携強化」は昨年同様の9％、「記録等による管理方法の改善」が
9％と、繁殖雌牛・子牛に対しての健康管理の重要性が高まっていることが推察される。
　近年は、繁殖雌牛では、発情持続時間の短縮、発情兆候の微弱化みられ、種付け回数の増加に
より分娩間隔が長くなっていること、子牛では、分娩事故等の増加が要因であると思われる。こ
のため、母牛や子牛の栄養管理、行動観察といった日常的に行う管理方法の改善が必要であり、
記録・記帳の実施や労働力不足対策としてICT機器の活用が必要になってくる。
　また、高齢化や後継者不足による労働力の低下が懸念され、分娩・行動監視装置等のICT機器や
自動給餌機等の省力化機器の導入により労働力の効率化を図ることも重要となる。
　肉用牛繁殖経営においては、子牛の販売が収入源となるため、基本的な管理の積み重ねが非常
に重要となる。
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項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

分娩後初回人工授精日
数の短縮

分娩前後の増し飼いの実
施を指導。

分娩前後の2～3か月は、時期によって
母牛に濃厚飼料を1～3kg程度増飼し、
妊娠末期の胎子の良好な発育と、分娩
後に十分な乳量・乳質の母乳を子牛に
授乳できる状態に導くとともに、卵胞
の発育を正常にすることが重要とな
る。
◎実施しなかった場合のデメリット
・虚弱な子牛が生まれる
・初乳量や移行抗体の減少
  → 子牛が虚弱になる
・母牛の発情回帰の遅れ体重の回復が
遅れ、泌乳性の減少
・初回排卵・発情回帰の遅れ

2

受胎率の向上
（栄養成分等）

種付け回数が多い母牛に
ついてはビタミンＡやβ
カロチン等の不足が原因
の場合もあり、血液検査
で血中濃度を確認。不足
が認められた母牛にはヘ
イキューブやビタミン剤
などの投与を行い定期的
に検査を実施することも
必要。

稲わらのみを粗飼料として継続的に給
与した場合、分娩後にビタミンＡ欠乏
状態となる可能性があり、繁殖障害の
発生率が高くなる。ビタミン剤や乾牧
草、サイレージを給与することによ
り、ビタミンＡ欠乏状態が改善し、分
娩後の繁殖機能の回復や、受胎性改善
が期待できる。
◎実施しなかった場合のデメリット
・卵巣機能不全など繁殖障害の発生率
の増加

3

受胎率の向上
（ボディコンディショ
ンスコア（ＢＣＳ）の
確認）

母牛の体型に応じた栄養
管理を指導。

定期的にＢＣＳを確認し、牛の状態に
応じた飼料給与を行う。
◎実施しなかった場合のデメリット
・栄養不足又は過剰は不受胎の原因

4

受胎率の向上
（自給ホールクロップ
サイレージ（ＷＣＳ）
の利用）

開封時にカビが見られる
場合は、ラップの巻き数
を増やす（10重巻きを推
奨）、発酵促進剤（乳酸
菌等）の添加を検討。ま
た、ラップ開封後は遅く
とも2日以内で使いきるこ
と。

サイレージや夏場の濃厚飼料などにカ
ビが生えた場合、そのまま給与すると
カビ毒の影響により、体調不良や繁殖
障害の原因となる。カビの生えた飼料
を与えないように注意するとともに、
ラップサイレージ生産時にカビの生え
にくい処置をする、保管場所にカラス
等の害獣が近づかないようにする等の
対策が必要。
◎実施しなかった場合のデメリット
・体調不良や繁殖障害の原因

課題解決のための助言・指導（課題と課題解決のための指導内容）

１-１．栄養管理の改善（母牛）
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項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

5

受胎率の向上
（自給粗飼料等の飼料
分析）

自家産乾牧草やWCS等の飼
料分析の実施を指導。

自家産乾牧草やＷＣＳの生産は、圃場
毎に栄養成分が一定でないため、圃場
毎に成分分析を行うことで、栄養不
足・過剰等の対策を行う。
また、給与前には品質（発酵品質やカ
ビ等）を確認する。
◎実施しなかった場合のデメリット
・エネルギー不足によるケトーシスの
発症
・エネルギー過剰による過肥により繁
殖障害等の発症
・硝酸態窒素やカビ毒等の過剰摂取に
よる流産や不受胎の原因

6

管理者の変更等による
飼養状況のバラつき

給与量等を記録。 法人等、飼養管理者が同一でない場
合、飼養管理マニュアルの作成や給与
量等を定期的に目合わせするとともに
記録しておくことで栄養状態等の管理
を行う。
◎実施しなかった場合のデメリット
・栄養不足又は過剰は不受胎の原因

7

月齢毎の飼養管理の改
善

母牛の年齢（月齢）に応
じた栄養管理を指導。

概ね３産目までの若い牛は、自身も発
育途中にあり、その分余計に栄養を必
要とする。年齢で必要な栄養量が変化
するので、ＢＣＳを見ながら配合飼料
の調整を行う。
◎実施しなかった場合のデメリット
・栄養不足又は過剰は不受胎の原因

項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

出荷前の飼養管理 出荷時に過肥にしないよ
う飼養管理を見直すよう
指導。

ＢＣＳを確認し、濃厚飼料と粗飼料の
バランスを見直す。（良質な粗飼料を
給与する）
◎実施しなかった場合のデメリット
・過肥になると、肥育牛ではロース芯
面積の抑制の原因となったり、繁殖雌
牛では、卵巣・子宮周囲に脂肪が蓄積
することで繁殖性低下の原因となり、
出荷時の販売価格に影響が懸念される

１-２．栄養管理の改善（子牛）
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項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

2

子牛の発育向上 子牛事故防止のため、初
乳をしっかり与えること
を指導。

出生後なるべく６時間以内に初乳を飲
ませる。ただし、哺乳欲が乏しい場
合、胃内に羊水が含まれている可能性
があるため、マッサージ等で子牛の起
立や排便を促すことも重要となる。
また、併せて初乳製剤の投与も検討す
る。
◎実施しなかった場合のデメリット
・子牛への免疫移行が十分に行われな
い。
→子牛が虚弱になり、発育不全になる

3

子牛の発育向上 飲用水を準備することを
指導。

生後間もない子牛では、母乳が栄養摂
取源となるが、胃に入るとレンニンと
反応して凝固し、固形となるため、飲
用水を与えないと水分不足となる。
◎実施しなかった場合のデメリット
・水分不足により、発育不全になる

項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

経営移譲されたばかり
で、技術が未熟

前経営者の指導を仰ぎな
がら、観察・巡回を実施
する。

経営移譲されたばかりだと、異常行動
等の判断ができない場合が多いので、
前経営者や関係機関からの指導で、異
常行動、発情、疾病の発見ができるよ
うにサポートする必要がある。
◎実施しなかった場合のデメリット
・発見の遅れによる、分娩間隔の長期
化、疾病の慢性化や死亡等の原因

2

分娩間隔が長い 巡回の頻度を増やす、記
録等による発情間隔の確
認、監視カメラや発情発
見装置の導入により受精
適期を見逃さないように
する。

巡回の回数増、ＩＣＴ機器の活用に
よって発情発見に努める。
また、分娩前後の増し飼いを実施し、
分娩後の発情回帰を促すことで、発情
発見・受胎率の向上を図る。
◎実施しなかった場合のデメリット
・明瞭な発情が発見しづらくなる
・受胎率の低下
・空胎期間が長くなることによる経済
損失
（１回の発情を逃すと、３～４万円の
損失）

２．行動観察方法の改善
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項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

3

畑作は中止し専業に
なったが、高齢で後継
者もなく労働力が不足
の状態

牛舎を巡回する回数を増
やし、個体の観察に努め
ること。

巡回の回数増が行えれば理想的だが、
高齢で労働力不足であれば回数増加が
難しい場合もある。
飼料給与の前後に数分ずつでも観察時
間を設けることで、事故等の発生を未
然に防ぐよう取り組む。
◎実施しなかった場合のデメリット
・事故数の増加
・明瞭な発情が発見しづらくなる
・受胎率の低下
・空胎期間が長くなることによる経済
損失
（１回の発情を逃すと、３～４万円の
損失）

4

牛舎と自宅が離れてい
る（約１０㎞）

分娩事故防止のため、分
娩監視装置を設置してい
る。

自宅と牛舎の距離が大きく離れている
場合、分娩監視装置のみだと分娩事故
対応のみとなるため、ＷＥＢカメラ等
を設置することで、分娩以外の緊急時
にも対応できるよう対策を行うことが
望ましい。
◎実施しなかった場合のデメリット
・分娩事故以外の事故発生に伴う経済
損失

項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

牛伝染性リンパ腫（Ｂ
ＬＶ）の対応

ＢＬＶ陰性育成牛の外部
導入および内部保留を図
り、ＢＬＶ陽性牛の持ち
込み防止。

近年、牛伝染性リンパ腫の発症牛や、
と畜場での全廃棄といった事例が多数
報告されている。
分離飼育ができる環境であれば、ＢＬ
Ｖ陰性牛と陽性牛とを分離しての飼養
が望ましい。
また、牛舎内に害虫除けのネットの設
置や牛舎周辺にアブトラップ等の設
置、消毒等を実施する。
陽性母牛から初乳を介して感染する場
合もあるので、免疫因子を含有した初
乳製剤の使用も検討する。
◎実施しなかった場合のデメリット
・牛伝染性リンパ腫蔓延の可能性
・牛の死亡等による経済損失
・吸血昆虫によるストレスが原因での
生産性の低下

３．疾病対策
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項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

2

冬季の子牛事故（呼吸
器病）増加

子牛の冬場の事故対策に
ついてはカーボンヒー
ターや子牛ジャケットを
今後も活用し、さらに衛
生管理を徹底する。

哺乳中の子牛が快適に過ごせる気温は
13～25℃で、13℃を下回ると、体温を
維持するためにエネルギーを余計に消
費するようになり、発育や増体にも影
響が出る。また、哺乳子牛の下限臨界
温度は５℃、出生直後の新生子牛では
９℃であり、この気温を下回ると、起
立不能、震え、意識混濁などの症状を
示し、死に至る場合もある。
牛舎全体の保温対策も必要だが、牛舎
を閉め切ると呼吸器病等が蔓延しやす
い環境となるため、換気の良い状態を
保ちつつ、冷たい風が当たらない環境
を作ることが必要。
対策としては、子牛ジャケットやヒー
ターの他、ネックウォーマーも推奨さ
れる。
◎実施しなかった場合のデメリット
・子牛の死亡事故等による経済損失

3

子牛が疾病に罹りやす
い

子牛事故防止のため、初
乳をしっかり与え、牛房
の消毒など飼養管理を徹
底する。

初乳を十分に摂取できていない子牛
は、移行抗体の獲得が不十分なため、
感染症や下痢といった疾病に罹りやす
い。そのため、分娩後の早い段階で初
乳を摂取できているか、できていない
場合や初産等で乳量が少ない母牛等
は、初乳製剤の使用も検討する。母牛
にも定期的に呼吸器病等のワクチンを
接種することで免疫を補強し、初乳か
ら子牛に移行する免疫の効果を高める
ことも効果的である。
また、牛房の環境にも影響されやすい
ので、分娩前には消毒等を実施し、牛
房内を清潔に保つようにする。
母牛の妊娠末期の栄養不足は、分娩後
の初乳の量や質に影響するだけでな
く、子牛の胸腺発達に影響することか
ら、母牛の妊娠末期の飼料設計を確認
する。
◎実施しなかった場合のデメリット
・子牛への免疫移行が十分に行われな
い
→子牛が虚弱になり、発育不全になる

・牛房内が清潔でない場合、呼吸器病
や下痢、群飼の場合は、真菌症等感染
症蔓延の原因
・子牛の胸腺委縮等による感染症リス
クの増大
・子牛の死亡事故等による経済損失
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項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

分娩間隔が長い 高齢牛やリピートブリー
ダーが疑われる牛は淘汰
する。

受胎率の悪い高齢牛やリピートブリー
ダーが疑われる牛については、血統が
良いなどの理由で淘汰しない場合が目
立つが、経営を圧迫する要因となって
いるため、一定の期間受胎しない場合
は淘汰するなどの基準を設定しておく
ことが重要。
高齢牛は泌乳量の低下等により子牛の
発育に影響するとの懸念から敬遠され
る場合もあるが、繁殖性が高い牛も存
在するので、年齢のみで判断するので
はなく、総合的に判断することが重
要。
◎実施しなかった場合のデメリット
・収益性の低下

2

繁殖雌牛の血統 優良子牛の生産のため
に、血統的に優秀な雌牛
の外部導入や受精卵を活
用して血統構成を変えて
いくことも検討する。

近年では、改良速度が速くなり、古い
種雄牛の血統は敬遠される場合があ
る。
しかし、血統が優秀でも種牛性や気性
等が牛群に合わない血統も存在するた
め、優秀な血統を求めすぎて、予算を
超える繁殖雌牛を無理に導入したり、
預託で導入した場合にはその後の償還
に苦慮しないよう計画的な導入の必要
がある。
◎実施しなかった場合のデメリット
・収益性の低下

項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

牛舎が古く、狭い
換気も行いにくい

牛舎改築は難しいもの
の、少しでも作業がしや
すく発情観察もしやすく
なるよう、内部造作を工
夫する。子牛牛舎の夏場
の換気、冬場の保温に留
意する。

牛舎構造の改善は難しいが、配置換え
等により動線の確保等、牛舎の環境改
善を図ることが望ましい。また、換気
については、窓等改善の余地がある
か、空気の流れが滞らないように改善
するなど工夫が必要となる。
◎実施しなかった場合のデメリット
・動線の確保ができていないと、人・
牛ともに怪我の原因となる
・換気がうまく行えないと、夏場は暑
熱により飼養牛の採食量が低下すると
ともに、ストレス等により受胎率の低
下が懸念される。冬場はアンモニアガ
スの滞留により、呼吸器疾病の蔓延等
が懸念される

４．淘汰・更新の促進

５．施設・設備等の環境改善
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項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

2

牛舎の収容頭数が上限
近く、密飼い状態に
なっている

牛舎の新築をし、飼養環
境の改善を図っている。

近年の規模拡大により、密飼い状態の
牛舎も多くなった。新牛舎の建設は、
資材高騰により経営の圧迫が懸念され
るので、パドックや簡易牛舎、放牧等
の利用は効果的である。
◎実施しなかった場合のデメリット
・疾病の発生・慢性化
・群飼の場合、負け牛が発生しやすく
なる

3

子牛の採食量が少な
く、発育不良

飼槽の高さ、深さ、ませ
ん棒の高さ、水槽の高さ
等を、哺乳期、育成期等
の各発育ステージ又、個
体ごとに確認し、改善す
ることで性別又は個体の
バラツキを改善するよう
指導した。

飼槽や水槽の大きさ・高さなど、子牛
の発育ステージに併せた器具機材を使
用することが重要。
飼槽代わりのバケツが深く口が飼料に
届きにくい場合などもあり、その際
は、バケツを浅いものにしたり、バケ
ツの上に洗面器を乗せ子牛が採食しや
すい環境を作るなどの工夫をする。
◎実施しなかった場合のデメリット
・栄養不足による子牛の発育不良
・栄養不足による免疫低下が原因とな
る疾病の発生

項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

事故や廃用が多い 繁殖管理や飼養管理につ
いて獣医師から従業員へ
の指導を行ない、技術と
意識を向上させる。

分娩事故や繁殖障害等による廃用・淘
汰は収益に甚大な影響を与える。
日頃の観察頻度を上げるとともに、牛
に異常があった場合は、即座に獣医師
に連絡をするよう習慣を付ける。
◎実施しなかった場合のデメリット
・母牛や子牛の死亡による経済的損失
・早期治療で完治が見込める疾病の慢
性化による経済的損失

2

分娩間隔が長い（授精
回数が多い、受胎しな
い）

受胎に要した種付け回数
を個体毎に管理し、獣医
師の診療が必要な場合は
早めの治療を行うなど生
産性を重要視し、子牛頭
数の確保に努める。

日頃の発情看視の頻度を上げ、発情発
見を見逃さないようにするとともに、
繁殖記録を残す。可能であれば飼料設
計を確認し、獣医師とこれら情報を共
有する。牛に異常があった場合は、即
座に獣医師に連絡をするよう習慣を付
ける。
◎実施しなかった場合のデメリット
・空胎期間が長くなることによる経済
損失（１回の発情を見逃すと、3～4万
円の損失）
・早期治療で完治が見込める疾病の慢
性化による経済損失

６．獣医師等との連携強化
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項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

3

連続あるいは間欠的に
流産や異常産を繰り返
す繁殖雌牛がいる

家畜保健衛生所の診断に
よると「ネオスポラ症」
が原因であることが判明
した。対策として、タヌ
キの農場内や畜舎への侵
入を防止するとともに罠
を設置し捕獲し、飼料が
タヌキの糞便内オーシス
トに汚染されないように
し、胎盤や流死産胎子を
除去する。また、流産や
異常産を繰り返すネオス
ポラ抗体陽性牛を淘汰
（とうた）し、経産牛更
新を行う。

野生動物の侵入により、給餌施設・給
水設備等が汚染される恐れがあるの
で、牛舎・飼料保管場所・貯水施設へ
の害獣侵入対策や、飼槽・ウオーター
カップ等の給水設備の定期清掃を実施
する。
疾病が蔓延した場合には、左記のよう
に陽性牛の淘汰や牛舎消毒により清浄
化を図る。
また、ワクチンが有効な疾病について
は、獣医師に相談の上、ワクチン接種
を実施する。
◎実施しなかった場合のデメリット
・疾病の蔓延による分娩事故等の発生
による経済損失
・早期治療、対策で完治が見込める疾
病の慢性化による経済的損失

項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

繁殖成績の改善 記録・記帳の実施、
繁殖管理システムの活
用。

分娩日や種付日、治療履歴を記録して
おくことで、正確な発情予定日、分娩
予定日等を確認し、分娩間隔の短縮や
分娩事故の低減を図る。
また、繁殖管理システムを活用するこ
とで、簡素化を図る。
◎実施しなかった場合のデメリット
・記憶だけでは、発情発見や種付日が
不明確になり、その結果、分娩間隔の
長期化等を引き起こす要因となる。

項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

分娩時の事故率の低減 分娩前の巡回を増やす、
分娩監視装置やカメラの
設置等、ＩＣＴ機器の導
入も検討。

巡回の回数増、ＩＣＴ機器の活用に
よって分娩時に立ち会う。
◎実施しなかった場合のデメリット
・母牛、子牛の死亡や予後不良の原因

2

分娩後の初回種付けの
遅れ

分娩後の発情発見に努め
るとともに、初回種付け
が遅れている牛について
は産後60日以上が経過し
ているものは、獣医師に
診てもらう。

巡回の回数増、ＩＣＴ機器の活用に
よって発情発見に努める。分娩前後の
増し飼いを実施し、初回排卵および子
宮の回復を促す。
◎実施しなかった場合のデメリット
・明瞭な発情が発見しづらくなる
・受胎率の低下

７．記録等による管理方法の改善

８．分娩管理の改善
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項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

3

分娩後の疾病 分娩の直前におが粉等の
敷料を入れ替えると、分
娩時に埃が立ち、膣・子
宮内に埃が入ることで、
子宮内膜炎等の疾病の原
因となるので、敷き藁を
敷料にし、直前に入れ替
えないようにする。

分娩時には清潔な敷料を使用すること
は重要であるが、敷料の種類によって
は子宮内膜炎等、疾病の原因となる場
合もある。
分娩時には、分娩房を清潔にするだけ
でなく、埃が立ちにくい環境を整える
ことも重要。また、分娩後に後産が排
出されているか確認することで、子宮
内膜炎の早期発見につながる。
◎実施しなかった場合のデメリット
・子宮内膜炎等、疾病の発症
・疾病による分娩間隔の長期化や廃用

項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

群で飼養している子牛
の育成にバラツキがあ
る、疾病も発生しやす
い

群編成ストレスの軽減に
よる免疫低下を抑制。
母牛と一緒にいるときに
群編成し、部屋を移動す
る場合も、群のメンバー
は変更しないことが理
想。

子牛は群編成する際、ストレスがかか
る（群編成ストレス）ので、群編成ス
トレスの軽減による免疫低下抑制が重
要となる。
群を編成する際は、全頭同じタイミン
グでの群編成や日齢・体高・体重等の
近い子牛で群編成することが重要。牛
房を移動する場合も、群のメンバーは
変更しないことが理想。
◎実施しなかった場合のデメリット
・子牛は群編成の度に免疫が低下→呼
吸器病や真菌症等、疾病の原因とな
る。（免疫は群編成後約２週間で半分
程度になり、元に戻るまで３週間程度
必要）
・日齢が大きく離れていると、食い負
けやいじめの原因となる。

2

群で負けて、受胎率も
低い母牛がいる

受胎率の向上（弱い牛の
フォロー）、
弱い牛（足を引っ張る
牛）の対策、
乗駕痕（尾根部が禿げた
り、腰角に傷）のある牛
は、群の中で地位が低い
（弱い）牛のサイン。

群飼に合わない母牛は、単房に移すこ
とが望ましいが、牛房に仕切りを入れ
る、スタンチョン設置により採食行動
を他の牛に邪魔されないようにするな
ど対策を講じる。
また、密飼いにより過密ストレスがか
からないよう注意する。（飼養面積6㎡
/頭以上）
◎実施しなかった場合のデメリット
・受胎率の低下
・若い繁殖雌牛の場合は発育不全

９．群管理方法の改善
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項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

3

繁殖雌牛の観察管理不
足

群での管理時には乗駕行
動の有無の確認が重要で
ある。

群管理時には、繁殖雌牛の乗駕行動に
より発情の発見につながるので、可能
な場合は複数人で観察・巡回を行うよ
うにする。また、乗駕以外の発情兆候
（外陰部の変化、発情粘液、乗駕痕の
確認）も確認するとともに、発情看視
前には発情周期を確認し、発情予定牛
を重点的に観察する。
◎実施しなかった場合のデメリット
・受胎率の低下

項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

受胎率が悪い 発情の見逃しを防止し、
適期の種付けを心がけ
る。
受胎率の高い種雄牛の精
液の利用、受精卵移植を
行う。
発情発見装置等の使用も
検討する。

近年は、飼養頭数増加に伴う発情見逃
し等により分娩間隔が長くなっている
可能性がある。
観察・巡回の頻度を上げることで発情
兆候を見逃さないことが重要になる
が、労働力不足等で実施が困難な場合
は、発情発見装置等の導入を検討す
る。発情記録から発情予定日を確認
し、発情の見逃しを極力少なくする。
エネルギーや粗蛋白質の過剰や不足は
発情微弱や受胎率の低下につながるこ
とから、飼料分析を行い飼料設計を確
認する。また、受胎率の高い種雄牛の
精液の利用、受精卵移植も効果的であ
る。
◎実施しなかった場合のデメリット
・受胎率の低下
・空胎期間が長くなることによる経済
損失
（１回の発情を逃すと、3～4万円の損
失）

10．種付け方法の改善
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項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

2

種付け時に井戸水を使
用しているが、子宮内
膜炎等がたまに起こる

人工授精時などの水は水
道水を使うこと。（井戸
水や山水は雑菌が入り、
子宮内膜炎の原因となる
ことがある。）

井戸水等の水質検査は、事業等で飲料
水として使用する際には義務付けられ
ているが、個人で使用する際は義務付
けがないため、大腸菌や生体に有害な
化合物が含まれている場合がある。
人工授精時の洗浄等に使用する場合は
必ず定期的な水質検査を受けるか、水
道水を使用すること。
（容器等もきれいなものを使用する）
牛舎に水道がない場合は、自宅から水
道水を持参するなどすること。
◎実施しなかった場合のデメリット
・子宮内膜炎等の発症による経済損失
・母牛、子牛の治療に係る経済損失や
販売時の価格の減少

項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

畜産以外の仕事量が多
く、管理が疎かになっ
ている

農繁期など、作業量が増
加する期間は臨時で雇用
するなどの対策を検討。
畜産部門以外の収入が少
ない場合は、畜産専業に
移行することも検討。
また、農業機械やICT機器
の導入により、効率化を
図る。

畜産以外の農業を兼業で実施している
経営も多く、農繁期では観察時間不足
や飼養管理不足からその間の成績が悪
くなる経営が一定数いる。
畜産以外の作業を、他の農家へ委託す
るなどの対策も必要となる。
農業機械については高額な物も多いた
め、過大投資にならないか、畜産クラ
スター事業等補助事業の活用等、経営
の負担にならないよう対策が必要であ
る。
また、労働力が絶対的に不足している
場合においては、規模縮小し効率化を
図ることで、成績向上に繋がる場合も
ある。
◎実施しなかった場合のデメリット
・観察時間不足による受胎率の低下や
疾病の見逃し

11．労働力不足への対応
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項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

2

規模拡大により作業量
が増加したが、労働力
は増えていない

従業員への指示連携がう
まくいっていないので、
作業マニュアルを作るな
ど飼養管理をきちんと行
なえるようにする。

規模拡大により、新規で従業員を雇用
したり、従業員を増やした場合、コ
ミュニケーション不足により、業務内
容が適切に伝わらない場合があるの
で、作業マニュアル等を整備し、誰で
も同レベルの作業を行えるようにする
ことが重要。
また、従業員教育の一環として、農場
HACCPやJGAPの実施も検討する。
◎実施しなかった場合のデメリット
・作業内容のバラツキが原因での分娩
間隔の長期化や疾病治療の長期化等

3

労働力不足への対応 一部放牧による労働力の
削減
→委託先がなく、飼料生
産の労働力が足りていな
い現状を放牧により緩和
する。

放牧を導入することで、省力的かつ低
コストな生産体系を実現することがで
きる。
また、牛が運動することで足腰が強く
なるなど健康な状態となり、繁殖牛に
おいては分娩事故が少なくなる。
耕作放棄地などで放牧を行うことで、
未利用な土地の活用や景観保全にもつ
ながる。
ただし、放牧を開始するにあたり、牛
を放牧に慣れさせる技術や電気牧柵な
どの放牧地の管理に関係する技術等を
習得する必要があることのほか、特に
耕作放棄地など近くに住宅地がある場
合には周辺住民の放牧への理解醸成を
図る必要がある等の課題がある。
◎実施しなかった場合のデメリット
・観察時間不足による受胎率の低下や
疾病の見逃し

4

労働力不足への対応 発情発見装置をもっと活
用すること（今は全く機
能していない）。

分娩・行動監視装置等のＩＣＴ機器や
自動給餌機等の省力化機器の導入によ
り労働力の効率化を図ることも重要と
なる。
ただし、使用しない（活用できない）
機器の導入は、導入コスト・月額コス
トの発生により経営を圧迫する場合が
あるので注意すること。
◎実施しなかった場合のデメリット
・作業内容のバラツキが原因での分娩
間隔の長期化や疾病治療の長期化等
・観察時間不足による受胎率の低下や
疾病の見逃し
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2
1

2
9
.6

2
3

2
9
.7

3
3
0
.9

3
3
1
.6

3
3
1
.6

3
3
1
.6

6
2
9
.0

6
2
8
.9

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

6
9
5
.7

2
3

6
9
8
.5

3
6
4
7
.9

3
6
4
2
.0

3
6
4
2
.0

3
6
4
2
.0

6
7
0
0
.8

6
7
2
1
.8

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
1

6
2
8
.5

2
3

6
2
8
.9

3
6
5
2
.7

3
6
7
0
.2

3
6
7
0
.2

3
6
7
0
.2

6
6
1
7
.0

6
6
1
4
.6

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
1

0
.7
0

2
3

0
.7
0

3
0
.6
2

3
0
.5
8

3
0
.5
8

3
0
.5
8

6
0
.7
3

6
0
.7
6

枝
肉

重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

4
4
8
.2

2
3

4
4
7
.2

3
4
1
0
.8

3
4
0
9
.4

3
4
0
9
.4

3
4
0
9
.4

6
4
5
2
.2

6
4
6
2
.0

歩
留
等
級
A
率

％
2
1

9
0
.1

2
3

8
8
.0

3
9
3
.3

3
8
4
.2

3
8
4
.2

3
8
4
.2

6
9
2
.3

6
9
3
.5

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
1

8
5
.3

2
3

8
8
.9

3
8
8
.9

3
7
9
.8

3
7
9
.8

3
7
9
.8

6
8
1
.0

6
9
1
.0

％
3
1

1
.2

3
1

1
.4

7
0
.3

7
1
.1

7
1
.1

5
1
.5

7
1
.9

7
1
.6

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考

察
a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
2
年

1
9
9
.
1
頭

に
対

し
、

R
3
年

1
9
9
.
6
頭

は
、

微
増

(
0
.
5
頭

)
し

た
。

b
）

R
2
 
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
3
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
2
年

の
下

位
2
5
％

階
層

3
0
.
6
頭

は
、

R
3
年

で
は

2
8
.
7
頭

と
な

り
、

1
.
9
頭

減
じ

た
(
い

ず
れ

も
デ

ー
タ

数
7
)
。

R
2
年

と
R
3
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
2
8
.
7
頭

(
デ

ー
タ

数
7
）

に
対

し
、

R
0
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

⑥
3
1
.
2
頭

(
デ

ー
タ

数
5
）

は
2
.
5
頭

増
加

し
た

。

c
）

R
2
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
3
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
2
年

4
6
4
.
2
頭

に
対

し
、

R
3
年

4
7
6
.
6
頭

は
、

1
2
.
4
頭

増
加

し
た

(
デ

ー
タ

数
7
)
。

d
)
補

足
事

項
R
2
年

と
R
3
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
は

、
R
3
年

成
績

上
位

2
5
％

階
層

⑩
と

比
較

し
て

、
常

時
平

均
飼

養
頭

数
は

、
4
4
8
頭

少
な

く
、

事
故

率
は

0
.
5
％

低
い

。
肥

育
去

勢
雄

の
み

に
つ

い
て

言
及

す
る

と
、

肥
育

開
始

月
齢

は
0
.
4
ヵ

月
遅

く
、

肥
育

開
始

体
重

は
3
.
6
 
k
g
高

く
、

肥
育

日
数

が
5
0
.
8
日

間
長

く
、

出
荷

月
齢

は
2
.
2
ヵ

月
長

い
。

一
方

、
１

日
当

た
り

増
体

重
は

0
.
0
7
 
k
g
/
日

低
く

、
出

荷
生

体
重

と
枝

肉
重

量
も

僅
か

（
4
 
.
5
k
g
程

度
）

に
低

く
、

歩
留

等
級

A
率

は
1
.
4
％

低
く

、
肉

質
等

級
４

・
５

率
は

、
1
.
5
％

高
い

。

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首
）

常
時

平
均

飼
養

頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故

率

飼
養
状

況

期
首

飼
養

頭
数

外
部

導
入

頭
数

自
家

保
留

子
牛

の
繰
入

事
故

頭
数

出
荷

頭
数

期
末

飼
養

頭
数

R
0
3
年

の
常

時
平

均
飼

養
頭

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

成
績

⑩
R
0
2
年

成
績

①
R
0
3
年

成
績

②
R
0
2
年

成
績

③
R
0
3
年

成
績

④
R
0
3
年

も
成

績
が

下
位

2
5
%
の

階
層

⑤
R
0
3
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
R
0
3
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

⑧
R
0
2
年

成
績

⑨
う
ち
、
R
0
3
年
に
成
績
が
悪

化
し
た
も
の

⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
2
年

の
常

時
平

均
飼

養
頭

数
が

下
位

2
5
%
の

階
層

R
0
2
年

の
常

時
平

均
飼

養
頭

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層
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１
．
去
勢
肥
育
開
始
月
齢
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

1
9
9
.0

6
2
1
2
.3

6
2
1
1
.7

4
1
9
1
.3

1
5
2
1
.0

1
2
6
2
.0

6
1
8
8
.0

6
1
7
9
.7

頭
3
1

1
2
1
.0

3
1

1
2
3
.0

6
1
3
2
.2

6
1
3
1
.0

4
1
1
0
.8

1
3
2
2
.0

1
1
6
8
.0

6
1
0
5
.0

6
1
0
5
.7

頭
3
1

0
.4

3
1

1
.2

6
0
.0

6
0
.0

4
0
.0

1
0
.0

1
0
.0

6
0
.8

6
6
.3

頭
3
1

2
.9

3
1

2
.9

6
3
.8

6
2
.7

4
2
.5

1
5
.0

1
3
.0

6
3
.3

6
3
.5

頭
3
1

1
1
8
.5

3
1

1
1
6
.8

6
1
2
9
.0

6
1
1
9
.3

4
1
0
6
.8

1
3
0
5
.0

1
1
6
0
.0

6
1
0
1
.7

6
9
9
.7

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

2
0
3
.6

6
2
1
2
.0

6
2
2
1
.2

4
1
9
3
.3

1
5
3
3
.0

1
2
6
7
.0

6
1
8
8
.8

6
1
8
8
.5

％
3
1

9
8
.2

3
1

1
0
0
.9

6
1
0
0
.6

6
1
0
2
.1

4
9
8
.2

1
1
0
2
.3

1
1
0
1
.9

6
9
8
.9

6
1
0
8
.3

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

1
9
9
.6

6
2
1
2
.1

6
2
0
7
.4

4
1
7
8
.8

1
5
2
7
.0

1
2
6
4
.5

6
1
8
8
.4

6
1
8
4
.1

肥
育

開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
6

8
.6

2
5

8
.7

6
9
.5

5
9
.4

4
9
.5

1
9
.7

1
9
.2

6
6
.9

6
7
.2

肥
育

開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
6

2
8
1
.3

2
5

2
7
9
.0

6
3
0
1
.6

5
2
8
3
.7

4
2
8
6
.3

1
2
8
0
.0

1
2
7
3
.3

6
2
4
5
.0

6
2
4
6
.3

出
荷

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
7

2
9
.7

2
7

2
9
.5

6
2
9
.6

6
3
0
.0

4
3
0
.6

1
2
9
.6

1
2
8
.2

6
2
9
.4

6
2
9
.7

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
7

7
7
9
.8

2
7

7
8
4
.8

6
7
9
6
.2

6
7
9
5
.1

4
7
9
5
.5

1
7
6
1
.5

1
7
3
2
.6

6
7
9
2
.3

6
8
2
3
.6

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
6

6
3
7
.5

2
6

6
3
0
.4

6
6
0
9
.1

6
6
2
2
.5

4
6
3
8
.8

1
6
0
5
.1

1
5
7
7
.3

6
6
8
1
.2

6
6
8
7
.1

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
6

0
.7
8

2
6

0
.8
0

6
0
.8
0

6
0
.8
2

4
0
.8
1

1
0
.7
9

1
0
.7
9

6
0
.8
0

6
0
.8
4

枝
肉

重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

5
0
0
.1

2
7

5
0
4
.9

6
5
0
3
.0

6
5
0
7
.1

4
5
0
8
.5

1
4
8
5
.2

1
4
6
9
.2

5
5
1
1
.6

6
5
3
4
.2

歩
留
等
級
A
率

％
2
6

9
4
.2

2
7

9
5
.7

6
9
3
.9

6
9
7
.0

4
9
7
.2

1
1
0
0
.0

1
9
3
.4

6
9
6
.5

6
9
7
.6

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
5

8
7
.5

2
7

9
2
.9

6
8
1
.6

6
8
9
.3

4
8
6
.9

1
8
2
.4

1
8
8
.2

5
9
5
.6

6
9
7
.6

肥
育

開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
1

8
.9

2
3

9
.0

4
9
.5

4
9
.4

2
9
.4

1
8
.9

1
9
.4

4
7
.4

4
7
.4

肥
育

開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
0

2
5
7
.7

2
3

2
6
4
.0

4
2
7
0
.6

4
2
6
1
.0

2
2
4
3
.6

1
2
4
9
.7

1
2
6
1
.0

4
2
2
9
.5

4
2
2
7
.5

出
荷

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
1

2
9
.6

2
3

2
9
.7

4
2
9
.3

4
2
9
.7

2
3
0
.7

1
2
9
.5

1
2
8
.5

4
2
9
.0

4
2
9
.8

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

6
9
5
.7

2
3

6
9
8
.5

4
7
0
4
.5

4
6
9
7
.0

2
6
5
0
.1

1
6
8
0
.1

1
6
8
4
.0

4
7
0
0
.7

4
7
2
2
.7

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
1

6
2
8
.5

2
3

6
2
8
.9

4
6
0
3
.2

4
6
2
0
.6

2
6
5
2
.7

1
6
2
5
.7

1
5
7
9
.0

4
6
5
7
.0

4
6
8
2
.8

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
1

0
.7
0

2
3

0
.7
0

4
0
.7
2

4
0
.7
0

2
0
.6
2

1
0
.6
9

1
0
.7
3

4
0
.7
1

4
0
.7
3

枝
肉

重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

4
4
8
.2

2
3

4
4
7
.2

4
4
5
1
.0

4
4
4
6
.8

2
4
1
9
.4

1
4
3
5
.5

1
4
4
2
.1

4
4
5
5
.3

4
4
6
4
.6

歩
留
等
級
A
率

％
2
1

9
0
.1

2
3

8
8
.0

4
9
4
.3

4
9
0
.7

2
8
8
.5

1
9
5
.8

1
9
2
.9

4
8
3
.2

4
9
1
.2

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
1

8
5
.3

2
3

8
8
.9

4
7
8
.5

4
8
5
.6

2
7
8
.3

1
8
1
.6

1
8
5
.7

4
8
6
.0

4
9
9
.0

％
3
1

1
.2

3
1

1
.4

6
1
.5

6
1
.4

4
1
.5

1
0
.9

1
1
.1

6
1
.1

6
1
.1

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考

察
a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
2
年

8
.
6
ヵ

月
齢

に
対

し
、

R
3
年

8
.
7
ヵ

月
齢

は
、

0
.
1
ヵ

月
晩

期
化

し
た

。

b
）

R
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
3
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
2
年

の
下

位
2
5
％

階
層

9
.
5
ヵ

月
齢

(
デ

ー
タ

数
6
)
は

、
R
3
年

で
は

9
.
4
ヵ

月
齢

(
デ

ー
タ

数
5
)
と

な
り

、
0
.
1
ヵ

月
早

期
化

し
た

。
R
2
年

と
R
3
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
9
.
5
ヵ

月
齢

(
デ

ー
タ

数
4
）

に
対

し
、

R
0
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

⑥
9
.
7
ヵ

月
齢

(
デ

ー
タ

数
1
）

で
は

0
.
2
ヵ

月
遅

く
、

R
0
3
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
9
.
2
ヵ

月
齢

(
デ

ー
タ

数
1
)
で

は
、

0
.
3
ヵ

月
早

期
化

し
て

い
た

。

c
）

R
2
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
3
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
2
年

6
.
9
ヵ

月
齢

に
対

し
、

R
3
年

7
.
2
ヵ

月
齢

は
、

0
.
3
ヵ

月
晩

期
化

し
た

(
い

ず
れ

も
デ

ー
タ

数
6
)
。

d
）

補
足

事
項

R
2
年

と
R
3
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
は

、
R
3
年

成
績

上
位

2
5
％

階
層

⑩
と

比
較

し
て

、
肥

育
開

始
月

齢
が

2
.
3
ヵ

月
遅

く
、

肥
育

開
始

体
重

が
4
0
 
k
g
高

い
。

肥
育

日
数

は
4
8
.
8
日

間
短

い
が

、
１

日
当

た
り

増
体

重
は

0
.
0
3
 
k
g
/
日

低
く

、
出

荷
月

齢
は

0
.
9
ヵ

月
遅

い
。

一
方

、
出

荷
生

体
重

お
よ

び
枝

肉
重

量
は

2
5
～

2
8
 
k
g
低

く
、

歩
留

等
級

A
率

は
0
.
4
％

低
く

、
肉

質
等

級
４

・
５

率
は

1
0
.
7
％

低
い

。

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首
）

常
時

平
均

飼
養

頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故

率

飼
養
状

況

期
首

飼
養

頭
数

外
部

導
入

頭
数

自
家

保
留

子
牛

の
繰
入

事
故

頭
数

出
荷

頭
数

期
末

飼
養

頭
数

R
0
3
年

の
去

勢
肥

育
開

始
月

齢
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

成
績

⑩
R
0
2
年

成
績

①
R
0
3
年

成
績

②
R
0
2
年

成
績

③
R
0
3
年

成
績

④
R
0
3
年

も
成

績
が

下
位

2
5
%
の

階
層

⑤
R
0
3
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
R
0
3
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

⑧
R
0
2
年

成
績

⑨
う
ち
、
R
0
3
年
に
成
績
が
悪

化
し
た
も
の

⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
2
年

の
去

勢
肥

育
開

始
月

齢
が

下
位

2
5
%
の

階
層

R
0
2
年

の
去

勢
肥

育
開

始
月

齢
が

上
位

2
5
%
の

階
層
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１
．
去
勢
肥
育
開
始
体
重
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

1
9
9
.0

6
1
4
2
.4

6
1
4
9
.3

5
1
3
0
.6

2
1
9
2
.5

6
1
6
6
.5

6
1
4
7
.7

頭
3
1

1
2
1
.0

3
1

1
2
3
.0

6
9
7
.3

6
9
3
.3

5
7
7
.0

2
1
1
8
.5

6
8
5
.3

6
8
4
.8

頭
3
1

0
.4

3
1

1
.2

6
0
.0

6
0
.0

5
0
.0

2
0
.0

6
0
.8

6
5
.3

頭
3
1

2
.9

3
1

2
.9

6
2
.2

6
1
.8

5
1
.6

2
2
.0

6
2
.7

6
3
.8

頭
3
1

1
1
8
.5

3
1

1
1
6
.8

6
8
8
.3

6
8
1
.5

5
7
2
.0

2
1
0
8
.5

6
8
9
.3

6
8
0
.0

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

2
0
3
.6

6
1
4
9
.7

6
1
5
9
.8

5
1
3
4
.4

2
2
0
0
.5

6
1
6
0
.7

6
1
5
4
.0

％
3
1

9
8
.2

3
1

1
0
0
.9

6
1
0
5
.8

6
1
0
5
.2

5
1
0
2
.7

2
1
0
4
.0

6
9
3
.5

6
9
5
.5

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

1
9
9
.6

6
1
4
6
.0

6
1
4
5
.6

5
1
2
1
.7

2
1
9
6
.5

6
1
6
3
.6

6
1
5
0
.8

肥
育

開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
6

8
.6

2
5

8
.7

6
9
.2

5
9
.2

5
9
.2

2
9
.1

6
7
.3

6
7
.6

肥
育

開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
6

2
8
1
.3

2
5

2
7
9
.0

6
3
1
8
.9

5
3
1
2
.5

5
3
1
2
.5

2
3
1
3
.5

6
2
2
1
.4

6
2
2
1
.5

出
荷

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
7

2
9
.7

2
7

2
9
.5

6
2
9
.3

6
2
9
.3

5
2
9
.4

2
2
8
.5

6
2
9
.7

6
2
9
.7

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
7

7
7
9
.8

2
7

7
8
4
.8

6
8
5
8
.0

6
8
4
4
.3

5
8
4
1
.9

2
8
1
4
.7

6
7
5
0
.5

6
7
5
8
.6

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
6

6
3
7
.5

2
6

6
3
0
.4

6
6
1
0
.7

6
6
1
0
.5

5
6
1
2
.1

2
5
8
9
.8

6
6
8
5
.7

6
6
6
9
.2

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
6

0
.7
8

2
6

0
.8
0

6
0
.8
7

6
0
.8
7

5
0
.8
7

2
0
.8
5

6
0
.7
7

6
0
.8
0

枝
肉

重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

5
0
0
.1

2
7

5
0
4
.9

6
5
4
2
.8

6
5
3
9
.7

5
5
3
9
.7

2
5
2
5
.6

5
4
9
9
.0

6
4
9
4
.4

歩
留
等
級
A
率

％
2
6

9
4
.2

2
7

9
5
.7

6
9
6
.1

6
9
4
.6

5
9
3
.5

2
9
8
.8

5
9
7
.7

6
9
7
.7

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
5

8
7
.5

2
7

9
2
.9

6
9
4
.8

6
9
5
.7

5
9
4
.9

2
9
8
.4

5
9
3
.7

6
9
1
.9

肥
育

開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
1

8
.9

2
3

9
.0

3
9
.4

3
9
.6

2
9
.6

2
9
.6

6
8
.0

5
7
.6

肥
育

開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
0

2
5
7
.7

2
3

2
6
4
.0

3
2
8
8
.4

3
2
9
5
.9

2
2
9
6
.0

2
2
9
6
.0

6
2
3
2
.6

5
2
1
6
.1

出
荷

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
1

2
9
.6

2
3

2
9
.7

3
2
9
.3

3
2
8
.9

2
2
8
.8

2
2
8
.8

6
2
9
.4

5
2
9
.6

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

6
9
5
.7

2
3

6
9
8
.5

3
7
6
2
.2

3
7
5
9
.1

2
7
3
6
.9

2
7
3
6
.9

6
6
7
2
.6

5
6
6
4
.5

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
1

6
2
8
.5

2
3

6
2
8
.9

3
6
0
6
.9

3
5
9
0
.6

2
5
8
6
.8

2
5
8
6
.8

6
6
5
3
.7

5
6
7
0
.2

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
1

0
.7
0

2
3

0
.7
0

3
0
.7
9

3
0
.7
9

2
0
.7
6

2
0
.7
6

6
0
.6
7

5
0
.6
7

枝
肉

重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

4
4
8
.2

2
3

4
4
7
.2

3
4
8
7
.6

3
4
8
7
.8

2
4
7
8
.6

2
4
7
8
.6

6
4
4
0
.4

5
4
2
9
.2

歩
留
等
級
A
率

％
2
1

9
0
.1

2
3

8
8
.0

3
9
3
.8

3
9
4
.6

2
9
5
.4

2
9
5
.4

6
8
9
.3

5
8
7
.1

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
1

8
5
.3

2
3

8
8
.9

3
9
5
.0

3
9
5
.9

2
9
3
.8

2
9
3
.8

6
8
0
.8

5
9
2
.1

％
3
1

1
.2

3
1

1
.4

6
1
.7

6
0
.9

5
0
.9

2
0
.9

6
0
.8

6
1
.9

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考

察
a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
2
年

2
8
1
.
3
 
k
g
に

対
し

、
R
3
年

2
7
9
 
k
g
は

、
2
.
3
 
k
g
減

少
し

た
。

b
）

R
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
3
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
2
年

の
下

位
2
5
％

階
層

3
1
8
.
9
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
6
)
は

、
R
3
年

で
は

3
1
2
.
5
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
5
)
と

な
り

、
6
.
4
 
k
g
減

少
し

た
。

R
2
年

と
R
3
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
3
1
2
.
5
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
5
）

に
対

し
、

R
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

⑥
は

3
1
3
.
5
k
g
(
デ

ー
タ

数
2
)
と

な
り

1
 
k
g
高

い
。

c
）

R
2
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
3
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
2
年

2
2
1
.
4
 
k
g
に

対
し

、
R
3
年

2
2
1
.
5
 
k
g
は

、
ほ

ぼ
横

ば
い

で
あ

っ
た

 
(
い

ず
れ

も
デ

ー
タ

数
6
)
。

 d
）

補
足

事
項

R
2
年

と
R
3
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
は

、
R
3
年

成
績

上
位

2
5
％

階
層

⑩
と

比
較

し
て

、
肥

育
開

始
月

齢
は

1
.
6
ヵ

月
遅

く
、

肥
育

開
始

体
重

が
9
1
 
k
g
高

い
。

肥
育

期
間

中
の

１
日

当
た

り
増

体
重

は
0
.
0
7
 
k
g
/
日

高
く

、
肥

育
日

数
は

約
5
7
日

間
短

い
た

め
、

出
荷

月
齢

は
0
.
3
ヵ

月
早

い
。

一
方

、
出

荷
生

体
重

は
8
3
.
3
 
k
g
高

く
、

枝
肉

重
量

で
も

4
5
.
3
 
k
g
高

く
、

歩
留

等
級

A
率

は
4
.
2
％

低
い

が
、

肉
質

等
級

４
・

５
率

は
、

3
％

高
い

。

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首
）

常
時

平
均

飼
養

頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故

率

飼
養
状

況

期
首

飼
養

頭
数

外
部

導
入

頭
数

自
家

保
留

子
牛

の
繰
入

事
故

頭
数

出
荷

頭
数

期
末

飼
養

頭
数

R
0
3
年

の
去

勢
肥

育
開

始
体

重
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

成
績

⑩
R
0
2
年

成
績

①
R
0
3
年

成
績

②
R
0
2
年

成
績

③
R
0
3
年

成
績

④
R
0
3
年

も
成

績
が

下
位

2
5
%
の

階
層

⑤
R
0
3
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
R
0
3
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

⑧
R
0
2
年

成
績

⑨
う
ち
、
R
0
3
年
に
成
績
が
悪

化
し
た
も
の

⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
2
年

の
去

勢
肥

育
開

始
体

重
が

下
位

2
5
%
の

階
層

R
0
2
年

の
去

勢
肥

育
開

始
体

重
が

上
位

2
5
%
の

階
層
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１
．
去
勢
出
荷
月
齢
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

1
9
9
.0

6
8
6
.6

6
8
7
.0

4
4
4
.3

1
4
2
.0

2
1
7
2
.5

6
1
6
5
.7

6
2
2
6
.5

頭
3
1

1
2
1
.0

3
1

1
2
3
.0

6
5
1
.3

6
4
8
.5

4
2
3
.3

1
2
2
.0

2
9
9
.0

6
1
2
2
.0

6
1
5
2
.7

頭
3
1

0
.4

3
1

1
.2

6
0
.0

6
0
.0

4
0
.0

1
0
.0

2
0
.0

6
0
.0

6
0
.0

頭
3
1

2
.9

3
1

2
.9

6
0
.2

6
1
.2

4
0
.5

1
0
.0

2
2
.5

6
3
.0

6
2
.8

頭
3
1

1
1
8
.5

3
1

1
1
6
.8

6
5
0
.8

6
4
7
.5

4
2
4
.5

1
2
3
.0

2
9
3
.5

6
1
0
3
.8

6
1
3
9
.8

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

2
0
3
.6

6
8
7
.3

6
8
7
.2

4
4
3
.0

1
4
3
.0

2
1
7
5
.5

6
1
8
0
.8

6
2
3
6
.5

％
3
1

9
8
.2

3
1

1
0
0
.9

6
9
9
.3

6
1
0
9
.4

4
1
1
3
.4

1
1
0
2
.4

2
1
0
1
.5

6
1
0
5
.5

6
1
0
0
.7

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

1
9
9
.6

6
8
7
.0

6
8
7
.1

4
4
3
.6

1
4
2
.5

2
1
7
4
.0

6
1
7
3
.3

6
2
3
1
.5

肥
育

開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
6

8
.6

2
5

8
.7

5
8
.9

5
9
.1

4
9
.0

1
9
.3

1
9
.7

6
8
.7

6
8
.9

肥
育

開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
6

2
8
1
.3

2
5

2
7
9
.0

5
2
7
2
.4

5
2
7
4
.4

4
2
8
4
.3

1
3
1
0
.5

1
2
3
4
.5

6
2
9
2
.8

6
2
9
0
.5

出
荷

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
7

2
9
.7

2
7

2
9
.5

6
3
1
.3

6
3
0
.5

4
3
1
.2

1
3
1
.0

2
2
9
.2

6
2
8
.3

6
2
8
.0

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
7

7
7
9
.8

2
7

7
8
4
.8

6
7
6
1
.5

6
7
8
1
.1

4
7
8
8
.6

1
8
3
4
.8

2
7
6
6
.0

6
7
6
7
.1

6
7
6
0
.6

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
6

6
3
7
.5

2
6

6
3
0
.4

5
6
7
9
.1

5
6
6
1
.6

4
6
7
5
.7

1
6
5
3
.0

1
6
0
5
.5

6
5
9
4
.2

6
5
8
2
.8

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
6

0
.7
8

2
6

0
.8
0

5
0
.6
9

5
0
.7
8

4
0
.7
5

1
0
.8
0

1
0
.8
9

6
0
.7
9

6
0
.8
1

枝
肉

重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

5
0
0
.1

2
7

5
0
4
.9

5
4
9
4
.6

6
5
0
5
.7

4
5
1
1
.3

1
5
4
5
.7

2
4
9
4
.6

6
4
9
7
.1

6
4
9
0
.4

歩
留
等
級
A
率

％
2
6

9
4
.2

2
7

9
5
.7

5
9
5
.2

6
9
6
.9

4
9
5
.3

1
9
1
.3

2
1
0
0
.0

6
9
5
.6

6
9
6
.7

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
5

8
7
.5

2
7

9
2
.9

4
8
8
.4

6
9
8
.6

4
9
7
.8

1
9
1
.3

2
1
0
0
.0

6
8
4
.0

6
9
3
.5

肥
育

開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
1

8
.9

2
3

9
.0

4
9
.3

4
9
.3

2
9
.3

2
9
.4

5
9
.3

6
9
.3

肥
育

開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
0

2
5
7
.7

2
3

2
6
4
.0

3
2
4
5
.2

4
2
6
8
.5

2
2
7
1
.6

2
2
6
5
.4

5
2
7
9
.2

6
2
7
6
.3

出
荷

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
1

2
9
.6

2
3

2
9
.7

4
3
1
.1

4
3
1
.3

2
3
2
.3

2
3
0
.4

5
2
8
.6

6
2
8
.3

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

6
9
5
.7

2
3

6
9
8
.5

4
6
4
4
.9

4
6
7
6
.3

2
6
7
7
.9

2
6
7
4
.7

5
7
1
2
.7

6
7
1
3
.7

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
1

6
2
8
.5

2
3

6
2
8
.9

4
6
5
8
.4

4
6
6
7
.2

2
6
9
5
.9

2
6
3
8
.6

5
5
8
6
.7

6
5
7
7
.7

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
1

0
.7
0

2
3

0
.7
0

4
0
.6
0

4
0
.6
2

2
0
.6
0

2
0
.6
3

5
0
.7
5

6
0
.7
6

枝
肉

重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

4
4
8
.2

2
3

4
4
7
.2

4
4
1
2
.6

4
4
3
2
.1

2
4
3
5
.7

2
4
2
8
.5

5
4
6
0
.5

6
4
5
6
.6

歩
留
等
級
A
率

％
2
1

9
0
.1

2
3

8
8
.0

4
9
3
.5

4
9
5
.1

2
9
6
.7

2
9
3
.6

5
9
3
.7

6
9
3
.3

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
1

8
5
.3

2
3

8
8
.9

4
8
9
.1

4
9
3
.6

2
9
2
.9

2
9
4
.3

5
8
8
.2

6
9
1
.5

％
3
1

1
.2

3
1

1
.4

6
0
.2

6
1
.2

4
0
.5

1
0
.0

2
2
.4

6
1
.5

6
1
.1

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考

察
a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
2
年

2
9
.
7
ヵ

月
齢

に
対

し
、

R
3
年

2
9
.
5
ヵ

月
齢

は
、

0
.
2
ヵ

月
早

期
化

し
た

。

b
）

R
2
 
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
3
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
2
年

の
下

位
2
5
％

階
層

3
1
.
3
ヵ

月
齢

は
、

R
3
年

で
は

3
0
.
5
ヵ

月
齢

と
な

り
、

0
.
8
ヵ

月
早

期
化

し
た

(
い

ず
れ

も
デ

ー
タ

数
6
)
。

R
2
年

と
R3

年
の

い
ず

れ
も

成
績

下
位

2
5
％

階
層

⑤
3
1
.
2
ヵ

月
齢

(
デ

ー
タ

数
4
）

に
対

し
、

R
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

⑥
は

3
1
ヵ

月
齢

(
デ

ー
タ

数
1
）

で
0
.
2
ヵ

月
早

期
化

し
、

R
0
3
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
は

2
9
.
2
ヵ

月
齢

(
デ

ー
タ

数
2
）

で
0
.
4
ヵ

月
早

期
化

し
て

い
た

。

c
）

R
2
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
3
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
2
年

2
8
.
3
ヵ

月
齢

に
対

し
、

R
3
年

2
8
ヵ

月
齢

は
、

0
.
3
ヵ

月
早

期
化

し
た

(
い

ず
れ

も
デ

ー
タ

数
6
）

。

d
）

補
足

事
項

R
2
年

と
R
3
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
は

、
R
3
年

成
績

上
位

2
5
％

階
層

⑩
と

比
較

し
て

、
肥

育
開

始
月

齢
は

ほ
ぼ

差
が

な
い

が
、

肥
育

開
始

体
重

は
6
 
k
g
低

い
。

肥
育

期
間

中
の

１
日

当
た

り
増

体
重

は
0
.
0
6
 
k
g
/
日

低
く

、
肥

育
日

数
は

9
2
.
9
日

間
長

く
、

出
荷

月
齢

は
3
.
2
ヵ

月
遅

い
。

一
方

、
出

荷
生

体
重

は
2
8
 
k
g
高

く
、

枝
肉

重
量

は
2
0
.
9
 
k
g
高

い
。

歩
留

等
級

A
率

は
1
.
4
％

低
く

、
肉

質
等

級
４

・
５

率
は

4
.
3
％

高
い

。

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首
）

常
時

平
均

飼
養

頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故

率

飼
養
状

況

期
首

飼
養

頭
数

外
部

導
入

頭
数

自
家

保
留

子
牛

の
繰
入

事
故

頭
数

出
荷

頭
数

期
末

飼
養

頭
数

R
0
3
年

の
去

勢
出

荷
月

齢
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

成
績

⑩
R
0
2
年

成
績

①
R
0
3
年

成
績

②
R
0
2
年

成
績

③
R
0
3
年

成
績

④
R
0
3
年

も
成

績
が

下
位

2
5
%
の

階
層

⑤
R
0
3
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
R
0
3
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

⑧
R
0
2
年

成
績

⑨
う
ち
、
R
0
3
年
に
成
績
が
悪

化
し
た
も
の

⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
2
年

の
去

勢
出

荷
月

齢
が

下
位

2
5
%
の

階
層

R
0
2
年

の
去

勢
出

荷
月

齢
が

上
位

2
5
%
の

階
層
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１
．
去
勢
出
荷
生
体
重
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

1
9
9
.0

6
2
0
7
.2

6
2
1
4
.7

4
1
6
6
.0

2
1
5
2
.0

2
3
1
2
.0

6
1
6
3
.4

6
1
9
5
.8

頭
3
1

1
2
1
.0

3
1

1
2
3
.0

6
1
3
6
.8

6
1
4
6
.2

4
1
2
3
.8

2
9
1
.5

2
1
9
1
.0

6
9
9
.7

6
1
2
1
.0

頭
3
1

0
.4

3
1

1
.2

6
0
.0

6
0
.0

4
0
.0

2
0
.0

2
0
.0

6
1
.2

6
6
.3

頭
3
1

2
.9

3
1

2
.9

6
4
.2

6
3
.5

4
2
.8

2
2
.0

2
5
.0

6
2
.0

6
4
.2

頭
3
1

1
1
8
.5

3
1

1
1
6
.8

6
1
2
5
.2

6
1
3
0
.8

4
1
0
6
.5

2
8
9
.5

2
1
7
9
.5

6
9
9
.5

6
1
0
7
.0

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

2
0
3
.6

6
2
1
4
.7

6
2
2
6
.5

4
1
8
0
.5

2
1
5
2
.0

2
3
1
8
.5

6
1
6
3
.2

6
2
1
2
.2

％
3
1

9
8
.2

3
1

1
0
0
.9

6
9
9
.0

6
1
0
3
.6

4
1
0
4
.7

2
9
5
.0

2
1
0
1
.6

6
1
0
1
.9

6
1
1
4
.0

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

1
9
9
.6

6
2
1
0
.9

6
2
2
0
.6

4
1
7
3
.3

2
1
5
2
.0

2
3
1
5
.3

6
1
6
3
.3

6
1
9
5
.0

肥
育

開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
6

8
.6

2
5

8
.7

6
9
.2

6
9
.4

4
9
.2

2
9
.3

2
9
.7

6
9
.1

5
8
.3

肥
育

開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
6

2
8
1
.3

2
5

2
7
9
.0

6
2
6
7
.7

6
2
6
7
.1

4
2
7
2
.0

2
2
5
7
.0

2
2
5
7
.3

6
3
1
4
.0

5
2
8
2
.9

出
荷

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
7

2
9
.7

2
7

2
9
.5

6
3
0
.0

6
2
9
.8

4
2
9
.9

2
3
0
.2

2
2
9
.6

6
2
9
.7

6
2
9
.6

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
7

7
7
9
.8

2
7

7
8
4
.8

6
6
9
7
.5

6
7
2
2
.4

4
6
9
9
.5

2
6
9
6
.2

2
7
6
8
.2

6
8
6
6
.3

6
8
6
9
.2

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
6

6
3
7
.5

2
6

6
3
0
.4

6
6
3
0
.6

6
6
1
9
.0

4
6
2
5
.8

2
6
3
1
.8

2
6
0
5
.3

6
6
2
3
.9

6
6
4
6
.3

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
6

0
.7
8

2
6

0
.8
0

6
0
.6
9

6
0
.7
5

4
0
.7
0

2
0
.7
2

2
0
.8
4

6
0
.8
7

6
0
.9
0

枝
肉

重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

5
0
0
.1

2
7

5
0
4
.9

5
4
4
9
.0

6
4
6
5
.5

4
4
4
8
.9

2
4
4
9
.1

2
4
9
8
.7

5
5
5
1
.1

6
5
5
5
.3

歩
留
等
級
A
率

％
2
6

9
4
.2

2
7

9
5
.7

5
9
0
.7

6
9
5
.5

4
9
3
.2

2
9
6
.7

2
1
0
0
.0

6
9
3
.6

6
9
8
.6

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
5

8
7
.5

2
7

9
2
.9

5
7
2
.2

6
8
7
.7

4
8
5
.9

2
8
1
.6

2
9
1
.2

6
9
3
.4

6
9
9
.3

肥
育

開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
1

8
.9

2
3

9
.0

6
9
.4

6
9
.3

4
9
.5

2
9
.6

2
9
.0

2
9
.4

4
8
.9

肥
育

開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
0

2
5
7
.7

2
3

2
6
4
.0

6
2
5
5
.3

6
2
5
8
.5

4
2
6
4
.5

2
2
4
9
.2

2
2
4
6
.6

2
2
9
9
.0

4
2
8
2
.2

出
荷

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
1

2
9
.6

2
3

2
9
.7

6
2
9
.9

6
3
0
.2

4
3
0
.3

2
3
0
.2

2
3
0
.0

2
2
9
.4

4
3
0
.2

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

6
9
5
.7

2
3

6
9
8
.5

6
6
5
2
.1

6
6
6
2
.4

4
6
7
0
.6

2
6
5
2
.0

2
6
4
6
.0

2
8
0
7
.4

4
7
8
5
.5

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
1

6
2
8
.5

2
3

6
2
8
.9

6
6
2
3
.8

6
6
3
4
.6

4
6
3
2
.5

2
6
2
9
.3

2
6
3
8
.8

2
6
1
0
.4

4
6
5
2
.1

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
1

0
.7
0

2
3

0
.7
0

6
0
.6
4

6
0
.6
5

4
0
.6
6

2
0
.6
4

2
0
.6
3

2
0
.8
4

4
0
.7
8

枝
肉

重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

4
4
8
.2

2
3

4
4
7
.2

6
4
1
8
.1

6
4
2
5
.8

4
4
3
1
.7

2
4
2
2
.7

2
4
1
3
.9

2
5
1
6
.9

4
5
0
4
.6

歩
留
等
級
A
率

％
2
1

9
0
.1

2
3

8
8
.0

6
9
2
.6

6
9
1
.3

4
9
0
.7

2
8
7
.1

2
9
2
.7

2
9
3
.5

4
9
6
.0

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
1

8
5
.3

2
3

8
8
.9

6
7
6
.0

6
8
3
.4

4
8
2
.3

2
8
0
.4

2
8
5
.5

2
9
8
.5

4
9
6
.8

％
3
1

1
.2

3
1

1
.4

6
1
.4

6
2
.0

4
1
.6

2
1
.8

2
2
.9

6
1
.1

6
1
.5

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考

察
a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
2
年

7
7
9
.
8
 
k
g
に

対
し

、
R
3
年

7
8
4
.
8
 
k
g
は

、
5
k
g
増

加
し

た
。

b
）

R
2
 
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
3
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
2
年

の
下

位
2
5
％

階
層

6
9
7
.
5
 
k
g
は

、
R
3
年

で
は

7
2
2
.
4
 
k
g
と

な
り

、
2
4
.
9
 
k
g
増

加
し

た
(
い

ず
れ

も
デ

ー
タ

数
6
)
。

R
2
年

と
R
3
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
6
9
9
.
5
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
4
）

に
対

し
て

、
R
0
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

⑥
は

6
9
6
.
2
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
2
）

で
3
.
3
 
k
g
低

く
、

R
0
3
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
は

7
6
8
.
2
 
k
g
で

6
8
.
7
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
2
）

高
い

。

c
）

R
2
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
3
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
2
年

8
6
6
.
3
 
k
g
に

対
し

、
R
3
年

8
6
9
.
2
 
k
g
は

、
2
.
9
 
k
g
増

加
し

た
(
い

ず
れ

も
デ

ー
タ

数
6
)
。

d
）

補
足

事
項

R
2
年

と
R
3
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
は

、
R
3
年

成
績

上
位

2
5
％

階
層

⑩
と

比
較

し
て

、
肥

育
開

始
月

齢
は

0
.
9
ヵ

月
遅

く
、

肥
育

開
始

体
重

が
1
0
.
9
 
k
g
低

い
。

肥
育

期
間

中
の

１
日

当
た

り
増

体
重

は
0
.
2
 
k
g
/
日

低
く

、
肥

育
日

数
は

2
0
.
5
日

間
長

い
が

、
出

荷
生

体
重

は
1
6
9
.
7
 
k
g
低

く
、

枝
肉

重
量

は
1
0
6
.
4
 
k
g
低

い
。

歩
留

等
級

A
率

は
5
.
4
％

低
く

、
肉

質
等

級
４

・
５

率
が

1
3
.
4
％

低
い

。

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首
）

常
時

平
均

飼
養

頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故

率

飼
養
状

況

期
首

飼
養

頭
数

外
部

導
入

頭
数

自
家

保
留

子
牛

の
繰
入

事
故

頭
数

出
荷

頭
数

期
末

飼
養

頭
数

R
0
3
年

の
去

勢
出

荷
生

体
重

が
上

位
2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

成
績

⑩
R
0
2
年

成
績

①
R
0
3
年

成
績

②
R
0
2
年

成
績

③
R
0
3
年

成
績

④
R
0
3
年

も
成

績
が

下
位

2
5
%
の

階
層

⑤
R
0
3
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
R
0
3
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

⑧
R
0
2
年

成
績

⑨
う
ち
、
R
0
3
年
に
成
績
が
悪

化
し
た
も
の

⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
2
年

の
去

勢
出

荷
生

体
重

が
下

位
2
5
%
の

階
層

R
0
2
年

の
去

勢
出

荷
生

体
重

が
上

位
2
5
%
の

階
層
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１
．
去
勢
肥
育
日
数
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

1
9
9
.0

6
1
5
1
.8

6
1
4
7
.7

4
1
7
0
.8

1
2
.0

2
1
0
1
.5

6
1
9
2
.2

6
2
7
7
.7

頭
3
1

1
2
1
.0

3
1

1
2
3
.0

6
7
8
.0

6
8
6
.8

4
1
0
3
.5

1
3
.0

2
5
3
.5

6
1
4
1
.7

6
1
8
6
.2

頭
3
1

0
.4

3
1

1
.2

6
0
.8

6
5
.3

4
8
.0

1
0
.0

2
0
.0

6
0
.0

6
0
.0

頭
3
1

2
.9

3
1

2
.9

6
2
.7

6
4
.0

4
4
.3

1
0
.0

2
3
.5

6
4
.3

6
3
.2

頭
3
1

1
1
8
.5

3
1

1
1
6
.8

6
7
9
.8

6
7
9
.0

4
9
1
.0

1
2
.0

2
5
5
.0

6
1
2
1
.5

6
1
7
1
.3

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

2
0
3
.6

6
1
4
8
.2

6
1
5
6
.8

4
1
8
7
.0

1
3
.0

2
9
6
.5

6
2
0
8
.0

6
2
8
9
.3

％
3
1

9
8
.2

3
1

1
0
0
.9

6
9
5
.6

6
1
1
1
.7

4
1
2
0
.0

1
1
5
0
.0

2
9
5
.0

6
1
0
7
.7

6
1
0
4
.2

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

1
9
9
.6

6
1
5
0
.0

6
1
5
2
.3

4
1
7
8
.9

1
2
.5

2
9
9
.0

6
2
0
0
.1

6
2
8
3
.5

肥
育

開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
6

8
.6

2
5

8
.7

6
7
.3

6
7
.6

4
6
.8

1
8
.6

2
9
.3

6
9
.1

6
9
.1

肥
育

開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
6

2
8
1
.3

2
5

2
7
9
.0

6
2
2
7
.3

6
2
3
3
.4

4
2
2
4
.3

1
2
8
0
.0

2
2
5
1
.6

6
3
0
8
.8

6
2
9
7
.8

出
荷

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
7

2
9
.7

2
7

2
9
.5

6
3
1
.0

6
3
0
.4

4
3
0
.6

1
3
1
.1

2
2
9
.9

6
2
8
.7

6
2
8
.1

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
7

7
7
9
.8

2
7

7
8
4
.8

6
7
5
0
.0

6
7
8
4
.0

4
7
9
7
.1

1
8
8
3
.0

2
7
5
7
.9

6
7
9
7
.4

6
7
6
5
.9

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
6

6
3
7
.5

2
6

6
3
0
.4

6
7
1
4
.9

6
6
9
2
.1

4
7
2
5
.6

1
6
9
9
.5

2
6
2
5
.1

6
5
9
0
.3

6
5
7
8
.5

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
6

0
.7
8

2
6

0
.8
0

6
0
.7
3

6
0
.7
9

4
0
.7
9

1
0
.8
5

2
0
.8
1

6
0
.8
3

6
0
.8
1

枝
肉

重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

5
0
0
.1

2
7

5
0
4
.9

5
4
9
6
.9

6
5
1
1
.8

4
5
1
5
.0

1
5
6
5
.3

2
5
0
5
.4

6
5
0
7
.5

6
4
9
3
.0

歩
留
等
級
A
率

％
2
6

9
4
.2

2
7

9
5
.7

5
9
4
.5

6
9
7
.3

4
9
6
.0

1
1
0
0
.0

2
1
0
0
.0

6
9
4
.9

6
9
6
.0

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
5

8
7
.5

2
7

9
2
.9

4
8
9
.6

6
9
8
.6

4
9
7
.9

1
1
0
0
.0

2
1
0
0
.0

6
8
3
.9

6
9
0
.9

肥
育

開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
1

8
.9

2
3

9
.0

5
7
.7

5
7
.6

3
6
.6

2
9
.1

4
9
.4

6
9
.4

肥
育

開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
0

2
5
7
.7

2
3

2
6
4
.0

5
2
2
3
.8

5
2
2
4
.2

3
2
0
8
.7

2
2
4
7
.5

4
2
7
7
.5

6
2
7
5
.9

出
荷

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
1

2
9
.6

2
3

2
9
.7

5
3
0
.6

5
3
0
.6

3
3
0
.6

2
3
0
.5

4
2
8
.7

6
2
8
.6

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

6
9
5
.7

2
3

6
9
8
.5

5
6
6
2
.1

5
6
7
4
.8

3
6
9
3
.4

2
6
4
6
.7

4
7
1
8
.2

6
7
1
7
.7

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
1

6
2
8
.5

2
3

6
2
8
.9

5
6
9
3
.1

5
6
9
7
.8

3
7
2
7
.5

2
6
5
3
.2

4
5
8
5
.7

6
5
8
1
.3

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
1

0
.7
0

2
3

0
.7
0

5
0
.6
3

5
0
.6
5

3
0
.6
7

2
0
.6
1

4
0
.7
5

6
0
.7
6

枝
肉

重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

4
4
8
.2

2
3

4
4
7
.2

5
4
3
0
.2

5
4
3
4
.9

3
4
4
4
.8

2
4
2
0
.1

4
4
6
0
.3

6
4
5
9
.7

歩
留
等
級
A
率

％
2
1

9
0
.1

2
3

8
8
.0

5
8
4
.8

5
9
0
.9

3
9
0
.5

2
9
1
.4

4
9
3
.7

6
9
2
.6

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
1

8
5
.3

2
3

8
8
.9

5
8
4
.9

5
9
4
.7

3
9
4
.7

2
9
4
.7

4
8
6
.0

6
9
0
.6

％
3
1

1
.2

3
1

1
.4

6
0
.8

6
1
.9

4
1
.1

1
0
.0

2
3
.5

6
2
.3

6
1
.2

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考

察
a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

 
R
2
年

6
3
7
.
5
日

に
対

し
、

R
3
年

6
3
0
.
4
日

は
、

7
.
1
日

間
短

期
化

し
た

。

b
）

R
2
 
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
3
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
2
年

の
下

位
2
5
％

階
層

7
1
4
.
9
日

は
、

R
3
年

で
は

6
9
2
.
1
日

と
な

り
、

2
2
.
8
日

間
長

期
化

し
た

(
い

ず
れ

も
デ

ー
タ

数
6
)
。

R
2
年

と
R
3年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
7
2
5
.
6
日

(
デ

ー
タ

数
4
）

に
対

し
、

R
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

⑥
は

6
9
9
.
5
日

(
デ

ー
タ

数
1
）

で
2
6
.
1
日

間
短

期
化

し
、

R
3
年

成
績

中
位

5
0
%
階

層
⑦

は
6
2
5
.
1
日

(
デ

ー
タ

数
2
)
で

1
0
0
日

間
短

期
化

し
て

い
る

。

c
）

R
2
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
3
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
2
年

5
9
0
.
3
日

(
デ

ー
タ

数
6
)
に

対
し

、
R
3
年

5
7
8
.
5
日

(
デ

ー
タ

数
7
)
は

、
1
1
.
8
日

間
短

期
化

し
た

。

d
）

補
足

事
項

R
2
年

と
R
3
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
は

、
R
2
年

成
績

上
位

2
5
％

階
層

⑩
と

比
較

し
て

、
肥

育
開

始
月

齢
が

2
.
3
ヵ

月
齢

早
く

、
肥

育
開

始
体

重
は

7
3
.
5
 
k
g
低

い
。

１
日

当
た

り
増

体
重

は
0
.
0
2

k
g
/
日

低
く

、
肥

育
日

数
が

1
4
7
.
1
日

間
長

く
、

出
荷

月
齢

は
2
.
5
ヵ

月
遅

い
。

出
荷

生
体

重
は

3
1
.
2
 
k
g
高

く
、

枝
肉

重
量

は
2
2
 
k
g
高

く
、

歩
留

等
級

A
率

は
変

わ
ら

な
い

が
、

肉
質

等
級

４
・

５
率

は
7
％

高
い

。

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首
）

常
時

平
均

飼
養

頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故

率

飼
養
状

況

期
首

飼
養

頭
数

外
部

導
入

頭
数

自
家

保
留

子
牛

の
繰
入

事
故

頭
数

出
荷

頭
数

期
末

飼
養

頭
数

R
0
3
年

の
去

勢
肥

育
日

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

成
績

⑩
R
0
2
年

成
績

①
R
0
3
年

成
績

②
R
0
2
年

成
績

③
R
0
3
年

成
績

④
R
0
3
年

も
成

績
が

下
位

2
5
%
の

階
層

⑤
R
0
3
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
R
0
3
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

⑧
R
0
2
年

成
績

⑨
う
ち
、
R
0
3
年
に
成
績
が
悪

化
し
た
も
の

⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
2
年

の
去

勢
肥

育
日

数
が

下
位

2
5
%
の

階
層

R
0
2
年

の
去

勢
肥

育
日

数
が

上
位

2
5
%
の

階
層
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１
．
去
勢
１
日

当
た
り
増

体
重
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

1
9
9
.0

6
1
5
0
.8

6
1
4
2
.3

3
7
6
.0

1
4
2
.0

1
5
2
1
.0

2
5
2
.5

6
2
2
9
.2

6
1
8
6
.2

頭
3
1

1
2
1
.0

3
1

1
2
3
.0

6
8
2
.7

6
8
4
.3

3
4
0
.3

1
1
5
.0

1
3
2
2
.0

2
3
1
.5

6
1
3
4
.0

6
1
1
5
.5

頭
3
1

0
.4

3
1

1
.2

6
0
.0

6
0
.0

3
0
.0

1
0
.0

1
0
.0

2
0
.0

6
2
.0

6
5
.3

頭
3
1

2
.9

3
1

2
.9

6
2
.0

6
2
.5

3
1
.7

1
1
.0

1
5
.0

2
2
.5

6
4
.0

6
4
.5

頭
3
1

1
1
8
.5

3
1

1
1
6
.8

6
8
9
.2

6
8
3
.7

3
4
7
.0

1
1
9
.0

1
3
0
5
.0

2
2
8
.0

6
1
3
2
.0

6
1
0
1
.0

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

2
0
3
.6

6
1
4
2
.3

6
1
4
0
.5

3
6
7
.7

1
3
7
.0

1
5
3
3
.0

2
5
3
.5

6
2
2
9
.2

6
2
0
1
.7

％
3
1

9
8
.2

3
1

1
0
0
.9

6
9
2
.0

6
1
0
6
.3

3
9
4
.8

1
8
8
.1

1
1
0
2
.3

2
1
2
5
.5

6
1
0
0
.2

6
1
1
3
.5

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

1
9
9
.6

6
1
4
6
.6

6
1
4
1
.4

3
7
1
.8

1
3
9
.5

1
5
2
7
.0

2
5
3
.0

6
2
2
9
.2

6
1
8
4
.9

肥
育

開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
6

8
.6

2
5

8
.7

6
9
.0

6
9
.3

3
9
.2

1
9
.4

1
9
.7

2
9
.2

6
8
.4

5
8
.5

肥
育

開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
6

2
8
1
.3

2
5

2
7
9
.0

6
2
6
9
.4

6
2
6
7
.9

3
2
7
1
.0

1
2
4
0
.6

1
2
8
0
.0

2
2
5
7
.3

6
2
9
0
.8

5
2
6
7
.8

出
荷

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
7

2
9
.7

2
7

2
9
.5

6
3
1
.0

6
3
0
.7

3
3
1
.2

1
3
2
.3

1
2
9
.6

2
3
0
.3

6
2
9
.5

6
2
9
.6

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
7

7
7
9
.8

2
7

7
8
4
.8

6
7
0
9
.0

6
7
5
1
.0

3
6
9
5
.5

1
6
5
9
.8

1
7
6
1
.5

2
8
2
9
.0

6
8
5
8
.6

6
8
5
5
.1

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
6

6
3
7
.5

2
6

6
3
0
.4

6
6
6
4
.9

6
6
5
1
.3

3
6
6
5
.9

1
6
8
6
.3

1
6
0
5
.1

2
6
5
2
.5

6
6
4
0
.4

6
6
3
8
.5

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
6

0
.7
8

2
6

0
.8
0

6
0
.6
6

6
0
.7
5

3
0
.6
5

1
0
.6
4

1
0
.7
9

2
0
.8
7

6
0
.8
9

6
0
.9
0

枝
肉

重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

5
0
0
.1

2
7

5
0
4
.9

5
4
5
9
.4

6
4
8
2
.2

3
4
4
3
.5

1
4
2
9
.0

1
4
8
5
.2

2
5
3
8
.7

5
5
5
0
.8

6
5
4
9
.3

歩
留
等
級
A
率

％
2
6

9
4
.2

2
7

9
5
.7

5
9
3
.1

6
9
6
.6

3
9
3
.3

1
1
0
0
.0

1
1
0
0
.0

2
1
0
0
.0

6
9
4
.3

6
9
8
.8

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
5

8
7
.5

2
7

9
2
.9

4
7
9
.6

6
9
1
.7

3
8
9
.3

1
7
5
.0

1
8
2
.4

2
1
0
0
.0

6
9
5
.9

6
9
9
.3

肥
育

開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
1

8
.9

2
3

9
.0

5
9
.4

5
9
.4

3
9
.7

1
9
.8

1
8
.9

1
9
.1

3
8
.6

4
8
.6

肥
育

開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
0

2
5
7
.7

2
3

2
6
4
.0

5
2
4
6
.8

5
2
5
7
.8

3
2
6
5
.2

1
2
3
7
.5

1
2
4
9
.7

1
2
4
3
.4

3
2
7
7
.0

4
2
6
5
.4

出
荷

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
1

2
9
.6

2
3

2
9
.7

5
3
0
.7

5
3
1
.2

3
3
1
.9

1
3
2
.0

1
2
9
.5

1
3
0
.5

3
2
9
.5

4
2
9
.4

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

6
9
5
.7

2
3

6
9
8
.5

5
6
2
6
.8

5
6
4
0
.2

3
6
3
6
.3

1
6
2
0
.1

1
6
8
0
.1

1
6
1
1
.8

3
7
7
7
.0

4
7
3
8
.5

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
1

6
2
8
.5

2
3

6
2
8
.9

5
6
4
8
.5

5
6
6
1
.3

3
6
7
6
.3

1
6
7
9
.6

1
6
2
5
.7

1
6
5
1
.8

3
6
3
7
.9

4
6
3
7
.1

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
1

0
.7
0

2
3

0
.7
0

5
0
.5
9

5
0
.5
8

3
0
.5
5

1
0
.5
5

1
0
.6
9

1
0
.5
7

3
0
.7
9

4
0
.7
5

枝
肉

重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

4
4
8
.2

2
3

4
4
7
.2

5
4
0
1
.4

5
4
0
7
.8

3
4
0
3
.7

1
4
0
3
.3

1
4
3
5
.5

1
3
9
2
.3

3
4
9
9
.8

4
4
7
5
.7

歩
留
等
級
A
率

％
2
1

9
0
.1

2
3

8
8
.0

5
8
9
.3

5
8
7
.6

3
8
4
.2

1
8
1
.3

1
9
5
.8

1
8
9
.5

3
9
4
.6

4
9
3
.4

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
1

8
5
.3

2
3

8
8
.9

5
7
6
.5

5
7
7
.8

3
7
2
.6

1
7
5
.0

1
8
1
.6

1
8
9
.5

3
9
4
.8

4
9
4
.2

％
3
1

1
.2

3
1

1
.4

6
0
.6

6
1
.9

3
1
.8

1
2
.5

1
0
.9

2
2
.4

6
1
.6

6
2
.0

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考

察

項
目

単
位

全
体

R
0
2
年

の
去

勢
１
日

当
た
り
増

体
重

が
下

位
2
5
%
の

階
層

R
0
2
年

の
去

勢
１
日

当
た
り
増

体
重

が
上

位
2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

の
去

勢
１
日

当
た
り
増

体
重

が
上

位
2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

成
績

⑩
R
0
2
年

成
績

①
R
0
3
年

成
績

②
R
0
2
年

成
績

③
R
0
3
年

成
績

④
R
0
3
年

も
成

績
が

下
位

2
5
%
の

階
層

⑤
R
0
3
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
R
0
3
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

⑧
R
0
2
年

成
績

⑨
う
ち
、
R
0
3
年
に
成
績
が
悪

化
し
た
も
の

⑥

a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
2
年

0
.
7
8
k
g
/
日

に
対

し
、

R
3
年

0
.
8
 
k
g
/
日

は
、

0
.
0
2
 
k
g
/
日

増
加

し
た

。

b
）

R
2
 
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
3
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
2
年

の
下

位
2
5
％

階
層

0
.
6
6
 
k
g
/
日

は
、

R
3
年

で
は

0
.
7
5
 
k
g
/
日

と
な

り
、

0
.
0
9
 
k
g
/
日

増
加

し
た

(
い

ず
れ

も
デ

ー
タ

数
6
)
。

R
2
年

と
R
3
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
0
.
6
5
 
k
g
/
日

(
デ

ー
タ

数
3
）

に
対

し
、

R
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

⑥
0
.
6
4
 
k
g
/
日

(
デ

ー
タ

数
1
）

は
0
.
0
1
 
k
g
/
日

低
く

、
R
3
年

成
績

中
位

5
0
%
階

層
⑦

0
.
7
9
 
k
g
/
日

(
デ

ー
タ

数
1
）

は
0
.
1
4
 
k
g
/
日

高
く

、
R
3
年

成
績

上
位

2
5
%
階

層
⑧

0
.
8
7
 
k
g
/
日

(
デ

ー
タ

数
2
）

は
0
.
2
2
 
k
g
/
日

高
か

っ
た

。

c
）

R
2
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
3
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
2
年

0
.
8
9
 
k
g
/
日

に
対

し
、

R
3
年

0
.
9
 
k
g
/
日

は
、

0
.
0
1
 
k
g
/
日

増
加

し
た

(
デ

ー
タ

数
5
～

6
)
。

d
）

補
足

事
項

R
2
年

と
R
3
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
は

、
R
3
年

成
績

上
位

2
5
％

階
層

⑩
と

比
較

し
て

、
肥

育
開

始
体

重
は

ほ
ぼ

差
は

な
い

も
の

の
、

肥
育

開
始

月
齢

が
0
.
7
ヵ

月
遅

く
、

肥
育

日
数

が
2
7
.
4
日

間
長

く
、

出
荷

月
齢

は
1
.
6
ヵ

月
遅

い
。

一
方

、
１

日
当

た
り

増
体

重
量

が
0
.
2
5
 
k
g
/
日

低
い

た
め

、
出

荷
生

体
重

は
1
5
9
.
6
 
k
g
低

く
、

枝
肉

重
量

は
1
0
5
.
8
 
k
g
低

く
、

歩
留

等
級

A
率

は
5
.
5
％

低
く

、
肉

質
等

級
４

・
５

率
は

1
0
％

低
い

。

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首
）

常
時

平
均

飼
養

頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故

率

飼
養
状

況

期
首

飼
養

頭
数

外
部

導
入

頭
数

自
家

保
留

子
牛

の
繰
入

事
故

頭
数

出
荷

頭
数

期
末

飼
養

頭
数
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１
．
去
勢
枝
肉
重
量
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

1
9
9
.0

6
1
9
3
.2

6
2
0
1
.7

4
1
6
6
.0

2
1
5
2
.0

2
2
7
3
.0

6
2
0
1
.3

6
1
8
8
.5

頭
3
1

1
2
1
.0

3
1

1
2
3
.0

6
1
3
0
.2

6
1
3
7
.8

4
1
2
3
.8

2
9
1
.5

2
1
6
6
.0

6
1
1
9
.5

6
1
1
0
.8

頭
3
1

0
.4

3
1

1
.2

6
0
.0

6
0
.0

4
0
.0

2
0
.0

2
0
.0

6
2
.0

6
6
.3

頭
3
1

2
.9

3
1

2
.9

6
4
.0

6
2
.7

4
2
.8

2
2
.0

2
2
.5

6
3
.5

6
3
.8

頭
3
1

1
1
8
.5

3
1

1
1
6
.8

6
1
1
7
.7

6
1
2
4
.0

4
1
0
6
.5

2
8
9
.5

2
1
5
9
.0

6
1
1
6
.3

6
1
0
4
.2

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

2
0
3
.6

6
2
0
1
.7

6
2
1
2
.8

4
1
8
0
.5

2
1
5
2
.0

2
2
7
7
.5

6
2
0
3
.3

6
1
9
7
.7

％
3
1

9
8
.2

3
1

1
0
0
.9

6
9
8
.5

6
1
0
1
.5

4
1
0
4
.7

2
9
5
.0

2
9
5
.2

6
1
0
2
.7

6
1
1
1
.1

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

1
9
9
.6

6
1
9
7
.4

6
2
0
7
.3

4
1
7
3
.3

2
1
5
2
.0

2
2
7
5
.3

6
2
0
2
.3

6
1
8
4
.1

肥
育

開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
6

8
.6

2
5

8
.7

6
9
.3

6
9
.3

4
9
.2

2
9
.3

2
9
.4

6
8
.6

6
8
.3

肥
育

開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
6

2
8
1
.3

2
5

2
7
9
.0

6
2
7
9
.7

6
2
7
2
.4

4
2
7
2
.0

2
2
5
7
.0

2
2
7
3
.2

6
2
9
4
.3

6
2
8
5
.8

出
荷

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
7

2
9
.7

2
7

2
9
.5

6
2
9
.8

6
2
9
.7

4
2
9
.9

2
3
0
.2

2
2
9
.4

6
2
9
.6

6
2
9
.8

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
7

7
7
9
.8

2
7

7
8
4
.8

6
7
0
8
.3

6
7
1
8
.9

4
6
9
9
.5

2
6
9
6
.2

2
7
5
7
.6

6
8
6
3
.7

6
8
6
5
.8

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
6

6
3
7
.5

2
6

6
3
0
.4

6
6
2
0
.6

6
6
1
9
.2

4
6
2
5
.8

2
6
3
1
.8

2
6
0
5
.9

6
6
3
6
.4

6
6
5
4
.8

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
6

0
.7
8

2
6

0
.8
0

6
0
.7
0

6
0
.7
3

4
0
.7
0

2
0
.7
2

2
0
.7
8

6
0
.8
8

6
0
.8
9

枝
肉

重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

5
0
0
.1

2
7

5
0
4
.9

6
4
5
2
.4

6
4
6
0
.1

4
4
4
8
.9

2
4
4
9
.1

2
4
8
2
.6

6
5
4
8
.7

6
5
5
6
.4

歩
留
等
級
A
率

％
2
6

9
4
.2

2
7

9
5
.7

6
8
8
.9

6
9
4
.2

4
9
3
.2

2
9
6
.7

2
9
6
.2

6
9
5
.7

6
9
7
.4

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
5

8
7
.5

2
7

9
2
.9

6
7
2
.7

6
8
5
.1

4
8
5
.9

2
8
1
.6

2
8
3
.5

6
9
4
.3

6
9
8
.2

肥
育

開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
1

8
.9

2
3

9
.0

5
9
.4

5
9
.3

4
9
.5

2
9
.6

1
8
.9

3
8
.6

3
8
.6

肥
育

開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
0

2
5
7
.7

2
3

2
6
4
.0

5
2
5
8
.7

5
2
6
1
.5

4
2
6
4
.5

2
2
4
9
.2

1
2
4
9
.7

3
2
7
7
.0

3
2
7
7
.6

出
荷

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
1

2
9
.6

2
3

2
9
.7

5
2
9
.7

5
3
0
.2

4
3
0
.3

2
3
0
.2

1
2
9
.5

3
2
9
.5

3
3
0
.6

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

6
9
5
.7

2
3

6
9
8
.5

5
6
6
2
.8

5
6
7
2
.5

4
6
7
0
.6

2
6
5
2
.0

1
6
8
0
.1

3
7
7
7
.0

3
7
7
9
.5

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
1

6
2
8
.5

2
3

6
2
8
.9

5
6
1
8
.2

5
6
3
1
.2

4
6
3
2
.5

2
6
2
9
.3

1
6
2
5
.7

3
6
3
7
.9

3
6
7
0
.1

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
1

0
.7
0

2
3

0
.7
0

5
0
.6
6

5
0
.6
6

4
0
.6
6

2
0
.6
4

1
0
.6
9

3
0
.7
9

3
0
.7
6

枝
肉

重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

4
4
8
.2

2
3

4
4
7
.2

5
4
2
3
.8

5
4
3
2
.5

4
4
3
1
.7

2
4
2
2
.7

1
4
3
5
.5

3
4
9
9
.8

3
5
0
4
.1

歩
留
等
級
A
率

％
2
1

9
0
.1

2
3

8
8
.0

5
9
1
.7

5
9
1
.7

4
9
0
.7

2
8
7
.1

1
9
5
.8

3
9
4
.6

3
9
7
.0

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
1

8
5
.3

2
3

8
8
.9

5
7
8
.8

5
8
2
.2

4
8
2
.3

2
8
0
.4

1
8
1
.6

3
9
4
.8

3
9
5
.7

％
3
1

1
.2

3
1

1
.4

6
1
.3

6
1
.2

4
1
.6

2
1
.8

2
0
.5

6
1
.3

6
1
.4

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考

察
a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
2
年

5
0
0
.
1
 
k
g
に

対
し

、
R
3
年

5
0
4
.
9
 
k
g
は

、
4
.
8
 
k
g
増

加
し

た
。

 
b
）

R
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
3
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
2
年

の
下

位
2
5
％

階
層

4
5
2
.
4
 
k
g
は

、
R
3
年

で
は

4
6
0
.
1
 
k
g
と

な
り

、
7
.
7
 
k
g
増

加
し

た
(
い

ず
れ

も
デ

ー
タ

数
6
)
。

R
2
年

と
R
3
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
4
4
8
.
9
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
4
）

に
対

し
、

R
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

⑥
は

4
4
9
.
1
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
2
）

で
ほ

ぼ
差

が
な

い
が

、
R
3
年

成
績

中
位

5
0
%
階

層
⑦

は
4
8
2
.
6
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
2
）

で
3
3
.
7
 
k
g
高

か
っ

た
。

c
）

R
2
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
3
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
2
年

5
4
8
.
7
 
k
g
に

対
し

、
R
3
年

5
5
6
.
4
 
k
g
は

、
7
.
7
 
k
g
増

加
し

た
(
い

ず
れ

も
デ

ー
タ

数
6
)
。

d
）

補
足

事
項

R
2
年

と
R
3
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
は

、
R
3
年

成
績

上
位

2
5
％

階
層

⑩
と

比
較

し
て

、
肥

育
開

始
月

齢
が

0
.
9
ヵ

月
遅

い
が

、
肥

育
開

始
体

重
は

1
3
.
8
 
k
g
低

い
。

１
日

当
た

り
増

体
重

が
0
.
1
9

k
g
/
日

低
い

た
め

、
出

荷
月

齢
は

ほ
ぼ

同
じ

だ
が

、
肥

育
日

数
は

2
9
日

間
短

く
、

出
荷

生
体

重
は

1
6
6
.
3
 
k
g
低

い
。

枝
肉

重
量

は
1
0
7
.
5
 
k
g
低

く
、

歩
留

等
級

A
率

は
4
.
2
％

低
く

、
肉

質
等

級
４

・
５

率
は

1
2
.
3
％

低
い

。

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首
）

常
時

平
均

飼
養

頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故

率

飼
養
状

況

期
首

飼
養

頭
数

外
部

導
入

頭
数

自
家

保
留

子
牛

の
繰
入

事
故

頭
数

出
荷

頭
数

期
末

飼
養

頭
数

R
0
3
年

の
去

勢
枝

肉
重

量
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

成
績

⑩
R
0
2
年

成
績

①
R
0
3
年

成
績

②
R
0
2
年

成
績

③
R
0
3
年

成
績

④
R
0
3
年

も
成

績
が

下
位

2
5
%
の

階
層

⑤
R
0
3
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
R
0
3
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

⑧
R
0
2
年

成
績

⑨
う
ち
、
R
0
3
年
に
成
績
が
悪

化
し
た
も
の

⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
2
年

の
去

勢
枝

肉
重

量
が

下
位

2
5
%
の

階
層

R
0
2
年

の
去

勢
枝

肉
重

量
が

上
位

2
5
%
の

階
層
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１
．
去
勢
歩
留
等
級
A
率
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

1
9
9
.0

6
1
9
0
.8

6
1
8
4
.3

2
5
9
.0

2
1
1
2
.0

2
3
8
2
.0

7
1
0
7
.9

1
0

1
8
5
.1

頭
3
1

1
2
1
.0

3
1

1
2
3
.0

6
1
0
9
.7

6
1
1
5
.7

2
3
6
.5

2
6
2
.0

2
2
4
8
.5

7
7
3
.0

1
0

1
1
1
.2

頭
3
1

0
.4

3
1

1
.2

6
0
.0

6
0
.0

2
0
.0

2
0
.0

2
0
.0

7
0
.0

1
0

0
.0

頭
3
1

2
.9

3
1

2
.9

6
2
.7

6
1
.7

2
0
.5

2
0
.5

2
4
.0

7
1
.4

1
0

2
.3

頭
3
1

1
1
8
.5

3
1

1
1
6
.8

6
1
1
3
.5

6
1
0
5
.8

2
3
8
.0

2
6
2
.5

2
2
1
7
.0

7
6
6
.1

1
0

1
0
4
.6

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

2
0
3
.6

6
1
8
4
.3

6
1
9
2
.7

2
5
7
.0

2
1
1
1
.0

2
4
1
0
.0

7
1
1
3
.3

1
0

1
8
9
.5

％
3
1

9
8
.2

3
1

1
0
0
.9

6
9
2
.4

6
1
0
1
.9

2
1
0
1
.4

2
9
4
.3

2
1
1
0
.2

7
1
0
0
.5

1
0

1
0
3
.4

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

1
9
9
.6

6
1
8
7
.6

6
1
8
8
.5

2
5
8
.0

2
1
1
1
.5

2
3
9
6
.0

7
1
1
0
.6

1
0

1
8
7
.3

肥
育

開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
6

8
.6

2
5

8
.7

6
9
.1

5
9
.1

2
9
.0

2
8
.8

1
9
.7

6
8
.7

8
9
.0

肥
育

開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
6

2
8
1
.3

2
5

2
7
9
.0

6
2
9
7
.2

5
2
8
4
.1

2
2
8
6
.7

2
2
8
3
.5

1
2
8
0
.0

6
2
9
0
.5

8
2
7
0
.4

出
荷

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
7

2
9
.7

2
7

2
9
.5

6
3
0
.3

6
3
0
.1

2
3
1
.2

2
2
9
.6

2
2
9
.4

7
2
9
.6

1
0

2
9
.6

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
7

7
7
9
.8

2
7

7
8
4
.8

6
7
6
7
.3

6
7
7
7
.8

2
7
2
9
.4

2
7
9
5
.0

2
8
0
8
.9

7
7
9
0
.9

1
0

7
7
0
.4

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
6

6
3
7
.5

2
6

6
3
0
.4

6
6
4
3
.5

6
6
3
5
.1

2
6
7
1
.3

2
6
3
0
.2

2
6
0
3
.9

6
6
2
7
.4

9
6
2
6
.6

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
6

0
.7
8

2
6

0
.8
0

6
0
.7
4

6
0
.7
7

2
0
.6
7

2
0
.7
9

2
0
.8
4

6
0
.8
0

9
0
.7
9

枝
肉

重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

5
0
0
.1

2
7

5
0
4
.9

5
4
7
4
.4

6
4
9
5
.0

2
4
5
9
.4

2
5
1
3
.1

2
5
1
2
.4

7
5
0
6
.5

1
0

4
9
6
.0

歩
留
等
級
A
率

％
2
6

9
4
.2

2
7

9
5
.7

6
8
5
.4

6
9
4
.4

2
9
0
.5

2
9
2
.6

2
1
0
0
.0

7
1
0
0
.0

1
0

1
0
0
.0

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
5

8
7
.5

2
7

9
2
.9

6
8
1
.0

6
9
0
.2

2
9
0
.2

2
8
9
.2

2
9
1
.2

6
9
6
.8

1
0

9
5
.0

肥
育

開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
1

8
.9

2
3

9
.0

3
9
.4

4
9
.5

2
9
.7

2
9
.2

4
9
.5

9
9
.3

肥
育

開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
0

2
5
7
.7

2
3

2
6
4
.0

3
2
5
9
.1

4
2
8
4
.3

2
2
9
5
.9

2
2
7
2
.7

3
2
6
2
.6

9
2
6
4
.1

出
荷

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
1

2
9
.6

2
3

2
9
.7

3
3
0
.9

4
3
0
.6

2
3
1
.9

2
2
9
.3

4
2
9
.1

9
2
9
.8

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

6
9
5
.7

2
3

6
9
8
.5

3
6
9
5
.8

4
6
8
9
.6

2
6
3
7
.3

2
7
4
1
.9

4
6
7
8
.0

9
6
9
2
.6

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
1

6
2
8
.5

2
3

6
2
8
.9

3
6
5
1
.2

4
6
4
1
.5

2
6
7
1
.1

2
6
1
1
.9

4
5
9
9
.0

9
6
2
2
.2

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
1

0
.7
0

2
3

0
.7
0

3
0
.6
8

4
0
.6
6

2
0
.5
4

2
0
.7
7

4
0
.6
9

9
0
.6
9

枝
肉

重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

4
4
8
.2

2
3

4
4
7
.2

3
4
3
5
.8

4
4
3
6
.7

2
4
0
2
.4

2
4
7
0
.9

4
4
3
4
.3

9
4
4
0
.9

歩
留
等
級
A
率

％
2
1

9
0
.1

2
3

8
8
.0

3
8
7
.8

4
8
0
.5

2
6
6
.7

2
9
4
.4

4
9
5
.7

9
9
2
.7

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
1

8
5
.3

2
3

8
8
.9

3
8
8
.4

4
8
3
.5

2
7
6
.2

2
9
0
.8

4
8
5
.7

9
9
3
.0

％
3
1

1
.2

3
1

1
.4

6
0
.9

6
0
.6

2
0
.6

2
0
.3

2
1
.0

7
1
.3

1
0

1
.4

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考

察
a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
2
年

9
4
.
2
％

に
対

し
、

R
3
年

9
5
.
7
％

は
、

1
.
5
％

増
加

し
た

。

  
b
）

R
2
 
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
3
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
2
年

の
下

位
2
5
％

階
層

8
5
.
4
％

は
、

R
3
年

で
は

9
4
.
4
％

と
な

り
、

9
％

増
加

し
た

(
デ

ー
タ

数
6
)
。

R
2
年

と
R
3
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
9
0
.
5
％

(
デ

ー
タ

数
2
）

に
対

し
、

R
3
年

成
績

中
位

5
0
％

階
層

⑦
9
2
.
6
％

(
デ

ー
タ

数
2
）

は
2
.
1
％

高
く

、
R
0
3
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

⑧
1
0
0
％

(
デ

ー
タ

数
2
）

は
、

9
.
5
％

高
か

っ
た

。

c
）

R
2
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
3
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
2
年

(
デ

ー
タ

数
7
)
と

R
3
年

(
デ

ー
タ

数
1
0
)
は

、
い

ず
れ

も
1
0
0
％

で
あ

っ
た

。

d
）

補
足

事
項

R
2
年

と
R
3
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
は

、
R
3
年

成
績

上
位

2
5
％

階
層

⑩
と

比
較

し
て

、
肥

育
開

始
月

齢
は

同
じ

だ
が

、
肥

育
開

始
体

重
が

16
.
3
 
k
g
高

い
。

一
方

、
１

日
当

た
り

増
体

重
が

0
.
1
2

k
g
/
日

低
く

、
肥

育
日

数
が

4
4
.
9
日

間
長

く
、

出
荷

月
齢

が
1
.
6
ヵ

月
遅

い
。

出
荷

生
体

重
は

4
1
 
k
g
低

く
、

枝
肉

重
量

も
3
6
.
6
 
k
g
低

く
、

歩
留

等
級

A
率

は
9
.
5
％

低
く

、
肉

質
等

級
４

・
５

率
は

4
.
8
％

低
い

。

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首
）

常
時

平
均

飼
養

頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故

率

飼
養
状

況

期
首

飼
養

頭
数

外
部

導
入

頭
数

自
家

保
留

子
牛

の
繰
入

事
故

頭
数

出
荷

頭
数

期
末

飼
養

頭
数

R
0
3
年

の
去

勢
歩

留
等

級
A
率

が
上

位
2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

成
績

⑩
R
0
2
年

成
績

①
R
0
3
年

成
績

②
R
0
2
年

成
績

③
R
0
3
年

成
績

④
R
0
3
年

も
成

績
が

下
位

2
5
%
の

階
層

⑤
R
0
3
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
R
0
3
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

⑧
R
0
2
年

成
績

⑨
う
ち
、
R
0
3
年
に
成
績
が
悪

化
し
た
も
の

⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
2
年

の
去

勢
歩

留
等

級
A
率

が
下

位
2
5
%
の

階
層

R
0
2
年

の
去

勢
歩

留
等

級
A
率

が
上

位
2
5
%
の

階
層
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１
．
去
勢
肉
質
等
級
４
・
５
率
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

1
9
9
.0

6
1
9
2
.5

6
2
0
1
.8

3
2
9
1
.0

2
1
5
2
.5

1
3
3
.0

6
1
8
2
.2

9
1
2
4
.9

頭
3
1

1
2
1
.0

3
1

1
2
3
.0

6
1
3
0
.8

6
1
3
7
.7

3
2
0
7
.7

2
9
1
.0

1
2
1
.0

6
1
1
0
.2

9
7
5
.1

頭
3
1

0
.4

3
1

1
.2

6
0
.0

6
0
.0

3
0
.0

2
0
.0

1
0
.0

6
1
.2

9
0
.7

頭
3
1

2
.9

3
1

2
.9

6
4
.2

6
2
.8

3
4
.0

2
2
.5

1
0
.0

6
1
.3

9
1
.4

頭
3
1

1
1
8
.5

3
1

1
1
6
.8

6
1
1
7
.3

6
1
2
4
.3

3
1
8
2
.7

2
9
0
.5

1
1
7
.0

6
1
1
2
.2

9
7
0
.1

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

2
0
3
.6

6
2
0
1
.8

6
2
1
2
.3

3
3
1
2
.0

2
1
5
0
.5

1
3
7
.0

6
1
8
0
.0

9
1
2
9
.2

％
3
1

9
8
.2

3
1

1
0
0
.9

6
1
0
0
.4

6
1
0
0
.0

3
1
0
2
.3

2
9
0
.5

1
1
1
2
.1

6
9
7
.3

9
1
0
6
.3

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

1
9
9
.6

6
1
9
7
.2

6
2
0
7
.1

3
3
0
1
.5

2
1
5
1
.5

1
3
5
.0

6
1
8
1
.1

9
1
2
7
.1

肥
育

開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
6

8
.6

2
5

8
.7

6
9
.2

6
9
.2

3
9
.3

2
9
.3

1
9
.0

5
8
.5

7
8
.8

肥
育

開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
6

2
8
1
.3

2
5

2
7
9
.0

6
2
8
6
.7

6
2
8
4
.3

3
2
8
0
.8

2
2
9
2
.8

1
2
7
8
.2

5
3
0
2
.2

7
2
7
6
.3

出
荷

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
7

2
9
.7

2
7

2
9
.5

6
2
9
.7

6
2
9
.2

3
2
8
.4

2
2
8
.7

1
3
2
.5

6
2
9
.2

9
2
9
.7

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
7

7
7
9
.8

2
7

7
8
4
.8

6
7
2
0
.7

6
7
3
8
.8

3
7
4
1
.7

2
7
5
6
.0

1
6
9
5
.7

6
8
0
4
.5

9
7
9
6
.8

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
6

6
3
7
.5

2
6

6
3
0
.4

6
6
1
7
.9

6
6
0
6
.0

3
5
8
2
.0

2
5
9
2
.2

1
7
0
5
.5

5
6
2
2
.9

8
6
3
9
.8

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
6

0
.7
8

2
6

0
.8
0

6
0
.7
1

6
0
.7
5

3
0
.7
8

2
0
.7
8

1
0
.6
0

5
0
.8
1

8
0
.8
2

枝
肉

重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

5
0
0
.1

2
7

5
0
4
.9

6
4
5
9
.6

6
4
7
2
.2

3
4
7
5
.6

2
4
8
5
.3

1
4
3
5
.8

6
5
1
3
.1

9
5
1
3
.5

歩
留
等
級
A
率

％
2
6

9
4
.2

2
7

9
5
.7

6
8
8
.2

6
9
3
.4

3
9
3
.9

2
9
4
.3

1
9
0
.0

6
9
7
.3

9
9
8
.5

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
5

8
7
.5

2
7

9
2
.9

6
6
9
.2

6
8
7
.7

3
8
2
.5

2
8
9
.3

1
1
0
0
.0

6
9
9
.2

9
1
0
0
.0

肥
育

開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
1

8
.9

2
3

9
.0

4
9
.3

4
9
.2

2
8
.9

1
9
.4

1
9
.6

5
9
.4

8
9
.4

肥
育

開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
0

2
5
7
.7

2
3

2
6
4
.0

4
2
6
0
.1

4
2
6
7
.5

2
2
5
8
.7

1
2
6
1
.0

1
2
9
1
.8

4
2
7
0
.0

8
2
8
2
.9

出
荷

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
1

2
9
.6

2
3

2
9
.7

4
2
9
.9

4
2
9
.7

2
2
8
.2

1
2
8
.5

1
3
4
.0

5
2
9
.4

8
3
0
.6

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

6
9
5
.7

2
3

6
9
8
.5

4
6
6
8
.5

4
6
8
5
.6

2
6
9
2
.1

1
6
8
4
.0

1
6
7
4
.3

5
6
9
8
.9

8
7
2
3
.6

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
1

6
2
8
.5

2
3

6
2
8
.9

4
6
2
2
.8

4
6
1
9
.0

2
5
8
0
.0

1
5
7
9
.0

1
7
3
7
.3

5
6
0
7
.7

8
6
4
2
.7

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
1

0
.7
0

2
3

0
.7
0

4
0
.6
7

4
0
.6
9

2
0
.7
5

1
0
.7
3

1
0
.5
4

5
0
.7
0

8
0
.7
0

枝
肉

重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

4
4
8
.2

2
3

4
4
7
.2

4
4
2
5
.6

4
4
3
9
.7

2
4
4
6
.8

1
4
4
2
.1

1
4
2
3
.3

5
4
4
6
.3

8
4
6
2
.9

歩
留
等
級
A
率

％
2
1

9
0
.1

2
3

8
8
.0

4
8
9
.7

4
9
4
.3

2
9
2
.2

1
9
2
.9

1
1
0
0
.0

5
9
0
.8

8
9
5
.1

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
1

8
5
.3

2
3

8
8
.9

4
8
1
.9

4
8
4
.0

2
8
2
.2

1
8
5
.7

1
8
5
.7

5
9
1
.8

8
9
5
.1

％
3
1

1
.2

3
1

1
.4

6
1
.6

6
1
.6

3
1
.2

2
3
.2

1
0
.0

6
0
.7

9
1
.1

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考

察
a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
2
年

8
7
.
5
％

に
対

し
、

R
3
年

9
2
.
9
％

は
、

5
.
4
％

増
加

し
た

。
 

    
b
）

R
2
 
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
3
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
2
年

の
下

位
2
5
％

階
層

6
9
.
2
％

は
、

R
3
年

で
は

8
7
.
7
％

と
な

り
、

1
8
.
5
％

増
加

し
た

(
デ

ー
タ

数
6
)
。

R
2
年

と
R
3
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
8
2
.
5
％

(
デ

ー
タ

数
3
）

は
、

R
3
年

成
績

中
位

5
0
％

階
層

⑦
8
9
.
3
％

(
デ

ー
タ

数
2
）

と
比

較
し

6
.
8
％

低
く

、
R
3
年

上
位

2
5
％

階
層

⑧
1
0
0
％

(
デ

ー
タ

数
1
）

と
比

較
し

、
1
7
.
5
％

低
か

っ
た

。

c
）

R
2
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
3
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
2
年

9
9
.
2
％

に
対

し
、

R
3
年

1
0
0
％

は
、

0
.
8
％

増
加

し
た

(
デ

ー
タ

数
6
～

9
)
。

d
）

補
足

事
項

R
2
年

と
R
3
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
は

、
R
3
年

成
績

上
位

2
5
％

階
層

⑩
と

比
較

し
て

、
肥

育
開

始
月

齢
は

0
.
5
ヵ

月
遅

く
、

肥
育

開
始

体
重

は
4
.
5
 
k
g
高

い
。

肥
育

期
間

中
の

１
日

当
た

り
増

体
重

は
0
.
0
4
 
k
g
/
日

低
く

、
肥

育
日

数
は

5
7
.
8
日

間
短

く
、

出
荷

月
齢

は
1
.
3
ヵ

月
早

い
。

一
方

、
出

荷
生

体
重

は
5
5
.
1
 
k
g
低

く
、

枝
肉

重
量

は
3
7
.
9
 
k
g
低

く
、

歩
留

等
級

A
率

は
4
.
6
％

低
く

、
肉

質
等

級
４

・
５

率
は

1
7
.
5
％

低
い

。

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首
）

常
時

平
均

飼
養

頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故

率

飼
養
状

況

期
首

飼
養

頭
数

外
部

導
入

頭
数

自
家

保
留

子
牛

の
繰
入

事
故

頭
数

出
荷

頭
数

期
末

飼
養

頭
数

R
0
3
年

の
去

勢
肉

質
等

級
４
・
５
率

が
上

位
2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

成
績

⑩
R
0
2
年

成
績

①
R
0
3
年

成
績

②
R
0
2
年

成
績

③
R
0
3
年

成
績

④
R
0
3
年

も
成

績
が

下
位

2
5
%
の

階
層

⑤
R
0
3
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
R
0
3
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

⑧
R
0
2
年

成
績

⑨
う
ち
、
R
0
3
年
に
成
績
が
悪

化
し
た
も
の

⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
2
年

の
去

勢
肉
質

等
級

４
・
５
率

が
下

位
2
5
%
の

階
層

R
0
2
年

の
去

勢
肉

質
等

級
４
・
５
率

が
上

位
2
5
%
の

階
層
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１
．
雌
肥
育
開
始
月
齢
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

1
9
9
.0

5
1
3
3
.2

5
1
3
3
.8

2
1
4
2
.0

2
1
4
2
.0

3
1
2
8
.3

5
2
9
9
.0

5
3
9
0
.8

頭
3
1

1
2
1
.0

3
1

1
2
3
.0

5
8
2
.0

5
7
8
.4

2
7
6
.5

2
7
6
.5

3
7
9
.7

5
1
6
6
.6

5
2
3
8
.0

頭
3
1

0
.4

3
1

1
.2

5
0
.0

5
0
.0

2
0
.0

2
0
.0

3
0
.0

5
1
.0

5
6
.4

頭
3
1

2
.9

3
1

2
.9

5
1
.4

5
1
.4

2
0
.5

2
0
.5

3
2
.0

5
4
.4

5
5
.6

頭
3
1

1
1
8
.5

3
1

1
1
6
.8

5
8
0
.0

5
7
6
.2

2
7
6
.0

2
7
6
.0

3
7
6
.3

5
1
6
4
.6

5
2
2
5
.2

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

2
0
3
.6

5
1
3
3
.8

5
1
3
4
.6

2
1
4
2
.0

2
1
4
2
.0

3
1
2
9
.7

5
2
9
7
.6

5
4
0
4
.4

％
3
1

9
8
.2

3
1

1
0
0
.9

5
9
6
.4

5
9
9
.7

2
9
5
.1

2
9
5
.1

3
1
0
2
.8

5
9
5
.7

5
9
9
.9

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

1
9
9
.6

5
1
3
3
.5

5
1
3
4
.2

2
1
4
2
.0

2
1
4
2
.0

3
1
2
9
.0

5
2
9
8
.3

5
3
9
7
.6

肥
育

開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
6

8
.6

2
5

8
.7

3
9
.4

3
9
.2

1
9
.4

1
9
.4

2
9
.1

3
6
.0

4
6
.7

肥
育

開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
6

2
8
1
.3

2
5

2
7
9
.0

3
2
7
5
.4

3
2
6
4
.0

1
2
4
0
.6

1
2
4
0
.6

2
2
7
5
.8

3
1
9
7
.3

4
2
1
6
.8

出
荷

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
7

2
9
.7

2
7

2
9
.5

4
3
0
.5

4
3
0
.4

2
3
0
.5

2
3
0
.5

2
3
0
.4

3
2
9
.7

4
2
9
.1

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
7

7
7
9
.8

2
7

7
8
4
.8

4
7
2
7
.9

4
7
1
1
.3

2
7
0
8
.4

2
7
0
8
.4

2
7
1
4
.1

3
7
9
5
.0

4
7
8
1
.1

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
6

6
3
7
.5

2
6

6
3
0
.4

3
6
4
4
.1

3
6
5
6
.4

1
6
8
6
.3

1
6
8
6
.3

2
6
4
1
.4

3
7
2
4
.8

4
6
8
0
.5

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
6

0
.7
8

2
6

0
.8
0

3
0
.6
8

3
0
.6
8

1
0
.6
4

1
0
.6
4

2
0
.7
0

3
0
.8
2

4
0
.8
3

枝
肉

重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

5
0
0
.1

2
7

5
0
4
.9

4
4
6
3
.2

4
4
5
2
.7

2
4
5
3
.0

2
4
5
3
.0

2
4
5
2
.5

3
5
2
0
.6

4
5
0
7
.6

歩
留
等
級
A
率

％
2
6

9
4
.2

2
7

9
5
.7

4
9
4
.9

4
9
5
.9

2
1
0
0
.0

2
1
0
0
.0

2
9
1
.7

3
9
6
.1

4
9
8
.5

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
5

8
7
.5

2
7

9
2
.9

4
8
4
.8

4
9
0
.8

2
8
7
.5

2
8
7
.5

2
9
4
.1

3
9
3
.1

4
9
3
.5

肥
育

開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
1

8
.9

2
3

9
.0

5
9
.7

5
9
.6

2
9
.8

2
9
.8

3
9
.5

5
7
.5

5
7
.4

肥
育

開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
0

2
5
7
.7

2
3

2
6
4
.0

4
2
6
8
.8

5
2
7
2
.1

2
2
6
2
.4

2
2
6
2
.4

3
2
7
8
.5

5
2
2
9
.2

5
2
2
2
.1

出
荷

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
1

2
9
.6

2
3

2
9
.7

5
3
0
.4

5
3
1
.0

2
3
1
.1

2
3
1
.1

3
3
0
.9

5
2
9
.5

5
2
8
.8

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

6
9
5
.7

2
3

6
9
8
.5

5
6
6
8
.5

5
6
8
1
.9

2
6
7
8
.8

2
6
7
8
.8

3
6
8
3
.9

5
7
1
1
.3

5
7
0
5
.9

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
1

6
2
8
.5

2
3

6
2
8
.9

5
6
3
0
.1

5
6
5
0
.2

2
6
5
2
.5

2
6
5
2
.5

3
6
4
8
.8

5
6
7
0
.0

5
6
5
2
.3

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
1

0
.7
0

2
3

0
.7
0

5
0
.6
4

5
0
.6
3

2
0
.6
3

2
0
.6
3

3
0
.6
4

5
0
.7
2

5
0
.7
4

枝
肉

重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

4
4
8
.2

2
3

4
4
7
.2

5
4
2
6
.2

5
4
3
6
.2

2
4
3
4
.0

2
4
3
4
.0

3
4
3
7
.7

5
4
6
5
.4

5
4
5
6
.1

歩
留
等
級
A
率

％
2
1

9
0
.1

2
3

8
8
.0

5
9
2
.4

5
9
2
.4

2
8
9
.5

2
8
9
.5

3
9
4
.4

5
8
8
.3

5
9
1
.4

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
1

8
5
.3

2
3

8
8
.9

5
8
7
.2

5
8
8
.4

2
8
7
.1

2
8
7
.1

3
8
9
.2

5
9
1
.1

5
9
4
.7

％
3
1

1
.2

3
1

1
.4

5
0
.7

5
1
.4

2
1
.3

2
1
.3

3
1
.5

5
1
.0

5
1
.2

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考

察
a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
2
年

8
.
9
ヵ

月
齢

に
対

し
、

R
3
年

9
.
0
ヵ

月
齢

は
、

0
.
1
ヵ

月
晩

期
化

し
た

。

b
）

R
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
3
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
2
年

の
下

位
2
5
％

階
層

9
.
7
ヵ

月
齢

は
、

R
3
年

で
は

9
.
6
ヵ

月
齢

と
な

り
、

0
.
1
ヵ

月
早

期
化

し
た

(
い

ず
れ

も
デ

ー
タ

数
5
）

。
R
2
年

と
R
3
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
9
.
8
ヵ

月
齢

(
デ

ー
タ

数
2
）

に
対

し
、

R
0
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

⑥
9
.
8
ヵ

月
齢

(
デ

ー
タ

数
2
）

も
同

様
、

R
0
3
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
9
.
5
ヵ

月
齢

(
デ

ー
タ

数
3
)
で

は
、

0
.
3
ヵ

月
早

期
化

し
て

い
た

。

c
）

R
2
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
3
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
2
年

7
.
5
ヵ

月
齢

に
対

し
、

R
3
年

7
.
4
ヵ

月
齢

は
、

0
.
1
ヵ

月
早

期
化

し
た

(
い

ず
れ

も
デ

ー
タ

数
5
)
。

d
）

補
足

事
項

R
2
年

と
R
3
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
は

、
R
3
年

成
績

上
位

2
5
％

階
層

⑩
と

比
較

し
て

、
肥

育
開

始
月

齢
が

2
.
4
ヵ

月
遅

く
、

肥
育

開
始

体
重

が
4
0
.
1
 
k
g
高

い
。

肥
育

日
数

に
差

は
な

い
が

、
出

荷
月

齢
は

2
.
3
ヵ

月
遅

い
。

肥
育

期
間

中
の

１
日

当
た

り
増

体
重

は
0
.
1
1
 
k
g
/
日

低
い

た
め

、
出

荷
生

体
重

は
2
7
.
1
 
k
g
低

く
、

枝
肉

重
量

は
2
2
.
1
 
k
g
低

く
、

歩
留

等
級

A
率

は
1
.
9
％

低
く

、
肉

質
等

級
４

・
５

率
は

7
.
6
％

低
い

。

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首
）

常
時

平
均

飼
養

頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故

率

飼
養
状

況

期
首

飼
養

頭
数

外
部

導
入

頭
数

自
家

保
留

子
牛

の
繰
入

事
故

頭
数

出
荷

頭
数

期
末

飼
養

頭
数

R
0
3
年

の
雌

肥
育

開
始

月
齢

が
上

位
2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

成
績

⑩
R
0
2
年

成
績

①
R
0
3
年

成
績

②
R
0
2
年

成
績

③
R
0
3
年

成
績

④
R
0
3
年

も
成

績
が

下
位

2
5
%
の

階
層

⑤
R
0
3
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
R
0
3
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

⑧
R
0
2
年

成
績

⑨
う
ち
、
R
0
3
年
に
成
績
が
悪

化
し
た
も
の

⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
2
年

の
雌

肥
育

開
始

月
齢

が
下

位
2
5
%
の

階
層

R
0
2
年

の
雌

肥
育

開
始

月
齢

が
上

位
2
5
%
の

階
層
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１
．
雌
肥
育
開
始
体
重
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

1
9
9
.0

5
1
8
6
.0

5
1
8
5
.2

3
1
9
1
.3

3
1
9
1
.3

2
1
7
6
.0

5
2
6
5
.6

5
1
6
2
.6

頭
3
1

1
2
1
.0

3
1

1
2
3
.0

5
1
1
5
.6

5
1
1
8
.4

3
1
2
4
.7

3
1
2
4
.7

2
1
0
9
.0

5
1
4
3
.6

5
9
5
.6

頭
3
1

0
.4

3
1

1
.2

5
0
.0

5
0
.0

3
0
.0

3
0
.0

2
0
.0

5
1
.0

5
6
.4

頭
3
1

2
.9

3
1

2
.9

5
2
.2

5
2
.4

3
2
.0

3
2
.0

2
3
.0

5
5
.0

5
4
.6

頭
3
1

1
1
8
.5

3
1

1
1
6
.8

5
1
1
4
.2

5
1
0
7
.0

3
1
0
7
.7

3
1
0
7
.7

2
1
0
6
.0

5
1
4
3
.6

5
8
6
.4

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

2
0
3
.6

5
1
8
5
.2

5
1
9
4
.4

3
2
0
6
.7

3
2
0
6
.7

2
1
7
6
.0

5
2
6
1
.6

5
1
7
3
.6

％
3
1

9
8
.2

3
1

1
0
0
.9

5
9
9
.8

5
1
0
3
.1

3
1
0
6
.4

3
1
0
6
.4

2
9
8
.2

5
9
4
.9

5
1
0
0
.4

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

1
9
9
.6

5
1
8
5
.6

5
1
8
9
.8

3
1
9
9
.0

3
1
9
9
.0

2
1
7
6
.0

5
2
6
3
.6

5
1
6
8
.1

肥
育

開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
6

8
.6

2
5

8
.7

3
9
.3

2
9
.1

1
9
.0

1
9
.0

1
9
.2

5
7
.3

4
7
.2

肥
育

開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
6

2
8
1
.3

2
5

2
7
9
.0

3
3
1
3
.3

2
2
9
3
.9

1
3
1
4
.5

1
3
1
4
.5

1
2
7
3
.3

5
2
1
7
.9

4
2
0
3
.6

出
荷

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
7

2
9
.7

2
7

2
9
.5

3
2
8
.8

3
2
8
.6

2
2
8
.8

2
2
8
.8

1
2
8
.2

5
3
0
.7

4
3
0
.2

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
7

7
7
9
.8

2
7

7
8
4
.8

3
8
2
2
.1

3
8
1
3
.1

2
8
5
3
.4

2
8
5
3
.4

1
7
3
2
.6

5
7
3
6
.0

4
7
6
1
.1

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
6

6
3
7
.5

2
6

6
3
0
.4

3
5
9
7
.3

3
5
8
9
.7

2
5
9
5
.9

2
5
9
5
.9

1
5
7
7
.3

5
7
1
1
.9

4
6
9
7
.3

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
6

0
.7
8

2
6

0
.8
0

3
0
.8
5

3
0
.8
6

2
0
.9
0

2
0
.9
0

1
0
.7
9

5
0
.7
2

4
0
.8
1

枝
肉

重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

5
0
0
.1

2
7

5
0
4
.9

3
5
2
9
.3

3
5
2
2
.4

2
5
4
9
.1

2
5
4
9
.1

1
4
6
9
.2

4
4
8
2
.9

4
5
0
0
.0

歩
留
等
級
A
率

％
2
6

9
4
.2

2
7

9
5
.7

3
9
2
.1

3
9
7
.0

2
9
8
.8

2
9
8
.8

1
9
3
.4

4
9
0
.1

4
9
8
.5

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
5

8
7
.5

2
7

9
2
.9

3
8
8
.9

3
9
6
.1

2
1
0
0
.0

2
1
0
0
.0

1
8
8
.2

4
7
9
.5

4
9
1
.7

肥
育

開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
1

8
.9

2
3

9
.0

5
9
.5

5
9
.4

3
9
.4

3
9
.4

2
9
.5

5
7
.8

5
7
.7

肥
育

開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
0

2
5
7
.7

2
3

2
6
4
.0

5
2
9
2
.7

5
2
8
9
.8

3
3
0
1
.8

3
3
0
1
.8

2
2
7
1
.9

5
2
2
1
.8

5
2
1
2
.4

出
荷

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
1

2
9
.6

2
3

2
9
.7

5
2
9
.5

5
2
9
.2

3
2
9
.1

3
2
9
.1

2
2
9
.3

5
3
0
.5

5
2
9
.8

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

6
9
5
.7

2
3

6
9
8
.5

5
7
5
7
.0

5
7
4
7
.4

3
7
8
6
.5

3
7
8
6
.5

2
6
8
8
.7

5
6
6
3
.9

5
6
5
3
.9

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
1

6
2
8
.5

2
3

6
2
8
.9

5
6
0
9
.7

5
6
0
2
.4

3
6
0
1
.0

3
6
0
1
.0

2
6
0
4
.5

5
6
9
1
.2

5
6
7
4
.1

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
1

0
.7
0

2
3

0
.7
0

5
0
.7
7

5
0
.7
6

3
0
.8
2

3
0
.8
2

2
0
.6
9

5
0
.6
4

5
0
.6
5

枝
肉

重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

4
4
8
.2

2
3

4
4
7
.2

5
4
8
5
.2

5
4
8
0
.6

3
5
0
4
.5

3
5
0
4
.5

2
4
4
4
.8

5
4
2
7
.2

5
4
2
1
.7

歩
留
等
級
A
率

％
2
1

9
0
.1

2
3

8
8
.0

5
8
9
.9

5
9
2
.2

3
9
2
.6

3
9
2
.6

2
9
1
.6

5
8
3
.0

5
8
2
.8

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
1

8
5
.3

2
3

8
8
.9

5
8
8
.2

5
9
0
.3

3
8
9
.8

3
8
9
.8

2
9
0
.9

5
7
8
.5

5
8
8
.3

％
3
1

1
.2

3
1

1
.4

5
1
.0

5
1
.5

3
1
.0

3
1
.0

2
2
.3

5
1
.3

5
2
.3

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考

察
a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
2
年

2
5
7
.
7
 
k
g
に

対
し

、
R
3
年

2
6
4
 
k
g
は

、
6
.
3
 
k
g
増

加
し

た
。

b
）

R
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
3
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
2
年

の
下

位
2
5
％

階
層

2
9
2
.
7
 
k
g
は

、
R
3
年

で
は

2
8
9
.
8
 
k
g
と

な
り

、
2
.
9
 
k
g
減

少
し

た
(
い

ず
れ

も
デ

ー
タ

数
5
)
。

R
2
年

と
R
3
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
3
0
1
.
8
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
3
）

に
対

し
、

R
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

⑥
は

同
値

 
(
デ

ー
タ

数
3
)
で

、
R
0
3
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
2
7
1
.
9
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
2
)
は

、
2
9
.
9
 
k
g
低

か
っ

た
。

c
）

R
2
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
3
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
2
年

2
2
1
.
8
 
k
g
に

対
し

、
R
3
年

2
1
2
.
4
 
k
g
は

、
9
.
4
 
k
g
減

少
し

た
 
(
い

ず
れ

も
デ

ー
タ

数
5
)
。

 d
）

補
足

事
項

R
2
年

と
R
3
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
は

、
R
3
年

成
績

上
位

2
5
％

階
層

⑩
と

比
較

し
て

、
肥

育
開

始
月

齢
は

1
.
7
ヵ

月
遅

く
、

肥
育

開
始

体
重

が
8
9
.
4
 
k
g
高

い
。

肥
育

期
間

中
の

１
日

当
た

り
増

体
重

は
0
.
1
7
 
k
g
/
日

高
く

、
肥

育
日

数
は

7
3
.
1
日

間
短

い
た

め
、

出
荷

月
齢

は
0
.
7
ヵ

月
早

い
。

出
荷

生
体

重
は

1
3
2
.
6
 
k
g
高

く
、

枝
肉

重
量

で
も

8
2
.
8
 
k
g
高

く
、

歩
留

等
級

A
率

は
9
.
8
％

高
く

、
肉

質
等

級
４

・
５

率
は

1
.
5
％

高
い

。

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首
）

常
時

平
均

飼
養

頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故

率

飼
養
状

況

期
首

飼
養

頭
数

外
部

導
入

頭
数

自
家

保
留

子
牛

の
繰
入

事
故

頭
数

出
荷

頭
数

期
末

飼
養

頭
数

R
0
3
年

の
雌

肥
育

開
始

体
重

が
上

位
2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

成
績

⑩
R
0
2
年

成
績

①
R
0
3
年

成
績

②
R
0
2
年

成
績

③
R
0
3
年

成
績

④
R
0
3
年

も
成

績
が

下
位

2
5
%
の

階
層

⑤
R
0
3
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
R
0
3
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

⑧
R
0
2
年

成
績

⑨
う
ち
、
R
0
3
年
に
成
績
が
悪

化
し
た
も
の

⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
2
年

の
雌

肥
育

開
始

体
重

が
下

位
2
5
%
の

階
層

R
0
2
年

の
雌

肥
育

開
始

体
重

が
上

位
2
5
%
の

階
層
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１
．
雌
出
荷
月
齢
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

1
9
9
.0

5
1
3
1
.2

5
1
2
4
.2

2
6
8
.0

1
3
3
.0

3
1
6
1
.7

5
3
3
8
.8

5
2
0
8
.0

頭
3
1

1
2
1
.0

3
1

1
2
3
.0

5
7
2
.0

5
7
0
.8

2
4
0
.5

1
2
1
.0

3
9
1
.0

5
2
2
3
.2

5
1
4
4
.4

頭
3
1

0
.4

3
1

1
.2

5
0
.0

5
0
.0

2
0
.0

1
0
.0

3
0
.0

5
0
.0

5
0
.0

頭
3
1

2
.9

3
1

2
.9

5
0
.8

5
2
.4

2
2
.5

1
0
.0

3
2
.3

5
4
.8

5
2
.4

頭
3
1

1
1
8
.5

3
1

1
1
6
.8

5
7
8
.2

5
7
2
.2

2
3
5
.5

1
1
7
.0

3
9
6
.7

5
2
0
7
.4

5
1
2
9
.0

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

2
0
3
.6

5
1
2
4
.2

5
1
2
0
.4

2
7
0
.5

1
3
7
.0

3
1
5
3
.7

5
3
4
9
.8

5
2
2
1
.0

％
3
1

9
8
.2

3
1

1
0
0
.9

5
9
3
.0

5
9
8
.8

2
1
0
6
.5

1
1
1
2
.1

3
9
3
.6

5
1
0
1
.5

5
1
0
1
.3

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

1
9
9
.6

5
1
2
7
.7

5
1
2
2
.3

2
6
9
.3

1
3
5
.0

3
1
5
7
.7

5
3
4
4
.3

5
2
1
4
.5

肥
育

開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
6

8
.6

2
5

8
.7

3
9
.0

3
9
.2

2
9
.4

1
9
.0

1
9
.0

4
8
.7

5
7
.7

肥
育

開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
6

2
8
1
.3

2
5

2
7
9
.0

3
2
6
3
.8

3
2
6
9
.0

2
2
5
6
.3

1
2
7
8
.2

1
2
9
4
.2

4
2
7
5
.2

5
2
5
5
.0

出
荷

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
7

2
9
.7

2
7

2
9
.5

4
3
1
.3

4
2
9
.9

2
3
1
.1

1
3
2
.5

2
2
8
.8

4
2
8
.3

5
2
8
.1

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
7

7
7
9
.8

2
7

7
8
4
.8

4
7
3
3
.4

4
7
3
9
.7

2
7
3
5
.4

1
6
9
5
.7

2
7
4
4
.1

4
7
4
0
.9

5
7
6
3
.2

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
6

6
3
7
.5

2
6

6
3
0
.4

3
6
8
7
.0

3
6
3
8
.9

2
6
5
5
.5

1
7
0
5
.5

1
6
0
5
.8

4
5
9
1
.9

5
6
1
8
.8

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
6

0
.7
8

2
6

0
.8
0

3
0
.6
5

3
0
.7
4

2
0
.7
5

1
0
.6
0

1
0
.7
2

4
0
.7
9

5
0
.8
2

枝
肉

重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

5
0
0
.1

2
7

5
0
4
.9

3
4
7
2
.5

4
4
7
2
.6

2
4
7
4
.0

1
4
3
5
.8

2
4
7
1
.3

4
4
7
8
.3

5
4
9
7
.8

歩
留
等
級
A
率

％
2
6

9
4
.2

2
7

9
5
.7

3
9
3
.8

4
9
4
.9

2
9
5
.0

1
9
0
.0

2
9
4
.9

4
9
4
.2

5
9
5
.3

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
5

8
7
.5

2
7

9
2
.9

3
9
2
.3

4
9
8
.2

2
1
0
0
.0

1
1
0
0
.0

2
9
6
.4

4
7
9
.9

5
9
2
.7

肥
育

開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
1

8
.9

2
3

9
.0

5
9
.5

5
9
.5

2
9
.3

1
9
.6

3
9
.6

5
9
.2

5
8
.2

肥
育

開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
0

2
5
7
.7

2
3

2
6
4
.0

4
2
5
4
.9

5
2
7
4
.3

2
2
6
7
.6

1
2
9
1
.8

3
2
7
8
.8

5
2
6
6
.3

5
2
4
8
.3

出
荷

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
1

2
9
.6

2
3

2
9
.7

5
3
1
.1

5
3
1
.0

2
3
2
.3

1
3
4
.0

3
3
0
.1

5
2
8
.4

5
2
8
.0

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

6
9
5
.7

2
3

6
9
8
.5

5
6
4
4
.0

5
6
6
6
.3

2
6
4
3
.1

1
6
7
4
.3

3
6
8
1
.8

5
7
0
5
.9

5
7
0
6
.1

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
1

6
2
8
.5

2
3

6
2
8
.9

5
6
5
2
.9

5
6
5
1
.3

2
6
9
4
.5

1
7
3
7
.3

3
6
2
2
.5

5
5
8
4
.4

5
6
0
2
.1

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
1

0
.7
0

2
3

0
.7
0

5
0
.5
9

5
0
.6
1

2
0
.5
5

1
0
.5
4

3
0
.6
4

5
0
.7
5

5
0
.7
7

枝
肉

重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

4
4
8
.2

2
3

4
4
7
.2

5
4
1
1
.3

5
4
2
2
.4

2
4
0
7
.8

1
4
2
3
.3

3
4
3
2
.2

5
4
5
6
.7

5
4
5
7
.7

歩
留
等
級
A
率

％
2
1

9
0
.1

2
3

8
8
.0

5
8
8
.7

5
8
9
.8

2
9
4
.7

1
1
0
0
.0

3
8
6
.5

5
9
2
.0

5
8
8
.8

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
1

8
5
.3

2
3

8
8
.9

5
8
7
.0

5
8
5
.5

2
8
7
.6

1
8
5
.7

3
8
4
.2

5
8
3
.6

5
9
1
.0

％
3
1

1
.2

3
1

1
.4

5
0
.6

5
2
.2

2
2
.4

1
0
.0

3
2
.1

5
1
.5

5
0
.9

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考

察
a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
2
年

2
9
.
6
ヵ

月
齢

に
対

し
、

R
3
年

2
9
.
7
ヵ

月
齢

は
、

0
.
1
ヵ

月
晩

期
化

し
た

。

b
）

R
2
 
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
3
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
2
年

の
下

位
2
5
％

階
層

3
1
.
1
ヵ

月
齢

は
、

R
3
年

で
は

3
1
ヵ

月
齢

と
な

り
、

0
.
1
ヵ

月
早

期
化

し
た

(
い

ず
れ

も
デ

ー
タ

数
5
)
。

R
2
年

と
R
3
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
3
2
.
3
ヵ

月
齢

(
デ

ー
タ

数
2
）

に
対

し
、

R
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

⑥
は

3
4
ヵ

月
齢

(デ
ー

タ
数

1
）

で
1
.
7
ヵ

月
晩

期
化

し
、

R
0
3
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
は

3
0
.
1
ヵ

月
齢

(
デ

ー
タ

数
3
）

で
2
.
2
ヵ

月
早

期
化

し
て

い
た

。

c
）

R
2
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
3
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
2
年

2
8
.
4
ヵ

月
齢

に
対

し
、

R
3
年

2
8
ヵ

月
齢

は
、

0
.
4
ヵ

月
早

期
化

し
た

(
い

ず
れ

も
デ

ー
タ

数
5
）

。

d
）

補
足

事
項

R
2
年

と
R
3
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
は

、
R
3
年

成
績

上
位

2
5
％

階
層

⑩
と

比
較

し
て

、
肥

育
開

始
月

齢
は

1
.
1
ヵ

月
遅

く
、

肥
育

開
始

体
重

は
1
9
.
3
 
k
g
高

い
。

一
方

、
１

日
当

た
り

増
体

重
は

0
.
2
2
 
k
g
/
日

低
く

、
肥

育
日

数
は

9
2
.
4
日

間
長

く
、

出
荷

月
齢

は
4
.
3
ヵ

月
遅

い
が

、
出

荷
生

体
重

は
6
3
 
k
g
低

い
。

枝
肉

重
量

も
4
9
.
9
k
g
低

く
、

歩
留

等
級

A
率

は
5
.
9
％

高
く

、
肉

質
等

級
４

・
５

率
は

3
.
4
％

低
い

。

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首
）

常
時

平
均

飼
養

頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故

率

飼
養
状

況

期
首

飼
養

頭
数

外
部

導
入

頭
数

自
家

保
留

子
牛

の
繰
入

事
故

頭
数

出
荷

頭
数

期
末

飼
養

頭
数

R
0
3
年

の
雌

出
荷

月
齢

が
上

位
2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

成
績

⑩
R
0
2
年

成
績

①
R
0
3
年

成
績

②
R
0
2
年

成
績

③
R
0
3
年

成
績

④
R
0
3
年

も
成

績
が

下
位

2
5
%
の

階
層

⑤
R
0
3
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
R
0
3
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

⑧
R
0
2
年

成
績

⑨
う
ち
、
R
0
3
年
に
成
績
が
悪

化
し
た
も
の

⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
2
年

の
雌
出

荷
月

齢
が

下
位

2
5
%
の

階
層

R
0
2
年

の
雌

出
荷

月
齢

が
上

位
2
5
%
の

階
層
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１
．
雌
出
荷
生
体
重
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

1
9
9
.0

5
9
6
.8

5
8
6
.2

3
9
9
.3

2
9
7
.5

2
6
6
.5

5
3
0
2
.2

5
2
9
0
.4

頭
3
1

1
2
1
.0

3
1

1
2
3
.0

5
4
8
.8

5
4
5
.6

3
5
3
.3

2
5
0
.0

2
3
4
.0

5
1
7
7
.4

5
1
8
2
.2

頭
3
1

0
.4

3
1

1
.2

5
0
.0

5
0
.0

3
0
.0

2
0
.0

2
0
.0

5
0
.0

5
1
.2

頭
3
1

2
.9

3
1

2
.9

5
0
.6

5
2
.4

3
3
.3

2
2
.5

2
1
.0

5
2
.8

5
3
.0

頭
3
1

1
1
8
.5

3
1

1
1
6
.8

5
5
8
.8

5
5
0
.2

3
5
9
.3

2
6
2
.0

2
3
6
.5

5
1
7
6
.4

5
1
6
8
.0

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

2
0
3
.6

5
8
6
.2

5
7
9
.2

3
9
0
.0

2
8
3
.0

2
6
3
.0

5
3
0
0
.4

5
3
0
3
.0

％
3
1

9
8
.2

3
1

1
0
0
.9

5
9
0
.2

5
9
4
.9

3
9
1
.1

2
8
6
.2

2
1
0
0
.6

5
9
9
.3

5
1
0
4
.9

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

1
9
9
.6

5
9
1
.5

5
8
2
.7

3
9
4
.7

2
9
0
.3

2
6
4
.8

5
3
0
1
.3

5
2
9
6
.7

肥
育

開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
6

8
.6

2
5

8
.7

5
9
.1

5
9
.2

3
9
.4

2
9
.2

2
9
.0

3
7
.3

2
8
.8

肥
育

開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
6

2
8
1
.3

2
5

2
7
9
.0

5
2
6
5
.4

5
2
6
3
.2

3
2
5
6
.4

2
2
6
7
.4

2
2
7
3
.4

3
2
6
4
.9

2
3
1
2
.2

出
荷

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
7

2
9
.7

2
7

2
9
.5

5
3
1
.0

5
3
0
.7

3
3
0
.3

2
3
0
.6

2
3
1
.3

3
2
9
.3

3
2
9
.2

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
7

7
7
9
.8

2
7

7
8
4
.8

5
7
1
5
.2

5
7
2
0
.5

3
7
2
2
.0

2
6
9
5
.5

2
7
1
8
.2

3
8
4
0
.9

3
8
5
5
.3

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
6

6
3
7
.5

2
6

6
3
0
.4

5
6
6
7
.6

5
6
4
9
.6

3
6
3
2
.5

2
6
4
6
.0

2
6
7
5
.1

3
6
7
0
.7

3
6
1
4
.6

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
6

0
.7
8

2
6

0
.8
0

5
0
.6
8

5
0
.7
2

3
0
.7
5

2
0
.6
8

2
0
.6
7

3
0
.8
6

3
0
.8
8

枝
肉

重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

5
0
0
.1

2
7

5
0
4
.9

4
4
6
3
.1

5
4
6
8
.2

3
4
6
8
.9

2
4
4
7
.3

2
4
6
7
.2

3
5
4
6
.9

3
5
4
8
.8

歩
留
等
級
A
率

％
2
6

9
4
.2

2
7

9
5
.7

4
9
4
.4

5
9
6
.0

3
9
6
.6

2
9
4
.9

2
9
5
.0

3
9
1
.2

3
9
8
.8

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
5

8
7
.5

2
7

9
2
.9

4
8
9
.7

5
9
3
.6

3
8
9
.3

2
8
3
.9

2
1
0
0
.0

3
9
4
.9

3
1
0
0
.0

肥
育

開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
1

8
.9

2
3

9
.0

5
9
.4

5
9
.4

3
9
.5

2
9
.7

2
9
.3

5
8
.1

5
9
.5

肥
育

開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
0

2
5
7
.7

2
3

2
6
4
.0

5
2
4
8
.9

5
2
5
8
.1

3
2
4
9
.1

2
2
5
2
.0

2
2
7
1
.6

5
2
5
8
.6

5
2
9
5
.5

出
荷

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
1

2
9
.6

2
3

2
9
.7

5
3
0
.8

5
3
1
.4

3
3
0
.8

2
3
0
.9

2
3
2
.3

5
2
9
.2

5
3
0
.0

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

6
9
5
.7

2
3

6
9
8
.5

5
6
2
5
.0

5
6
4
0
.5

3
6
1
5
.5

2
6
1
7
.3

2
6
7
7
.9

5
7
7
4
.8

5
7
8
3
.7

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
1

6
2
8
.5

2
3

6
2
8
.9

5
6
5
0
.5

5
6
6
7
.0

3
6
4
7
.8

2
6
4
5
.8

2
6
9
5
.9

5
6
4
2
.6

5
6
2
6
.2

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
1

0
.7
0

2
3

0
.7
0

5
0
.5
8

5
0
.5
8

3
0
.5
6

2
0
.5
6

2
0
.6
0

5
0
.8
1

5
0
.7
9

枝
肉

重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

4
4
8
.2

2
3

4
4
7
.2

5
4
0
4
.4

5
4
1
0
.3

3
3
9
3
.3

2
3
9
3
.9

2
4
3
5
.7

5
4
9
9
.8

5
5
0
3
.3

歩
留
等
級
A
率

％
2
1

9
0
.1

2
3

8
8
.0

5
9
1
.1

5
8
7
.1

3
8
0
.7

2
7
6
.3

2
9
6
.7

5
8
1
.9

5
9
4
.8

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
1

8
5
.3

2
3

8
8
.9

5
8
2
.8

5
8
1
.5

3
7
3
.9

2
6
6
.1

2
9
2
.9

5
8
6
.8

5
9
3
.1

％
3
1

1
.2

3
1

1
.4

5
0
.4

5
2
.5

3
3
.4

2
2
.7

2
1
.1

5
0
.8

5
1
.1

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考

察
a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
2
年

6
9
5
.
7
 
k
g
に

対
し

、
R
3
年

6
9
8
.
5
 
k
g
は

、
2
.
8
 
k
g
増

加
し

た
。

b
）

R
2
 
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
3
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
2
年

の
下

位
2
5
％

階
層

6
2
5
 
k
g
は

、
R
3
年

で
は

6
4
0
.
5
 
k
g
と

な
り

、
1
4
.
5
 
k
g
増

加
し

た
(い

ず
れ

も
デ

ー
タ

数
5
)
。

R
2
年

と
R
3
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
6
1
5
.
5
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
3
）

に
対

し
て

、
R
0
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

⑥
は

6
1
7
.
3
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
2
）

で
1
.
8
 
k
g
高

く
、

R
0
3
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
は

6
7
7
.
9
k
g
で

6
2
.
4
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
2
）

高
か

っ
た

。

c
）

R
2
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
3
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
2
年

7
7
4
.
8
 
k
g
に

対
し

、
R
3
年

7
8
3
.
7
 
k
g
は

、
8
.
9
 
k
g
増

加
し

た
(
い

ず
れ

も
デ

ー
タ

数
5
)
。

d
）

補
足

事
項

R
2
年

と
R
3
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
は

、
R
3
年

成
績

上
位

2
5
％

階
層

⑩
と

比
較

し
て

、
肥

育
開

始
月

齢
は

同
じ

だ
が

、
肥

育
開

始
体

重
が

46
.
4
 
k
g
低

く
、

１
日

当
た

り
増

体
重

も
0
.
2
3
 
k
g
/
日

低
い

。
肥

育
日

数
が

2
1
.
6
日

間
多

く
、

出
荷

月
齢

も
0
.
8
ヵ

月
遅

い
一

方
、

出
荷

生
体

重
は

1
6
8
.
2
 
k
g
低

く
、

枝
肉

重
量

も
1
1
0
 
k
g
低

い
。

歩
留

等
級

A
率

は
1
4
.
1
％

低
く

、
肉

質
等

級
４

・
５

率
は

1
9
.
2
％

低
い

。

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首
）

常
時

平
均

飼
養

頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故

率

飼
養
状

況

期
首

飼
養

頭
数

外
部

導
入

頭
数

自
家

保
留

子
牛

の
繰
入

事
故

頭
数

出
荷

頭
数

期
末

飼
養

頭
数

R
0
3
年

の
雌

出
荷

生
体

重
が

上
位

2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

成
績

⑩
R
0
2
年

成
績

①
R
0
3
年

成
績

②
R
0
2
年

成
績

③
R
0
3
年

成
績

④
R
0
3
年

も
成

績
が

下
位

2
5
%
の

階
層

⑤
R
0
3
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
R
0
3
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

⑧
R
0
2
年

成
績

⑨
う
ち
、
R
0
3
年
に
成
績
が
悪

化
し
た
も
の

⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
2
年

の
雌

出
荷

生
体

重
が

下
位

2
5
%
の

階
層

R
0
2
年

の
雌

出
荷

生
体

重
が

上
位

2
5
%
の

階
層
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１
．
雌
肥
育
日
数
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

1
9
9
.0

5
1
8
1
.8

5
1
7
6
.8

3
2
2
7
.0

2
2
3
5
.0

2
1
0
1
.5

5
2
0
5
.6

5
2
0
8
.4

頭
3
1

1
2
1
.0

3
1

1
2
3
.0

5
9
3
.4

5
1
0
3
.6

3
1
3
7
.0

2
1
4
3
.5

2
5
3
.5

5
1
4
1
.6

5
1
4
6
.0

頭
3
1

0
.4

3
1

1
.2

5
1
.0

5
6
.4

3
1
0
.7

2
1
6
.0

2
0
.0

5
0
.0

5
0
.0

頭
3
1

2
.9

3
1

2
.9

5
3
.2

5
4
.8

3
5
.7

2
7
.5

2
3
.5

5
3
.4

5
2
.8

頭
3
1

1
1
8
.5

3
1

1
1
6
.8

5
9
5
.6

5
9
4
.4

3
1
2
0
.7

2
1
2
8
.5

2
5
5
.0

5
1
2
9
.0

5
1
3
1
.2

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

2
0
3
.6

5
1
7
7
.4

5
1
8
7
.6

3
2
4
8
.3

2
2
5
8
.5

2
9
6
.5

5
2
1
4
.8

5
2
2
0
.4

％
3
1

9
8
.2

3
1

1
0
0
.9

5
9
4
.7

5
1
0
4
.0

3
1
1
0
.0

2
1
1
1
.0

2
9
5
.0

5
9
9
.7

5
1
0
0
.9

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

1
9
9
.6

5
1
7
9
.6

5
1
8
2
.2

3
2
3
7
.7

2
2
4
6
.8

2
9
9
.0

5
2
1
0
.2

5
2
1
4
.4

肥
育

開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
6

8
.6

2
5

8
.7

5
7
.1

5
7
.5

3
6
.2

2
7
.5

2
9
.3

5
8
.9

5
8
.8

肥
育

開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
6

2
8
1
.3

2
5

2
7
9
.0

5
2
1
6
.4

5
2
2
4
.1

3
2
0
5
.8

2
2
3
7
.1

2
2
5
1
.6

5
2
7
3
.2

5
2
8
8
.9

出
荷

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
7

2
9
.7

2
7

2
9
.5

5
3
0
.8

5
3
0
.2

3
3
0
.4

2
3
1
.1

2
2
9
.9

5
2
8
.6

5
2
7
.9

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
7

7
7
9
.8

2
7

7
8
4
.8

5
7
5
0
.2

5
7
6
4
.2

3
7
6
8
.4

2
7
6
7
.8

2
7
5
7
.9

5
7
2
9
.8

5
7
6
5
.1

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
6

6
3
7
.5

2
6

6
3
0
.4

5
7
1
9
.7

5
6
9
0
.6

3
7
3
4
.3

2
7
1
4
.6

2
6
2
5
.1

5
5
9
7
.8

5
5
8
2
.1

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
6

0
.7
8

2
6

0
.8
0

5
0
.7
4

5
0
.7
8

3
0
.7
6

2
0
.7
4

2
0
.8
1

5
0
.7
7

5
0
.8
2

枝
肉

重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

5
0
0
.1

2
7

5
0
4
.9

4
4
9
6
.4

5
5
0
1
.1

3
4
9
8
.2

2
4
9
0
.8

2
5
0
5
.4

5
4
7
1
.8

5
4
9
3
.7

歩
留
等
級
A
率

％
2
6

9
4
.2

2
7

9
5
.7

4
9
3
.2

5
9
6
.8

3
9
4
.6

2
9
3
.9

2
1
0
0
.0

5
9
5
.3

5
9
6
.1

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
5

8
7
.5

2
7

9
2
.9

4
8
9
.6

5
9
8
.3

3
9
7
.2

2
9
8
.4

2
1
0
0
.0

5
8
1
.7

5
9
3
.1

肥
育

開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
1

8
.9

2
3

9
.0

5
7
.7

5
7
.6

3
6
.6

2
7
.9

2
9
.1

5
9
.4

5
9
.3

肥
育

開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
0

2
5
7
.7

2
3

2
6
4
.0

5
2
2
3
.8

5
2
2
4
.2

3
2
0
8
.7

2
2
4
8
.2

2
2
4
7
.5

5
2
6
5
.5

5
2
7
7
.2

出
荷

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
1

2
9
.6

2
3

2
9
.7

5
3
0
.6

5
3
0
.6

3
3
0
.6

2
3
1
.8

2
3
0
.5

5
2
8
.5

5
2
8
.2

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

6
9
5
.7

2
3

6
9
8
.5

5
6
6
2
.1

5
6
7
4
.8

3
6
9
3
.4

2
7
0
8
.8

2
6
4
6
.7

5
6
8
3
.7

5
7
0
9
.3

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
1

6
2
8
.5

2
3

6
2
8
.9

5
6
9
3
.1

5
6
9
7
.8

3
7
2
7
.5

2
7
2
3
.8

2
6
5
3
.2

5
5
8
1
.4

5
5
7
2
.3

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
1

0
.7
0

2
3

0
.7
0

5
0
.6
3

5
0
.6
5

3
0
.6
7

2
0
.6
5

2
0
.6
1

5
0
.7
2

5
0
.7
6

枝
肉

重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

4
4
8
.2

2
3

4
4
7
.2

5
4
3
0
.2

5
4
3
4
.9

3
4
4
4
.8

2
4
5
3
.2

2
4
2
0
.1

5
4
4
2
.3

5
4
5
9
.3

歩
留
等
級
A
率

％
2
1

9
0
.1

2
3

8
8
.0

5
8
4
.8

5
9
0
.9

3
9
0
.5

2
9
8
.3

2
9
1
.4

5
9
3
.1

5
9
3
.1

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
1

8
5
.3

2
3

8
8
.9

5
8
4
.9

5
9
4
.7

3
9
4
.7

2
9
2
.0

2
9
4
.7

5
7
8
.3

5
9
0
.8

％
3
1

1
.2

3
1

1
.4

5
1
.0

5
2
.2

3
1
.4

2
1
.7

2
3
.5

5
1
.3

5
1
.1

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考

察
a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

 
R
2
年

6
2
8
.
5
日

に
対

し
、

R
3
年

6
2
8
.
9
日

は
、

ほ
ぼ

変
化

な
し

で
あ

っ
た

。

b
）

R
2
 
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
3
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
2
年

の
下

位
2
5
％

階
層

6
9
3
.
1
日

は
、

R
3
年

で
は

6
9
7
.
8
日

と
な

り
、

4
.
7
日

間
長

期
化

し
た

(
い

ず
れ

も
デ

ー
タ

数
5
)
。

R
2
年

と
R
3
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
7
2
7
.
5
日

(
デ

ー
タ

数
3
）

に
対

し
、

R
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

⑥
は

7
2
3
.
8
日

(
デ

ー
タ

数
2
）

で
3
.
7
日

間
短

期
化

し
、

R
3
年

成
績

中
位

5
0
%
階

層
⑦

は
6
5
3
.
2
日

(
デ

ー
タ

数
2
)
で

7
4
.
3
日

間
短

期
化

し
て

い
た

。

c
）

R
2
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
3
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
2
年

5
8
1
.
4
日

に
対

し
、

R
2
年

5
7
2
.
3
日

は
、

9
.
1
日

間
短

期
化

し
た

(
デ

ー
タ

数
5
)
。

d
）

補
足

事
項

R
2
年

と
R
3
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
は

、
R
2
年

成
績

上
位

2
5
％

階
層

⑩
と

比
較

し
て

、
肥

育
開

始
月

齢
が

2
.
7
ヵ

月
齢

早
く

、
肥

育
開

始
体

重
が

6
8
.
5
 
k
g
低

い
。

１
日

当
た

り
増

体
重

は
0
.
0
9

k
g
/
日

低
く

、
肥

育
日

数
が

1
5
5
.
2
日

間
長

く
、

出
荷

月
齢

は
2
.
4
ヵ

月
遅

い
。

出
荷

生
体

重
は

1
5
.
9
 
k
g
低

く
、

枝
肉

重
量

は
1
4
.
5
 
k
g
低

く
、

歩
留

等
級

A
率

は
2
.
6
％

低
い

が
、

肉
質

等
級

４
・

５
率

は
3
.
9
％

高
い

。

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首
）

常
時

平
均

飼
養

頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故

率

飼
養
状

況

期
首

飼
養

頭
数

外
部

導
入

頭
数

自
家

保
留

子
牛

の
繰
入

事
故

頭
数

出
荷

頭
数

期
末

飼
養

頭
数

R
0
3
年

の
雌

肥
育

日
数

が
上

位
2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

成
績

⑩
R
0
2
年

成
績

①
R
0
3
年

成
績

②
R
0
2
年

成
績

③
R
0
3
年

成
績

④
R
0
3
年

も
成

績
が

下
位

2
5
%
の

階
層

⑤
R
0
3
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
R
0
3
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

⑧
R
0
2
年

成
績

⑨
う
ち
、
R
0
3
年
に
成
績
が
悪

化
し
た
も
の

⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
2
年

の
雌
肥

育
日

数
が

下
位

2
5
%
の

階
層

R
0
2
年

の
雌

肥
育

日
数

が
上

位
2
5
%
の

階
層

- 104 -



１
．
雌
１
日

当
た
り
増

体
重
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

1
9
9
.0

5
1
0
6
.0

5
9
5
.8

3
9
6
.3

2
9
5
.0

5
3
1
0
.2

5
3
5
5
.2

頭
3
1

1
2
1
.0

3
1

1
2
3
.0

5
5
5
.0

5
5
2
.6

3
5
5
.3

2
4
8
.5

5
2
0
5
.8

5
2
4
0
.2

頭
3
1

0
.4

3
1

1
.2

5
0
.0

5
0
.0

3
0
.0

2
0
.0

5
0
.0

5
0
.0

頭
3
1

2
.9

3
1

2
.9

5
0
.8

5
2
.8

3
3
.0

2
2
.5

5
4
.0

5
3
.8

頭
3
1

1
1
8
.5

3
1

1
1
6
.8

5
6
4
.4

5
5
6
.8

3
5
8
.7

2
5
4
.0

5
1
8
8
.4

5
2
1
4
.0

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

2
0
3
.6

5
9
5
.8

5
8
8
.8

3
9
0
.0

2
8
7
.0

5
3
2
3
.6

5
3
7
7
.8

％
3
1

9
8
.2

3
1

1
0
0
.9

5
9
1
.5

5
9
6
.2

3
9
9
.1

2
9
1
.7

5
1
0
5
.2

5
1
0
7
.7

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

1
9
9
.6

5
1
0
0
.9

5
9
2
.3

3
9
3
.2

2
9
1
.0

5
3
1
6
.9

5
3
6
6
.5

肥
育

開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
6

8
.6

2
5

8
.7

4
8
.9

4
9
.2

3
9
.2

1
9
.0

3
9
.2

3
9
.0

肥
育

開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
6

2
8
1
.3

2
5

2
7
9
.0

4
2
6
5
.4

4
2
6
8
.9

3
2
6
9
.0

1
2
6
8
.6

3
3
1
3
.5

3
3
0
2
.9

出
荷

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
7

2
9
.7

2
7

2
9
.5

4
3
1
.3

4
3
0
.3

3
3
0
.3

1
3
0
.2

3
2
8
.6

4
2
8
.1

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
7

7
7
9
.8

2
7

7
8
4
.8

4
7
2
2
.7

4
7
3
5
.7

3
7
3
4
.0

1
7
4
0
.8

3
8
1
1
.7

4
7
8
8
.8

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
6

6
3
7
.5

2
6

6
3
0
.4

4
6
7
9
.1

4
6
4
0
.4

3
6
3
8
.9

1
6
4
4
.7

3
5
8
7
.9

4
5
7
8
.1

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
6

0
.7
8

2
6

0
.8
0

4
0
.6
8

4
0
.7
4

3
0
.7
4

1
0
.7
3

3
0
.8
5

4
0
.8
3

枝
肉

重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

5
0
0
.1

2
7

5
0
4
.9

3
4
6
8
.8

4
4
7
8
.0

3
4
7
1
.2

1
4
9
8
.6

3
5
2
4
.6

4
5
0
8
.5

歩
留
等
級
A
率

％
2
6

9
4
.2

2
7

9
5
.7

3
9
2
.6

4
9
4
.9

3
9
3
.3

1
1
0
0
.0

3
9
0
.3

4
9
6
.7

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
5

8
7
.5

2
7

9
2
.9

3
9
0
.0

4
9
8
.2

3
9
7
.6

1
1
0
0
.0

3
8
8
.1

4
9
4
.1

肥
育

開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
1

8
.9

2
3

9
.0

5
9
.4

5
9
.4

3
9
.4

2
9
.3

5
9
.1

5
9
.2

肥
育

開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
0

2
5
7
.7

2
3

2
6
4
.0

5
2
5
4
.6

5
2
6
7
.2

3
2
6
7
.2

2
2
6
7
.1

5
2
7
9
.9

5
2
8
3
.0

出
荷

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
1

2
9
.6

2
3

2
9
.7

5
3
1
.0

5
3
1
.0

3
3
1
.4

2
3
0
.4

5
2
8
.9

5
2
8
.6

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

6
9
5
.7

2
3

6
9
8
.5

5
6
3
5
.2

5
6
5
5
.1

3
6
3
3
.5

2
6
8
7
.5

5
7
6
9
.5

5
7
5
9
.5

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
1

6
2
8
.5

2
3

6
2
8
.9

5
6
5
7
.1

5
6
5
7
.1

3
6
6
7
.0

2
6
4
2
.3

5
6
0
3
.0

5
5
8
8
.4

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
1

0
.7
0

2
3

0
.7
0

5
0
.5
8

5
0
.6
0

3
0
.5
6

2
0
.6
5

5
0
.8
1

5
0
.8
2

枝
肉

重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

4
4
8
.2

2
3

4
4
7
.2

5
4
1
0
.7

5
4
1
9
.1

3
4
0
0
.0

2
4
4
7
.8

5
4
9
4
.1

5
4
8
4
.6

歩
留
等
級
A
率

％
2
1

9
0
.1

2
3

8
8
.0

5
8
9
.3

5
8
8
.9

3
8
7
.0

2
9
1
.9

5
9
0
.7

5
9
3
.2

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
1

8
5
.3

2
3

8
8
.9

5
8
8
.0

5
8
5
.7

3
7
7
.4

2
9
8
.1

5
8
7
.3

5
9
2
.5

％
3
1

1
.2

3
1

1
.4

5
0
.6

5
2
.6

3
2
.6

2
2
.8

5
1
.3

5
1
.1

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考

察
a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
2
年

0
.
7
0
 
k
g
/
日

に
対

し
、

R
3
年

も
同

じ
で

あ
っ

た
。

b
）

R
2
 
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
3
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
2
年

の
下

位
2
5
％

階
層

0
.
5
8
 
k
g
/
日

は
、

R
3
年

で
は

0
.
6
 
k
g
/
日

と
な

り
、

0
.
0
2
 
k
g
/
日

増
加

し
た

(
い

ず
れ

も
デ

ー
タ

数
5
)
。

R
2
年

と
R
3
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
0
.
5
6
 
k
g
/
日

(
デ

ー
タ

数
3
）

に
対

し
、

R
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

⑥
は

な
く

、
R
3
年

成
績

中
位

5
0
%
階

層
⑦

0
.
6
5
 
k
g
/
日

(
デ

ー
タ

数
2
）

は
0
.
0
9
 
k
g
/
日

高
か

っ
た

。

c
）

R
2
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
3
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
2
年

0
.
8
1
 
k
g
/
日

に
対

し
、

R
3
年

0
.
8
2
 
k
g
/
日

は
、

0
.
0
1
 
k
g
/
日

増
加

し
た

(
い

ず
れ

も
デ

ー
タ

数
5
)
。

d
）

補
足

事
項

R
2
年

と
R
3
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
は

、
R
3
年

成
績

上
位

2
5
％

階
層

⑩
と

比
較

し
て

、
肥

育
開

始
月

齢
が

0
.
2
ヵ

月
遅

く
、

肥
育

開
始

体
重

は
1
5
.
8
 
k
g
低

い
。

１
日

当
た

り
増

体
重

量
が

0
.
2
6

k
g
/
日

低
い

た
め

、
肥

育
日

数
が

7
8
日

間
長

く
、

出
荷

月
齢

は
2
.
8
ヵ

月
遅

い
。

出
荷

生
体

重
は

1
2
6
 
k
g
低

く
、

枝
肉

重
量

は
8
4
.
6
 
k
g
低

く
、

歩
留

等
級

A
率

は
6
.
2
％

低
く

、
肉

質
等

級
４

・
５

率
は

1
5
.
1
％

低
い

。

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首
）

常
時

平
均

飼
養

頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故

率

飼
養
状

況

期
首

飼
養

頭
数

外
部

導
入

頭
数

自
家

保
留

子
牛

の
繰
入

事
故

頭
数

出
荷

頭
数

期
末

飼
養

頭
数

R
0
3
年

の
雌

１
日

当
た
り
増

体
重

が
上

位
2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

成
績

⑩
R
0
2
年

成
績

①
R
0
3
年

成
績

②
R
0
2
年

成
績

③
R
0
3
年

成
績

④
R
0
3
年

も
成

績
が

下
位

2
5
%
の

階
層

⑤
R
0
3
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
R
0
3
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

⑧
R
0
2
年

成
績

⑨
う
ち
、
R
0
3
年
に
成
績
が
悪

化
し
た
も
の

⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
2
年

の
雌

１
日

当
た
り
増

体
重

が
下

位
2
5
%
の

階
層

R
0
2
年

の
雌

１
日

当
た
り
増

体
重

が
上

位
2
5
%
の

階
層
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１
．
雌
枝
肉
重
量
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

1
9
9
.0

5
1
1
2
.4

5
1
0
8
.8

3
9
9
.3

2
9
7
.5

2
1
2
3
.0

5
3
0
2
.2

5
2
9
0
.4

頭
3
1

1
2
1
.0

3
1

1
2
3
.0

5
6
6
.0

5
6
2
.6

3
5
3
.3

2
5
0
.0

2
7
6
.5

5
1
7
7
.4

5
1
8
2
.2

頭
3
1

0
.4

3
1

1
.2

5
0
.0

5
0
.0

3
0
.0

2
0
.0

2
0
.0

5
0
.0

5
1
.2

頭
3
1

2
.9

3
1

2
.9

5
1
.0

5
2
.8

3
3
.3

2
2
.5

2
2
.0

5
2
.8

5
3
.0

頭
3
1

1
1
8
.5

3
1

1
1
6
.8

5
6
8
.6

5
6
2
.2

3
5
9
.3

2
6
2
.0

2
6
6
.5

5
1
7
6
.4

5
1
6
8
.0

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

2
0
3
.6

5
1
0
8
.8

5
1
0
6
.4

3
9
0
.0

2
8
3
.0

2
1
3
1
.0

5
3
0
0
.4

5
3
0
3
.0

％
3
1

9
8
.2

3
1

1
0
0
.9

5
9
4
.2

5
9
8
.2

3
9
1
.1

2
8
6
.2

2
1
0
8
.9

5
9
9
.3

5
1
0
4
.9

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

1
9
9
.6

5
1
1
0
.6

5
1
0
7
.6

3
9
4
.7

2
9
0
.3

2
1
2
7
.0

5
3
0
1
.3

5
2
9
6
.7

肥
育

開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
6

8
.6

2
5

8
.7

5
9
.0

5
9
.3

3
9
.4

2
9
.2

2
9
.1

3
7
.3

2
8
.8

肥
育

開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
6

2
8
1
.3

2
5

2
7
9
.0

5
2
7
3
.7

5
2
7
2
.0

3
2
5
6
.4

2
2
6
7
.4

2
2
9
5
.4

3
2
6
4
.9

2
3
1
2
.2

出
荷

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
7

2
9
.7

2
7

2
9
.5

5
3
0
.5

5
3
0
.4

3
3
0
.3

2
3
0
.6

2
3
0
.6

3
2
9
.3

3
2
9
.2

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
7

7
7
9
.8

2
7

7
8
4
.8

5
7
2
1
.5

5
7
2
8
.1

3
7
2
2
.0

2
6
9
5
.5

2
7
3
7
.3

3
8
4
0
.9

3
8
5
5
.3

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
6

6
3
7
.5

2
6

6
3
0
.4

5
6
5
6
.1

5
6
3
8
.7

3
6
3
2
.5

2
6
4
6
.0

2
6
4
7
.9

3
6
7
0
.7

3
6
1
4
.6

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
6

0
.7
8

2
6

0
.8
0

5
0
.6
9

5
0
.7
3

3
0
.7
5

2
0
.6
8

2
0
.7
0

3
0
.8
6

3
0
.8
8

枝
肉

重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

5
0
0
.1

2
7

5
0
4
.9

4
4
6
5
.7

5
4
6
7
.0

3
4
6
8
.9

2
4
4
7
.3

2
4
6
4
.2

3
5
4
6
.9

3
5
4
8
.8

歩
留
等
級
A
率

％
2
6

9
4
.2

2
7

9
5
.7

4
9
5
.3

5
9
6
.0

3
9
6
.6

2
9
4
.9

2
9
5
.0

3
9
1
.2

3
9
8
.8

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
5

8
7
.5

2
7

9
2
.9

4
9
1
.5

5
9
2
.9

3
8
9
.3

2
8
3
.9

2
9
8
.4

3
9
4
.9

3
1
0
0
.0

肥
育

開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
1

8
.9

2
3

9
.0

5
9
.5

5
9
.6

3
9
.5

2
9
.7

2
9
.7

5
8
.1

5
9
.5

肥
育

開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
0

2
5
7
.7

2
3

2
6
4
.0

5
2
5
1
.6

5
2
6
2
.7

3
2
4
9
.1

2
2
5
2
.0

2
2
8
3
.1

5
2
5
8
.6

5
2
9
5
.5

出
荷

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
1

2
9
.6

2
3

2
9
.7

5
3
0
.6

5
3
1
.1

3
3
0
.8

2
3
0
.9

2
3
1
.5

5
2
9
.2

5
3
0
.0

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

6
9
5
.7

2
3

6
9
8
.5

5
6
2
6
.1

5
6
3
9
.9

3
6
1
5
.5

2
6
1
7
.3

2
6
7
6
.5

5
7
7
4
.8

5
7
8
3
.7

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
1

6
2
8
.5

2
3

6
2
8
.9

5
6
4
2
.0

5
6
5
3
.2

3
6
4
7
.8

2
6
4
5
.8

2
6
6
1
.4

5
6
4
2
.6

5
6
2
6
.2

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
1

0
.7
0

2
3

0
.7
0

5
0
.5
9

5
0
.5
8

3
0
.5
6

2
0
.5
6

2
0
.6
1

5
0
.8
1

5
0
.7
9

枝
肉

重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

4
4
8
.2

2
3

4
4
7
.2

5
4
0
1
.3

5
4
0
7
.9

3
3
9
3
.3

2
3
9
3
.9

2
4
2
9
.7

5
4
9
9
.8

5
5
0
3
.3

歩
留
等
級
A
率

％
2
1

9
0
.1

2
3

8
8
.0

5
9
0
.0

5
8
7
.7

3
8
0
.7

2
7
6
.3

2
9
8
.2

5
8
1
.9

5
9
4
.8

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
1

8
5
.3

2
3

8
8
.9

5
8
0
.4

5
8
1
.2

3
7
3
.9

2
6
6
.1

2
9
2
.3

5
8
6
.8

5
9
3
.1

％
3
1

1
.2

3
1

1
.4

5
0
.6

5
2
.4

3
3
.4

2
2
.7

2
0
.9

5
0
.8

5
1
.1

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考

察
a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
2
年

4
4
8
.
2
 
k
g
に

対
し

、
R
3
年

4
4
7
.
2
 
k
g
は

、
1
 
k
g
減

少
し

た
。

 
b
）

R
2
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
3
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
2
年

の
下

位
2
5
％

階
層

4
0
1
.
3
 
k
g
は

、
R
3
年

で
は

4
0
7
.
9
 
k
g
と

な
り

、
6
.
6
 
k
g
増

加
し

た
(
い

ず
れ

も
デ

ー
タ

数
5
)
。

R
2
年

と
R
3
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
3
9
3
.
3
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
3
）

に
対

し
、

R
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

⑥
は

3
9
3
.
9
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
2
）

で
ほ

ぼ
差

が
な

い
が

、
R
3
年

成
績

中
位

5
0
%
階

層
⑦

は
4
2
9
.
7
 
k
g
(
デ

ー
タ

数
2
）

で
3
6
.
4
 
k
g
高

か
っ

た
。

c
）

R
2
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
3
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
2
年

4
9
9
.
8
 
k
g
に

対
し

、
R
3
年

5
0
3
.
3
 
k
g
は

、
3
.
5
 
k
g
増

加
し

た
(
い

ず
れ

も
デ

ー
タ

数
5
)
。

d
）

補
足

事
項

R
2
年

と
R
3
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
は

、
R
3
年

成
績

上
位

2
5
％

階
層

⑩
と

比
較

し
て

、
肥

育
開

始
月

齢
が

同
じ

だ
が

、
肥

育
開

始
体

重
は

46
.
4
 
k
g
低

い
。

１
日

当
た

り
増

体
重

が
0
.
2
3
 
k
g
/
日

低
く

、
肥

育
日

数
は

2
1
.
6
日

間
長

く
、

出
荷

月
齢

は
0
.
8
ヵ

月
遅

い
。

一
方

、
出

荷
生

体
重

は
1
6
8
.
2
 
k
g
低

く
、

枝
肉

重
量

は
1
1
0
 
k
g
低

く
、

歩
留

等
級

A
率

は
1
4
.
1
％

低
く

、
肉

質
等

級
４

・
５

率
も

1
9
.
2
％

低
い

。

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首
）

常
時

平
均

飼
養

頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故

率

飼
養
状

況

期
首

飼
養

頭
数

外
部

導
入

頭
数

自
家

保
留

子
牛

の
繰
入

事
故

頭
数

出
荷

頭
数

期
末

飼
養

頭
数

R
0
3
年

の
雌

枝
肉

重
量

が
上

位
2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

成
績

⑩
R
0
2
年

成
績

①
R
0
3
年

成
績

②
R
0
2
年

成
績

③
R
0
3
年

成
績

④
R
0
3
年

も
成

績
が

下
位

2
5
%
の

階
層

⑤
R
0
3
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
R
0
3
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

⑧
R
0
2
年

成
績

⑨
う
ち
、
R
0
3
年
に
成
績
が
悪

化
し
た
も
の

⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
2
年

の
雌
枝

肉
重

量
が

下
位

2
5
%
の

階
層

R
0
2
年

の
雌

枝
肉

重
量

が
上

位
2
5
%
の

階
層
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１
．
雌
歩
留
等
級
A
率
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

1
9
9
.0

5
1
9
6
.0

5
1
8
6
.2

2
1
8
2
.0

1
1
5
3
.0

2
2
6
7
.0

1
3
3
.0

5
1
0
2
.0

5
2
1
7
.2

頭
3
1

1
2
1
.0

3
1

1
2
3
.0

5
1
0
6
.6

5
1
1
1
.8

2
1
0
4
.5

1
8
5
.0

2
1
6
4
.5

1
2
1
.0

5
5
9
.6

5
1
3
0
.0

頭
3
1

0
.4

3
1

1
.2

5
0
.0

5
0
.0

2
0
.0

1
0
.0

2
0
.0

1
0
.0

5
0
.0

5
7
.6

頭
3
1

2
.9

3
1

2
.9

5
1
.6

5
2
.2

2
3
.0

1
4
.0

2
2
.5

1
0
.0

5
0
.2

5
4
.4

頭
3
1

1
1
8
.5

3
1

1
1
6
.8

5
1
1
4
.8

5
1
1
1
.6

2
1
0
5
.0

1
1
0
5
.0

2
1
6
5
.5

1
1
7
.0

5
6
0
.0

5
1
1
9
.2

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

2
0
3
.6

5
1
8
6
.2

5
1
8
4
.2

2
1
7
8
.5

1
1
2
9
.0

2
2
6
3
.5

1
3
7
.0

5
1
0
1
.4

5
2
3
1
.2

％
3
1

9
8
.2

3
1

1
0
0
.9

5
9
2
.8

5
1
0
0
.4

2
9
6
.2

1
8
4
.3

2
9
8
.7

1
1
1
2
.1

5
9
4
.4

5
1
0
6
.7

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

1
9
9
.6

5
1
9
1
.1

5
1
8
5
.2

2
1
8
0
.3

1
1
4
1
.0

2
2
6
5
.3

1
3
5
.0

5
1
0
1
.7

5
2
2
4
.2

肥
育

開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
6

8
.6

2
5

8
.7

4
7
.7

4
7
.8

2
6
.3

1
9
.0

1
9
.3

1
9
.0

3
9
.1

4
8
.2

肥
育

開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
6

2
8
1
.3

2
5

2
7
9
.0

4
2
4
7
.1

4
2
5
1
.9

2
2
1
8
.7

1
2
9
4
.2

1
2
9
1
.9

1
2
7
8
.2

3
2
5
0
.3

4
2
7
4
.1

出
荷

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
7

2
9
.7

2
7

2
9
.5

4
3
0
.7

4
2
9
.8

2
2
9
.0

1
2
8
.9

1
2
8
.8

1
3
2
.5

4
3
0
.4

5
2
9
.9

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
7

7
7
9
.8

2
7

7
8
4
.8

4
7
5
1
.6

4
7
4
5
.4

2
7
5
0
.4

1
7
3
1
.2

1
7
8
5
.0

1
6
9
5
.7

4
7
3
8
.2

5
7
8
6
.2

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
6

6
3
7
.5

2
6

6
3
0
.4

4
6
9
5
.8

4
6
6
9
.7

2
6
8
9
.8

1
6
0
5
.8

1
5
9
3
.5

1
7
0
5
.5

3
6
5
5
.1

4
6
6
7
.9

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
6

0
.7
8

2
6

0
.8
0

4
0
.7
3

4
0
.7
4

2
0
.7
6

1
0
.7
2

1
0
.8
3

1
0
.6
0

3
0
.7
1

4
0
.7
8

枝
肉

重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

5
0
0
.1

2
7

5
0
4
.9

4
4
8
1
.8

4
4
7
9
.2

2
4
8
9
.4

1
4
6
5
.7

1
5
0
2
.2

1
4
3
5
.8

3
4
8
6
.2

5
4
9
9
.9

歩
留
等
級
A
率

％
2
6

9
4
.2

2
7

9
5
.7

4
9
1
.3

4
9
2
.9

2
9
2
.9

1
8
9
.8

1
9
5
.8

1
9
0
.0

3
9
8
.8

5
9
7
.3

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
5

8
7
.5

2
7

9
2
.9

4
8
6
.4

4
9
3
.0

2
9
4
.0

1
9
2
.9

1
8
3
.9

1
1
0
0
.0

3
9
4
.0

5
9
8
.7

肥
育

開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
1

8
.9

2
3

9
.0

5
8
.3

5
8
.4

2
6
.9

1
9
.6

2
9
.4

1
9
.6

5
9
.3

5
9
.1

肥
育

開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
0

2
5
7
.7

2
3

2
6
4
.0

5
2
3
8
.2

5
2
4
8
.5

2
1
9
8
.1

1
2
6
6
.4

2
2
7
7
.3

1
2
9
1
.8

4
2
4
9
.2

5
2
7
3
.7

出
荷

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
1

2
9
.6

2
3

2
9
.7

5
3
0
.3

5
3
0
.2

2
2
9
.1

1
2
9
.8

2
2
9
.4

1
3
4
.0

5
3
0
.0

5
3
1
.3

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

6
9
5
.7

2
3

6
9
8
.5

5
6
8
4
.6

5
6
8
4
.2

2
6
3
8
.6

1
6
1
4
.4

2
7
3
4
.8

1
6
7
4
.3

5
6
6
2
.5

5
7
2
6
.8

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
1

6
2
8
.5

2
3

6
2
8
.9

5
6
6
5
.4

5
6
5
9
.3

2
6
7
3
.4

1
6
1
2
.0

2
6
0
6
.2

1
7
3
7
.3

5
6
3
1
.0

5
6
7
4
.0

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
1

0
.7
0

2
3

0
.7
0

5
0
.6
8

5
0
.6
7

2
0
.6
5

1
0
.5
8

2
0
.7
5

1
0
.5
4

5
0
.6
5

5
0
.6
8

枝
肉

重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

4
4
8
.2

2
3

4
4
7
.2

5
4
3
9
.2

5
4
3
5
.9

2
4
0
6
.2

1
3
8
4
.4

2
4
7
2
.0

1
4
2
3
.3

5
4
2
8
.8

5
4
6
3
.0

歩
留
等
級
A
率

％
2
1

9
0
.1

2
3

8
8
.0

5
7
4
.4

5
8
5
.2

2
7
3
.2

1
7
1
.4

2
8
9
.9

1
1
0
0
.0

5
9
8
.8

5
9
8
.1

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
1

8
5
.3

2
3

8
8
.9

5
8
0
.3

5
8
3
.2

2
7
8
.6

1
5
7
.1

2
8
6
.6

1
8
5
.7

5
8
4
.6

5
9
6
.4

％
3
1

1
.2

3
1

1
.4

5
0
.7

5
1
.2

2
1
.9

1
2
.8

2
1
.2

1
0
.0

5
0
.2

5
1
.4

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考

察
a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
2
年

9
0
.
1
％

に
対

し
、

R
3
年

8
8
％

は
、

2
.
1
％

減
少

し
た

。

  
b
）

R
2
 
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
3
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
2
年

の
下

位
2
5
％

階
層

7
4
.
4
％

は
、

R
3
年

で
は

8
5
.
2
％

と
な

り
、

1
0
.
8
％

増
加

し
た

(
デ

ー
タ

数
5
)
。

R
2
年

と
R
3
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
7
3
.
2
％

(
デ

ー
タ

数
2
）

に
対

し
、

R
0
3
年

に
成

績
が

悪
化

し
た

も
の

⑥
7
1
.
4
％

(
デ

ー
タ

数
1
）

は
1
.
8
％

低
く

、
R
3
年

成
績

中
位

5
0
％

階
層

⑦
8
9
.
9
％

(
デ

ー
タ

数
2
）

は
1
6
.
7
％

高
く

、
R
0
3
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

⑧
1
0
0
％

(
デ

ー
タ

数
1
）

は
、

2
6
.
8
％

高
か

っ
た

。

c
）

R
2
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
3
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
2
年

9
8
.
8
％

に
対

し
、

R
3
年

9
8
.
1
％

は
0
.
7
％

低
下

し
た

(
い

ず
れ

も
デ

ー
タ

数
5
)
。

d
）

補
足

事
項

R
2
年

と
R
3
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
は

、
R
3
年

成
績

上
位

2
5
％

階
層

⑩
と

比
較

し
て

、
肥

育
開

始
月

齢
は

2
.
2
ヵ

月
早

く
、

肥
育

開
始

体
重

は
7
5
.
6
 
k
g
低

い
。

肥
育

日
数

は
変

わ
ら

な
い

が
、

１
日

当
た

り
増

体
重

が
0
.
0
3
 
k
g
/
日

低
く

、
出

荷
月

齢
は

2
.
2
ヵ

月
早

い
た

め
、

出
荷

生
体

重
は

8
8
.
2
 
k
g
低

い
。

枝
肉

重
量

も
5
6
.
8
 
k
g
低

く
、

肉
質

等
級

４
・

５
率

は
2
4
.
9
％

低
く

、
肉

質
等

級
４

・
５

率
は

1
7
.
8
％

低
い

。

前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首
）

常
時

平
均

飼
養

頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故

率

飼
養
状

況

期
首

飼
養

頭
数

外
部

導
入

頭
数

自
家

保
留

子
牛

の
繰
入

事
故

頭
数

出
荷

頭
数

期
末

飼
養

頭
数

R
0
3
年

の
雌

歩
留

等
級

A
率

が
上

位
2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

成
績

⑩
R
0
2
年

成
績

①
R
0
3
年

成
績

②
R
0
2
年

成
績

③
R
0
3
年

成
績

④
R
0
3
年

も
成

績
が

下
位

2
5
%
の

階
層

⑤
R
0
3
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
R
0
3
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

⑧
R
0
2
年

成
績

⑨
う
ち
、
R
0
3
年
に
成
績
が
悪

化
し
た
も
の

⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
2
年

の
雌

歩
留

等
級

A
率

が
下

位
2
5
%
の

階
層

R
0
2
年

の
雌

歩
留

等
級

A
率

が
上

位
2
5
%
の

階
層
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１
．
雌
肉
質
等
級
４
・
５
率

の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

1
9
9
.0

5
2
4
1
.8

5
2
4
0
.0

2
1
0
0
.5

3
3
3
3
.0

5
1
1
6
.0

5
1
9
1
.4

頭
3
1

1
2
1
.0

3
1

1
2
3
.0

5
1
4
4
.4

5
1
4
5
.2

2
5
4
.5

3
2
0
5
.7

5
7
0
.2

5
1
1
5
.4

頭
3
1

0
.4

3
1

1
.2

5
0
.0

5
0
.0

2
0
.0

3
0
.0

5
0
.0

5
1
.2

頭
3
1

2
.9

3
1

2
.9

5
2
.6

5
3
.2

2
2
.0

3
4
.0

5
0
.6

5
2
.0

頭
3
1

1
1
8
.5

3
1

1
1
6
.8

5
1
4
3
.6

5
1
4
1
.8

2
5
6
.0

3
1
9
9
.0

5
7
2
.0

5
1
0
2
.6

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

2
0
3
.6

5
2
4
0
.0

5
2
4
0
.2

2
9
7
.0

3
3
3
5
.7

5
1
1
3
.6

5
2
0
3
.6

％
3
1

9
8
.2

3
1

1
0
0
.9

5
9
6
.9

5
9
7
.8

2
9
3
.4

3
1
0
0
.6

5
9
4
.0

5
1
0
4
.2

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

1
9
9
.6

5
2
4
0
.9

5
2
4
0
.1

2
9
8
.8

3
3
3
4
.3

5
1
1
4
.8

5
1
9
7
.5

肥
育

開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
6

8
.6

2
5

8
.7

4
9
.2

4
9
.5

1
9
.4

3
9
.6

4
9
.1

3
7
.1

肥
育

開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
6

2
8
1
.3

2
5

2
7
9
.0

4
2
5
7
.5

4
2
6
1
.8

1
2
4
0
.6

3
2
6
8
.8

4
2
9
9
.6

3
2
4
0
.5

出
荷

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
7

2
9
.7

2
7

2
9
.5

4
3
0
.0

4
3
0
.1

1
3
2
.3

3
2
9
.3

4
3
0
.6

5
2
9
.4

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
7

7
7
9
.8

2
7

7
8
4
.8

4
7
1
2
.7

4
7
4
5
.3

1
6
5
9
.8

3
7
7
3
.8

4
7
9
5
.8

5
7
9
6
.6

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
6

6
3
7
.5

2
6

6
3
0
.4

4
6
3
5
.3

4
6
2
2
.6

1
6
8
6
.3

3
6
0
1
.4

4
6
5
2
.0

4
6
6
8
.3

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
6

0
.7
8

2
6

0
.8
0

4
0
.7
2

4
0
.7
9

1
0
.6
4

3
0
.8
4

4
0
.7
8

4
0
.8
2

枝
肉

重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

5
0
0
.1

2
7

5
0
4
.9

3
4
6
3
.4

4
4
8
2
.1

1
4
2
9
.0

3
4
9
9
.8

4
5
1
0
.4

5
5
1
5
.3

歩
留
等
級
A
率

％
2
6

9
4
.2

2
7

9
5
.7

3
9
2
.0

4
9
9
.0

1
1
0
0
.0

3
9
8
.6

4
9
0
.5

5
9
9
.0

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
5

8
7
.5

2
7

9
2
.9

3
7
3
.6

4
8
5
.3

1
7
5
.0

3
8
8
.8

4
9
1
.8

5
9
9
.0

肥
育

開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
1

8
.9

2
3

9
.0

5
9
.3

5
9
.3

2
9
.6

3
9
.2

5
9
.3

5
8
.5

肥
育

開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
0

2
5
7
.7

2
3

2
6
4
.0

5
2
5
5
.2

5
2
5
7
.0

2
2
6
4
.8

3
2
5
1
.9

5
2
6
9
.5

5
2
5
5
.0

出
荷

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
1

2
9
.6

2
3

2
9
.7

5
2
9
.6

5
3
0
.1

2
3
0
.8

3
2
9
.7

5
3
0
.5

5
3
0
.3

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

6
9
5
.7

2
3

6
9
8
.5

5
6
7
8
.2

5
6
7
6
.3

2
6
9
0
.4

3
6
6
7
.0

5
7
1
6
.9

5
7
3
7
.1

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
1

6
2
8
.5

2
3

6
2
8
.9

5
6
1
8
.5

5
6
3
3
.9

2
6
4
8
.2

3
6
2
4
.4

5
6
4
4
.3

5
6
6
4
.9

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
1

0
.7
0

2
3

0
.7
0

5
0
.6
9

5
0
.6
6

2
0
.6
6

3
0
.6
7

5
0
.7
1

5
0
.7
3

枝
肉

重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

4
4
8
.2

2
3

4
4
7
.2

5
4
3
5
.4

5
4
3
5
.0

2
4
4
4
.7

3
4
2
8
.5

5
4
5
8
.9

5
4
7
1
.0

歩
留
等
級
A
率

％
2
1

9
0
.1

2
3

8
8
.0

5
9
0
.3

5
8
9
.3

2
8
5
.8

3
9
1
.6

5
9
3
.4

5
9
1
.8

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
1

8
5
.3

2
3

8
8
.9

5
6
7
.5

5
8
3
.9

2
7
7
.8

3
8
7
.9

5
9
9
.4

5
9
9
.8

％
3
1

1
.2

3
1

1
.4

5
0
.8

5
2
.1

2
2
.2

3
2
.1

5
0
.2

5
1
.2

２
．
結
果
の
比
較
検
討
・
考

察
a
）

全
体

の
年

比
較

（
①

と
②

の
比

較
）

R
2
年

8
5
.
3
％

に
対

し
、

R
3
年

8
8
.
9
％

は
、

3
.
6
％

増
加

し
た

。
 

    
b
）

R
2
 
年

下
位

2
5
％

階
層

の
R
3
年

の
状

況
(
③

の
成

績
が

④
で

ど
う

変
化

し
た

か
。

さ
ら

に
、

④
の

内
訳

は
ど

う
変

化
し

た
か

（
⑤

⑥
⑦

⑧
）

）
R
2
年

の
下

位
2
5
％

階
層

6
7
.
5
％

は
、

R
3
年

で
は

8
3
.
9
％

と
な

り
、

1
6
.
4
％

増
加

し
た

(
デ

ー
タ

数
5
)
。

R
2
年

と
R
3
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
7
7
.
8
％

(
デ

ー
タ

数
2
）

は
、

R
3
年

成
績

中
位

5
0
％

階
層

⑦
8
7
.
9
％

(
デ

ー
タ

数
3
）

と
比

較
し

1
0
.
1
％

高
か

っ
た

。

c
）

R
2
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
と

R
3
年

の
上

位
2
5
％

階
層

の
成

績
の

比
較

（
⑨

と
⑩

の
比

較
）

R
2
年

9
9
.
4
％

に
対

し
、

R
3
年

9
9
.
8
％

は
、

0
.
4
％

増
加

し
た

(
デ

ー
タ

数
5
)
。

d
）

補
足

事
項

R
2
年

と
R
3
年

の
い

ず
れ

も
成

績
下

位
2
5
％

階
層

⑤
は

、
R
3
年

成
績

上
位

2
5
％

階
層

⑩
と

比
較

し
て

、
肥

育
開

始
月

齢
は

1
.
1
ヵ

月
遅

い
が

、
肥

育
開

始
体

重
は

9
.
8
 
k
g
高

い
。

１
日

当
た

り
増

体
重

は
0
.
0
7

k
g
/
日

低
く

、
肥

育
日

数
は

1
6
.
7
日

間
短

く
、

出
荷

月
齢

は
0
.
5
ヵ

月
遅

い
。

一
方

、
出

荷
生

体
重

は
4
6
.
7
 
k
g
低

く
、

枝
肉

重
量

は
2
6
.
3
 
k
g
低

く
、

歩
留

等
級

A
率

は
6
％

低
く

、
肉

質
等

級
４

・
５

率
は

2
2
％

低
い

。前
年

比
　
（
期

末
÷

期
首
）

常
時

平
均

飼
養

頭
数

肥
育

出
荷
成
績

去
勢

雌

事
故

率

飼
養
状

況

期
首

飼
養

頭
数

外
部

導
入

頭
数

自
家

保
留

子
牛

の
繰
入

事
故

頭
数

出
荷

頭
数

期
末

飼
養

頭
数

R
0
3
年

の
雌

肉
質

等
級

４
・
５
率

が
上

位
2
5
%
の

階
層

R
0
3
年

成
績

⑩
R
0
2
年

成
績

①
R
0
3
年

成
績

②
R
0
2
年

成
績

③
R
0
3
年

成
績

④
R
0
3
年

も
成

績
が

下
位

2
5
%
の

階
層

⑤
R
0
3
年

成
績

が
中

位
5
0
%
の

階
層

⑦
R
0
3
年

成
績

が
上

位
2
5
%
の

階
層

⑧
R
0
2
年

成
績

⑨
う
ち
、
R
0
3
年
に
成
績
が
悪

化
し
た
も
の

⑥

項
目

単
位

全
体

R
0
2
年

の
雌

肉
質

等
級

４
・
５
率

が
下

位
2
5
%
の

階
層

R
0
2
年

の
雌

肉
質

等
級

４
・
５
率

が
上

位
2
5
%
の

階
層
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１
．
事
故
率
の
階
層
間
比
較

対
象

デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値
対

象
デ
ー
タ
数

平
均

値

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

1
9
9
.0

7
2
2
1
.9

7
2
3
0
.3

3
2
6
9
.0

2
2
4
0
.0

3
2
4
6
.3

1
6
6
.0

1
0

7
5
.2

9
7
4
.4

頭
3
1

1
2
1
.0

3
1

1
2
3
.0

7
1
4
5
.7

7
1
5
0
.1

3
1
9
0
.3

2
1
4
0
.0

3
1
4
6
.0

1
4
2
.0

1
0

4
5
.0

9
4
3
.1

頭
3
1

0
.4

3
1

1
.2

7
0
.7

7
4
.6

3
1
0
.7

2
1
6
.0

3
0
.0

1
0
.0

1
0

0
.0

9
0
.0

頭
3
1

2
.9

3
1

2
.9

7
6
.3

7
4
.9

3
8
.0

2
8
.5

3
3
.3

1
0
.0

1
0

0
.0

9
0
.0

頭
3
1

1
1
8
.5

3
1

1
1
6
.8

7
1
3
1
.3

7
1
3
6
.3

3
1
6
3
.7

2
1
3
0
.5

3
1
4
1
.0

1
4
0
.0

1
0

4
5
.6

9
4
3
.6

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

2
0
3
.6

7
2
3
0
.7

7
2
4
3
.9

3
2
9
8
.3

2
2
5
7
.0

3
2
4
8
.0

1
6
8
.0

1
0

7
4
.8

9
7
4
.2

％
3
1

9
8
.2

3
1

1
0
0
.9

7
1
0
3
.8

7
1
0
1
.5

3
1
0
1
.8

2
9
4
.5

3
1
0
0
.6

1
1
0
3
.0

1
0

9
5
.6

9
1
0
3
.7

頭
3
1

1
9
9
.1

3
1

1
9
9
.6

7
2
2
6
.3

7
2
2
9
.4

3
2
8
3
.7

2
2
4
8
.5

3
2
2
9
.2

1
6
7
.0

1
0

7
5
.0

9
7
4
.3

肥
育

開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
6

8
.6

2
5

8
.7

7
8
.7

7
8
.7

3
8
.1

2
7
.6

3
9
.2

1
9
.1

8
8
.9

7
8
.9

肥
育

開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
6

2
8
1
.3

2
5

2
7
9
.0

7
2
8
4
.8

7
2
8
5
.8

3
2
6
8
.1

2
2
5
4
.1

3
2
9
5
.2

1
3
1
1
.0

8
2
8
2
.9

7
2
8
7
.0

出
荷

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
7

2
9
.7

2
7

2
9
.5

7
2
9
.0

7
2
8
.7

3
2
8
.5

2
2
9
.5

3
2
8
.7

1
2
9
.4

9
3
0
.3

8
2
9
.8

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
7

7
7
9
.8

2
7

7
8
4
.8

7
7
8
9
.4

7
7
9
2
.2

3
7
7
6
.5

2
8
0
9
.7

3
7
9
9
.0

1
8
1
9
.4

9
7
6
9
.5

8
7
9
3
.5

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
6

6
3
7
.5

2
6

6
3
0
.4

7
6
1
3
.2

7
6
0
8
.0

3
6
2
1
.6

2
6
6
5
.4

3
5
9
1
.5

1
6
1
7
.0

8
6
4
9
.6

7
6
4
1
.5

１
日

当
た
り
増

体
重

　
（
平

均
値

）
※

肥
育

期
間

中
に
お
け
る

kg
/
日

2
6

0
.7
8

2
6

0
.8
0

7
0
.8
2

7
0
.8
3

3
0
.8
1

2
0
.8
3

3
0
.8
5

1
0
.8
2

8
0
.7
4

7
0
.8
0

枝
肉

重
量
　
（
平
均
値
）

kg
2
5

5
0
0
.1

2
7

5
0
4
.9

7
5
0
4
.4

7
5
0
7
.7

3
5
0
3
.0

2
5
2
3
.7

3
5
0
5
.8

1
5
2
7
.6

9
4
9
3
.5

8
5
0
9
.6

歩
留
等
級
A
率

％
2
6

9
4
.2

2
7

9
5
.7

7
9
6
.8

7
9
3
.5

3
9
4
.1

2
9
6
.5

3
9
7
.0

1
8
1
.3

9
9
4
.3

8
9
4
.1

肉
質

等
級

４
・
５
率

％
2
5

8
7
.5

2
7

9
2
.9

7
8
4
.3

7
9
1
.1

3
8
9
.2

2
9
3
.6

3
9
4
.3

1
8
7
.5

8
8
9
.1

8
9
5
.4

肥
育

開
始
月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
1

8
.9

2
3

9
.0

4
8
.8

4
8
.5

2
7
.6

1
6
.2

2
9
.4

7
9
.3

5
9
.4

肥
育

開
始
体
重
（
平
均
値
）

kg
2
0

2
5
7
.7

2
3

2
6
4
.0

4
2
6
2
.8

4
2
5
1
.4

2
2
3
6
.2

1
2
0
4
.6

2
2
6
6
.6

6
2
6
3
.0

5
2
8
1
.7

出
荷

月
齢
　
（
平
均
値
）

ヵ
月
齢

2
1

2
9
.6

2
3

2
9
.7

4
2
8
.8

4
2
8
.5

2
2
8
.2

1
2
9
.5

2
2
8
.8

7
3
0
.0

5
2
9
.9

出
荷

生
体
重
　
（
平
均
値
）

kg
2
1

6
9
5
.7

2
3

6
9
8
.5

4
6
9
4
.9

4
7
1
6
.7

2
7
2
3
.7

1
7
4
3
.3

2
7
0
9
.8

7
6
8
8
.3

5
7
0
4
.6

肥
育

日
数
　
（
平
均
値
）

日
2
1

6
2
8
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２．課題と解決のための助言指導 
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【肉用牛肥育経営】

生産現場で多く指導された内容とその傾向

〈考察〉

肉用牛肥育に関する指導の内、最も多いのは「栄養管理の改善」の１７％であり、関連する「枝
肉重量増加の促進」１２％、「肉質歩留等級の改善」８％と合わせると、全体の３７％が飼料給
与に関連する助言であった。次いで「もと牛選択の改善」１４％であり、もと牛価格が低下傾向
にあるとは言え、依然肥育牛生産費の大半を占める状況で、肥育成績や事故率とも大きく関連す
る「もと牛」についての助言が増加した。また、「群編成の改善」１２％、「事故防止の行動観
察の改善」１１％、「施設・設備等の環境整備」１０％と飼養管理による損耗防止に係わる助言
が３３％と大きな割合を占め、「獣医師との連携」２％とも併せて事故や疾病による経済的損失
が強く意識されている。「出荷牛の選定」８％については、３０ヵ月を超える経営に対して、枝
肉重量増加が期待出来ない牛を長期肥育していることが指摘されていた。
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項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

・令和3年度の出荷頭数は
23頭（去勢）で、前期に
比べ肥育日数が約1カ月長
く、枝肉重量は7.7kg増え
たが、歩留等級が4.2％落
ち、ロースの張りがあま
く、皮下脂肪が厚めの枝
肉が多数見受けられた。

・肥育経営は、素牛選定と、肥育
前期の管理が重要である、前期3
カ月の粗飼料給与（稲わら、稲
WCS）が腹づくりに重要になる
為、配合飼料とのバランスを再確
認を行う。以降、粗飼料給与と配
合飼料のバランスを注視し、中
期、後期の各ステージごとの飼養
管理を徹底して行く。
・枝肉成績は、ロースの張りがあ
まく、皮下脂肪の厚い枝肉が多数
みられるため、育成期の飼養管理
の再確認と、ビタミンコントール
を上手に行うため、畜産クラス
ター（実証事業）で導入した「超
音波診断装置」を活用し、NOSAI
茨城の獣医師と連携を図り、定期
的な血液検査や、牛の健康状態管
理を行い、更なる生産性の高い儲
かる肉牛生産を目指して行く。

肥育成績については枝肉重量も確保してお
り、肉質等級４・５率も前年度より向上す
るなど、飼養管理の一定の改善が認められ
るが、肥育期間の延長は現状の飼料価格の
高騰下では、飼料費の増大を招き、経営に
与える影響は大きい。導入した超音波診断
装置等を活用し、可能な限り出荷月齢の早
期化に努めること。また、歩留等級A率の
低下につながっていると思われるロースの
張りや皮下脂肪の厚さについては、肥育前
期の腹作りを意識した粗飼料多給時におい
て若干低エネルギーになっている可能性が
あり、給与している粗飼料の質について検
討する。

2

・肥育成績の維持向上 　購入飼料費がアップしているの
で、死亡事故を減らし、枝肉重量
を増加させることが重要です。
・敷料が薄いため、増量してくだ
さい。
・風通しが良く、夏は良いが、冬
は風よけを行ってください。
・ビタミン剤と強肝剤を適正に利
用してください。

歩留・肉質等級は一定の水準以上なので、
あとはいかに枝肉重量を確保するかが課題
であり、雌では特に出荷牛の見極めが重要
と思われる。また、雌としては比較的体重
の重い牛を導入しているが、血統や体高か
ら見て妥当な範囲か導入時にチェックす
る。その際に、過去の自分の農場での肥育
成績などを参考に判断する。死亡事故につ
いては、個体観察に努めることが第一であ
るが、飼養管理・施設の面でなにか問題点
はないか点検することも重要。

3

・適正な飼料給与 肥育成績上および実際の肥育牛を
みたところ、どの飼槽も残渣が無
く牛が舐め上げており、また増体
もバラツイていた。
・牛が舐め上げるほど飼料が不足
しているので、必ずマニュアルど
おりの飼料給与を実施する。
・粗飼料が稲わらのみの給与と
なっていますので、特に肥育前期
の乾草などで粗飼料を多給し、腹
作りを実践する。
・導入後の群飼でも発育にバラツ
キがみられるので、個体管理のた
め２頭群飼への変更や飼槽へ間仕
切りを設置する。

特に肥育前期の粗飼料の質については、極
短穂茎葉型イネWCS用品種の利用など地域
と経営の実情に合った良質粗飼料への取り
組みを進めてほしい。去勢では、出荷月齢
早期化と肥育日数を短縮して、一定の枝肉
重量を確保し、歩留・肉質も優良である。
一方、雌では日増体重、枝肉重量、肉質等
級４・５率に改善は見られるが、依然もの
足りない。飼料内容の再検討を行うととも
に、増体が悪いものは早期に出荷し、食い
込みが良くさらなる増体が期待出来る個体
は残すなど、個体観察に努める。

課題解決のための助言・指導（課題と課題解決のための指導内容）

１．栄養管理の改善
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項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

・枝肉重量のバラツキ防
止

・性別や産地、導入体重が大きく
異なるため肥育もと牛の状態を揃
えるとともに、貴経営の飼養管理
に適する肥育素牛を選定する。

指導にもあるとおり、強い牛が濃厚飼料を
優先的に選び食いしていないか牛房ごとに
チェックし、頭数に対して飼槽の幅が充分
あるか確認し、仕切りの設置などの対策を
検討してください。

2

・体調不良牛への対応 　死亡事故は２頭と少なく良好で
すが、特に導入後に呼吸器疾患の
治療を行っている牛が多いとのこ
とでした。
　このため、下記のとおり取組を
検討してください。
・安くても疾病罹患牛を導入しな
い。
・導入後は、継続的に観察を徹底
し、異常牛の別飼または診察等の
早期対応を行う。
・飲水殺菌や煙霧消毒等を利用す
る。

出荷月齢は30ヵ月以下であり、肥育成績も
中程度ではあるが、肉質等級で若干物足り
ない。ビタミンA管理を含めて、設計通り
に食い込めているか、個体ごとの観察を徹
底する。特に、肥育前期・中期・後期のど
こに問題があるかを検討し、その解決を図
る。事故対策としては、飼槽・飲水器を清
浄に保ち、敷料を適切に交換するなど牛舎
内の清掃の徹底を図った上で、可能な対策
についてかかりつけの獣医師や指導機関と
相談する。

3

肥育成績は良好。
ブランド維持のため血統
を吟味してもと牛を導入
しているためもと畜費が
高い。

枝肉相場が下落しても耐えられる
ようにブランド価値を維持し付加
価値を高める必要がある。おいし
い牛肉生産。
もと畜費低減のために繁殖部門を
取り入れることが労力的にも困難
であれば地域内での一貫生産体制
に取り組む必要がある。受精卵移
植による酪農家との連携も必要。

肥育開始時体重が大きく、高価な子牛を購
入している事が伺えるが、その分、飼養頭
数が縮小傾向にある。肥育成績から肥育技
術は確立されていると思われるが、事故が
令和２年５頭、令和３年４頭出ており、高
価なもと牛であることを考えるとダメージ
は大きい。一層の個体観察と記録の点検に
より、事故の原因となる要素を抽出し、そ
の改善を図ることが必要。和牛受精卵移植
による増頭については家畜改良事業団等に
よる先進事例の紹介を参照するとよい。

項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

・発育不良牛への対応 黒毛和種のスモール肥育経営の飼
養管理をほぼ確立されています。
肥育期間は長いものの、肥育成績
は大部分が良好で、かつ自給飼料
生産など低コストなため、収益性
も高くなっています。　更なる経
営向上のためには、枝肉重量が小
さい（発育が悪い）牛は肉質も悪
いため、販売金額のロスとなって
います。日頃から観察を徹底し
て、喰い止まり等の異常牛はすぐ
に別飼または診察等の対応を行い
ロスを無くすとともに、同居牛へ
影響が出ないように努めてくださ
い。

スモールからの肥育と言うことで、発育初
期の衛生管理や暑熱・寒冷環境等への対応
など、通常肥育に比べて一層の注意が必要
と思われる。去勢については、肥育成績も
安定しており、技術的には確立されている
と考えられるが、雌については枝肉重量や
歩留等級など若干不安定な部分もあると思
われるので、日常の観察と記録を徹底して
要因について検討する。異常牛の別飼いや
場合によっては早期出荷などの判断が重
要。

２．もと牛選択の改善

３．群編成の改善
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項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

2

飼料価格や飼養管理に係
る資材の高騰、もと牛相
場の高留まり等の経営環
境に対する影響を緩和す
るため、少しでも高く販
売できるものを出荷す
る。事故率は低く抑えら
れて良いが、月齢が経過
してからの事故が有り、
経営への負担を抑える。
飼養頭数を増やしている
ため注意が必要。

経営収支にプラスとなる自分の経
営にあった血統を選定しもと牛導
入する。導入した牛に対する出荷
価格や枝肉成績等を分析する。
飼養頭数を増やしているため、蜜
飼いにならない群編成、衛生管理
や牛の観察が重要となる。

肥育成績から、肥育開始時体重の大きな
（高価な）もと牛の能力を発揮させる肥育
技術については、去勢・雌ともに既に確立
されている経営と思われる。その分、事故
率の低減が重要となるので、特に肥育後期
の１牛房当たりの頭数を個体観察しやすい
２頭にそろえるなどして、残飼の発生等個
体観察の徹底を図る。また、飼養管理に当
たる関係者全員が、管理記録の重要性を理
解し、情報共有出来る環境を整える事も重
要。

3

・「出荷生体重」･「1日
当たり増体重」･「枝肉重
量」は令和2年を下回る成
績になっているが、「歩
留等級A率」

･「肉質等級4・5率」は、
令和2年を上回る成績を上
げており、特に問題はな
い。

・肥育回転率は安定しているの
で、今後も導入と出荷の肥育ロー
テーションを崩さないようにす
る。
・令和3年は事故が3頭発生したこ
とで、生産原価が増加しているこ
とから、飼養管理を徹底し、事故
発生防止に努める。

雌肥育で、枝肉重量は確保しているが、歩
留・肉質等級はまだ不安定な部分が見え
る。比較的大きなもと牛を導入しているの
で、肥育前期の飼い直しや腹作りの時期の
飼養管理について再度確認し、その後の肥
育中期・後期につなげる。残飼量の測定や
肥育後期の喰い止まりに注意し、個体観察
を徹底することによって、適期出荷や事故
率の低減につなげる。

項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

・枝肉重量の増加 まずは県の飼料給与プログラムに
沿って飼料給与を行ってくださ
い。、飼料給与の際は、定期的に
計量してください。飼料給与量や
残飼の有無の記録と検証を行って
ください。バラツキが大きいた
め、牛房間で牛の強弱等が発生し
ている可能性があります。個体観
察を徹底するとともに、飼料を自
由に採食できる対策（飼槽の仕切
りや飼料箱の追加設置等）を検討
ください。

比較的大きな肥育もと牛を確保している
が、日増体重が充分とは言えない状態が続
いている。また、雌では特に歩留・肉質等
級ともに低い。肥育もと牛の状態をよく見
て、飼い直しが必要な場合は、地域のマ
ニュアル等を参考に肥育前期の期待増体量
を適切な範囲（0.75kg/日程度）となるよ
うな飼料設計、濃厚飼料と粗飼料が適切な
量となるように努める。粗飼料は粗タンパ
ク質含量の高い良質な乾草が望ましい。ま
た、肥育後期の残飼料に注意し、設計通り
に食い込めているか個体ごとの観察に努め
る。強い牛が配合飼料を優先的に摂取し、
出荷直前にアシドーシス傾向に起因する疾
患で事故となり、弱い牛は設計通りの飼料
摂取が出来ずに増体量が劣った痩せた枝肉
になるという悪循環に陥ってないかも確認
する。

４．枝肉重量増加の促進
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項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

2

・肥育成績の改善 現状の肥育成績、経営内容では、
経営・財務内容の改善の目途が立
ちません。危機的状況にあるとい
う意識で、抜本的な対策を実施し
てください。
肥育成績については、去勢で枝肉
重量481㎏は県平均と比べて約34
㎏小さいです。肥育成績の改善の
ため以下の取組を実施してくださ
い。
　・農場別に父子それぞれで管理
するのではなく、今後経営を継い
でいく長男が責任をもって統一的
な管理をしてください。（経営継
承等も検討ください。）
・飼料給与プログラムを作成し、
その通りに給与してください。ま
たは、県の給与プログラムに沿っ
て給与してください。
　・飼料給与に当たっては、定期
的に計量し、残飼量を記録し、記
録をもとに検証してください。

去勢については、比較的体重の重いもと牛
を導入しているが、肥育期間中の増体が
0.74kg/日と現在の黒毛和種の能力を考え
ると低い。また、歩留・肉質等級ともに若
干物足りない。これらのことから、もう一
度地域で作られている飼養管理マニュアル
をよく確認し、飼料給与もマニュアルに
沿って行うことが大切。雌に関しては、枝
肉重量、歩留・肉質等級ともに低いことか
ら、今後も継続するようならば各種のマ
ニュアル等を参考に技術の習得に努める。
給与量に関しては、現場では計量カップ1
杯、２杯という決め方でも仕方が無いが、
自分の１杯が何グラム・何キログラムなの
か飼料ごとに時々確認する必要がある。複
数人で行う場合は、１人１人の１杯を確か
めて、誰がやっても同じ１杯になるように
目あわせをする。

3

①肥育日数（628.3日→
606.6日）は3週間ほど短
縮。
②肥育期間中の増体量は
横ばい（0.75kg/日→
0.76kg/日）。
③出荷月齢（29.7ヶ月→
29.2ヶ月）は短縮された
。
④枝肉重量は11kg増加
（469.0kg→480.0kg）し
ているが、更に枝肉重量
の増加が必要と思われ
る。
⑤歩留等級A率向上
（80.0％→92.3％）。
⑥上物率（75.0％→
84.6％）と前年と比較し
て改善が見られる。

・枝肉重量を増加させるため、①
導入～肥育前期の粗飼料給与（採
食量）　②肥育後期の配合飼料給
与（採食量）を注視し、枝肉重量
500kgを目標に再度、現状の飼養
管理の改善項目を洗い出してほし
い。

もと牛段階でさほど問題があるとは思われ
ないのに対して、日増体重、枝肉重量が若
干物足りない。歩留等級も令和２年度に比
べて３年度で向上しているが、黒毛和種と
しては十分でない。歩留等級は肥育前期の
飼養環境に影響されることがあるため、特
に食い負けして濃厚飼料が設定通り食べら
れていない牛がいないかチェックする。肥
育前期の濃厚飼料の制限はその後に回復さ
せようとしても、皮下脂肪や筋間脂肪が多
くなり、肉質の改善にはつながらない。ま
た、反対に肥育前期に濃厚飼料を多く摂取
した牛は、最終的にロース芯面積、皮下脂
肪が優れるわけではなく、この時期に濃厚
飼料、粗飼料を地域のマニュアル等で推奨
されている通り適正に摂取することが、最
終的な歩留・肉質等級の向上には重要であ
る。
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項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

肥育成績は良好。
スモール市場から子牛を
導入することでもと畜費
の低減を図っている。

スモールで導入した個体の事故が
見受けられる。導入時のワクチン
など適正な処置をすること。
一部繁殖・肥育一貫にチャレンジ
したが哺育育成技術がなく子牛の
死亡が多かった。もと畜費低減の
ために繁殖部門を取り入れること
が労力的にも困難であれば地域内
での一貫生産体制に取り組む必要
がある。受精卵移植による酪農家
との連携も必要。

肥育成績は一定以上の水準にあるが、事故
率が高い傾向があり、衛生管理や飼養管理
の記録に基づいて、肥育各期間における問
題点の抽出が必要。スモール導入では、最
も手間がかかり事故が発生しやすい子牛育
成・肥育前期の期間が長くなり、子牛の疾
病や発育不良が発生しやすいので、現状の
管理の再点検を行う。特に、下痢や呼吸器
系疾患も注意して、子牛の観察を増やし、
防暑・防寒対策と換気不足などの環境面の
配慮、牛舎消毒やワクチンプログラムを徹
底し、調子の悪い牛に対して早期対応を行
う。飼料給与面では、良質な粗飼料給与、
飲水量の確保に努めて、牛の状態をみなが
ら濃厚飼料の増量ペースを検討する。和牛
受精卵移植による増頭については家畜改良
事業団等による先進事例の紹介を参照する
とよい。

2

・事故率の改善 ・事故を無くすため、牛のこまめ
な監視や体調不良牛の早期対応に
ついて改めて徹底するよう指導し
た。また、牛舎環境の改善（定期
的な消毒、給水槽の清掃、換気の
向上）を行う事でストレス軽減を
図り増体及び肉質の向上に務める
事とした。

肥育開始月齢が遅い割に肥育開始体重が低
い傾向が、令和２年度に比べて３年度でさ
らに強まっている。また、元々出荷時体重
が低かったものを、出荷月齢を遅くし肥育
期間を長くしたが、かえって出荷時体重が
減少し、肉質等級も低下した。令和３年で
は事故も発生していることから、事故に至
らないまでも体調不良な事故予備軍の肥育
牛が多数存在したものと推定される。まず
は最低限疾病のある虚弱なもと牛を購入し
ないことが重要。また、いったん基本に
返って、飼いやすい子牛を購入し、飼養環
境を整備し、地域の飼料給与マニュアルに
従った給与法で肥育すること、それが無理
ならば、せめてどこが現在の自分の飼い方
と違うのか確認を行い、少しでも近づける
ように工夫する。

3

・出荷成績は、令和2年よ
り令和3年が上回ってお
り、技術的には問題はな
い。

・子牛価格の高騰が影響し、令和
2年に一時期導入を控えたことか
ら、令和3年の出荷頭数が令和2年
より減少した。もと牛導入等を現
金決済していることから、導入と
出荷の肥育ローテーションを崩さ
ないように心がける。
・肥育途中で死亡事故が3頭発生
したことで、生産原価が増加し、
次期の販売収入が減少することか
ら、死亡・廃用事故「ゼロ」を目
指し飼養管理に万全を期するこ
と。
・もと牛価格を抑えるため、現在
取り組んでいる繁殖雌牛を外部預
託し、自家産の肥育牛を増やして
いく予定。次期出荷するもと牛価
格平均で試算した結果からみて
も、外部導入よりも自家産牛の方
が増価額が高くなっていることか
ら、有効手段になっている。

自家産と市場購入のもと牛とで資質のバラ
ツキが生じる可能性があるので注意する。
特に、肥育開始時体重や飼い直しの必要度
合いなど、群編成の際に問題が生じていな
いか観察を徹底する。事故防止には日頃か
ら個体ごとの確実な観察が重要であり、管
理記録や衛生記録などを記帳して、疾病や
その他の事故につながるリスクの早期発
見・早期対応に努める。その際には、飼養
管理関係者全員での情報共有が重要となる
ので、牛舎内での伝言メモ板やスマート
フォンを使った情報共有アプリの使用など
の工夫を行う。

５．事故防止の行動観察の改善
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項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

・出荷時期の見極め

・今後の経営方針の検討

　肥育日数別の成績を見ますと、
特に去勢において当期、直近とも
増体の悪い牛を長く飼養している
傾向にあります。長く飼養すれば
その分事故のリスクやかかる経費
も増えますので、出荷適期になり
食いの悪くなった牛は、早めに出
荷するなど出荷時期の見極め等検
討ください。
　今後、長男が本格的に就農され
る時期が来ると思いますが、特に
施設は老朽化しておりますので、
施設の投資や増改築などは本格的
な就農を前に検討してください。

歩留や肉質等級は比較的好成績で安定し、
増体等も平均的な経営であると思われる
が、近年の黒毛和種の増体能力の向上を考
えると、特に去勢で日増体量が若干物足り
ない。指導にもあるとおり、個体観察を徹
底し、牛が設定通りの量を食い込めている
か確認することにより、さらなる増体が期
待出来ない牛については出荷時期を見極め
ることが重要。牛舎等の整備に当たって
は、十分な飼槽幅の確保、競合がない水飲
み場の配置などの個体管理への配慮や牛床
や通路、飼槽・水槽等の清掃がしやすく清
潔に保てる工夫、人と牛の作業動線やロー
ダー等機械が入れる幅や天井高の確保な
ど、優良事例を実際に見学するなどして将
来を見通して計画する。

2

・飼養環境の改善 　敷料については3ヵ月に１回交
換されております。臭いやハエの
発生も目立ちましたので、早期交
換を実施してください。また、事
故もなくよく管理されています
が、通路や飼槽の清掃、ハエ対策
などの基本的な環境対策を実施
し、牛へのストレスを軽減してく
ださい。

肥育成績を見る限り、既に去勢・雌肥育と
もに28ヵ月出荷での技術を確立されている
と思われる。現状の黒毛和種の増体能力か
らすると、肥育期間を延長することによっ
て日増体重、枝肉重量はもう少し期待出来
るかもしれないが、飼料費や事故リスク等
もふまえて、指導機関等とシミュレーショ
ンするなどして経営環境の変化に備えてお
く。敷料の確保も大変かと思うが、牛舎内
のアンモニア濃度が高いと、呼吸器系への
直接的な障害のみならず、細菌感染への免
疫力の低下など肥育牛の健康全体へ影響
し、事故の多発につながるリスクも増える
ので、牛舎内のこまめな清掃等、人にも牛
にも良好な環境維持に努めること。

3

令和2年度と比較して各項
目で概ね改善しているが
以下の点があげられる。
1）出荷月齢：去勢32.5ヵ
月、雌34.0ヵ月と長い
2）枝肉重量：去勢
435.8kg、雌423.3kgと低
い
3） 1日増体重：去勢
0.59kg、雌0.53kgと低い
4）肥育回転率：R3
48.6％〔出荷頭数17頭／
常時平均飼養頭数35.0
頭〕と令和2年度と比較し
低下。
　＊R2　67.6％〔出荷頭
数24頭／常時平均飼養頭
数35.5頭〕

1）牛床管理見直し
① 導入時より牛が横臥できない
状況となっている〔おが屑:20㎥
／月の納入にとどまる〕
② 堆肥の販売（搬出）先の確保
〔牛舎内の堆肥出しができにくい
状況〕
2）飼養管理において、①育成
（素牛）導入時より粗飼料が十分
給与できていない（肥育期の増体
量に影響）、②水源はあるが、引
き込みの投資ができない〔飲水量
の不足で食い込みが悪く、結果、
増体量、枝肉重量の増加を阻害し
ている〕ことから、育成～肥育前
期に係る粗飼料給与体系の見直し
と飲水量を確保するための改善策
を検討する必要がある。

肥育開始時体重・月齢を見ると、特段能力
の低い牛を導入しているとは思えないが、
その割には出荷月齢がおおよそ33ヵ月を越
え、日増体重、枝肉重量が極端に低い。指
導内容を見ると、牛がその能力を十分に発
揮出来ない環境であることが推測出来る。
昨今の急騰した飼料価格では、十分な枝肉
重量を確保しないと経営の継続が難しいと
思われるので、地域の飼料給与マニュアル
を参考に、肥育前期・中期・後期の飼料給
与体系を再検討する事が急務。また、敷料
や水の確保は肥育牛を飼う上での最低限必
要な事項であり、ボロだしをしたふん尿を
積む十分な体積の堆肥盤の整備も含めて、
牛舎環境・設備の整備は必須である。

６．施設・設備等の環境改善
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項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

・令和２年度に関しては
肉質等級４・５率が７割
を切っており、例年より
も成績が落ち込んでい
る。給与飼料の変更・導
入牛の選定基準も長年変
えてないことから、スト
レスが原因の一つと考え
られる。
・脂肪分（脂身）が厚い
こともあることから、等
級に関し枝肉価格が伸び
悩むことがある。

・１つの牛房の収容頭数の見直し
をして、過度な密を回避しストレ
ス軽減を図る。
・成績優秀農家からの情報収集等
により飼料給与を研究し、歩留ま
りの向上に努める。

比較的大きな肥育もと牛を確保している
が、日増体重が充分とは言えない状態が続
いている。飼い直しを意識するあまり、肥
育前期に粗飼料を必要以上に給与し増体を
押さえすぎるとその後の肥育期間で体重増
加してもロース芯面積が狭く皮下脂肪や筋
間脂肪の多い牛に仕上がるので、地域のマ
ニュアル等を参考に肥育前期の期待増体量
を適切な範囲（0.75kg/日程度）となるよ
うに努める。高い事故率の原因を早急に解
明する必要がある。そのためにも個体観察
を徹底し、飼料給与量や残飼料、治療履歴
などの記録を整備する。強い牛と弱い牛で
摂取している飼料の量や構成が異なってい
ないか確認し、飼槽幅の確保や仕切り板の
設置など摂取飼料の偏りが出ない工夫をす
る。

2

・出荷頭数が増頭し以前
の出荷頭数にまで回復す
ることが出来たことと、
肉質を向上できたことが
良かったが、歩留等級が
下がってしまっている現
状が見受けられた。

・これからは出荷のペース、肉質
を維持しながらよりきめ細やかな
飼養管理を行い、歩留等級の向上
にも努めたい。

事故率が高いので、その原因の解明が重
要。肥育開始体重を見るとそれなりのもと
牛を集めていると思われるので、特に、現
在の黒毛和種の能力を考えると枝肉重量が
低く、歩留・肉質等級が物足りない。出荷
月齢が26ヵ月齢台と早くなっているが、死
亡事故以前の事故出荷等の影響が含まれて
いないか確認する。飼養頭数から見ると、
家族もしくは従業員の複数名での管理が想
像されるが、日常の飼養管理、飼料給与内
容や個体ごとの観察結果などについて充分
に情報共有する。もし記録が不十分な場合
は、振り返りが出来るように記録方法を検
討する。

3

・令和３年３月から一部
自家配合していた飼料か
ら完全配合飼料に切り替
わり、昨年と比べ１日当
り増体重が0.7ｋｇ／日か
ら0.9ｋｇ／日、出荷体重
が31.5ヵ月齢で749ｋｇか
ら31.1ヵ月齢で883ｋｇ、
肉質等級４・５率が0％か
ら100％と飛躍的に成績が
向上した。
課題としては、
・今後も安定した成績を
出していくこと。
・出荷月齢が31.1ヵ月齢
と、酪肉近代化計画の肉
用牛経営指標（26ヵ月
齢）、県平均（29ヵ月
齢）と比べ長期肥育と
なっていることから、経
営効率の面からこの期間
を少しでも短縮していく
こと。

・成績面での向上は完全配合飼料
への切り替えが主な要因と考えら
れるので、引き続き継続と観察す
ること。
・30ヵ月齢以上での出荷にこだわ
らずに、肥育牛の仕上がり具合で
出荷するなど出荷月齢の短縮を目
指すこと。
・もと牛は日齢体重が1.0ｋｇ／
日以上で、過肥ではなくフレーム
がしっかりした、血統的にも安定
した肉質等級、増体が期待できる
子牛を選定すること。また、出荷
月齢の短縮を目指した月齢を計算
のうえ、導入の時期を考慮するこ
と。

飼料の切り替えで１日当たりの増体量が向
上した結果、枝肉重量が確保され肉質の飛
躍的な向上も見られた。一方で、肥育日数
が699.5日と長期化していることから購入
飼料費の増加が危惧される。少数頭飼養な
ので肥育もと牛の見極めと向上した肥育成
績の維持は必須であるが、一層の適期出荷
に向けて肥育後期の採食量（残飼量）を測
定する等、月齢以外の出荷目安を見つける
ようにする。

７．肉質歩留等級の改善
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項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

・出荷月齢が31.1ヵ月齢
と、酪肉近代化計画の肉
用牛経営指標（26ヵ月
齢）、県平均（29ヵ月
齢）と比べ長期肥育と
なっていることから、経
営効率の面からこの期間
を少しでも短縮していく
こと。

・30ヵ月齢以上での出荷にこだわ
らずに、肥育牛の仕上がり具合で
出荷するなど出荷月齢の短縮を目
指すこと。

飼料の切り替えで１日当たりの増体量が向
上した結果、枝肉重量が確保され肉質の飛
躍的な向上も見られた。一方で、肥育日数
が699.5日と長期化していることから購入
飼料費の増加が危惧される。少数頭飼養な
ので肥育もと牛の見極めと向上した肥育成
績の維持は必須であるが、一層の適期出荷
に向けて肥育後期の採食量（残飼量）を測
定する等、月齢以外の出荷目安を見つける
ようにする。

2

・死亡事故の防止

・枝肉重量のバラツキ防
止

・令和元年６頭、令和２年６頭、
令和３年４月まで２頭の死亡事故
が発生。主な要因は、肥育中期以
降の肝炎、心不全、胃腸炎、急性
鼓脹症。肥育牛の１日増体量が
アップしており飼料の喰い込みが
良いので、観察と早期対応を徹
底。
・枝肉重量の分布をみると、特に
黒去勢で重量は増加傾向だが、依
然としてバラツキが大きい。飼料
給与量や治療歴など、記録・記帳
に取り組む。性別や産地、導入体
重が大きく異なるため肥育もと牛
の状態を揃えるとともに、貴経営
の飼養管理に適する肥育もと牛を
選定する。出荷牛は、牛の喰い込
み状況等を考慮して選畜する。牛
房内のバラツキが大きいので、飼
槽間口に仕切り棒を設置するな
ど、個体差をなくす対策が必要。
稲わらや稲ＷＣＳをカットして給
与することにより、粗飼料のロ
ス、物理性の改善を目指し、腹づ
くりと粗飼料の喰い込み量のアッ
プを目指す。

出荷月齢が28ヵ月と早期出荷を心がけてお
り、その分、枝重重量はやや低いが、肉質
等級の向上など、飼養管理の努力が認めら
れる。一方で、事故率は高止まりしてお
り、事故原因が、中期以降の肝炎、心不
全、胃腸炎、急性鼓脹症とのことなので、
やはり濃厚飼料の摂取過多によるアシドー
シス傾向が疑われる。指導にもあるとお
り、強い牛が濃厚飼料を優先的に選び食い
していないか牛房ごとにチェックし、頭数
に対して飼槽の幅が充分あるか確認し、仕
切りの設置などの対策を検討してくださ
い。また、粗飼料が稲わらや稲WCSという
ことだが、品質のチェックとともに飼槽内
でカビ臭などがしていないかなど、嗜好性
を高めるように心がける。

3

・死亡事故の低減

・出荷牛の選畜

・最近の死亡事故は、令和２年７
頭（事故損失額690万円）、令和
３年３頭発生しており、主な原因
は急性鼓脹症、心不全、肝炎。濃
厚飼料を喰い込んだ結果ではある
が、従業員との連携を図り、観察
を徹底し、早期対応を心掛ける。
・肥育牛が調子が悪い場合には、
２～３頭の群飼育から１頭飼いと
し、個々の状態に応じた対応を実
施。１頭飼いする場合は、調子が
悪い牛は早期出荷も考慮する。
・調子が良い牛も１頭飼いをして
いるが、肥育成績をみると増体も
肉質も良いようなので、出荷牛を
選畜する場合には肥育期間の延長
を検討する。

雌肥育で、枝肉重量・日増体重は確保され
ており、歩留・肉質等級も一定の水準にあ
るので技術的にはほぼ確立されていると思
われる。事故が若干多発しているようなの
で、個体観察を徹底し、残飼量の測定や肥
育後期の喰い止まりに注意することによっ
て、適期出荷や事故率の低減につなげる。

８．出荷牛選定の改善
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項番 生産者が抱える課題 指導現場での指導内容 生産技術向上のための改善ポイント

1

・令和3年度の出荷頭数は
23頭（去勢）で、前期に
比べ肥育日数が約1ヵ月長
く、枝肉重量は7.7kg増え
たが、歩留等級が4.2％落
ち、ロースの張りがあま
く、皮下脂肪が厚めの枝
肉が多数見受けられた。

肥育経営は、もと牛選定と、肥育
前期の管理が重要。前期3ヵ月の
粗飼料給与（稲わら、稲WCS）が
腹づくりに重要になる為、配合飼
料とのバランスを再確認を行う。
粗飼料給与と配合飼料のバランス
を注視し、中期、後期の各ステー
ジごとの飼養管理を徹底して行
く。もと牛は、○○県の中央市場
から導入してるため、繁殖農家の
情報（データ等）を分析し、もと
牛導入の選定を行う。枝肉成績
は、ロースの張りがあまく、皮下
脂肪の厚い枝肉が多数みられるた
め、育成期の飼養管理の再確認
と、ビタミンコントールを上手に
行うため、畜産クラスター（実証
事業）で導入した「超音波診断装
置」を活用し、NOSAI茨城の獣医
師と連携を図り、定期的な血液検
査や牛の健康状態管理を行い、更
なる生産性の高い儲かる肉牛生産
を目指す。

肥育成績については枝肉重量も確保してお
り、肉質等級４・５率も前年度より向上す
るなど、飼養管理の一定の改善が認められ
るが、肥育期間の延長は現状の飼料価格の
高騰下では、飼料費の増大を招き、経営に
与える影響は大きい。導入した超音波診断
装置等を活用し、可能な限り出荷月齢の早
期化に努めること。また、歩留等級A率の
低下につながっていると思われるロースの
張りや皮下脂肪の厚さについては、肥育前
期の腹作りを意識した粗飼料多給時におい
て若干低エネルギーになっている可能性が
あり、給与している粗飼料の質について検
討する。

2

・死亡事故の低減（飼料
給与内容の点検、敷料の
早期交換）

　最近の死亡事故は、令和２年９
頭（事故損失額６３５万円）、令
和３年４頭発生しており、原因を
みると胃腸炎、肝炎、心不全が多
くなっていますので、下記の取組
を行ってください。
　かなり安いもと牛を導入されて
いますので、飼料の変更は慎重に
行ってください。
・飼料給与内容の点検（肥育ス
テージごとの飼料内容）
・敷料の早期交換
・牛房柵など修理をして、肥育牛
の観察時間を確保する

令和2年から3年にかけて、日増体量や歩
留・肉質等級の一定の向上が見られるが、
現在の黒毛和種の能力を考えるとまだもの
足りない。事故の内容を見るとアシドーシ
ス傾向が疑われるので、かかりつけの獣医
師のアドバイスも受けながら、飼料内容の
見直しを行うこと。特に肥育前期に個体差
無く充分量の良質粗飼料を給与出来るよう
に量の確保と全頭が等しく食い込める施設
環境の整備を心がける。病牛の疑いがある
ものを数あわせで購入しないよう注意する
ことも必要。牛舎内のアンモニア濃度は、
直接的な呼吸器系に対する障害だけでな
く、荒れた呼吸器の粘膜上皮からの細菌の
侵入を招きやすくし、全身の免疫系に影響
を与え肥育牛の健康に大きく影響する事に
留意する。

3

・令和3年が令和2年を上
回る成績を上げており、
問題はない。

・肥育開始時（もと牛時）の日齢
体重が高いもと牛ほど、枝肉重量
が大きく、増価額も高くなってい
る。しかし、1.25以上の階層以外
では増価額に差はみられていない
ことから、「飼い直し」の技術に
長けていることが伺え、肥育途中
で食い止まりのない牛を育てる技
術に秀でているので、もと牛の上
限価格を意識して導入する。
・令和3年は事故が10頭発生した
ことで、生産原価が増加している
ことから、飼養管理を徹底し、事
故発生防止に努める。

事故率の低下のためには、日頃からの個体
ごとの観察と記録の共有が重要であること
を現場で作業する全員で理解する。特に、
肥育後期の個体ごとの採食量については、
残飼量をチェックするなどして食い止まり
に注意する。肥育中期以降、ルーメンアシ
ドーシス傾向になりやすいので嗜好性の良
い良質な粗飼料の増給やミネラル材の補給
などについても検討する。尿石症の発生が
多い場合は、鉱塩や水の補給に問題は無い
か確認し、ミネラルバランスに注意するこ
とも重要。異常牛の早期発見・早期治療に
努める事が重要で、かかりつけの獣医師と
の連携、日常的な情報共有を図る。

９．獣医師等との連携強化
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Ⅴ．指導用情報 
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妊娠関連糖タンパク（PAGs）検査について 
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妊娠関連糖タンパク（PAGs）検査 
 
 妊娠関連糖タンパク（Pregnancy Associated Glycoproteins；PAGs）とはアスパラギン酸プ
ロテアーゼの一種で、妊娠時のみ胎盤から産生されて血液中に分泌される複数の糖タンパクの
略称である。PAGs 検査は、乳汁や血液中の PAGs 濃度を調べることで妊娠か空胎かの確認が
できるため、急速に普及しており海外で広く使用されている。日本においても PAGs 検査のた
めのキットの販売及び検査サービスが提供され始めている。従来の獣医師等による直腸検査や
エコー検査に比べ、牛個体へのストレスが少なく、手軽に結果が得られるメリットがある（表
１）。 

 
 
 
 
  

      
 
 PAGs 検査は空胎を検出するための検査法であり、獣医師による妊娠鑑定も

併せて行う必要がある。 
 PAGs 検査は補助的な妊娠確認検査法であり、妊娠の診断はできず、あくま

で基準値よりも濃度が高いか低いかで妊娠している可能性を検出する検査
である。そのため、妊娠の証明書が必要な場合は獣医師による診断が必要で
ある。 

PAGs 検査の注意点 
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<日本における PAGs 検査の広まり> 
 日本国内では、2017 年から乳汁用キット、2020 年末から血液用キットの国内販売が開始さ
れている。乳汁用検査キットの販売により、全国各地の検査施設での PAGs 検査が普及してお
り、2021 年には全国で年間 29 万検体（推計）ほどが検査されている。 
 
 
＜検査方法＞ 
 現在、日本での PAGs 検査は、乳汁用と血液用の 2 種類のキットが販売されている（表 2）。 

 
 
 

＜PAGs レベルについて＞ 
 PAGs は反芻獣の胎盤（絨⽑膜）の細胞において産生される糖タンパクで、⺟体側胎盤へ輸
送・分泌される。そのため、胎盤形成後に⺟体の血液中および乳汁中から検出され、妊娠期間
を通して増加する。 
 図 1 は、国内で市販されている乳汁用 PAGs 検査キット（Alertys Milk Pregnancy エリーザ
キット、アイデックスラボラトリーズ（株））により測定した S-N 値の推移を示した。PAGs レ
ベルは人工授精後 20 日以降に増加し始め、45〜60 日頃にいったん低下するが、その後は分娩
まで緩やかに上昇し続ける。分娩後は、胎盤の排出に伴い急激に減少するが、分娩後 60 日頃
までは検出が認められる。 
 乳汁用検査キットは、人工授精後 28 日目かつ分娩後 60 日以降の牛を対象に、妊娠・非妊娠
の確認が可能である。 
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＜PAGs 検査の精度＞ 
 表 3 は、乳牛 1,839 頭に対し、乳汁の PAGs 検査を行い、直腸検査・エコー検査の結果と比
較した結果である。直腸検査・エコー検査で妊娠と診断された 1,136 頭のうち、PAGs 検査陽
性は 1,121 頭であり感度は 98.7%だった。また、空胎と判定された 638 頭のうち、PAGs 検査
陰性は 602 頭であり特異度は 94.4%だった。なお、判定保留率は 3.5%（65/1,839）だった。 
 これらの結果から、PAGs 検査は直腸検査やエコー検査と同様に高精度な検査法として使用
することができる。血液用キットによる PAGs検査の結果においても、全血を用いて感度 100%、
特異度 95.0%と乳汁中 PAGs 検査と同等の精度で検査が可能である。 
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＜PAGs 検査の留意事項＞ 
・妊娠初期に胚死滅が発生した場合、PAGs の産生が停止し血中濃度は減少していくが、体 
 内に残った PAGs は 6～10 日程度検出されることが分かっている。 
・判定保留（±）となった場合、1 週間ほど間隔をあけて再検査する。 
・PAGs 検査では、胎子の生死や双胎の判定、雌雄の判別などの詳しい情報を得ることがで 
 きない。 
・PAGs 検査による空胎牛の早期発見および妊娠維持の確認と、より詳細な情報の得られる 
 獣医師による直腸検査・エコー検査を組み合わせ、妊娠期間中に複数回の妊娠検査を実施 
 する必要がある。 
 
 
＜PAGs 検査（乳汁）の利用方法＞ 
 実際の PAGs 検査の運用方法（検体の回収から結果返却までのプロセス）を図 2 に示した。
多くの場合、検体は地域の決められた集約施設に集められ、その後検査所に送付される。集約
施設への送付は、集乳車が回収して運搬するケースや農家が自ら検体を持ち込み回収するケー
スなどがある。検査施設での検査頻度は地域によって異なるが、少なくとも週 1 回以上実施さ
れ、検査結果はメール・FAX などで農家に返却される。 

 
 
 
＜対象サンプルについて＞ 
・分娩後 60 日目以降かつ人工授精後 28 日目以降の牛の乳汁 
・対象牛以外の乳汁が混ざらないように注意 
・前搾り、後搾りの乳汁も使用可能 
・乳房炎治療中や重度の乳房炎の乳汁は不可（乳汁中の凝固やブツが検査に影響するため） 
・防腐剤（ブロノポールなど）の添加可能 
・冷蔵保存（冷凍は基本的には不可） 
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＜検査の使用例＞ 
1）PAGs 検査 1 回＋妊娠鑑定 1 回の組み合わせ（合計 2 回の妊娠確認を実施） 
   早期にPAGs検査で妊娠確認し、65～75日目に直腸検査やエコー検査で再度確認する。 
  初回確認＋継続確認で流産の見逃しを防止することができる。 

 
 
2）PAGs 検査 2 回＋妊娠鑑定 1 回の組み合わせ（合計 3 回の妊娠確認を実施） 
   1）の方法に加えて 100 日目以降での妊娠維持を確認することにより、空胎牛の発見を 
  より確実に行うことができる。 

 
 
3）PAGs 検査 3 回で妊娠確認を実施 
   農家の任意のタイミングで定期的検査を実施することができる。農場に人工授精師が所   
  属している場合、空胎が確認された後すぐに再授精のステップに進むことができる。 

 
 
 
 
（参考文献） 
・羽立薫：臨床獣医、12 月号、41-44（2022） 
・田中義春：Dairy Japan、2 月号、28-29（2023） 
・公益社団法人北海道酪農検定検査協会：始めよう！乳検の PAGs 検査オプション 
・あしょろ・ハードサポート通信、Vol.30、9 月号（2017） 
・乳汁に含まれる PAG を利用した牛の妊娠確認検査（アイデックスラボラトリーズ（株）） 

- 130 -



 
 

  

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

Ⅵ．表中の生産技術項目の内容  
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１．酪農 

項 目 名 記 入 要 領 
期首経産牛飼養頭数 期首（1 月 1 日）時点での経産牛飼養頭数 
外部導入頭数 当期に外部導入した経産牛の頭数 
事故廃用頭数 当期に廃用となった経産牛の頭数 
未経産牛からの繰入 外部導入した未経産牛および自家保留の未経産牛・育

成牛のうち当期に初産分娩をして経産牛になった頭数 
期末経産牛飼養頭数 期末（12 月 31 日）時点での経産牛飼養頭数 
常時平均飼養頭数 （期首飼養頭数+期末飼養頭数）÷２により算出した経

産牛の頭数 
受 胎 に 要 し た 種 付 回 数
（平均値） 

当期に受胎した牛の受胎に要した種付回数の平均値 

分娩頭数 当期に分娩された子牛の頭数 
分娩間隔（平均値） 当期に正常分娩した経産牛の分娩間隔の平均値 
供用年数（平均値） 当期に廃用となった経産牛のうち、未経産牛の外部導

入および自家保留であった牛の更新年数の平均値 
産次（平均値）※期中分娩
牛 

当期に分娩した牛のうち、未経産牛の外部導入および
自家保留であった牛の産次の平均値 

初産月齢（平均値）※導入
牛（経産牛）は除く 

外部導入した未経産牛および自家保留の未経産牛・育
成牛のうち当期に初産分娩をした牛の初産月齢の平均
値 

子牛事故率※流産・奇形、
死産 

当期に分娩した牛のうち死産・流産・奇形分娩であっ
た牛の割合 

 
２．肉用牛繁殖 

項 目 名 記 入 要 領 
期首飼養頭数 期首（1 月 1 日）時点での成雌牛飼養頭数 
外部導入頭数 当期に外部導入した経産牛の頭数 
事故廃用頭数 当期に廃用となった成雌牛の頭数 
育成牛からの繰入 外部導入した未経産牛および自家保留の未経産牛・育成

牛のうち当期に初回種付をして成雌牛になった頭数 
期末飼養頭数 期末（12 月 31 日）時点での成雌牛飼養頭数 
常時平均飼養頭数 （期首飼養頭数+期末飼養頭数）÷２により算出した成

雌牛の頭数 
受 胎 に 要 し た 種 付 回 数
（平均値） 

当期に受胎した牛の受胎に要した種付回数の平均値 

分娩頭数 当期に分娩された子牛の頭数 
分娩間隔（平均値） 当期に正常分娩した成雌牛の分娩間隔の平均値 
供用年数（平均値） 当期に廃用となった牛のうち、未経産牛の外部導入およ

び自家保留であった牛の更新年数の平均値 
産次（平均値）※期中分
娩牛 

当期に分娩した牛のうち、未経産牛の外部導入および自
家保留であった牛の産次の平均値 

初産月齢（平均値）※導
入牛（経産牛）は除く 

外部導入した未経産牛および自家保留の未経産牛・育成
牛のうち当期に初産分娩をした牛の初産月齢の平均値 

子牛事故率 当期に分娩した牛のうち死産・流産・奇形分娩であった
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項 目 名 記 入 要 領 
牛の割合 

出荷頭数 当期に出荷された子牛（去勢、雌）の頭数 
出荷日齢（平均値） 当期に正常出荷された子牛（去勢、雌）の出荷日齢の平

均値 
出荷体重（平均値） 当期に正常出荷された子牛（去勢、雌）の出荷体重の平

均値 
出荷日齢体重（平均値） 当期に正常出荷された子牛（去勢、雌）の出荷日齢体重

の平均値 

 

３．肉用牛肥育 
項 目 名 記 入 要 領 

期首飼養頭数 期首（1 月 1 日）時点での肥育牛飼養頭数 
外部導入頭数 当期に外部導入された肥育牛の頭数 
自家保留子牛の繰入れ 当期に自家保留子牛から肥育牛に仕向けた頭数 
事故頭数 当期に事故出荷・事故廃用になった肥育牛の頭数 
出荷頭数 当期に正常出荷された肥育牛の頭数 
期末飼養頭数 期末（12 月 31 日）時点での肥育牛飼養頭数 

常時平均飼養頭数 
（期首飼養頭数+期末飼養頭数）÷２により算出した肥
育牛の頭数 

肥育開始月齢（平均値） 
当期に導入された肥育牛（去勢、雌）の肥育開始時月齢
の平均値 

肥育開始体重（平均値） 
当期に導入された肥育牛（去勢、雌）の肥育開始時体重
の平均値 

出荷月齢（平均値） 
当期に正常出荷された肥育牛（去勢、雌）の出荷月齢の
平均値 

出荷生体重（平均値） 
当期に正常出荷された肥育牛（去勢、雌）の出荷生体重
の平均値 

肥育日数（平均値） 
当期に正常出荷された肥育牛（去勢、雌）の肥育日数の
平均値 

１日当たり増体重（平均
値）※肥育期間における 

当期に正常出荷された肥育牛（去勢、雌）の１日当たり
増体重の平均値 

枝肉重量（平均値） 
当期に正常出荷された肥育牛（去勢、雌）の枝肉重量の
平均値 

歩留等級 A 率 
当期に出荷された肥育牛（去勢、雌）のうち歩留等級が
A の牛の割合 

肉質等級４・５率 
当期に出荷された肥育牛（去勢、雌）のうち肉質等級が
４以上の牛の割合 

事故率 
ここでは事故頭数/常時平均飼養頭数×100 により算出
した値を事故率としている 

 

 

- 134 -



 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

Ⅶ．執筆者一覧 

 

 
  

- 135 -





 
 

執筆者一覧 

 

 

 

令和４年度家畜生産性向上対策検討委員会            （50 音順、敬称略） 

※ 役職は令和５年２月現在 

 

 

 

 

所属 役職 氏名 

一般社団法人 岡山県畜産協会 

経営支援部 経営対策班 
調査役 池見 亮 

一般社団法人 宮城県畜産協会 

経営支援課 
技術主査 伊藤 利樹 

日本大学 生物資源科学部獣医学科 専任講師 大野 真美子 

山形大学 農学部食料生命環境学科 教授 木村 直子 

国立研究開発法人農業・食品産業技

術総合研究機構 九州沖縄農業研究

センター 研究推進部事業化推進室 

農業技術コミュニケ

ーションスタッフ

（本委員会座長） 

山田 明央 

静岡県立農林環境専門職大学  

短期大学部 生産科学科 
准教授 渡邉 貴之 

- 137 -




